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本電子書籍を示すサムネイルなどのイメージ画像は、再ダウンロード時に予告なく変更される場合があります。





本電子書籍は縦書きでレイアウトされています。

また、ご覧になるリーディングシステムにより、表示の差が認められることがあります。
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　大空に鳥が飛んでいる。

　ただの鳥ではない。巨大な、とても巨大な──人を背に乗せた巨鳥である。

　それは玄げん鳥ちようという種で、漆しつ黒こくの羽と嘴くちばしを持ち、時には牛さえも襲う凶きよう暴ぼうな生き物だった。

　だが──この大陸には、それを乗りこなす者達がいる。

「やれやれ──昼日中から、精のでることだ」

　砦とりでの小さな窓から、真っ青な空と漆黒の鳥を見上げ、老ろう将しようバロッサ・アーネストは独ひとりごちた。

　ここのところ、その玄鳥を操あやつる人々──〝北方民族〟の動きが活発になっている。アルセイフの中央で起きた政変とも関かかわっているのかもしれないが、王都から遠く離れたこの国境の地では、情報が伝わるまでにもかなりの日数がかかった。

　正確なところはわからないが……バロッサは、さほど心配していない。

　王都には外がい務む卿きようラシアン・ロームや王宮騎士団団長ウィスタルをはじめ、有能な人材がいる。大たい概がいのことは上手うまく処理するだろうし、また彼らで処理できないような難事なら、バロッサが知ったところでおそらくどうしようもない。

　ある種の達たつ観かんと共に玄鳥を見送ると、バロッサは膝ひざに置いた猫の背を撫なでた。

　ここ、ザルク砦は、アルセイフから見て、タートムと接する最前線の地である。

　セブラズ山地の山中に建てられた砦は、常に三百人の兵を擁ようしている。タートムとアルセイフとの国境にはいくつかの砦があるが、その中では中規模のものといっていい。

　ほとんどの土地が険けん阻そなセブラズ山地において、この付近は大軍の通り道として使える程度になだらかで、そのために過去の侵しん略りやくの多くはこの地からはじまった。

　ザルク砦を抜けてアルセイフ側に深く食い込むと、さらに大きなエフリード砦がある。そちらは常に千人規模の兵を抱えており、有事には周辺からさらに兵を集め、国境防衛の要かなめとして機能するよう整備されていた。

　つまりエフリード砦が本ほん陣じんとすれば、このザルク砦は斥せつ候こう役やくであり、国境を〝見張る〟ことが主な任である。

　バロッサ・アーネストは、三十年ほども前から、この砦で日々を過ごしている。

　御年六十余歳にして尚なお衰えず──といえば聞こえはいいが、外見はただの小柄な老ろう爺やで、容よう姿しは将というより文官に近い。

　若き日には勇ゆう名めいを轟とどろかせ、あの剣けん聖せいウィスタルとも互ご角かくの勝負をしたとさえ噂うわさされたものだが、今はその剣名も忘れられるほどに老おいて、中央の政争やしがらみとも無む縁えんである。

　膝の上に乗せた一匹の黒猫が、甘あまえるように小さく鳴いた。

　彼女の毛についたノミを適当に潰つぶしながら、バロッサは欠伸あくびを嚙かみ殺す。

　白髪しらが頭あたまと皺しわの深い顔に、もはや往おう年ねんの面おも影かげはない。将しようというよりはすっかり隠いん居きよの風ふ情ぜいで、武ぶ官かんの服をまとってはいるものの、この砦とりでの太たい守しゆとしてははなはだ頼りない印象だった。

　猫のノミとりをしながら、バロッサは自室の窓を見上げ、空を往ゆく玄げん鳥ちようを眺めていた。

　その彼の耳に、ふとけたたましい足音が響く。

「閣かつ下か！　将軍閣下！」

　小こ間ま使づかいの少年の甲かん高だかい声に、バロッサは眉まゆをひそめた。膝ひざの上の猫も、声に驚いて飛び降りる。

「なんだい？　そんなに慌あわてて……」

　扉を開けて飛び込んできた少年に、気安い声をかける。

「タ……」

「た？」

　まだ変声期も迎えていない声を詰まらせた後、彼は一気に叫んだ。

「タートムです！　タートムの兵が、こちらに向けて進軍中だと、斥せつ候こうからの連絡が……」

　その報告を受けるや、バロッサは黙って眼めを細めた。

　ここ数年、タートムはおとなしかった。

　しばらく前に受け取った外がい務む卿きようラシアンからの手紙では、先の内乱はそのタートムが仕組んだものだったらしい。それに乗じて国境を襲う危険があるから、くれぐれも防備に気をつかって欲しいとも要よう請せいされていた。

〝──どうやらその時が来たか……〟

　バロッサは内心で呟つぶやき、のんびりと席から立ち上がる。

「やはり、より険けん阻そな南西と北方民族のいる北東を避けて、国境の中央から来たか──人数はどのくらいで、いつ頃ごろ、こちらに着きそうかな？」

「は──斥候によれば、第一陣は少なく見積もっても五千か六千──さらに別方向からの後続が続いており、合流すれば一万程度になる可能性もあります。歩兵主体の戦力ですので、近隣への到着までにはあと三時間ほどかかるかと──」

　少年ははきはきと答えた。

　もしそれから陣じんを為なし兵を休ませるとしたら、実際の侵しん攻こう開始は明朝かもしれない。あるいはあえて数を頼みに勢いづき、強行軍のまま襲ってくる可能性もある。

　タートムの兵の気質を考こう慮りよすれば、後者の可能性が高い。なにせ相手は数千、この砦の兵力はたったの三百である。多少の疲労は問題にならないだろう。

　バロッサは肩を竦すくめた。

「ふむ。五千から一万以上、か──」

「連中は宣せん戦せん布ふ告こくさえしていませんが……迎え撃ちますか？」

「たった三百人でかい？　馬ば鹿かを言っちゃいかんよ」

　バロッサはくっくっと笑った。さすがにその差では、籠ろう城じよう戦せんをする気にもなれない。もともと、このザルク砦とりでは戦闘の拠きよ点てんというより、見張り小屋のような役割を期待されている。

　固まった小こ間ま使づかいの顔は、緊張のために紅こう潮ちようしていた。

　彼はまだここに来て日が浅い。この砦の兵達の多くは特殊な訓練を経ているが、彼はただの雑用係である。今は生まれて初めて、〝戦乱〟の危機を肌はだで感じているに違いない。

「若いねぇ、君は──とりあえず、ソフィアを呼……」

「もう来ておりますわ、お父様」

　廊下から足早に入ってきたのは、娘のソフィア・アーネストだった。

　歳としはまだ十九歳。遅おそくにできた子で、バロッサにとっては可愛かわいいながらも扱いの難しい愛まな娘むすめである。

　父のバロッサに似て小こ柄がらだが、幸いなことに、顔と体つきは母親に似た。十九にしては幼さの残る顔立ちは凜りんとして、胸さえ目立たなければ美少年のようにも見える。

　後頭部で結った茶色の髪を揺らしながら、彼女は怒りの表情でバロッサに詰め寄った。

「前もっての宣せん戦せん布ふ告こくもなしに、あれだけの兵を動かすなど……タートムには武ぶ人じんとしての誇りなどないのでしょう。侵しん攻こうにも相そう応おうの約束事があるはずでしょうに──」

　バロッサはまた苦笑するしかない。おそらくタートムとしては、このザルク砦を陥かん落らくさせた後で、改めて宣戦布告をする気だろう。それでなくとも兵は神しん速そくを尊たつとぶし、奇襲は古来よりの定じよう法ほうである。事前の布告の有う無むで腹を立てるのは筋違いというものだった。

　もっとも──バロッサからすれば、いきなり大軍を動かして相手に感づかれるタートムの戦い方は、まだまだ〝甘あまい〟と思う。

「戦争は綺き麗れい事ごとではないよ、ソフィア。レージク様の件では、タートムもようやく頭を使うことを憶おぼえたかと感心したものだが……今回の用兵は、以前に逆戻りかな？」

　二十倍近い兵力が接近しつつある現状にも関かかわらず、バロッサは悠ゆう々ゆうと呟つぶやいた。

　寡か兵へいに対し大軍をもってあたることは必勝の策だが、それが〝最善の策〟とは限らない。

　逆に、寡兵をもって大軍を翻ほん弄ろうする戦い方もある。

　バロッサはまず、タートム侵攻の知らせを砦のすべての兵に伝達するよう、小間使いの少年に指示をした。

　彼が駆けて行った後で、娘のソフィアに向き直る。

「さて。しかし、予想より少し早い侵攻だねぇ──まだ王都のほうも、先の内乱の事後処理が完全には終わっていないだろうに。徴ちよう兵へいと訓練もどこまで進んでいることやら」

　愚ぐ痴ちのように言うと、ソフィアが目許を歪ゆがめた。

「ラシアン卿きようらも、もう少し時間が欲しかったことでしょうね──ともあれお父様、私はすぐに兵を出します。かねてからの策のとおり、すぐにお父様はエフリード砦のほうへ……」

「ま、落ち着きなさい。まだ時間はあるよ」

　バロッサは空を見上げた。

　この地に迫る歩兵の足音などは、当然、まだ聞こえない。

「しかし、先方だって戦せん費ぴが馬ば鹿かにならんだろうになぁ……物好きな話だ」

　欠伸あくびをするバロッサとは対照的に、ソフィアの顔は険けわしい。

「それだけアルセイフの豊ほう穣じような大地が欲しいということでしょう。ですが、今回も──これまでの歴史と同様に、彼らの侵しん攻こうは失敗いたします」

　意気込む娘の姿に、バロッサは笑った。

　顔は母親に似たが──彼女の気質は、明らかにバロッサのものを受け継いでいた。気が強すぎる気配もあり、女としての幸せを考えるなら、将来が不安な面もある。だが、この場での戦力としては、我が娘ながら心強い。

「私もせめて、あと十年若ければ、同行できたのだろうが……ソフィア、気をつけなさい。無理をする必要はないし、戦果を欲張る必要もない。今いま更さら、言うまでもないことだろうが──」

　ソフィアは神妙に頷うなずいた。眼まな差ざしに迷いはなく、覚かく悟ごと決意が漲みなぎっている。年とし相そう応おうの娘の顔とは言い難い。

「わかっております。お父様の分も、しかと働いてご覧らんにいれますわ、それでは──」

「うん。エフリード砦とりでで会おう」

　バロッサの口元は微笑のままで、その眼めだけが底光りした。

　頷うなずいたソフィアは、足早に部屋を出て行く。

　後に残ったバロッサは支度を整えながら、窓に覗のぞく空を見上げた。

　また、玄げん鳥ちようが一羽──

　空を飛んでいる。

　セブラズ山地に住む北方民族のものか、それともタートムに雇やとわれている刺し客かく達のものか、その判別はつかない。その刺客たちにしても、その出しゆつ自じは北方民族である。玄鳥を扱う術を心得ているのは、基本的には彼らだけだった。

　自らの手で卵から孵かえし、雛ひなが成鳥になるまで面めん倒どうを見続けなければ、その玄鳥を扱うことはできないらしい。

〝空、か──〟

　当然のことだが、空には国境線もなく、関せき所しよもない。地上からでは手出しもできず、ただ見送るしかない。

　高い空を往ゆく者達の動どう向こうを気にかけながら、バロッサは住み慣れた部屋を出た。




　その日の夕刻──

　もぬけの殻からとなったザルク砦は、易やす々やすとタートム軍に占領されていた。

　そこには一兵たりとも残っておらず、タートムは彼らが早々に怖おじ気けづき、アルセイフ側へ撤てつ退たいしたものだと判断した。常識的に考えて、数千の敵を前に、三百の兵では何もできない。

　戦わずして勝利したようなものだが、それで油断するような軍でもない。アルセイフ側の兵が揃そろう前に、タートム軍としては迅じん速そくに攻め込み続け、土地を制せい圧あつしていく必要がある。

　ゆくゆくは王都、そしてフォルナム神殿に──

　このタートム侵しん攻こうの第一報は、この日から三日を経て、彼方かなたの王都へと届けられた。

　フォルナム神殿にて御柱ピラーが輝石セレナイトの生産を止めたのは、さらにその三日後のことである。
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　来訪者ビジター、イリス・エリニュエスの眼前には今、一人の少年がいる。

　彼──エンジュ・シェパードは、単なる一いつ介かいの猟りよう師しだった。

　アルセイフの外がい務む卿きよう、ラシアン・ロームが治める領内の、なんの変へん哲てつもないのどかな村に生まれ育ち、両親を早くに失ってからは、ずっと一人で暮らしていたらしい。

　さして珍しくもない境きよう遇ぐうで、さして特異な性格をしているわけでもなく、さして特殊な能力があるわけでもない──ただの、平凡な少年である。

　少なくとも、イリスはそう信じ、疑っていなかった。

「貴方あなた……どうして、ついてきたの？」

　イリスは眼めを据すわらせて問う。

　正面の椅子に座ったエンジュは、わずかに首を傾かしげた。面おも立だちにはまだ少年らしさがあるものの、その眸ひとみには妙に大人おとなびた光が宿っている。

「ついていった、っていうか──あの時、咄とつ嗟さに窓に駆け寄ったら、玄げん鳥ちように摑つかまれたから」

　エンジュは困ったようにそう答え、かすかに肩を竦すくめてみせた。

　ここはアルセイフとタートムの国境に程近い町の、小さな宿屋である。

　ラトロアの間諜スパイであるシズヤと、彼女の部下が操あやつる玄鳥に乗って、イリス達はフォルナム神殿を飛び立ち、途中に休きゆう憩けいを挟はさみながら、数日を経てこの付近に降り立った。

　国境付近ではタートムの侵しん攻こうがはじまっており、町はやや雑然としている。要よう衝しようであるエフリード砦とりでは健在で、王都からの援えん軍ぐんも到着しているらしいが、それでも戦せん禍かの拡大を怖おそれて土地を離れた者までいるらしい。

　もっとも、イリス達にとってそれらの事情は興味のないことである。

　その地にようやく腰が落ち着くまで、イリスはエンジュとまともに口を利こうとしなかった。

　昇しよう華かの影響で疲れ切ったバニッシュやパンプキンの面めん倒どうを見るので、手一杯だったせいもある。エンジュも特に何も言わず、その手伝いをしていた。

　シズヤの言によれば、玄鳥は人目につかない場所で休ませているらしい。本来なら、その休養が済み次し第だい、ラトロアへの旅路を急ぐはずだったが──まだ、リセリナが生きている。

　イリスとしては、養父の仇かたきである彼女を殺さぬうちには、ラトロアへ渡りにくい。

　一方でエンジュはそれを止めたいらしいが、この点で彼に譲ゆずることはできなかった。

　目の前の椅子に座ったエンジュの、そのすぐ脇わきには、部下のカトルも立っていた。彼の姿は相変わらず消えており、気配もほとんど発さない。そのために、イリスはまるで、この部屋にエンジュと二人きりでいるような錯さつ覚かくさえ覚える。

　彼以外の部下であるバニッシュとパンプキンの二人は、神殿での極端な昇華の影響がまだ抜けないらしく、隣室で体を休めていた。すでに日常生活には支し障しようがない状態にまで回復しているが、それでも倦けん怠たい感かんが抜けないらしい。

　姿の見えないカトルの視線を気にしながら、イリスはエンジュに重ねて問いかけた。

「つまり、玄げん鳥ちように摑つかまれなかったら、本当はついてくる気はなかったのよね？」

「そういうわけでもないけど──俺おれはただ、君を止めようと思ったんだ。そのためには、君に遠くへ行かれたら困るから──だから、止められなかったことは残念だけど、こうして一いつ緒しよに来られたのは、かえってよかったと思っている」

　エンジュが低く呟つぶやいた。

　言葉の内容とは裏うら腹はらに、その声は悔くやしげで、どこか悲ひ壮そうでさえある。

　イリスは嘆たん息そくした。

　この少年のことを、イリスは何も知らない。

　この世界に来てすぐ、まともな思し考こうを失った状態でパンプキンが王族を殺してしまい──逃げた先でたまたま潜せん伏ぷくした家の主が、彼、エンジュ・シェパードだった。

　狩人かりうどを生業なりわいとするおとなしい少年は、不意の訪ほう問もん者しやだったイリス達に対して、それほど驚いた様子を見せなかった。好奇心を見せることさえなく、ごく自然体で接していたように思う。

　イリスはそのことで、彼がただの平凡かつ凡ぼん庸ような少年であると判断していた。

　だが──よくよく考えてみれば、これだけ文明レベルの低い世界にあって、これだけ怪あやしい自分達をあっさりと受け入れた時点で、エンジュという少年は明らかに〝平凡〟ではなかったかもしれない。

　今にしてやっと、そのことを知る。

　イリスは神殿での夜を思いだした。

　パンプキン達に昇しよう華かを許可する直前──エンジュはイリスに、かつてなく激しい言葉をぶつけてきた。

　心を抉えぐるようなその言葉を、イリスは今も、はっきりと憶おぼえている。

「……貴方あなた、言ったわよね。私は、リセリナじゃなくて、〝リセリナと私を比べる〟連中のことを恨うらんでいるって……私はリセリナを通して、自分の境きよう遇ぐうを恨んでいるだけだって」

　エンジュは頷うなずいた。

　イリスは歯を食いしばる。

　ほとんど知らない相手に、そんな無礼な言葉をぶつけられたのは、初めてのことだった。

　目の前の少年がもし、悪意をもってその言葉を発していたならば、イリスは彼を即そく座ざに傷つけていただろう。だが、エンジュの眸ひとみは少しも濁にごっていない。

　──そのことが、かえって忌いま々いましい。これで手を出したら、自分の間違いを認めることにもなるような気がする。

　イリスは胃いが持ち上がるような不快感を覚えつつ、エンジュを睨にらみつけた。

「それは貴方あなたの勘かん違ちがいよ。あの子は私のお父様を殺した──本当の父親じゃなくて、養父だけど……でも私にとっては、唯ゆい一いつの家族だった。父がいろいろと周囲に恨うらまれていたことは否定しないわ。でも──私にとっては、本当に唯一の家族だったの。あの子は、それを奪った──」

　イリスは眼めを閉じた。

　養父──すなわちバークライト・ディレイン大佐は、天てん涯がい孤こ独どくの身となったイリスを引き取り、育ててくれた恩おん人じんである。リセリナが彼を殺したことは、間違いのない事実だった。

　エンジュが頷うなずいた。

「リセリナが君の養父を殺したってことは、彼女自身の口から、俺おれやフェリオ王子も聞いている。もっとも、詳くわしい事情までは知らないけれど……でも、それでも俺は、君に彼女を恨んで欲しくない。もし恨まずにいられないなら、せめて──せめて、忘れて欲しい」

「……随ずい分ぶんなことを言うわね」

　イリスは怒るのを通り越して呆あきれた。だがエンジュは大おお真面目まじめに、真っ向からイリスを見つめてくる。

　イリスはその眼光に、少しばかり背筋を寒くした。

　彼はあまりに真しん摯しに、その心をぶつけてくる。イリスにとっては、あまり対たい処しよしたことのないタイプの人間だった。

　言葉や態度に偽いつわりをもたない彼の姿を、イリスは素直には認められない。

「貴方はリセリナに同情してるんでしょう？　あの子が私に殺されるようだと、あの子が可か哀わい想そうだし、あのフェリオって王子もきっと悲しむから──だから、私にあの子を殺させたくないのよね？」

　その確認に、エンジュは優やさしげな目許を歪ゆがめた。

「……それも否定はしない。フェリオ王子もリセリナもいい人だから。でも、そんなこととは関係なく──俺は、君が幸せになるためには、リセリナへの恨みを忘れたほうがいいと思うんだ。自分でも薄うす々うす、気づいているんだろう？　君だって本当は──」

　心の中を覗のぞこうとするエンジュの眼まな差ざしに威い圧あつを感じて、イリスは思わず視線を逸そらした。

　シアを庇かばったウルクのように反抗的なら、殴なぐりつけて黙らせることもできる。だがエンジュは、あくまで自分はイリスの味方だと言い続け、そのくせ、イリスの言うとおりにはならない。

　単なる敵よりも、厄やつ介かいな相手だった。

「……前にも言ったけど、何も知らないくせに、わかったようなことを言わないで。私にはあの子を許せない理由があるの」

「──でも、全すべてを知っているはずのムスカだって、あの夜は俺と同じことを言ったよ」

　イリスは首を横に振った。

　エンジュの言には苛いらついたが、一つ、わかったことがある。

　彼はきっと──ムスカと、同じタイプの人間なのだ。

「……貴方あなたの考え方は教授とそっくりなのね。正しくて、優やさしくて、良識的で、お節せつ介かいで……でも一つ、はっきりさせておくわ」

　イリスは意識して、エンジュを冷たく見み据すえた。

「私は基本的に〝悪い人間〟なの。だから──」

　その時、エンジュがかすかに笑った。不ふ審しんに思い、イリスは言葉を止める。

「君は違う。悪い人間ていうのは、あのリカルドとか、あと廊下で立ち聞きしているシズヤみたいな奴やつのことを言うんだ。君は確かに善人じゃないかもしれないけれど、あいつらほど、〝悪い〟ってことを楽しんでいない。君のはただの〝偽ぎ悪あく〟って奴だ。がんばって悪人ぶってはいるけれど、本当はそんなでもないよ、君は」

　エンジュの言葉は断定的だった。

　たちまち廊下から、媚こびるような女の声が返ってくる。

「あらあら、私のほうはずいぶん嫌われちゃったわね。せっかく殺さないでいてあげたのに」

　旅人に化ばけた暗殺者シズヤが、にこにこと愛あい想そを振り撒まきながら扉を開けた。

　イリスは彼女を一ひと睨にらみする。廊下にいることは知っていたし、咎とがめるつもりもない。彼女は気配を隠かくそうとしていなかった。

　イリスがシズヤを睨んだ理由は、別にある。

「誰だれを連れてきたの？」

　シズヤの後ろに、背の高い精せい悍かんな男が立っていた。

　浅黒く日に焼けた戦せん士し風ふうの青年で、アルセイフでは珍しい丸まる眼鏡メガネをかけている。口元はにやけていたが、細めた眼めの奥には鋭するどい光があった。

　歳としの頃ころは二十代の半なかば──シズヤと並ぶと、姉弟か兄妹のようにも見える。

　扉の縁へりに額ひたいを擦こするようにして身を屈かがめ、男は足音もなく部屋に踏み込んできた。前髪を後ろへ流してきつく縛しばっており、その額は涼すずしげである。

「紹介いたしますわ。私の仲間で、北方民族のアカツキ──玄げん鳥ちよう遣つかいの一人です。私と同じく、タートムに仕えて諜ちよう報ほう活動をしています」

　シズヤが男を横目に見た。

　アカツキと呼ばれた男は、にやりと笑ってエンジュを見据えた後、シズヤに視線を移した。

　頭を搔かくその腕には幾いく重えにも包帯が巻かれており、手首の部分が不自然に膨ふくらんでいる。どうやら腕輪でもつけているらしい。

「いや、たまげたなぁ……姐あね御ご、本当にこのちっこい餓が鬼きが、俺の玄鳥の〝眼〟を射抜いた奴かい？」

「はいはい、そのお話はまた今度ね」

　シズヤはあっさりと流したが、エンジュがぴくりと反応を示し、腰を浮かせた。

「ひょっとしてあんた……内乱の時、玄鳥でアゴール卿きようの天幕テントを襲った──！」
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　顔を強こわ張ばらせるエンジュに対し、その男は無防備な笑みを向けた。

「そうそう、あれは俺おれだよ。俺のマイヒメは、お前の矢に片かた眼めを射抜かれて、視界の半分を失っちまった。おかげでまともに飛ぶのも一苦労でね。あんな技を見せたのはどんな猛者もさかと思っていたら──まさかこんな餓が鬼きで、しかもこんな場所で巡り合う羽は目めになるとはなぁ。縁ってのは摩ま訶か不ふ思し議ぎなもんだね。いや、まったく」

　青年はからからと笑いながら、自らの額ひたいをぺちりと叩たたいた。

　その男の目線に、イリスは不気味な殺意を感じた。

　軽い言葉遣づかいとは裏うら腹はらに、彼がエンジュを見る眼には嫌けん悪お感かんが強い。理由は知らないが、エンジュは彼の恨うらみを買っているらしかった。

　立ち竦すくむエンジュと、その正面に立つアカツキという青年を見つめて、シズヤはくすくすと笑っていた。

「アカツキ、この子は一応、イリス様のお客人だから、仕返しなんてしちゃだめよ。さて、イリス様──ちょっとご相談があるんですけれど」

「……なによ」

　イリスは無ぶ愛あい想そうに問いかけた。

　得え体たいの知れない青年はもちろんとして、この女も油断していい相手ではない。シアの力で、ラトロアが来訪者ビジターを歓迎してくれるであろうことは事実だと確認できたが──同時にこのシズヤという娘が、酷ひどく危険な存在であることも把は握あくできていた。

「実は、こちらのほうで問題が起きまして。このアカツキは、タートムをアルセイフに侵しん攻こうさせる手伝いをしておりましたの。でもアルセイフにも手て強ごわい人達がいて、タートムも侵攻に手こずっているみたいで──」

「手伝わないわよ」

　イリスは先を読んで即答した。〝戦場に立て〟とか、〝要人を暗殺しろ〟とでも言われるかと思ったのだ。

　だがシズヤは眼めを細めて、首を横に振った。

「滅めつ相そうもありませんわ。こんな些さ事じを、わざわざ皆様に手伝っていただく必要はありません。そうではなくて……彼ったら、一人では手が足りないから、私にもタートムの侵攻を手伝って欲しいって──つまり、ラトロアにご案内する前に、少し時間をいただきたいのです。タートムのアルセイフへの侵攻が成功するように、私が動くだけの時間を」

　イリスは首を傾かしげた。確かにシズヤはタートムの間者スパイでもあるが、それは偽いつわりの姿で、実際にはラトロアの間者スパイである。

「ちょっと待って。遅おくれるのは別に構わないけど……貴方あなたが〝ラトロアに属する人間〟だってことは、もうフォルナムにいるカシナート司し教きよう達には発覚しているのよね？　それならじきに、カシナート司教からタートムへも連絡がいくはずだし、貴方がタートムとこれ以上関かかわるのは危険なんじゃないの？」

　その当然の疑問に、シズヤは軽く肩を竦すくめた。

「一応、手は打ってあります。タートム側の雇やとい主ぬしであるカルバイ卿きようには、〝カシナート司教は寝ね返がえって、アルセイフ側に味方する気になった〟、それで〝連絡要員の私を封ふうじようとして、噓うその情報を知らせてくる可能性がある〟と、使いを出しました。輝石セレナイトの産出が止まったという報さえも、侵攻の勢いを削そぐための流りゆう言げんとして疑うはずです」

　イリスは思し案あんする。

　シズヤとカシナート、その二人から二つの異なる情報がもたらされれば、タートム側はおそらく、どちらの言もまず疑ってかかることだろう。

　こんな性格のシズヤを全面的に信頼することはないはずだし、カシナートの言に対しても同様に、まずは事情を探ることになる。もしイリスがタートムの人間ならば、こういう事態に対して、片方の言を無条件に信じたりはしない。

　実際のところは──ラトロアの脅きよう威いが予想よりも早く間近に迫っていることを、カシナートはすでに知っている。

　もはやジラーハは、輝石セレナイトの出なくなったアルセイフなどに関わらず、早急にラトロアへの対処へと力を注ぐだろう。この東方での乱に兵力を割さく余よ裕ゆうはなくなる。

　このままフォルナムで、アルセイフとジラーハの間に和わ解かいが進み、その事実をタートムが知れば──カシナートの方針転換を裏切りと判断し、その言に対する疑いを強くするかもしれない。

　シズヤの言うことは危険な綱つな渡わたりにも思えたが、しかしその図ず太ぶとい開き直り方は、彼女の自信をうかがわせた。

　イリスの理解が及ぶのを待っていたように、シズヤがにっこりと微笑ほほえんだ。

「最悪でも時間稼かせぎにはなると思いますわ。どのみち、タートムとはいずれさよならする予定ですが──その前にアルセイフとの戦乱を激化させ、兵や戦せん費ぴを浪ろう費ひさせておくことは、ラトロアにとっても有ゆう益えきなことです。玄げん鳥ちようと、それから私達の暗殺技術があれば、これからできることはたくさんありますわ」

　彼女の言にイリスは納なつ得とくした。

　シズヤはそして、イリスが断りようのない提案を続けた。

「もし国境が破れたら、内乱の英雄であるフェリオ王子も前線に来るはずです。そうなれば護ご衛えいのリセリナも一いつ緒しよに来るはず──うまくいけば、暗殺の機会もできるかもしれません。いかがですか？」

　その提案に、イリスは眼めを細めた。

　フォルナム神殿では、ついに彼女を殺し損そこねた。このまま彼女を放っておくつもりはなかったが──エンジュのせいで少し、興きようが削そがれていたのも事実である。

　だが、もし彼女が自分の前にまた姿を見せるなら、〝今度こそは〟とも思う。

　内心の暗い炎ほのおに身を任せるイリスとは対照的に、エンジュの眼つきは険けわしさを増した。

「……無む駄だだ。フェリオ王子はあんた達なんかに負けない。あの人はリセリナのことだって、きっと守り切る」

　エンジュの怒りの声を、シズヤはくすくすと笑って受け流した。

「そう？　でも彼、ウルク司し祭さいのことは守れなかったみたいだけど……」

　その指摘に、一瞬だけエンジュが言葉に詰まった。

「司祭は……いや、ウルク司祭だって、まだ生きているはずだ。きっと記憶だっていずれ戻る。アルセイフとタートムの戦いだって、あんた達の思いどおりにはならないよ。あんた達は、この国の人間を舐なめすぎだ」

　なおも嚙かみつくエンジュを、シズヤはまるで犬か猫のように穏おだやかに見ていた。アカツキという青年も、可笑おかしそうに額ひたいを押さえている。

「それにしちゃ、今の流れは俺おれ達にとって都つ合ごうのいいことばかりだがね？」

「どうかな。あのレージクって奴やつが負けたのは、フェリオ王子達の動きが、あんた達の予測を越えたからだろう？　アゴール卿きようやラシアン卿の暗殺にしたって、たかが一いつ兵ぺい卒そつの俺なんかに止められたじゃないか」

　エンジュの言葉に、アカツキは眼鏡メガネの奥の片眼を閉じた。

「──なるほど、それは確かに。そういえばおまえさえいなけりゃ、アゴール卿きようを殺して反乱軍を弱らせ、レージクの即位を強行できたかもしれなかったんだな。おまえさえいなけりゃ」

　嗤わらいながら振り撒まかれた殺意の濃さに、傍そばで聴きいていたイリスがぞっとした。

　アカツキというこの青年は、シズヤとは少しタイプが違う。殺すことや事態の攪かく乱らんに快楽を見出していると思おぼしきシズヤとは異なり、彼はもっと人間的な感情──憎ぞう悪おや禍か根こん、それに嗜し虐ぎやく心しんといった、明確な負ふの感情を持って動いている。

　彼の相あい棒ぼうを傷つけたらしいエンジュに対しては、その負の感情を露ろ骨こつにぶつけていた。

　イリスが脇わき見みしたエンジュの頰ほほには、一筋の冷や汗が伝っている。

「──やれやれ。うとうとと眠ってもおれぬな」

　青年の殺気に反応したのか、隣室から軽い声が響いた。

　扉を開けて頭を覗のぞかせたのは、大きなかぼちゃを頭にかぶった男──彼はイリスの護ご衛えいである。

「パンプキン、まだ寝ていなさい。貴方あなたには休息が必要なはずよ」

　イリスはそうたしなめたが、内心では彼の起床に安あん堵どしていた。シズヤとアカツキというこの異い様ような二人を相手にすると、若い自分とエンジュではやや気け圧おされてしまうのだ。

　アカツキが胡う乱ろんな眼めを彼に据すえる。

「あぁ……あんたが来訪者ビジターで、一番強い奴やつだな？」

　眼鏡メガネの奥で、物ぶつ騒そうな眼まな差ざしが底光りした。

　一方のパンプキンは、重そうなかぼちゃ頭をゆっくり傾かしげる。

「さて。頭脳ではムスカ教授に及ばず、感情の激しさではイリスに及ばず、隠おん密みつ性せいではカトルに劣おとり、容よう姿しと武器の威い力りよくではバニッシュに劣る──こんな我を〝最強〟と呼ぶのは、いささか早そう計けいに過ぎるというものであろう。我はただのかぼちゃである。それ以上でもそれ以下でもない」

　いつもよりは少し疲れたような声だったが、それは仕方がない。極端な昇しよう華かの後だけに、体はまだ重いはずだった。

　それでもパンプキンは、朗ろう々ろうと高い声を張る。

「不ふ遜そんな若者と魔ま性しようの娘よ。汝なんじらの悪い癖くせは、相手を見くびりすぎることである。汝らは確かに有能であろう。しかし、有能な者が常に勝つとは限らぬのがこの世の中──ゆめゆめ油ゆ断だんなどせぬことだ」

　かぼちゃ頭の奥で含み笑いを漏もらし、パンプキンは顔を俯うつむけた。

　不気味な言葉を、アカツキは鼻先で笑い飛ばす。

「はっ。相手があんたみたいな化ばけ物ものならともかく──この国の連中なんざに負ける気はしないね。ただ──」

　眼鏡の位置を指先で直しつつ、アカツキは声を潜ひそめた。

「……国境を防衛する連中の中には、厄やつ介かいそうなのがいるけどな」

　呟つぶやいたアカツキは、パンプキンからシズヤへと視線を動かす。

「厄介なのって、誰だれのことかしら？」

　シズヤが問う。アカツキは眼鏡メガネの位置を直しながら、薄く笑った。

「増ぞう援えんの将しよう、ベルナルフォン・レスターホーク──」

　イリスが知らぬその名に、傍かたわらのエンジュがぴくりと反応を示す。

「まだ若いが、例の内乱の英雄だ。威い勢せいよく兵を惹ひきつけ、練れん度どの低い雑ぞう兵ひようにも勢いをつけやがる。このアルセイフには珍しい武ぶ官かんだよ。元は下級貴族らしいが、今はけっこうな権力があるらしい。まだ着いたばかりで、タートム軍とは接せつ触しよくしていないはずだが、内乱の時の戦い振りは姐あね御ごも知ってのとおりだ」

　シズヤがわけ知り顔に頷うなずいた。

「ふぅん──あの人ね。で、他ほかには？」

　問われたアカツキは、そこで不意に首を捻ひねった。

「さて──そっちがわからん」

「わからない？」

「あぁ。姐御、どうも連中の中に、俺おれらと似たような奴やつらがいる可能性が高い。どっかの貴族の配下か、ただの雇やとわれか、それさえもわからないが──複数の何者かを操あやつって、タートム側に妨ぼう害がい工作を続けている奴がいる。補給物資に毒どくを混ぜたり、橋を落としたり、昨日なんざ、砦とりでに仕し掛かけた罠わなを発動させて将官を襲ったらしい。俺は生憎あいにくとその場にいなかったが、結局、全員を取り逃がしたそうだ。小こ細ざい工くばかりだが、しつこいだけに厄介だし、タートムの兵達は緊張で夜も眠れずに参っている」

　アカツキは片手で顔を覆おおいながら、忌いま々いましげに呟つぶやいた。

　シズヤも眼めを細めている。

「そういう特殊な部隊がアルセイフ側にいるっていうのは、あまり聞いたことがないけれど……まさか──」

「いや、北方民族じゃないとは思うぜ。連中は情報収集の目的以外では動かないはずだ。他国の戦争に介かい入にゆうなんて、あの長老連が許すはずないしな。こいつは俺の勘かんだが──外がい務む卿きようの飼かっている間諜スパイ達と、同じ連中かもしれん」

　アカツキの指摘にシズヤが頷いた。イリスにはなんのことだかわからないが、政治的な話らしい。

「このままだとタートムの無能どもは、いいようにあしらわれそうだ。奴らに増援として例の王子を呼ばせるなら、俺達で細工してやる必要があるだろう。それを姐御やエイミーにも手伝って欲しいんだよ。こっちも手が足りねぇ。特に玄げん鳥ちようは貴き重ちようだ。どのみち、一羽はラトロアとの連絡に回すが、姐御にはここを手伝って欲しいね」

　戦況そのものはイリスにとってはどうでもいいことだったが、フェリオやリセリナの動向にも絡からむとなれば、これは無視できない。

　シズヤは薄笑いとともに、イリスを見つめた。

「……と、いうことなんですけれど……改めて、ラトロア行きが遅おそくなっても構いません？　コウ司し教きようだけは仲間の玄げん鳥ちように乗せて先に護ご送そうしますので、もしお急ぎでしたら便べん宜ぎを図はかりますが……ただ、一羽の玄鳥に全員が乗ることはできませんので、その場合でも三人ほど、こちらでお待ちいただくことになります。いまこの地方で動かせる玄鳥は、あまり多くないものですから」

　シズヤに問われるまでもなく、イリスの心はもう決まっていた。

　リセリナがこの地に来る可能性が高くなるなら、それは願ってもないことである。

「私達は全員、残るわ。どうせなら、リセリナを仕し留とめてからラトロアに向かいたいから」

「イリス！　君はまだそんな……」

　エンジュの非難を、イリスは鋭するどい眼光で黙らせる。

　シズヤが嬉うれしそうに微笑ほほえんだ。

「ありがとうございます、イリス様。それでは、私はしばらくここを空あけますわね。リセリナが来たら、配下の者を使ってすぐに知らせます。何かありましたら、宿の者を好きなようにお使いください」

　この宿の者達は皆、シズヤの関係者らしい。より正確には、タートムに潜もぐり込んだラトロア側の者達ということになる。

　彼らの情報網がどんな形で各地に根付いているのか、イリスにはわからないが、その勢力は相当な広範囲を網もう羅らしている様子だった。

　タートムの間諜スパイすべてがラトロアの影響下にあるとは、さすがに思えない。おそらくシズヤが気を許している仲間達はごく少数なのだろう。そしてこの宿は、その少数によって維持されている拠きよ点てんらしい。

　ここに着いたばかりの時には、〝補給の薬〟がどうこうという話も漏もれ聞いたが、その詳しよう細さいはわからなかった。

　シズヤはおそらく、まだ多くのことをイリス達に隠かくしている。

　だからイリスは、シズヤを信頼はしていない。だが彼女達は、少なくともリセリナを殺すことに関しては協力的で、そのことだけは疑わなくてもいい。

　イリスは無表情に二人の暗殺者を見つめ──

　心配げなエンジュからは意い図と的てきに視線を逸そらして、独ひとり深ふか々ぶかと頷うなずいた。
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　フォルナム神殿の一いち隅ぐう──

　石壁に囲まれた薄暗いその部屋は、ひっそりと静せい寂じやくに包まれていた。

　寝台ベツドの上には、青い髪の少女がいる。

　半身を起こした彼女は薄い寝しん衣いに身を包み、焦しよう点てんの合わぬ眸ひとみをただ前に向けていた。

　少女のすぐ隣では、一人の少年が寝台に腰かけている。

　物言わぬ彼女に寄より添そいながら──彼、フェリオは少女を見つめて、その手を握り締める。

　反応はない。

　今の彼女は、〝ウルク〟という自分の名さえ、わかっていないのかもしれない。

　彫ちよう像ぞうのように動かないウルクには、生きている者とは思えないほどの、整った美しさがあった。

　真っ青な眸は宝石のように無機質で、白い肌はだは磨みがかれたように、窓から差し込む光を反射している。

　そこにいるのが生きた彼女であることを確かめようと、フェリオはウルクの手をより強く握った。

　柔やわらかい手には、確かに体温があった。

　だがそれでも、今のウルクは彫像のように見える。

　何も言えずに、フェリオはその横顔を見つめた。

　──何も、言えずに。

　ただ、見つめ続けた。
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　寝室の二人は、朝からずっとそのままの姿でいた。

　ウルクだけでなく、フェリオまでもが動かなくなってしまったような錯さつ覚かくを覚えつつ──リセリナは独ひとり、部屋の前の廊下に立っている。

　感情を失ったウルクと、彼女の傍そばに寄より添そうフェリオ──

　打ちひしがれる彼の姿には、ウルク以上に痛いた々いたしいものがあった。

　リセリナは何も言えない。

　言える言葉が見つからない。

　今、何かの言葉をフェリオにかければ、それがどんな言葉であれ、かえってフェリオを苦しめることになりそうな気がした。

　御柱ピラーの騒そう動どうの中でウルクが倒れてから、すでに約一週間が過ぎている。

　七日前の、その夜──ウルクは記憶だけでなく、感情までをも失ってしまった。

　シアの処しよ置ちによって脳にかかった負ふ担たんが、その原因らしい。

　状況に気づいたムスカの必死の治療によって、生命維持に必要な機能だけはどうにか守ることができた。今のウルクは食事もできるし、一応は起きて動くこともできる。

　ただし──言葉は発さず、周囲の言葉に反応することもない。

　もちろん、フェリオの言葉にも──反応はない。

　もしもムスカが、ガーゴイルの機能を用いて彼女の治療をしなければ、今いま頃ごろウルクは死んでいたかもしれない。その意味では最悪の事態だけは避けられたことになるが、とてもそのことを喜ぶ気にはなれなかった。

　廊下から見守るリセリナの視界で、フェリオはウルクの手を握り、彼女をじっと見つめていた。

　リセリナの位置からでは、彼の顔までは見えない。もしかしたら泣いているのかもしれないが、それを確認したいとは思わなかった。

　二人は一枚の絵のように、まるで動かない。

　昨日までのフェリオは、忙いそがしく動き回っていた。神殿と王都との連絡や、また神殿内部の事後処理などに追われて、ようやく暇ひまになったのは今朝からのことである。

　その間に、いくつもの連絡が飛び交った。

　フォルナム神殿で起きた異変により、輝石セレナイトの産出が止まったこと。

　その騒動の最中に潜もぐり込んでいたラトロアの間者スパイ達により、コウ司し教きようと、来訪者ビジターの一部が連れて行かれたこと。

　記憶を失っていたウルクの症状が悪化した知らせも、もちろん王都に届いている。

　そして──マゼットの施せ療りよう院いんでは、治療を受けていたシルヴァーナが、施療師クゥナの監かん視しを逃れて、どこかに行ってしまった。

　おそらくは回復したために諜ちよう報ほうの仕事に戻ったのだろうが、これもいきなりのことである。その知らせが届くや、彼女の師であるゴーダ・トレイスなどは、舌した打うちとともに飛び出して行った。

　それらの連絡が飛び交ったこの一週間の間も、フェリオは公務に関かかわる時間だけは別として、他の時間には可能な限り、ウルクの傍そばにいた。

〝どうして──こんな事に……〟

　リセリナはいたたまれなくなって、口元を手で覆おおう。

　フェリオの姿もウルクの姿も、今は見ることがつらい。一番つらいのはフェリオ自身に違いないが、その彼に何もしてやれないことが、リセリナには苦しかった。

　フェリオ達から視線を逸そらし、リセリナはすぐ近くの部屋に脚あしを向けた。

　そこには見知った顔かお触ぶれが集まっている。

「あ、リセリナ様──お戻りですか」

　声の主は、女騎士のディアメルである。同じ騎士のライナスティと二人で、彼女は上官であるウィスタルの看かん護ごについていた。

　剣けん聖せいと謳うたわれた王宮騎士団団長、ウィスタル・ベヘタシオンは、神殿騎士団団長、ベリエ・バーミリオンとの戦いによって負傷し、今は寝台ベツドの上にいる。

　受けた傷は浅くなかったものの、命に別状はなく、一週間が経たった今では顔色もよくなってきていた。

「それでリセリナ様……フェリオ様のご様子はいかがでしたか？」

　おずおずと発せられたディアメルの問いに、リセリナは首を横に振って応じるしかなかった。

「……まだ、ひどく塞ふさいでらっしゃいます。今はそっとしておいたほうがいいかもしれません」

　リセリナが告げると、椅子に座ったライナスティが肩を落とした。

「……なんとか、ならないのかな。あんなフェリオ様、つらくて見ていられないですよ。大声で泣いたっていいのに──ウルク様だって、十六歳の若さであんな──」

　呟つぶやきながら言葉に詰まったのか、ライナスティは口を噤つぐんだ。

　ウルクの症状について、ムスカはこう言っていた。〝何かのきっかけで、明日にも回復するかもしれないが──逆に、このままずっと元に戻らない可能性もある。はっきりしたことは私にもわからない──〟

　一方で、シャジールの民も同じようなことを言いながら、彼女に何かの薬を投とう与よしていたが、その効果も今はまだ見えてこない。

　しばらく重い沈黙がその場に訪れる。

　その静せい寂じやくを破ったのは、ウィスタルの野の太ぶとい声だった。

「──フェリオ様にとって、ウルク様がどれだけ大切な存在だったか、我々が想像するのもおこがましいが──フェリオ様は、ウルク様に自分の夢を託たくしておられたのかもしれないな。いや──夢というよりは、生いき甲斐がいとでもいうべきか」

　その述じゆつ懐かいに、リセリナは黙って耳を傾けた。ウィスタルは、傷に障さわらぬ程度の小声で呟く。

「……フェリオ様はアルセイフの〝第四王子〟というお立場だった。つまり野心を持つことも、何かをして目立つことも許されず、出しゆつ世せの道もなく──言葉は悪いが、ただ王家に不ふ測そくの事態があった時のための予備として、漫まん然ぜんと生き続ける──フェリオ様は生まれた時から、そんな運命を背負わされていた」

　ウィスタルの言葉は沈痛だった。まるで自身をも責せめるようなその語調に、リセリナは微かすかな違い和わ感かんを持つ。

　ウィスタルにとってのフェリオは、仕えるべき王族というだけでなく、剣の道における愛まな弟子でしでもあった。その複雑な思いが、彼の言葉には痛いほど溢あふれていたが──その時、リセリナはウィスタルの言葉に、理由の知れない罪ざい悪あく感かんの響きを感じ取った。

　ウィスタルはなおも呟つぶやく。

「フェリオ様にとって、神しん姫きの血けつ縁えんであるウルク様は、さぞ眩まぶしい存在だったはずだ。あの方かたがウィータ神殿で出しゆつ世せし、人々のために正しい政治を為なし、自らの立場に応じた責任を果たす──フェリオ様は彼女に、自分には許されない、そんな〝生いき甲斐がい〟を託していたのかもしれん。フェリオ様がレージク様のように歪ゆがむことなく成長されたのは、ウルク様という存在がいたからだと思う」

　フェリオとウルクが親しく手紙を交わしていたことは、リセリナも聞いていた。

　その彼女が、アルセイフを原因とする騒そう動どうに巻き込まれ、心さえも失ってしまった今──

　フェリオの性格からして、彼が自身を激しく責せめていることは疑いなかった。

　リセリナとしては、ウルクのことがフェリオのせいだとは思えない。ウルクの頭をいじったのは来訪者ビジター達である。命令されたシアがその処しよ置ちを施ほどこした。

　ムスカもそれを止とめられなかったと悔くやんでいるが、そもそもイリスがシアにそこまでさせた原因は、リセリナにもある。

　だから、リセリナはどうしても考えてしまう。

　自分がイリスの父であるバークライト大佐を殺さなければ、イリスに憎にくまれることもなく──ひいては、自分が追われることもなく、魔術師の軸メイガスシヤフトを偶ぐう然ぜんに通ってこちらの世界に来ることもなく、フェリオの父や兄も死なず、またウルクの身も無事だったのかもしれない──

　分ぶん岐きは、いくらでもあったのだ。そのどこかで何かが狂くるい、今の事態を生んでいる。

　そんな〝もしも〟の考えが一度浮かび始めると、もう歯止めは利かなかった。

　ウルクとフェリオの今の状況は、突き詰めていけば自分のせい──

　思わずこみ上げた吐はき気けをこらえて、リセリナは口元を押さえた。

「しかし……フェリオ様はどうする気なんでしょうね、ウルク様のこと。カシナート司し教きようはじきに帰国するだろうけど……」

　ライナスティがぽつりと呟いた。

　予定では近日中に、カシナート司教はウィータ神殿に帰るらしい。おそらくウルク司し祭さいも、その時に連れ帰るつもりだろう。

　先だっての御柱ピラーの異変は、カシナート側にしてみれば思わぬ事態だったはずである。

　輝石セレナイトの失われたフォルナム神殿にもはや制せい圧あつする価値はないし、多くの神殿騎士達をも失った今、彼の動かせる戦力も大きく削そがれている。

　なにより──カシナートの警戒は、ラトロアに向いている。彼の目的の第一は他国への侵しん攻こうではなく、あくまでジラーハの防衛にあった。

　シャジールの民の言によれば、今回の異変はフォルナムに限ってのことで、他ほかの御柱ピラーにはまだ何も起きていない公こう算さんが強いらしい。

　その言葉を信じる限りは、他の神殿は無事なはずだが──将来にわたって無事であるとする保証はない。ラトロアでの動きに応じて、事態が悪化する懸け念ねんは大いにある。

　重苦しい沈黙の訪れた部屋に、廊下からの足音が響いてきた。

「失礼……リセリナはいるかね？」

　所しよ在ざいなげに声をよこしたのは、来訪者ビジターのムスカだった。筋肉質の巨漢は、もっとも大きなサイズの神しん官かん衣いを苦しそうに着込み、扉をくぐるようにして部屋に入ってくる。

　その背後には、ラトロアから来た青年剣士、ハーミットの姿もあった。

　彼の腰には今、神しん鋼こう製の刀がある。パンプキンとの戦いで愛刀を失った彼は、フェリオが予備として持っていたその刀を借り受けていた。

　北方民族の名工、カイシュウ──現在は錬金術師アルケミストとなったゴーダ・トレイスの作刀である。その切れ味は、彼が以前に使っていた刀とは比較にならない。

「教授──何か悪い知らせですか？」

　リセリナがそう問いかけたのは、彼らの顔色があまりに冴さえないせいだった。

　特にムスカにいたっては、眉まゆをひそめ、その手を堅かたく握り締めている。

　この世界に来てからずっと敵同どう士しだったその研究者は、自らの意思でイリスから離れ、今はカシナートの客きやく分ぶんとして遇ぐうされていた。

　アルセイフの人々にとっての彼は、国王と皇太子を殺した来訪者ビジター達の一人だが──ウィスタルはムスカに対して、これまで何も言っていない。

　王を殺したのはパンプキンであり、ムスカがその場にいなかったことも影響しているだろう。だがリセリナの見るところ、ウィスタルが沈黙を守っているなによりの理由は、フェリオとの約束にある。

〝神しん官かん達を解放すれば来訪者ビジター達を見逃す〟

　フェリオがカシナートに提案したその取引は、まだご破は算さんにはなっていない。事実、騒そう動どうを挟はさんで神じん師しのレミギウス達も解放されている。

　そうした背景の事情を知ってか知らずか、ムスカはウィスタルに対しては礼を保ちつつ距離をとり、刺激することを避けていた。

　そのムスカがわざわざこの部屋までリセリナを呼びに来るとは、よほどの事である。

　ムスカは室内のウィスタル達に会え釈しやくをした後、その深みを帯びた眼まな差ざしで、リセリナをじっと見つめた。

「リセリナ。君に大切な話がある。ちょっと来てくれないか」

「えっと……ここじゃいけないお話ですか？」

　ウィスタル達を気にしてリセリナが問うと、ムスカは禿とく頭とうに手をあて、しばらく考える様子を見せた。

「……君の〝父親〟に関することだ。彼らに話すかどうかも、君自身に任せたい。一応、まずは我々だけで話そう」

〝父親〟という言葉がムスカの口から出るや、リセリナはびくりと肩を震わせた。

　数ヵ月前に行方ゆくえ不明になった義父、エルシオン・エアルは、この世界のどこかに来ているかもしれない──見知らぬこの地に来て以来、リセリナはそんな希望を持っている。

　イリス達の追つい跡せきに加え、アルセイフの内乱やその後の騒そう動どうによって、捜そう索さくは遅ち々ちとして進んでいなかったが、それでも諦あきらめたわけではない。

　フェリオの身辺が落ち着くまではと、あえて思いださないようにしていたが──ムスカがここで彼のことを持ちだしたということは、その行方について、何かを摑つかんだのかもしれなかった。

「お父さんのことが、何かわかったんですか？」

　思わずリセリナは身を乗りだしていた。

　ムスカは厳きびしい顔をしている。

　はっとしてウィスタル達に礼を送ると、リセリナはムスカ達と共に部屋を出た。ウィスタルや騎士達も、気を遣つかいあえて後を追わない。

「……教授。お父さんは……」

　廊下を歩きながら問うリセリナを、ムスカは黙って隣室に先導した。

　その部屋では、ウルクのことで泣き疲れたシアが眠っていた。この一週間、シアもフェリオと同様に元気がない。仕方ないこととはいえ、幼い子供が自分を責せめ続ける姿には、いたたまれないものがあった。

　眠る彼女を横目に卓テーブルへとつき、ムスカは一瞬、ハーミットと目め配くばせをした。

　そして彼は、重苦しい声で話し始める。

「……リセリナ。落ち着いて聞いてくれ。実は私は、この世界と向こうの世界の関連について、一つの推論を得ている」

　話しながら、ムスカは眼めを閉じた。

「そしてさきほど、こちらのハーミット君から、思わぬ話を聞いて──その推論が確信に変わった」

　言いにくい事を言う時のムスカは、前置きが長くなる。その癖くせを知っているリセリナは、余よ計けいに不安を煽あおられた。

　もしかしたら、義父はもう──

　そのことで震えだしそうなリセリナを見つめて、ハーミットが小さな声で呟つぶやいた。

「……リセリナ殿どの。私は以前に、貴方あなたを見たことがあるのです。といっても、貴方本人ではなく、一枚の絵なのですが……我が家に古くからあったある肖しよう像ぞう画がと、貴方はあまりにそっくりで──最初にお会いした時から、ずっと気になっていました」

　リセリナは首を傾かしげた。ハーミットはラトロアで育ち、つい最近、アルセイフに来た青年である。当然、リセリナは彼のことを何も知らないし、その絵とやらに自分が似ているといわれても、偶ぐう然ぜんの一致以上には思えない。

　だが、ハーミットの青い眸ひとみには、何故なぜかリセリナも既き視し感かんがあり──そして会話の流れから、どうにも胸騒ぎを感じた。

　ムスカが悲痛な溜ため息いきを吐つく。

「私もこちらのハーミット君からその絵の話を聞いて、とても驚いたんだが……ハーミット君、君の名を、リセリナに伝えてくれ」

　ハーミットが神妙に頷うなずいた。

「はい──リセリナ殿どの、私の名は、ハーミット・エアルといいます。そして我がエアル家の始し祖その名は、〝エルシオン・エアル〟──」

　その名を聞くや、リセリナは咄とつ嗟さに息を詰めた。

　ハーミットはさらに言葉を続ける。

「私が知っている絵というのも彼の筆によるものです。その画題は〝リセリナの肖しよう像ぞう〟──その絵は貴方あなたと、とてもよく似ています。初めて貴方にお会いした時にも、その絵と貴方の姿が重なったほどです。彼は他ほかにも、ジーク・スピアーの名で鍛冶かじ工こう房ぼうを運営し、ランドリュー・オーキスの名で革新的な発明を残し、ドレイク・ハックマンの名で意い匠しよう家かとしても活躍した──百年ほども昔に生きた偉人です。さまざまな伝説が入り混じり、詳しよう細さいのはっきりしない方かたですが、その正しよう体たいが〝来訪者ビジター〟という存在であったことを……私もついさきほど、ムスカ殿の口から初めて知りました」

　そのことを告げたハーミットは、リセリナの反応をうかがうように、じっとその顔を見つめた。

　リセリナは──ハーミットの言葉の意味を、しばらく理解できなかった。

　硬こう直ちよくしたリセリナを中心に、長い沈黙が訪れる。

　──義父であるエルシオンが行方ゆくえ不明になったのは、ほんの〝数ヵ月前〟のことだった。

　しかしハーミットが話すエアル家の始祖は、百年も昔の人物だという。

　つまり──

「……お父さんは……亡なくなっているんですか……？　もう、ずっと前に……？」

　リセリナはようやく、たったそれだけの疑問点を整理した。

　ムスカが苦しい声で応じる。

「あぁ。おそらく、エルシオン博士は──この世界で、天てん寿じゆを全まつとうされたのだろう」

　その結論は、リセリナの耳にやけに空くう虚きよに響いた。

　ムスカはそのまま説明を続ける。

「……我々の世界とこの世界とでは、時間の流れる早さが相対的に異なるのか、さもなくば、魔術師の軸メイガスシヤフトから入って、御柱ピラーから出てくるまでの間に時間が狂くるうのか──そのあたりの詳くわしい事情は、まだ私にもはっきりとはわかっていない。だが、エルシオン博士が百五十年ほども昔にこの世界にやってきて、その足そく跡せきを残したことは、おそらく事実だ。彼はこのフォルナムに現れ、理由はわからないがラトロアに渡り、そこで五十年ほど生きて一生を終えたらしい。ウィスタル卿きようやここにいるハーミット君は、エルシオン博士の子孫──そう考えなければ、今の状況は説明がつかない」

　そう言ってムスカは、卓テーブルの上にその太い指を組み合わせ、思し案あんげに声を潜ひそめた。

「確認のため、ガーゴイルの機能を用いて、ハーミット君の血液検査もおこなった。その結果、彼の数世代前の先祖に、肉体強化をした者がいたことは間違いない。理論的には、世代を経て血が薄まるごとに、肉体強化の効果は相乗的に薄れていく。そしてこのハーミット君などはまだ、強化した人間の血を濃く受け継いでいる。検査はしていないが、親族であるウィスタル卿もおそらく同様だろう。彼らはつまり、比較的に新しい時代の〝来訪者ビジター〟の子孫ということになる」

　リセリナは、言葉を挟はさむことすら忘れていた。

　その理解を促うながそうとするように、ムスカがさらに補足を加える。

「君の父であるエルシオン博士も、肉体の強化を受けていた。これがどういうことかわかるな、リセリナ？　少なくとも、我々の世界で近年に確立したばかりの技術の成果が、この世界では百年以上昔に存在していたことになる。つまりこの世界は、我々の世界とは別の時間を歩んでいるんだ」

　話を終えたムスカは、リセリナの顔色をうかがいながら顔をあげた。

　リセリナはまだ何も言えない。

　告げられた事実は、あまりに突とつ拍ぴよう子しもない内容だった。だが、ムスカは確信もなくいい加か減げんな推論を導くような研究者ではない。

　──話すべきか否いなか。彼もおそらく迷ったに違いない。その結果、〝隠かくしておくべきではない〟と判断したのだろう。義父であるエルシオンの存在が、リセリナにとってどれほど大きなものだったか。ムスカはそれを知っている。

　だからこそ、どんなに厳きびしい現実であれ、知らないよりはいい──彼のその思いは、悲痛な表情に色濃く表れていた。

　何も言えないまま、リセリナはふと、部屋の隅すみに置いた一本の細剣レイピアに視線を向けた。

　──どういう因いん果がかはわからない。

　ラトロアのスピアー工こう房ぼうにて製作された、神しん鋼こう製の細剣レイピア──

　作者の名前は〝ジーク・スピアー〟といった。

　商人のロセッティからその名を聞いた時に、リセリナはそれが父ではないかと直感した。遠い過去の人物であると知らされ、自分の早とちりだと思い直したが──結果として、むしろ正しかったのは、その直感のほうだったことになる。

　偶ぐう然ぜんにもリセリナが貰もらい受けたその品は、つまり父が遺のこしたものらしい。

　基本的な扱い方も知らないうちから持ち歩くのは少し怖こわくて、その剣はまだ部屋に置いたままだった。いずれフェリオから使い方を学ぶつもりだったが、今の彼はそれどころではない。

　しばらく、その優美な剣を見つめてから──

　リセリナは、胸いっぱいに大きく息を吸い込んだ。そうしないと、呼吸が止まってしまいそうだった。

「……あの──」

　ハーミットに向けて、掠かすれがちな声を絞しぼる。

「……一つだけ、教えてください。お父さんは──父は、ラトロアで幸せな一生を過ごしたんでしょうか？」

　その問いに、ラトロアの剣士は首を傾かしげながら答える。

「私が生まれるより前のことですから、確かなことはわかりませんが──記録では、家族に囲まれて、穏おだやかに老ろう衰すいで亡なくなったと残っています。ラトロアでの彼は、一代で財を成した立りつ志し伝でん中ちゆうの人物です。子孫の我々にしてみれば、彼は誇るべき祖先といえます」

　その言葉に──リセリナは、安あん堵どした。

　眼めを閉じると、父の顔が瞼まぶたに浮かぶ。いい歳としをして、どこか子供じみたところのある人だった。幼いリセリナとも同じ目線で子供のように話し、仲間の研究者達からは慕したわれながらも頻ひん繁ぱんにその名前を変え、独ひとりの時にはいつもわずかな陰かげを抱えていた。

　ひょっとしたら、過去に何かの罪を犯おかしたのかもしれない。机で居眠りをしながらうなされる彼の姿を、リセリナは幾いく度どか目にしたこともある。

　そんな裏側を人に見せることなく──いつも優やさしく穏やかで、少し困ったように笑うのが彼の生き方だった。

　きっと義父はこの世界でも、そうして生きていったのだろうと思う。

　声が詰まり、涙が零こぼれそうになるのを堪こらえて、リセリナはやっとの思いで微笑をつくった。

「……それを聞いて、安心しました。お父さん、ちょっとそそっかしいところがあったから──誰だれかに迷めい惑わくかけたりしなかったかとか、いろいろ気になりますけれど、でも──幸せだったのなら、それで……」

　そのまま口元を押さえて、リセリナは俯うつむいた。泣くまいと思っても、細い肩がどうしても震えてしまう。

　ムスカの大きな手が、その肩に触れた。

「──エルシオン博士は、元の世界にいるはずの君のことを思って、絵に描き遺のこしたんだろう。その品はここにはないが──博士の思いは、わかる気がする。あの人はきっと、君のことをずっと案じていたはずだ」

　俯いたまま、リセリナは頷うなずいた。

　涙はまだ零こぼれない。零さないまま、リセリナは目許を指先で拭ぬぐう。

　哀かなしいことは確かだったが、立ち直れないほどの哀しさではないとも思った。

　父が幸せな一生を過ごせたのなら──それで、よかったとも思う。

「──教えてくれて、ありがとうございました」

　リセリナはムスカとハーミットに礼を告げ、席を立った。

　ムスカが心配げに声をよこす。

「リセリナ、この世界のことについては、まだ話したいことがあるんだが──今はやめておこう。君が落ち着いてからにする。博士のことはつらいだろうが……」

「平気です、私」

　リセリナは気き丈じように振る舞った。噓うそではない。自分では、本当に〝平気〟だと思っている。

「お父さんはもういないって……覚かく悟ごはしていましたから。それに、向こうの世界にいた時には死んだと思っていたのに、この世界でちゃんと生きていたってわかって……私、嬉うれしいです。父はきっと、楽しかったと思います。そんなにたくさんの名前で、いろんなことを成なし遂とげて……元の世界での危ない研究なんかより、ずっと楽しいことをたくさんできたんだって……そう思います」

　涙なみだ眼めで微笑ほほえむリセリナに、ムスカとハーミットは静かに頷うなずいてくれた。

　──義父が死んでいるかもしれないことは、とっくに覚悟していた。この世界に来たことで、その行方ゆくえに関しても希望が生まれたが、それでもその希望は、あくまでごく小さなものだった。

　いまさら、その小さな希望が潰ついえたぐらいでは、リセリナは崩れないつもりだった。

　リセリナは深呼吸をしながら、行き先も決めずに部屋を出た。ムスカもハーミットも、リセリナを気き遣づかってか、何も言わずに見送ってくれた。

　何故なぜだか、意味もなく歩きたい心持ちだった。

　じっとしていることが不安で、彼女は足早に神殿内を巡り歩く。

　フォルナム神殿の中は、まだ平へい穏おんとは言い難い状態だった。

　先だっての騒そう動どうから一週間が経たった今、御柱ピラーから出てきた敵の死体も、すでにあらかたが外へ運び出されている。紙のようによく燃えるその体は、神殿の中庭で次々に燃やされていたが、まだそちらの焼しよう却きやく作業は終わっていない。神しん官かんや神殿騎士達は一いつ緒しよになって、神殿の清せい掃そうや補修を今も続けていた。

　立ち働く人々を横目に、リセリナは歩いていく。

　その正面から、三人のシャジールの民がやって来た。

　蛇へびの頭を持つ彼らは、コウ司し教きようという仲間を連れ去られたにしては、騒動の直後からいたって平然としている。司教を見捨てたというよりは──まるで、その無事を確信しているかのような落ち着きようだった。

　リセリナが会え釈しやくをすると、彼らも頭こうべを垂たれ、そして小声に問いかけてきた。

「リセリナ様。失礼ですが……フェリオ様のご様子はいかがですか？」

「あ……まだ、ウルク様の傍そばで塞ふさいでらっしゃいます。無理もないことですが──」

　言い淀よどみながらそう答えると、シャジールの民は穏おだやかに頷うなずいた。

「フェリオ様にとって、ウルク様は本当に大切な方かたなのですね──我々も治療を続けますが、リセリナ様からも、フェリオ様に〝希望をお捨てにならないように〟と、お伝えいただけますか？　そして、どうかフェリオ様のことを、よろしくお願いいたします。あの方の傍には今、貴方あなたのような方が必要でしょうから」

　社交辞じ令れいのような言葉だと思ったが、リセリナは曖あい昧まいに頷いておいた。

　今のフェリオに本当に必要なのは、ウルクの回復だけだと思う。それ以外の何も彼の心を癒いやしはしないだろうし、自分などが彼の傍にいても、気休めにさえならないはずだった。

　かといって──そのことを正直にシャジールの民へ告げても、何の意味もない。

　彼らと別れたリセリナの脚あしは、自然とウルクの寝室へと向いた。

　シャジールの民の口からその名を聞いて、ふと──フェリオの顔が、急に見たくなった。

　ウルクのために沈んでいる彼を見るのは、リセリナにとっても苦しいことだったが、それでも彼の声を聞いて、話をしたくなった。

　リセリナは、気づいていない。

　義父の死。その事実が、自分の心にどんな影響をもたらしたのか──

　リセリナはまだ、気づいていない。

　脚が震えていること、心が震えていること、思し考こうが麻ま痺ひしていること。

　心がからっぽになったその場所に浮いたのは、惹ひかれている少年の面おも影かげだった。しかしその彼も今、自分の傍ではなく、別の人間の傍で、その娘のために心を捧ささげている。

　そのことを──哀かなしいと思う自分に、彼女はまだ、気づいていない。

　わずかにふらつきながら、リセリナはぼんやりと、神殿の長い廊下を歩いていった。
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　寝台ベツドに半身を起こした少女の横顔を見つめながら、フェリオは何もいわずに、その傍に座っていた。

　ウルクはフェリオを見ようとしない。

　その視線はぼんやりと俯うつむいて、何もない毛布の上を見つめている。

　フェリオは思考を停止させて、ただ彼女を見ていた。

　窓から差し込んでくる淡あわい陽光が、その青い髪に反射して、少し眩まぶしい。

　綺き麗れいだ──と、素直にそう思う。

　フェリオの知る幼い頃ころのウルクは、利り発はつで優やさしい〝少年〟だった。育ちのいい少年のように振る舞っていた彼女は、今ではすっかり、娘らしく成長していた。

　そして、当時は剣を持つのがやっとだったフェリオも、今ではいっぱしの剣士として周囲から認められるほどになった。

　その間に流れた歳月を思い、手紙に交わした言葉を反はん芻すうする。

　フェリオにとって、ウルクは初めてできた友達で、彼女の存在はずっと支えになってきた。

　アルセイフの王宮でどんなに疎そ外がいされていても、庇ひ護ご者しやであるウィスタルや、友人であるウルクの存在があったからこそ、フェリオはひねくれずに生きてこられた。

　そして、歳月を経てこの地で再会した彼女は、フェリオの身を案じ、アルセイフのためにも尽力してくれた。

　その彼女が、こんな状態だというのに──

　彼女に何もしてやれないことが、フェリオは悔くやしかった。

　そして、これまでに何もしてやれなかったことを、今にして悔くやむ。

　彼女に忘れられてはじめて、フェリオはウルクの存在が、どれだけ自分にとって大切なものだったかを思い知った。

　来訪者ビジターのムスカの言によれば、ウルクはフェリオのためにイリス達の処しよ置ちに抵てい抗こうし──その結果が、今の状態らしい。

　彼女のその心に報むくいる術すべさえ、今は思いつかない。

「──ウルク」

　フェリオは小声に、彼女の名を呼んでみた。

　ウルクは反応を示さない。そのことに息苦しさを感じながら、なおもフェリオは語りかける。

「護まもるって約束したのに──結局、俺おれは君をこんな目に遭あわせている。ごめん。本当に──ごめん」

　無言のウルクを見つめて、フェリオは[image: 拳]こぶしを握りこんだ。

「どうやって償つぐなったらいいのか、わからないけれど……償えるものなのかどうかも、わからないけれど……でも、ウルク。俺は、自分にできることをするよ。俺にはまだ、やらないといけないことがいくつかある。国境では今いま頃ごろ、ベルナルフォン卿きよう達が戦っているはずだし、タートムの侵しん攻こうも食い止めなきゃいけない。でも、それが済んだら──」

　フェリオは、自らの首にかかった首くび飾かざりに触れた。

　その先端には、〝生命の輝石セレナイト〟がかかっている。それはウィータ神殿から、高位の神官に下か賜しされる貴き重ちようなものだと聞いていた。

　そこには、幼い頃のウルクとの思い出が詰まっている。

「……失礼いたします」

　廊下から硬かたい声が聞こえた。

　振りかえったフェリオの視界にいたのは、ウィータ神殿からウルクと共に来た神しん官かん、カシナートとヴェルジネだった。

　フェリオは居い住ずまいを正す。やり手の若き司し教きようと、怜れい悧りな女司し祭さいは、それぞれに緊張した面おも持もちでそこに立っていた。

「カシナート司教。何か？」

　問うフェリオに、カシナートが頷うなずきを送る。

「貴方あなたと詰めておきたい案件がいくつかありまして──お時間をいただけますか？」

　フェリオは即そく座ざに頷く。ウルクがこんな状態だからこそ、公務と私情は分けなければならない。

「わかりました。では、執しつ務む室しつのほうで……」

「いえ。ここで構いません。すぐに済む話です」

　カシナートは動かぬウルクを一いち瞥べつしてから、フェリオの傍そばに歩いてくると、その近くの椅子に座った。ヴェルジネは後ろに控える。

「──フェリオ王子。貴方は、私のことを恨うらんでいることでしょうね」

　悪びれる様子もなく、冷たい声でカシナートが言う。

　フェリオは答えない。

　恨んでいないといえば噓うそになる。ウルクをこんな状態にしたのはイリス達だが、そこにはカシナートも加か担たんしていたらしい。だが、カシナートが許可したのは記憶を失わせることだけで、現在の状況までは彼にとっては予想外だったことも、ムスカやリセリナから聞いていた。

　なにより──フェリオ自身は、ウルクのことで、誰だれかを責せめる気になれない。

　彼女を〝護まもれなかった〟のは、他ほかの誰でもない、〝自分〟だった。他人に責めを求めるのは、ただの八つ当たりにしかならないとも思う。

　その心を知らぬカシナートは、感情に欠けた眼まな差ざしをフェリオに向けている。

「恨まれるだけの理由がある以上、言いい訳わけはありません。あえて謝あやまるつもりもない。彼女は私にとって、厄やつ介かいな政敵でした。もし、こうなる危険があったと知っていても、私は彼女の処しよ置ちをイリス達に依頼したはずです」

　淡たん々たんと告げるカシナートの声は、酷ひどく硬かたい。言っていることの非情さとその声との差さ異いに、フェリオはカシナートの葛かつ藤とうを見た。

　彼の言動と心の間には、見た目では図はかれない相違があることを、フェリオは先日の騒そう動どうの折に知った。

　部下の名無しがラトロアに利用されたことに、彼は激しい怒りを見せていた。カシナートは本ほん性しようにそんな激しい感情を秘めつつ、政治家としては極めて冷れい徹てつに振る舞っている。

　それはきっと、護るものがあるゆえのことだろうと推察できた。

　カシナートは、何かを待つように押し黙った。

　フェリオも何も言わずに、彼の次の言葉を待つ。

「────殴なぐらないのですか？」

　しばらくしてその口から紡つむがれたのは、そんな疑問だった。

　不思議そうに問う彼から、フェリオは視線を逸そらす。

「……貴方あなたを殴なぐっても、ウルクが回復するわけじゃない。それに──国同どう士しの事情もある。今の時点で貴方とこれ以上の諍いさかいを起こすことは、アルセイフにとって得とく策さくじゃない」

　カシナートは小さく頷うなずいた。

　彼は、おそらく今もフェリオを敵視している。

　そしてフェリオも、彼を敵視している。

　だが──今は互いの立場から、〝敵対〟できる状況ではなくなっている。

　アルセイフは、タートムの侵しん略りやくから国境を防衛し、またその後は、産出の止まった輝石セレナイトの件に絡からんで、諸外国との折せつ衝しようをする必要がある。

　そしてジラーハは、予想より早く迫りつつあるラトロアの脅きよう威いに対し、いよいよ本腰をいれなければならない。

　互いの国をそれぞれに背負って、二人はそこに向き合っていた。

　フェリオは真っ向から彼を睨にらみ、〝この国の為い政せい者しやの一人〟として、口調を改めた。

「──カシナート司し教きよう。私は若じやく輩はいですが、この国において多少は責任のある立場です。いつもそれに応じた行動ができているとは、さすがに思いませんが──今、貴方に無礼を働くほど、軽けい率そつではありません。それは貴方も同様でしょう」

　カシナートが目を閉じた。

　数すう瞬しゆんほど、考えるような様子を見せ、そして彼は懐ふところに手を差し入れた。

　取り出したのは、一通の文書である。まだ封ふうはされていない。

「──フェリオ様。貴方に、これを預けます」

　フェリオは手紙を受け取った。

　差出人はカシナート・クーガで、宛あて先さきはタートムの貴族、カルバイ・ウォーレンバーグとある。彼は国境付近の領主であり、タートムの王宮における軍部の有力者であり、そして──現在の侵しん略りやく軍ぐんの、総指揮を執とっていると思おぼしき貴族だった。

　カシナートは声を潜ひそめて語りだす。

「一週間前の騒そう動どうの直後──私は、タートムのカルバイ卿きように宛てて書状を書き、この神殿で起きたことをすべて知らせました。アルセイフへ侵攻しても、もはや輝石セレナイトが手に入らないこと──間諜スパイとして働くシズヤがラトロアとつながっていること、彼女がシャジールの司し教きようをさらったこと、そして我がジラーハがフォルナムから手を引くことも、あわせて記しるしました。その手紙を国境の向こうにいるカルバイ卿に届けるまでに三日がかかり、無事に届いたとの報告が私の元に来るまでに、さらに三日を要しました」

　フェリオは眼めを剝むいた。

　この神殿から王都までは片道で二日の行こう程ていである。王都から国境までの行程は急いでも四日ほどで、合わせて六日──その道のりを三日で進むなど、常じよう軌きを逸いつしているように思えた。空を往ゆく玄げん鳥ちようならば充分に可能だろうが、カシナートの配下にそんな者達がいるとは思えない。

　おそらくは──アルセイフの各地に潜せん伏ぷくしたジラーハの間諜スパイ達は、昼夜を徹てつして、それぞれの土地で馬を交代させながら、必死に駆け抜けたのだろう。

　話し続けるカシナートの眼めは、すっかり据すわっていた。

「しかし──その手紙に対する、カルバイ卿きようからの返答はありませんでした。彼は私の書いたことを信用しなかったのかもしれない。確かに御柱ピラーから輝石セレナイトが失われるなど、かつてなかったことです。あるいは輝石セレナイトが失われたと知ってもなお、侵しん攻こうを諦あきらめられずにいるのか──ですから、フェリオ様。今度はその手紙を、貴方あなたに託たくします」

　フェリオは冷たい眼まな差ざしに急せかされるように、中の書状を取り出した。

　そこに記しるしてあった文面は、フェリオにとっては予想もしていなかった質のものである。

　ジラーハはラトロアとの戦いに集中するため、アルセイフと同どう盟めいを結ぶ方向で動く──

　そしてゆくゆくはこの大陸の東一帯を取りまとめ、協力してラトロアとの戦いにあたるべきであると説とき、タートムでもその方針を検けん討とうするように要よう請せいする内容だった。

　完全な方針転てん換かんである。

「同じものをいくつか、名無し達にも託しましたが──内容が内容だけに、シズヤ達の妨ぼう害がいに合う可能性もあります。念のため、貴方にも同じものを託したい。それにアルセイフ側から同じ書状が行けば、我々の同盟の内ない約やくを裏付けることにもなります」

　冷れい徹てつそのものの口調で、カシナートは淡たん々たんと告げた。本来ならば、もっと友好的な雰ふん囲い気きの中で発せられるべき言葉ではある。

　口調と内容の差さ異いもあって、フェリオはその提案に困こん惑わくした。

「──つまり……ウィータ神殿は、フォルナムから完全に手を引くと……」

「すでにそう申しました。私は近日中に、ジラーハへと戻らねばなりません。タートムとの戦争については、貴国とタートムとの問題ですので、我々ジラーハも直接は干かん渉しよういたしません。ただ、貴国からの要請があれば、神殿勢力を束たばねる者として、タートム側と貴国との調ちよう停ていを我々が仲ちゆう介かいすることも可能でしょう」

　その態度の豹ひよう変へんぶりに、フェリオは呆あつ気けにとられた。

　カシナートは相変わらず、フェリオを睨にらんでいる。その眼には険けんが強く、様子だけならば、やはり喧けん嘩かを売られているようにしか見えない。

　その手紙と仲介の申し出は、場合によっては、タートムをアルセイフから退ひかせる切きり札ふだにも成り得る。無む論ろん、タートムが他国であるジラーハの忠告を聞くとは限らないが、完全に無視できるとも思えない。

「カシナート司し教きよう、しかしこれは──失礼ですが、一いつ介かいの司教である貴方に、これだけのことを決める権限があるとは思えません」

　フェリオの不ぶ躾しつけな疑問にも、カシナートは表情を変えなかった。

「もちろんです。これは決定事項ではないのですよ、フェリオ王子。私がこれから、この方針で動くということです。そして僭せん越えつながら私は、この東方での政治判断に関しては、神しん姫きからの信任も得ております。戦争を起こすことに関しては厄やつ介かいな手続きと口こう実じつが必要ですが、友好を深めることに関しては、神殿内の穏おん健けん派はも味方になるでしょう」

　言葉自体は友好的なくせに、カシナートの表情は険けわしく、声はあくまで冷たい。

「それとも、我々の休戦と同どう盟めいの申し出を、貴国は検けん討とうもせずに拒きよ絶ぜつされるのですか？」

　フェリオはしばらく言葉に詰まってから──ようやく、表情を緩ゆるめた。

「いえ、それは──ありがたい申し出です。当方の外がい務む卿きよう、ラシアン・ロームにその旨むねを伝えます。ぜひ王都セイラムで、その詳しよう細さいを詰めていただきたい」

「──ご理解がいただけて幸いです。では、生命の加か護ごの下に、最善を尽くしましょう」

　カシナートは少しも感情を見せぬままに頷うなずいた。

　フェリオは思う。

　カシナートは優秀な官僚である。状況を見極め、自国の利益を最優先に考え、そのための布ふ石せきを打つことに躊躇ためらわない。その切り替えの速さは非情さとも直結するが、極めて理性的な行動ができる政治家でもある。

　敵に回すと厄介ながら、それだけに休戦の申し出はありがたかった。

「貴方あなたとは、ずっと敵同どう士しだと思っていました」

　小声に本ほん音ねを漏もらすと、カシナートはおもしろくもなさそうに視線を逸そらした。

「私にとっての〝敵〟とは、ジラーハと敵対する者、利害の一致しない者達だけです。失礼を承しよう知ちでいえば、先日までの貴国は敵ですらなく、ただの〝獲え物もの〟でした。その認識については、改める必要がありそうですが──」

　カシナートの言に冗じよう談だんの響きはない。無礼な物言いではあったが、そのためにかえって、フェリオはカシナートの申し出を信頼できた。歯に衣きぬ着せぬ物言いは、フェリオを認めたがゆえかもしれない。

「私も、今後のわが国とジラーハとの関係が、良くなっていくことを願います」

　そつなく応じておいて、フェリオは話題を変える。

「ところで、カシナート司し教きよう──国同士のこととは別に、一つ、個人的なお願いがあるのですが……」

　カシナートに話しかけながら、フェリオは傍かたわらのウルクに視線を向けた。それだけでカシナートは、だいたいのことを察したかもしれない。

「……聞けることと聞けないことがありますが、ひとまずはうかがいましょう」

　無ぶ愛あい想そうに受けるカシナートに、フェリオは小さく頭を下げた。

「願いというのは、ウルク司し祭さいのことです。カシナート司教は近く、ジラーハに戻られるそうですが──おそらく急ぎの強行軍になるのでしょう？　ですが司し祭さいはこのような状態ですし、もしよろしければ、彼女の身をしばらく、アルセイフに預からせていただけないでしょうか」

　それは、いつ切り出そうかと考えあぐねていた案件だった。

　フェリオとしては、今の状態のウルクを、誰だれかに託たくす気にはなれない。ジラーハに戻るまでの旅路にも危険はあるだろうし、なにより今は、彼女をジラーハに返したくなかった。

　それはフェリオの我わが儘ままかもしれない。だが──ウルクにとって今のジラーハが安全な場所だとは、どうしても思えない。ラトロアの暗あん躍やくもあるし、なにより彼女は、神しん姫きの妹という政治的にややこしい立場にいた。

　これから彼女の置かれる環境が変わるならば、その時には自分が傍そばにいて、彼女を護まもりたい。

　カシナートが思し案あんげに眉まゆをひそめた。

「──それは……ウルク司祭の身み柄がらを、アルセイフで引き取りたいということですか？」

「いきなりそこまでは求めません。ただ彼女の状態を考えると、失礼ながらジラーハが安全な場所とは思えません。そのことをご相談するためにも、もちろん一度はジラーハにお返ししますが──その時には、私も同行したいと思っています」

「貴方あなたが？」

　カシナートはますます不ふ審しんそうな顔をした。だがこれは、フェリオにとってはごく自然な思し考こうの末に辿たどり着いた結論だった。

「はい。フォルナムも無事に解放されましたし、同どう盟めいのお誘いまでいただきました。タートムとの戦いが終わり次し第だい、アルセイフはジラーハに親しん書しよを送ることになるでしょう。その時には、私がその使者となり、ウルク司祭をジラーハまで一いつ緒しよに連れて行こうと思っています。ウルク司祭の今後については、その時に──彼女の父親であるマディーン司し教きようも交えて、ご相談できればと思うのです」

　その提案に、カシナートはまたしばらく考え込む様子を見せた。

　無意識のうちにフェリオは、ウルクから貰もらった首くび飾かざりをぎゅっと握る。

　戦乱さえ収まれば、ジラーハへ使者を送ることになるのは間違いない。王族であるフェリオがわざわざ行く必要はないはずだが、あえて望めば許可はもらえるだろう。フェリオはフォルナム神殿の親しん善ぜん特とく使しという立場でもあり、そもそも神殿関係とのつながりがある。

　背後のヴェルジネが、カシナートの耳元に囁ささやいた。

「カシナート様。異国の地に、神姫の妹君ぎみを一人置いていくわけには──」

「控えなさい、ヴェルジネ司祭」

　腹心の出すぎた助言を軽く窘たしなめて、カシナートがフェリオを見み据すえた。

「……いいでしょう。こちらにはレーヴェをはじめとする神殿騎士も残す予定です。ウルク司祭については、病状不安のため、折を見て帰国させるという扱いにいたしましょう」

　あっさりと許可が出たことに、言い出したフェリオの側が驚いた。無む論ろん、揉もめたとしても退ひくつもりはなかったが、ヴェルジネが口を挟はさんだように、少しはごねるかと覚かく悟ごもしていた。

　無む駄だになった覚悟は、微笑となって顔に出る。

「──ありがとうございます。では、彼女の身は──」

「フェリオ様」

　礼を述べるフェリオの言葉を、カシナートが無ぶ粋すいに遮さえぎった。その険けわしい視線は、フェリオが身につけた首くび飾かざりに向いている。

「その〝生命の輝石セレナイト〟をあしらった首飾りは、ウルク司し祭さいから受け取ったものだそうですね？」

　唐とう突とつに何を言い出すのかと、フェリオはわずかに面めん食くらう。

　カシナートは淡たん々たんと──ただ淡々と、感情を込めずに話し続けた。

「それは、ウィータの高位神しん官かんに対し、神殿から下か賜しされる品です。特に純度の高い〝生命の輝石セレナイト〟を用いた、とても貴き重ちような品ですが、そのことはご存ぞん知じですか？」

　フェリオは曖あい昧まいに頷うなずいた。〝生命の輝石セレナイト〟が貴重なものであることぐらいは、一般的な知識として知っている。神殿から下賜されたものであることも、幼い頃ころのウルクから聞いた。

　カシナートは、そこで重ねて問いかけてきた。

「不思議には思いませんか？　〝高位神官〟に下賜されるはずの品を、どうして幼い頃の──まだ一いつ介かいの神官だった、ウルク司祭が持っていたのか──」

「それは……神しん姫きの血けつ縁えん者しやだからでしょう？」

　フェリオの勝手な思い込みに、カシナートは首を横に振った。

「そうではありません。その品は──ウルク司祭に下賜されたものではないのです」

　その言葉に、フェリオは首を傾かしげた。カシナートが何を言おうとしているのか、よくわからない。

「カシナート司し教きよう、では、この首飾りは……？」

　カシナートが席を立った。立ちながら、彼はフェリオを見下ろす。

「その品は──ウルク司祭の、〝今は亡なき母はは君ぎみ〟が神殿より下賜され、彼女に遺のこした遺い品ひんなのです。私は彼女の姉である神姫ノエルから、かつてそのことをうかがいました」

　告げられた思わぬ事実に、フェリオは眼めをしばたたかせた。

　カシナートは背を向けながら呟つぶやく。

「幼い頃のウルク司祭は、そんな品を貴方あなたに託たくした。どういう理由があったのかはわかりませんし、子供のしたことと笑うこともできますが、貴方には一応、このことを知っておいて欲しいと思いました。もっとも──加害者である私の言えることではありませんが」

　話は終わったとばかりに、カシナートは足早に部屋を出て行った。腹心のヴェルジネがフェリオに無言で一礼を残し、その後についていく。

　彼らが去った後、フェリオは握った首飾りを掌てのひらに載のせ、そっと見つめた。

　無色透明の丸い輝石セレナイトは、まるで内側に光を籠こもらせているかのように、窓からの陽光を吸って輝いていた。

　澄み切ったその表面には、すぐ脇わきにいるウルクの横顔が映っている。

　フェリオは言葉を失ったように、ただその首くび飾かざりを見つめた。

　それは自分にとって、確かに〝特別なもの〟だった。

　そして、ウルクにとっても──それは本当に、〝特別なもの〟だったに違いない。

　そんなものをどうして自分に渡したのかと考えると、フェリオは胸が苦しくなるのを感じた。

　フェリオは改めて、彼女を見つめる。

　そこにいる彼女は、今もぼんやりと、ただ寝台ベツドの上に座っていた。

　時折まばたきをしながら、呆ほうけたように動かない。だが──彼女は、今も生きている。これから回復する可能性も、おそらく零ゼロではない。

「……ウルク──」

　見つめたその白い横顔に、フェリオはそっと掌てのひらで触れようとした。

　彼女は動かない。

　伸ばした指先が頰ほおに届く、その寸前に──

　フェリオは廊下に足音を聞き、慌あわてて我に返った。

　手を戻しながら振りかえると、扉の隙すき間まからリセリナが顔を覗のぞかせた。

「あの──フェリオさん。お茶をもってきたんですが──」

　その申し訳なげな声に、彼女の気き遣づかいが見えた。

　フェリオは努つとめて微笑をつくる。

「──あぁ、ありがとう。もらうよ」

　リセリナはほっとしたように表情を緩ゆるめ、部屋に入ってきた。相変わらずウルクは少しも反応を示さないが、フェリオはテーブルの傍そばに移る。

　フェリオがウルクの傍で沈んでいることを、リセリナ達は心配しているはずだった。

　仲間達に、あまり心配はかけたくない。だが、ウルクの傍にもいてやりたい。フェリオとしては、やや苦しいところでもある。

　リセリナはゆっくりと、テーブルにティーセットを並べていった。

　その様子を見つめながら、フェリオはふと、違い和わ感かんを覚える。

　紅茶を注ぐ彼女の指先が、わずかに震えていた。

　表情も硬かたく、どこかぎこちない。視線の先が妙に定まらない気配もあり、手を動かしながらぼうっとしているようにも見える。

「リセリナ──？」

　返事はない。いつもの彼女とは、明らかに違う。

「……リセリナ！」

　フェリオはもう一度、少し強く名を呼んだ。リセリナがびくりとして顔をあげる。その拍ひよう子しに、ポットの注ぎ口がカップからずれ、テーブルに液体がこぼれた。

「あ！　す、すみません！」

　慌あわてたリセリナが、そこに手を添そえようとした。フェリオはその細腕を先に摑つかむ。

　リセリナは、硬こう直ちよくした眼まな差ざしでフェリオを見た。

　その怯おびえるような眸ひとみは、この神殿で初めて彼女が目め覚ざめた時のそれと、少し似ていた。

「触さわったら火傷やけどするよ。そんなのはいいから……それよりリセリナ、何かあったのか？　なんだか様子が変だ」

　フェリオが問うと、リセリナは一瞬だけ体を強こわ張ばらせたものの、すぐに首を横に振った。

「別に……別に、何もないです。ちょっとぼうっとして、手がすべっただけで……すぐに、拭ふくものをもってきます」

　リセリナは身を翻ひるがえし、逃げようとした。

　フェリオは手を離さない。

〝今の彼女を、ほうっておいたらいけない〟──何故なぜか強く、そう感じた。

　フェリオは無む理り矢や理りにリセリナに正面を向かせ、その眸ひとみと視線を合わせた。

　眼めが少し赤いのは、泣いた跡にも見える。そのことに胸が詰まった。

「……リセリナ。話したくないことなら、話さなくてもいい。でももし、話して少しでも楽になることだったら──話して欲しい。俺おれじゃ何の役にも立てないかもしれないけれど、それでも話を聞くことぐらいはできるから──俺がウルクのことで精一杯だと思って遠えん慮りよしているなら、そんな気き遣づかいは必要ない。君にこんなことを言うのは、失礼かもしれないけれど……」

　フェリオはリセリナの肩を両手で摑つかんだ。

「──今の君は、俺よりずっとつらそうに見える」

　リセリナの眸が震えた。そこに涙が溜たまっていることを知って、フェリオは自分の勘かんが正しかったことを知る。

「……私に……」

　リセリナが掠かすれるような声を紡つむいだ。

「……私なんかに、そんな優やさしくしないでください──」

　リセリナは泣いていた。涙の理由がつかめないままに、フェリオは困こん惑わくする。

「いま優しくされたら──私──だめです、ウルク様の前なのに、そんな──」

　俯うつむいた顔から、ぽろぽろと涙が零こぼれ落ちていく。

「……ご、ごめんなさい……フェリオさんのほうがつらいって、わかっているのに──私……泣くつもりなんて、なかったのに……ごめ──う……」

　声を殺そうとしても殺しきれず、リセリナはフェリオにしがみつき──突然、その胸に身を投げ出した。

　フェリオは戸と惑まどいながらも、彼女を受け止める。

「リセリナ、何があったんだ？　落ち着いて──ゆっくりでいいから、話してくれ」

　くずおれそうな彼女の耳元へ、フェリオは静かに問いかけた。

　リセリナは肩を震わせる。

「……お、お父さん……が……」

　あとはもう、言葉にならなかった。だがフェリオは、その一言で理解する。

　この世界に来たばかりの時──リセリナは、義父がこちら側にいるかもしれないと、そう言っていた。

　その行方ゆくえについて──おそらく、何かがわかったに違いない。そして彼女の哀かなしみようを見る限りでは、その内容にも想像がついた。

　リセリナは、声をあげて泣き出した。

　普ふ段だんは淑しとやかでおとなしい彼女が、今だけはまるで子供のように取り乱している。

　その背を──フェリオは、ぎゅっと抱ほう擁ようした。

　哀しいことは、いつも突然に訪れる。ことに人の〝死〟などはどうしようもない。

　彼女がその哀しみに潰つぶされないように──フェリオは、その支えになってやりたかった。

　艶つややかな黒髪をそっと撫なでながら、フェリオは彼女が落ち着くまで、辛しん抱ぼう強く待った。

　零こぼれた涙が衣服に広く染み、その水分が肌はだまで感じられるほどになった頃ころ──
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　やがてリセリナは嗚お咽えつを漏もらしながら、大きく息を吸って呼吸を整えた。

　涙に濡ぬれた顔はあげないままに、掠かすれる声で呟つぶやく。

「ご──ごめんなさい。本当に──急に泣いてしまって──あの……」

「……いいんだよ、それで。無理して強がるようなことじゃない」

　フェリオはリセリナの肩を叩たたいた。

「リセリナ。哀かなしいだろうけれど、ここにはみんながいるし、俺おれもいる。哀しいことを、一人で抱かかえ込まなくてもいい。泣きたい時には、思いっきり泣いたほうがいいよ」

　フェリオは自分に対しても言い聞かせるように。そう言った。

「俺だってウルクのことでは、みんなに支えてもらっている。こういう時はお互たがい様さまだ」

　小さく頷うなずいたリセリナが身を離し、袖そで口ぐちで目許を拭ぬぐった。眼めは充血していたが、表情はずいぶんと和やわらいでいる。

「……はしたないところを──すみません。なんだか、泣いちゃったら少し落ち着きました。ちゃんと話せますから──父のこと、聞いてください。フェリオさんには知っておいて欲しいです」

　赤い顔をして呟きながら、リセリナは硬かたい微笑を見せた。

　無理をしてつくったその笑顔は痛いた々いたしかったが、それでも彼女は必死に、フェリオに心配をかけまいとしている。

　自力で立ち直ろうとするその姿が、フェリオには少し眩まぶしく見えた。
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　訥とつ々とつと話すリセリナの言葉を、フェリオは真しん摯しに聞いてくれた。

「──驚いたな。それじゃウィスタルやハーミットは、リセリナのお父さんの子孫てことになるのか……？」

　釈しやく然ぜんとしない様子で、フェリオが唸うなった。

　リセリナにしても、この偶ぐう然ぜんは不思議だった。亡なき父が運命を導いてくれたのかと、そんな非科学的なことさえ思う。

　常識的に考えれば──

　父、エルシオン・エアルは肉体強化を施ほどこした人間だったし、その近い子孫が、この世界で頭とう角かくを表すのは必然ともいえた。

　肉体強化の影響は、世代を経るごとに薄まっていく。だがウィスタルやハーミットは、エルシオンから数えて、まだ数世代目の子孫のはずだった。傷の回復が早かったり、また毒どくや細菌に対する耐たい性せいなどの面では、明らかに常じよう人じんとは違っているはずである。

　とはいえ彼らの強さそのものは、厳きびしい修しゆう練れんの成果でもある。どんなに肉体の基礎能力が高くても、鍛きたえなければ衰おとろえるし、その力を引き出すためには重ねての努力が必要なはずだった。恵まれた下地があったことは事実だが、そのことを生かせるか否いなかは当人次し第だいである。

「リセリナの世界で数ヵ月前に失しつ踪そうしたエルシオン・エアルは、こちらの世界では百五十年ぐらい前に、このフォルナムの御柱ピラーから〝来訪者ビジター〟として訪れた──その後でラトロアに渡ったのか。でも不思議だな。どうしてラトロアなんかに──」

　呟つぶやいたフェリオが、はっとして言葉を止めた。

「──まさか、御柱ピラーと関係しているっていう〝死の神霊アービタ・スピリツト〟を調べに？」

　リセリナは頷うなずいた。

「私もそう思ったんです。父は好奇心の強い人でしたし、ひょっとしたら元の世界に戻る方法を探すために、ラトロアにある〝死の神霊アービタ・スピリツト〟を調べに行ったんじゃないかって──コウ司し教きようも、御柱ピラーの異常を治すと言ってシズヤ達にさらわれていきましたし、詳くわしいことはわかりませんけれど……でもどっちみち、父は元の世界には戻れず、この世界で亡なくなったそうです」

　話を終えると、リセリナは大きく嘆たん息そくした。

　フェリオも何も言わず、ただリセリナを心配げに見ている。

　リセリナは、フェリオの前で泣いてしまった自分を恥はじていた。

　だが──泣いた後から、妙にすっきりしたのも事実である。話し終えて、余よ計けいに心は軽くなった。

　本当はフェリオに対しても、自分の父のことは黙っているつもりだった。彼はウルクのことで頭が一杯だと思っていたし、そんな彼の前で泣くつもりなど微み塵じんもなかった。

　ところが、フェリオが自分のことを気き遣づかってくれた瞬間に──リセリナの中で、感情の鍵かぎが外はずれた。

　フェリオの優やさしさに触れてしまうと、もう駄だ目めだった。理性がいくら抵てい抗こうしても、リセリナは感情のままに泣きだしてしまい、そして結局はフェリオに勇気づけられた。

　自分は弱いと思う。

　彼の胸で泣いている間、リセリナは涙を零こぼし声をあげながらも、心しん底そこから安あん堵どしていた。

　義父を失った自分が、しかし決して孤こ独どくではないことに安堵した。

　この世界に来て、フェリオと出会えたこと──そのことに感謝する。彼の存在は今のリセリナにとって、心の大部分を占しめるほどに大きくなっていた。

　そのことを再確認した後で──

　リセリナはフェリオに改めて頭を下げた。

「あの──泣かせてくれて、ありがとうございました。もう、大丈夫です」

　顔には泣いた跡がまだ目立つはずだが、いつもの表情に戻っている自信はあった。

「うん──でも、さっきも言ったけど何も無理することはないんだ。本当につらい時は、泣いていいと思う。他ほかのみんなだって、きっとそう言うよ」

　フェリオの言葉に、リセリナはわずかに頰ほおを染めて応じた。

「私が安心して泣けるのって、フェリオさんの前でだけみたいです。フェリオさんも──もし泣きたくなったら、私のこと、少しは頼たよりにしてください。私もフェリオさんの支えになりたいです」

　それは──リセリナにとって、精一杯の〝告白〟だった。

　ただ遠まわしすぎて、おそらくフェリオにはきちんと伝わらないはずである。案あんの定じよう、フェリオは微笑して頷うなずいただけだった。

　それでいい。

　ウルクには少し申し訳ないとも思ったが、フェリオが少しでも自分を気にしてくれたことが、今は嬉うれしい。

　二人が話している間も、ウルクは何の反応も示さずに、寝台ベツドの上に座っていた。

　その視線は俯うつむけられたままで、しばらく前から動いていない。

　ふとウルクのほうを見たリセリナは──その時、彼女の視線が、わずかに上へ動いたことに気づいた。

　その直後のことである。

　不意に神殿の中庭から、神しん官かん達の甲かん高だかい悲鳴が響いた。

　間まを置かずに、聞き覚えのある風を裂く音が鳴り、驚いたフェリオが慌あわてて窓に駆け寄った。リセリナもすかさずそれに続く。

　窓から身を乗り出した先の視界には、空から降りてくる黒い巨鳥の姿──

　その禍まが々まがしい影に、一瞬だけ、びくりと四し肢しを緊張させた。

　北方民族の操あやつるその玄げん鳥ちようを、リセリナはこれまでに幾いく度どか見てきた。

　人のいない場所を選んで、漆しつ黒こくの翼が悠ゆう々ゆうと降り立つ。シズヤの操る、やや赤みがかった羽の鳥ではない。

　その鳥の背に銀髪がきらめくのを見て、リセリナは無意識のうちに〝彼女〟の名を呟つぶやいた。

「──シルヴァーナさん……？」

「あぁ、間違いない。クゥナさんのところから逃げ出したとは聞いていたけれど──玄鳥で正面から来るなんて、一体どういうつもりなんだ？」

　フェリオもその姿を認めたらしい。いきなり玄鳥でもって神殿に現れた彼女は、早さつ速そく、中庭に出ていた神殿騎士達に囲まれつつある。

　一いつ触しよく即そく発はつの状況に、フェリオが眉まゆをひそめた。

「リセリナ、行こう！　あのままじゃ厄やつ介かいなことになりかねない」

「はい！」

　二人は部屋を飛び出すと、中庭に向けて廊下を走った。部屋を出る直前──ウルクが一瞬だけ、フェリオの背を見送ったことには、どちらも気づかない。

　ウィスタルの部屋にいたライナスティとディアメルも、廊下に飛び出してきた。

　女騎士ディアメルが、主あるじに向けて高い声を張る。

「フェリオ様！　外のは……」

「あぁ、シルヴァーナだ。神殿騎士達も、いきなり手出しはしないだろうけれど……」

　応こたえるフェリオに、ライナスティが苦にがい顔を向けた。

「でもまずいですよ、フェリオ様。連中にとってのシルヴァーナ様は敵のはずです。確かシルヴァーナ様の怪け我がも、レーヴェ司し祭さいが原因だったはずじゃないですか？」

　ベリエやリカルドを失った現在の神殿騎士団は、生き残った騎士団長であるレーヴェ・グレイスナイフが実質的な指揮権を握っている。ベリエに比べれば、彼女はずいぶんと理性的な指揮官だったが──ライナスティの言のとおり、シルヴァーナに傷を負わせたのは、そのレーヴェである。

　二人が顔を合わせる前に現場に駆けつけようと、リセリナ達は脚あしを急がせた。

　中庭に走り出ると、玄げん鳥ちようと、その背にまたがったシルヴァーナを遠巻きにして、神殿騎士達がすでに包囲をつくっていた。

　フェリオが彼らに向けて凜り々りしい声を張る。

「警戒の必要はない！　彼女はフォルナム神殿に仕える者で、俺おれの知人だ！」

　その大声に、全すべての騎士達が振りかえった。困こん惑わくしつつも、彼らはそれぞれに構えを解いて剣を下げる。

　カシナートが神しん官かん達を解放して以来、騎士達はフェリオやフォルナム神殿に敵対行動を取らなくなった。

　指揮官だったベリエの死もそこには影響しているだろうが、御柱ピラーから現れたラトロアの兵達との戦闘を経た後から、彼らの意識にもなんらかの変化があったらしい。

　今の神殿騎士団は、フォルナム神殿を監かん視しすることより、神官達を護まもることに意識を向けている気配さえある。

「──フェリオ王子の知人だそうだ。捕ほ縛ばくの必要はないだろう。レーヴェ司祭を呼ぶほどのこともない」

　包囲の前線にいた赤毛の騎士、チェイニー・アルガレイがそう言って大剣を納めると、他の騎士達もそれに倣ならった。

　もうすでに彼らの幾いく人にんかは、シルヴァーナが手配中の柱はしら守もりだと気づいているはずだった。それこそレーヴェやベリエらと共に、彼女を追い詰めた騎士もいるかもしれない。

　だが、あえてその事実を指摘する者は、そこにいなかった。無理に騒そう動どうを大きくしたくないに違いない。

　玄鳥の上にいたシルヴァーナが地上に飛び降りた。

　周囲に吞のん気きな微笑を向けながら、彼女は迎えのフェリオ達に歩み寄る。

「やぁ、フェリオ、リセリナ。先日の怪け我がでは世話になったな」

「そんなことはいい。それよりシルヴァーナ、どういうことなんだ？　いきなり玄げん鳥ちようで現れるなんて無む茶ちやもいいところだ」

　いけしゃあしゃあと挨あい拶さつをするシルヴァーナに、フェリオは呆あきれている様子だった。

　昼間の玄鳥はさすがに人目につく。もはや見られて困るものでもないのだろうが、リセリナも彼女らしからぬ行動だと思った。

　錬金術師アルケミストの娘は短い銀髪をかきあげながら、嫣えん然ぜんと微笑ほほえんだ。

「急ぎだし、夜まで待つのも面めん倒どうでな。それにフウガがいれば逃げるのも簡かん単たんだ。さて、フェリオ。ちょっと一いつ緒しよに来て欲しいんだが、今は動けるだろう？」

　シルヴァーナは有う無むを言わさず、フェリオの腕を摑つかもうとした。

　慌あわててフェリオが抵てい抗こうする。

「シルヴァーナ、それじゃ何が何だかわからない。どこに行こうっていうんだ？」

　シルヴァーナが眼めをしばたたかせた。

「いま〝急いで行く〟べき場所と言ったら、国境方面に決まっているだろう。様子が気にならないのか？」

　さも当然のようにあっけらかんとのたまう錬金術師アルケミストに、傍そばにいたリセリナも困こん惑わくした。

「待ってください、シルヴァーナさん。フェリオさんだって立場がありますし、理由もはっきりしないまま動くわけにはいきません。どういう事情なんですか？」

　リセリナはフェリオに代わってそう問いかけた。

　彼は王族として神殿のことを任されている。ウルクのことを除けば、すでに大体の案件は片付いているはずだが、かといって持ち場を放ほう棄きしていい理由にはならない。

　シルヴァーナが溜ため息いきを吐ついた。

「仕方ないな。時間が惜しいから、事情は飛びながら話そうと思ったけど……」

　中庭での騒ぎを聞きつけて、周囲には次々に神しん官かん達も集まってきた。人々は物珍しげに巨大な玄鳥を眺めつつ、同時にシルヴァーナにも視線を注いでいる。

　その中に混じっていたムスカやハーミットもまた、フェリオ達の傍そばへと駆けてきた。

　シルヴァーナが額ひたいに指を添そえる。

「やれやれ、やっぱりすぐに離り脱だつというわけにはいかないか。少し早いが、ここでフウガを休ませてもいいし……ん？　新顔がいるな」

　ハーミットとムスカを横目に見定めて、彼女は微笑ほほえんだ。

　フェリオが手て短みじかに二人を紹介する。

「あぁ。リセリナと同じ来訪者ビジターのムスカと、それからウィスタルの甥おいのハーミットだ。ムスカは例のイリスから離反して、今は俺おれ達の協力者になっている。ハーミットは、君の師し匠しようのゴーダ殿どのが連れてきた剣士だよ」

「へえ。それはそれは──」

　さすがに驚いたように、シルヴァーナが二人を交こう互ごに見た。

　ハーミットはともかくとして、禿とく頭とうの巨漢であるムスカは目立つ。シルヴァーナはしげしげと彼らを眺めつつ、にっこりと微笑ほほえんだ。

「このフォルナムの柱はしら守もりをしている、シルヴァーナだ。普ふ段だんは錬金術師アルケミストで、本業はただの間諜スパイだけれど……よろしく、お二ふた方かた」

　その滑なめらかで優やさしい口調は、相手に警戒心を抱かせない。容よう姿しの美しさも効きいて、初対面でも何故なぜか気を許してしまう気配が、彼女には備わっていた。

　二人に向けて、シルヴァーナが片手を差し出す。

　ムスカが先に反応をした。

「よろしく、お嬢じようさん。ムスカ・ブライトクロイツだ。この世界の錬金術アルケミーには興味がある。いずれ機会があったら、話をうかがいたいな」

　落ち着いた声で挨あい拶さつをかわしたムスカは、その手を軽く握った。

　次いでシルヴァーナは、ハーミットにも細い手を向ける。

　ハーミットは、何故かぼんやりとしていた。シルヴァーナを見つめたまま、硬こう直ちよくしているようにも見える。

　脇わきのムスカが軽く肘ひじで突ついて、ようやく彼はシルヴァーナの手に気づいた。

「あ──し、失礼を。ハーミット・エアルと言います。シルヴァーナ殿どのというと──あの、ゴーダ殿の弟子でしという……？」

「あぁ、貴方あなたのことは師匠からも聞いているよ。病室までは来られなかったが、施せ療りよう院いんにも来ていたそうだな。それより、〝殿〟はやめてくれ。ウィスタルの甥おいなら、呼び捨てで構わない」

　微笑むシルヴァーナに対し、ハーミットはぎこちない微笑を浮かべた。その表情に、リセリナはふと首を傾かしげる。普段の彼らしからぬ妙な緊張感がそこに漂っていた。

　ハーミットは神殿に来る前に、王都でゴーダ・トレイスと知り合ったと聞く。その後、ゴーダはマゼットの施療院でシルヴァーナを見舞い、二人は連れ立って神しん域いきへとやって来た。

　ハーミットとシルヴァーナは初対面のようだが、ゴーダを介かいして、互いのことを少しは聞いているらしい。肝かん心じんのその老人は今、諜ちよう報ほう活動に戻って行方ゆくえが知れない。

　シルヴァーナがフェリオとリセリナに向き直った。

「さて、フェリオ。私は急ぎたいんだけど……なにせ協力を頼む立場だから、無理は言えない。事情を話すにしても、ここじゃ落ち着かないな。フウガはおとなしいから、ここで休ませておけるが──」

「わかった。じゃあ玄げん鳥ちようは王宮騎士団に見張らせるから、執しつ務む室しつのほうへ行こう。それとシルヴァーナ、ウィスタルのことなんだけど……神殿騎士と闘たたかって、怪け我がをしているんだ。君とウィスタルの関係は知らないけれど、ウィスタルも君の本名を知っていたし──もしよかったら、見舞っていってくれないか？」

　シルヴァーナが端たん正せいな眉まゆを寄せた。

「あのウィスタル卿きようが怪け我がを？　まさか、相手はベリエか」

　その勘かんの鋭するどさに、リセリナは驚いた。だが事実、この神しん域いきでウィスタルに対抗できる神殿騎士となると、ベリエぐらいなものなのかもしれない。

　フェリオも感心した様子で頷うなずく。

「よくわかったな。命には別状はないけれど……」

　その言葉の途中で、神殿と中庭との通用口に大きな人影が立った。

　それと察したシルヴァーナが、びくりと立ち止まる。

　薄暗い廊下から外へ姿を見せたのは、腹部に包帯を巻き、寝しん衣いを羽は織おった銀髪の巨漢──

　リセリナも啞あ然ぜんとした。彼が強化された人間の子孫ならば、動ける程度には回復していてもおかしくないが、それでもかなりの深ふか手でには違いない。わざわざ起きてくるとは思っていなかった。

〝剣けん聖せい〟と呼ばれる男は杖つえを片手につきながらも、眼めを細めてそこに立っている。

「団長、起きてきちゃだめですって！」

　慌あわててライナスティとディアメルが駆け寄ったが、ウィスタルは微笑しながら、片手でそれを制した。

「心配には及ばん。動けぬほどのことはない。それより──」

　彼はゆっくりと、銀髪の錬金術師アルケミストに歩み寄った。

　シルヴァーナはばつが悪そうに視線を逸そらし、指先で頰ほおを軽く搔かく。彼女がそんなふうに困こん惑わくするのは、リセリナにとっても珍しい光景だった。

「まいったな──こんなところで会うつもりは、なかったんだが」

　戸と惑まどうように言うシルヴァーナの正面で、ウィスタルは眼を細めた。

「ユキノ様──ご立りつ派ぱになられましたな。お会いできて、嬉うれしく思います」

　その敬けい称しようには、リセリナだけでなく、脇わきのフェリオも眼を見開いた。

　言葉遣づかいこそ他人行ぎよう儀ぎだったが、ウィスタルの口調にはそれでも親しみが籠こもっている。

　シルヴァーナが途と端たんに嫌な顔をした。

「〝様〟はやめてくれ。私に父の威い光こうを重ねられても困る。貴方あなたにとって、父は頭のあがらない存在だったのかもしれないけれど──今の私は、ただの一いつ介かいの錬金術師アルケミストに過ぎない。そんな怪あやしげな相手に、そんな丁てい重ちような言葉は不要だ」

　シルヴァーナは不ふ機き嫌げんなようでもあり、照てれているようでもある。

　この二人の間につながりがあることには、リセリナも気づいていた。だが、それが果たしてどんな関係なのかまでは、まだ知らない。

　二人に向けて、フェリオが控えめに問いかけた。
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「前から気にはなっていたんだけど……ウィスタルとシルヴァーナとは、一体どういう関係なんだ？」

　シルヴァーナは明らかな当とう惑わく顔がおになり、一方のウィスタルはにこやかに頷うなずいた。

「そういえば、お話しておりませんでしたか。なに、今となっては隠かくすほどのことではないのですが……かつてラトロアを出た後の私と師が、北方民族の世話になったことは、すでにご存ぞん知じですな？」

　フェリオが頷うなずいた。そのあたりの事情は、リセリナもつい先日、ゴーダ・トレイスが訪れた折に隣室で聞いた。

「私はその後、陛へい下かとの御ご縁えんを得て、アルセイフに仕し官かんいたしました。しかしわが師は、何処どこにも仕官することなく、北方民族と共にその生涯を過ごしたのです。ユキノ様は──その私の師である〝オズマ・ベヘタシオン〟と、北方民族の母親との間に生まれた愛まな娘むすめなのです」

　答えるウィスタルの声は、ありし日々を懐なつかしむように澄んでいた。

　リセリナは、ようやく知った二人の関係に納なつ得とくする。

　つまりシルヴァーナは、ウィスタルにしてみれば、亡なき師の忘れ形がた見みということになるのだろう。

　そしてリセリナにはもう一つ、気づいたことがあった。

「オズマ・ベヘタシオン──ウィスタル様の今のお名前の〝ベヘタシオン〟は、ひょっとしてその方かたからもらったのですか？」

　ウィスタルが力強く頷うなずいた。

「そのとおりです。諸国を回っていた頃ころ、私と師は義理の親子ということにしていましたので──アルセイフに仕官する折に、名を戻してもよかったのですが、その頃にはもう私の剣名が知られていたため、そのままになりました」

「なるほどな──そういう事情だったのか」

　得とく心しんした様子でフェリオが頷いた。

　フェリオ達への説明を終えるや、ウィスタルはシルヴァーナに向き直る。

「ユキノ様。貴方あなたが下界に下りて来られたと聞いた時には、驚きました。折を見てお会いしたいと願っていたのですが、なかなかその機会もなく──ですが、こうしてお目にかかれたことを、本当に嬉うれしく思います」

　シルヴァーナは相変わらずの困こん惑わく顔がおだった。呆あきれたようにウィスタルの巨きよ軀くを見上げ、軽く肩を竦すくめてみせる。

「剣けん聖せいともあろう者が、私如ごときに仰ぎよう々ぎようしいことを言わないでくれ。ウィスタル卿きよう、貴方は勘かん違ちがいをしているよ。私を含む北方民族にしてみれば、貴方は恩おん人じんであり英雄だ。私が生まれる前のことは、母からもしつこく聞かされている」

　シルヴァーナは歩きはじめながら呟つぶやいた。

　それにあわせてリセリナ達も、ひとまずは執しつ務む室しつへ向けて動き出す。玄げん鳥ちようの監かん視しにと王宮騎士の数人を残し、一行は中庭から神殿内へと戻った。

「ウィスタル卿。貴方は渋しぶる父上を説せつ得とくして、何の義理もないはずの北方民族に味方し、タートムの侵しん攻こうから山地の集落を守ってくれた。母が命を救われたのもその時だと聞いている。要するに貴方がいなければ、私は生まれてさえいなかっただろう。こちらが礼を尽くす理由はあれ、貴方が私をそんな丁てい重ちように扱う理由はない」

　とても礼を尽くしているとは言い難い口調ながら、シルヴァーナの声には真しん情じようが籠こもっていた。

　ウィスタルが苦笑する。

　その笑顔に、リセリナはふと懐なつかしいものを感じた。

　ウィスタルと義父のエルシオンは、少しも似ていない。ハーミットの青い眼めには既き視し感かんを覚えたが、それもはっきりと自覚できるほどの感覚ではなかった。

　だが、今のウィスタルの困ったような笑顔は──エルシオンのそれと、少し似ていた気がする。

「そういうところは、オズマ様にそっくりですな。あの方かたも堅かた苦くるしいことがお嫌いでした。そのあたりが、北方民族の気質に合ったのかもしれません」

　からかうようなウィスタルの言葉に、シルヴァーナは眉まゆをひそめた。

「だから、その言葉遣づかいを──フェリオ、おまえからも言ってくれ。騎士団長がこんな怪しい女を相手にこの口調では、私が騎士達の反感を買うだけだ」

　フェリオが首を傾かしげた。

「シルヴァーナが気にするほど、特に問題があるとは思わないけど……君もやけに堂々としているし、普通にしていればそこらの貴族より偉えらそうだから、別に違い和わ感かんはないんじゃないか？」

「いや、フェリオ様、違和感とか、そういう問題でもないと思うんですが……」

　ライナスティがすかさず口を挟はさむと、シルヴァーナもここぞとばかりに勢いづいた。

「ほら見ろ。これが常識人の反応だ。だいたい、貴族や王族の立場にいる人間が平民を相手にする時は、もっと偉えらそうに、頭ごなしに話すものだ。でなければ他ほかに示しめしがつかないだろう。フェリオもウィスタル卿きようも常識がない。そんなことだから、私みたいな者がつけあがるんだ」

「う……ごめん」

「はぁ──申し訳ありません」

　シルヴァーナの暴ぼう言げんに、フェリオとウィスタルが揃そろって頭を下げた。

　脇わきでそれを聞いていたリセリナは、思わずそこで吹き出してしまう。

　女騎士のディアメルも、困ったように曖あい昧まいな微笑を見せていた。

「フェリオ様、ウィスタル様。そこで謝あやまってしまうと、ますますシルヴァーナ様の怒りを買うことになりそうです」

「でもウィスタルだって、師し匠しようの娘を相手にしたら、口調が改まっても仕方ないんじゃないかな。それに初対面なんだろう？」

　シルヴァーナが頷うなずきかけるのを遮さえぎるように、ウィスタルが首を横に振った。

「いえ。まだユキノ様がごく幼かった頃ころ、国境に出向いた際に、お会いいたしました。もっともユキノ様は覚えていらっしゃらないでしょうが──」

　シルヴァーナが眉まゆをひそめた。ウィスタルは懐なつかしそうに言葉を続ける。

「あの頃のユキノ様は、それはそれは可愛かわいらしく、まだ子供で──そうそう、そういえば、私が子守を頼まれた際に……」

「も、もういいだろう！　昔話はやめよう！」

　突然、シルヴァーナが声を荒げた。

　あのシルヴァーナが慌あわてふためく姿に、リセリナは驚かされる。

「何かあったのか？」

　フェリオが構わずに問うと、ウィスタルはくすくすと笑った。

「はい。まあ、小さな子供ですから──私が抱えていた時に、ちょうどおもらしを──」

「い、言うなっ！　馬ば鹿か！」

　白はく磁じの頰ほおを真っ赤に染めて、シルヴァーナがウィスタルに怒ど鳴なった。

　少し啞あ然ぜんとした後に、フェリオが大おお真面目まじめに呟つぶやく。

「ちょっと待ってくれ。ウィスタルが国境に行ったのは、確か──それってシルヴァーナがいくつぐらいのときの……」

「フェリオ！　これ以上しつこく聞くなら、私は帰るぞ！」

　それでは何をしに来たのかわからないが、シルヴァーナは明らかに動揺していた。

　本当に憶おぼえていないのかどうか、リセリナは疑問に思いつつ、笑いを堪こらえるのに必死になる。見れば騎士達も顔を背そむけ、無言で声を押さえていた。ハーミットやムスカも反応に困って、視線を泳がせている。

　シルヴァーナが片手で顔を覆おおい、さも忌いま々いましげに歯を食いしばった。

「くっ──こ、これだから会いたくなかったんだ。確かに私は憶えていないけれど、そのことでは散さん々ざん、父や母にからかわれた。そっちにも忘れていて欲しかったよ」

　頰ほおを紅こう潮ちようさせて言うシルヴァーナは、いつもと異なり、年齢よりも幼く見えるほどだった。あの冷静沈ちん着ちやくで、時としてぞっとするほどの澄んだ美しさを感じさせる彼女の意外な姿に、リセリナは思わずまた笑みをこぼした。

　きっとなって、シルヴァーナが一行を睨にらんだ。

「……笑いたければ笑え。あぁ、もう──こんなことなら、夜まで待ってこっそり来るんだった」

　舌した打うちを漏もらす錬金術師アルケミストに向けて、フェリオが首を横に振った。

「別に笑ったわけじゃないよ。ただ──シルヴァーナにも、そういう頃ころがあったんだなって思ったら、少しほっとしたかな。それにウィスタルにとっては、いい思い出なんだろう？」

　フェリオが言うと、シルヴァーナは狐きつねにつままれたように眼めをしばたたかせ、また疲れたように溜ため息いきを吐ついた。

　ウィスタルがその肩にそっと手を置く。

「そんなに怒ることではないでしょう、ユキノ様。フェリオ様のおっしゃられたとおり、私にとってはよい思い出なのです。あの小さかったユキノ様が、いまやこんなにご立りつ派ぱになられて──本当に、オズマ様もお喜びでしょう」

　ウィスタルにそう諭さとされて、シルヴァーナは頰を染めたまま口くち籠ごもった。

　そんな彼女の姿を、リセリナは〝可愛かわいらしい〟と思ってしまう。シルヴァーナのことをいつも綺き麗れいだとは思っていたが、可愛いと思ったのは今が初めてだった。

　彼女の両親のことについては、リセリナ達も何も知らない。ウィスタルの師という男についても、先だってゴーダという講談師から聞いた以上のことはわからなかった。

　それらは全すべて、遠い過去のことである。

　そんな話をしているうちに執しつ務む室しつに辿たどり着き、そこでシルヴァーナがフェリオを睨にらんだ。

「……とにかく、見舞いはもう済んだ。フェリオ、ここから先は真面目まじめな話だ。さっきも言ったとおり、私は急いでいる。別に一分一秒を争う気はないが、ここに長なが居いをするつもりもない」

　そしてシルヴァーナは、〝本来の用件〟の、詳しよう細さいを話し始めた。




　──結果として。

　その日、フェリオは神殿を出て、シルヴァーナと共に国境方面へと急行することになった。

　玄げん鳥ちようには、ハーミットとリセリナも同乗した。ライナスティやディアメルも粘ねばったが、一羽の玄鳥にはそれ以上の人数が乗れず、王宮騎士団は地上から国境への援えん軍ぐんに向かうことになった。

　シルヴァーナがもたらした知らせは、凶きよう報ほうと言っていい。

〝タートム側の攻勢が強く、アルセイフ国境の防衛線は崩ほう壊かいの危き機きにある──〟

　残すウルクの身を案じながらも、フェリオは飛び立つことを厭いとわなかった。
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　時はしばし遡さかのぼる。

　フォルナム神殿で、フェリオ達が〝ラトロアの兵〟達を退しりぞけた、ちょうどその翌日──

　軍ぐん務む審しん議ぎ官かん、ベルナルフォン・レスターホークは、増ぞう援えんの兵を率ひきいて国境に到着していた。

　この時点ではもちろん、ベルナルフォンに神殿での情報は伝わっていない。国境付近のエフリード砦とりでから王都までは徒歩で四日ほどの行こう程ていだし、その王都から神殿まではさらに二日の行程がある。

　情報の伝達までにも、ほぼ同様の時間がかかるのは仕方ない。

　四日前、王都にて〝タートム侵しん攻こう〟の報を受けたベルナルフォンは、護ご衛えいの数騎のみを連れて、すぐに城を飛び出した。

　侵略に備えるための追加部隊も、ちょうど国境方面へと移動させている最中で、彼らに追いついたベルナルフォンはそのまま部隊の指揮官となった。

　歩兵が二千あまり、騎兵が二百あまりと、それなりに揃そろった戦力である。

　ベルナルフォンは彼らを連れて、国境へと急行した。

　つい先だっての内乱で功を立て、抜ばつ擢てきされたばかりの若き隻せき眼がんの将しようは、兵達にとっては心強い上官だった。

　内乱の折には、自ら陣じん頭とうに立って指揮をとり、勇ゆう猛もう果か敢かんに剣を振り回していた彼を、多くの兵が眼めにしている。

　その頃ころからの配下だった者達は、またこの将に率いられることを誇りに思ったし、レージクの側にいた者達でさえ、一時は敵だった彼が今は味方であることを喜んだ。

　ベルナルフォンという将は、決して貴族社会での世渡りが上手うまい性格ではない。だがそれゆえか、逆に兵達からの支持は妙に厚い。多くの貴族達とは違い、平民の兵を見下した態度をとらないことも、その支持につながっていた。

〝この上官のためならば、多少の無理はしてやろう〟と、兵をそんな気にさせる将である。

　一方でその不ふ敵てきな面つら構がまえと性格は、やはり旧来の貴族達の反感を買いやすい。

　王都から四日の道程を経て、その日、ベルナルフォンは、アルセイフ北西の要よう衝しようであるエフリード砦に到着した。ここは長年、タートムとの国境付近を見張り続けてきた城じよう塞さいである。

　険けん阻そな地形が目立つセブラズ山地にあって、その砦が建つエフリード高原は、比較的に海抜が低く、平らな土地となっている。

　その地形ゆえに、平時は旅人や隊商キヤラバンの道として使われるルートだが──戦時には、まず互いの軍が激突する戦場となりやすく、過去には一時的に陥かん落らくしたこともあった。

　そのたびにアルセイフは、この砦の奪だつ取しゆを繰り返してきた。

　タートムがアルセイフへ侵しん攻こうする経けい路ろは、国境線の北東側と中央、南西側の三箇所があり、アルセイフもこの線上に防衛のための兵を分散させている。

　その線上で中央付近に位置するエフリード砦とりでは、アルセイフとタートムにとって、因いん縁ねんの強い拠きよ点てんである。古来より、この砦が落ちるとタートムの侵攻も長引き、その後は周辺地域への略りやく奪だつにつながってきた。

　裏を返せば、ここでタートムを足止めできれば、自国の民への被害はほぼ防ぐことができる。

　その砦に着いてすぐ、ベルナルフォンは軍議の席へと案内された。

　石造りの無ぶ骨こつな小部屋に集つどった将しようは、合わせて十四人。

　隻せき眼がんで見渡した会議の席に顔を揃そろえたのは、タートムとの国境近辺に領地を持つ諸しよ侯こうだった。

　砦の太たい守しゆである軍閥の貴族、オーグレット・サイロムを筆ひつ頭とうに、彼と懇こん意いにしている貴族達が主な面子メンツである。

　その将達はほぼ一いち様ように、増ぞう援えんとしてやってきたベルナルフォンを〝敵視〟していた。

　彼らに対して、ベルナルフォンは一通りの挨あい拶さつを済ませ、王都から持参した書状を渡した上で状況を説明した。

「──話はわかった、ベルナルフォン卿きよう」

　この場でもっとも高位の貴族であるオーグレットは、半なかば唇を尖とがらせるようにして、黒い口くち髭ひげをいじりながら呟つぶやいた。

　その様子は明らかに不ふ機き嫌げんである。

　貴族としてはまだ若い。四十代の男盛りで、撫なでつけた髪も黒々としており、中肉中背の体にはそれなりに威い厳げんもある。張り出した眉まゆ、堅く張った頰ほお骨ぼねと、全体に四角い顔立ちも彫ほりが深く、美男でも不ぶ細さい工くでもないが、相手を圧する気配を持っていた。

　そのオーグレットは、若いベルナルフォンに見下すような視線を据すえ、わずかに溜ため息いきを吐つく。

　ベルナルフォンが彼らに渡した書状は、政せい務む卿きよう代行であるアゴールからものだった。

〝このエフリード砦で敵を足止めし、王都から追加の増援が着くのを待つこと〟

　主しゆ旨しはそれだけである。

　またそれまでは、増援の第一隊にあたるベルナルフォンを、オーグレットの補ほ佐さ役やくとし、協議して戦術の方針を決めるようにと、そんな当あたり障さわりのないことが綴つづられていた。

　ところが、この場にいる軍閥の将達には、たったそれだけのことが気に入らないらしい。

　オーグレットの脇わきにいた中年の貴族が、ごく小声で呟く。

「──田舎いなか貴族の若わか造ぞうが、いっぱしの軍ぐん師し気き取どりか」

　聞こえよがしのその言葉にも、ベルナルフォンは眉を動かさなかった。

　──予想はしていたことである。

　ベルナルフォンは事実、田舎貴族と言われても仕方のない身の上であり、そんな者が〝軍ぐん務む審しん議ぎ官かん〟なる役職に抜ばつ擢てきされたことを、快こころよく思わない者は多い。

〝騒そう動どうの時に、たいした考えもなくたまたま上手うまく立ち回っただけの若わか造ぞう〟

　──これが、ベルナルフォンに対する彼らの評価だった。

　特に王都よりも、こうした辺へん境きようの地でこの傾向は強い。離れた地にいた彼らは、実際に内乱を見てはいないだけに、〝もし自分がそこにいたら、こんな若造に手て柄がらを取られなかった〟と、そんな嫉しつ妬と心しんを抱えている。

　つまり、家柄にふさわしくないほどの大任を背負った若きベルナルフォンにとって、最初の難題はタートムとの戦闘ではなく、〝国境を護まもる貴族達〟との折せつ衝しようだった。

　ベルナルフォンにとっては間の悪いことに、マゼットの施せ療りよう院いんで親友のクラウスに仲ちゆう介かい役やくを頼んでからも、まだ日が浅い。

　この場の貴族達には先行して彼の書状を届けさせたが、それでもなおこの扱いである。もし、サンクレット家の主であるクラウスからの取り成しがなかったら、まともに話ができたかどうかさえ怪あやしい。

　加えて、この場にいる将しよう達には、実際に侵しん攻こうの開始から今までの約一週間、この砦とりでを護り続けたという自負もある。後からしゃしゃり出てきたベルナルフォンが軍ぐん師しのような立場に立って、おもしろかろうはずがない。

　──無理に我がを通せば、不和を招く。

　それはベルナルフォンにもわかっているし、クラウスからも堪こらえるように言われていた。

「……わかりました。それでは私は、皆様の補ほ佐さをする援えん軍ぐんの将として、この地に滞たい在ざいさせていただきます。指揮権はそちらに──それでよろしいですね？」

　こんな時にも面子メンツを重んじる貴族達の姿に、内心で溜ため息いきを吐つきながら、ベルナルフォンはかなりの部分を譲じよう歩ほした。相手のオーグレットは、軍ぐん閥ばつの長たるサンクレット家にも縁の深い有力貴族である。ここで下手へたにごねれば、親友のクラウスにも迷めい惑わくが及びかねない。

　ベルナルフォンが素直に引くと、オーグレットはわずかに表情を緩ゆるめた。周囲の武ぶ官かんも少しは溜りゆう飲いんを下げたらしく、満足げに頷うなずいている。

「よろしい。ご理解がいただけて嬉うれしいよ、ベルナルフォン卿。この国境のことは、長く国境を護る我々が一番よくわかっている。地理条件の特殊な地でもあるし、本隊の到着までは、しばらく我々に任せていただこう」

　オーグレットが言うと、脇わきにいた別の貴族が続けて言った。

「時にベルナルフォン卿。貴方あなたが連れてきた援軍は、それなりに数が多いな」

「急ぎだったために、さほど多くはありませんが、歩兵で二千、騎兵で二百ほどは引き連れて参りました。補給部隊もまだ後から来る予定です」

　貴族達が目め配くばせをし合う。

　このエフリード砦に集つどった兵は、援軍が加わった現状では八千ほどだった。無む論ろん、これだけの人数を砦の中に収容することはできず、兵のほとんどは周辺で野や営えいをしている。

　侵しん攻こうしてくるタートムの先せん遣けん隊たいは一万二千ほどで、今のところはまだ敵の方が多い。加えて、相手の後こう背はいには二万から三万ほどの本隊も控えているという。

　それらが先遣隊に追いつけば、総勢三万から四万の大兵力となり、さすがに今の戦力では勝負にならない。

　ところが、不思議なことに──

　敵兵は幾いく度どか、このエフリード砦まで攻めてはきたものの、その兵力は二千から三千程度だったらしい。

　その規模では侵攻というより、ほとんど小こ競ぜり合あいのような形にしかならない。

　敵が全兵力を投入しなかったことは、ベルナルフォンにとっても不思議なことだった。寡か兵へいをもって砦とりでを攻めるなど、あまり意味があるとは思えない。事実、その攻撃をエフリード砦はたやすくしのぎ、今も諸しよ将しようは健在である。

　敵方の奇妙な用兵はさておき、時間を稼かせいで他の地方からの援えん軍ぐん到着を待つことが、今のエフリード砦の方針であることには変わりない。王都でも今いま頃ごろ、内乱の折にも動いた兵達を中心とし、一万程度の軍勢を組織しているはずだった。あるいはもう、国境に向けて動いている最中かもしれない。

　ベルナルフォンが率ひきいてきた一隊もまた、砦を守る貴族達にとっては貴き重ちような増援のはずだった。

「貴き殿でんの連れてきた、その増援部隊についてなのだが──すべて、貴殿の指揮下に置かれるつもりかね？」

　中年の将官の一人が問う。ベルナルフォンは思わず、心中だけでなく本当に嘆たん息そくを漏もらしそうになった。

　彼らはどうやら、ベルナルフォンの指揮する兵の数まで減らしたいらしい。

「……つまり、私の指揮する部隊を分割し、諸しよ卿けいの配下に編成し直すべきと、仰おつしやりたいのですか？」

「そんな受け取り方をされるのは心外だ。王都より来た兵は、このあたりの地形に不慣れだろう。部隊を我々の配下と合流させた方が、地形には早く慣れるはずだ。もちろん、それぞれの兵の上官である分隊長まで変えろというつもりはない。貴殿にしても、それだけの兵力を思いどおりに動かすのは難しいだろう」

　侮あなどられたものだ──と、ベルナルフォンは怒るよりも先に呆あきれ返った。

　連れてきた兵達は、貴族の子弟らを上官としているが、その上にいるベルナルフォンの指揮にも忠実に従う。内乱を経て、多少なりとも鍛きたえられた兵達である。

　かつてレージク側にいた者も多いが、今はタートムから母国を護まもる意気を共通して持ち、ベルナルフォンを信じて強行軍についてきてくれた。

　そんな彼らをこんな貴族どもに預ける気にはなれない。

　さすがに要求をはねつけようとした矢先に──

「いやいや、それは理が通りませぬよ」

　部屋の片かた隅すみにいた老人が、ぽつりと呟つぶやいた。

　諸しよ侯こうの眼めが一いつ斉せいに彼を見る。ベルナルフォンも、そこで初めて老人の存在に気づいた。

　背せ丈たけの小さな、背を丸めた老人だった。

　ベルナルフォンは、最初に紹介された彼の名を思いだす。

　前線の小さな拠きよ点てん、ザルク砦とりでの太たい守しゆをしていた、バロッサ・アーネスト将しよう軍ぐん──

　彼はタートムの軍勢が迫るや、剣を交えることもなく砦を捨てて撤てつ退たいし、今は敗軍の将としてこの場で白はく眼がん視しされていた。

　たかだか三百余の兵で大軍を迎え撃つことなどできるはずもないし、撤退自体は当然のことである。彼が冷れい遇ぐうされている理由は、撤退したことそのものではなく──撤退時に、多くの兵に逃げられてしまったことにある。

　三百いたはずの守備兵のうち、彼がエフリード砦に連れてきたのは五十人ほどに過ぎない。他の二百五十人は、今は逃げ出して行方ゆくえ不明である。

　物静かで穏おだやかなその好こう々こう爺やは、しかし悪びれることもなく、この場でも悠ゆう々ゆうたる微笑を崩さない。綺き麗れいに撫なでつけた白髪しらが頭あたまに皺しわの深い顔は、武官というよりは文官に近い印象を醸かもしていた。

　小兵だけに、この場でのその存在感は薄い。

「理が通らぬと申されたか、バロッサ卿きよう」

　オーグレットが、特に年長者を立てる様子もなく問いかけた。

　バロッサは臆おくすることなくにっこりと頷うなずく。

「左さ様ようです。理が通りませぬ。まず第一に、王都よりの強行軍で、ベルナルフォン卿の兵は非常に疲労されているはず。分割して諸侯に割り振る前に、彼らに休息をとらせ、存分に戦える状態にしておくべきでしょう。今日や明日に出撃する部隊に、疲労した兵達を混ぜれば、足手まといになりかねません。指揮系統の混乱を避け、兵を効率的に扱うためにも、編成にまでは手をつけぬほうがよろしいかと存じます。無む論ろん、将はベルナルフォン卿のままがよろしいでしょう。彼も若じやく輩はいとはいえ、ラシアン卿やアゴール卿らの命令を受けているわけですし、我らがその命令を無視するのも具合が悪いはず……」

　貴族達が、物の見事に言葉に詰まった。それは老将の言葉に納なつ得とくしてのことではなく、ベルナルフォン以外の者が、この案に反対したことへの驚きゆえだった。

　バロッサの言葉は止まらない。

「さらに付け加えるならば、地理のことも問題はありませぬ。僭せん越えつながら、配下の兵をほとんど失った敗はい残ざんの私めが、ベルナルフォン卿の補ほ佐さにつきましょう。恐れながら諸しよ卿けいの兵も、決して地理に明るいとは言い難いはず。このエフリード砦とりでの守備兵ならばともかく、その他の兵は近隣から来たのですし、ここ数日の戦闘でやっと慣れたというところでしょう。それならば、増ぞう援えんの兵達も条件は似たようなものです」

　バロッサは、いかにも険けんのない声で淡たん々たんと述べた。

　オーグレットは厳きびしい表情で老ろう将しようを睨にらむ。

「将軍、しかし指揮系統を確立させるためには──」

　バロッサがにやりと笑った。嫌いや味みのない笑みだったが、同時にとらえどころがない、形だけの微笑である。諸しよ侯こうはそのことに気づかない。

「ですから、オーグレット卿きよう。貴方あなたの配下にベルナルフォン卿を加え、増援の部隊を指揮させればよろしい。ベルナルフォン卿も、それで構いませんな？　この場での貴方はまだ、〝若わか造ぞう〟です。オーグレット卿からも学ぶところは多いはず。慣れるまでは先輩方に従いなさい」

　最後の口調は手て厳きびしい。

　真っ向からずばりとそう言われたことに、ベルナルフォンはむしろ好感を持った。

　また、高齢の老将がベルナルフォンをそう叱ったことで、諸侯の態度も軟なん化かする。

「──まぁ、将軍がそこまで仰おつしやられるなら──ベルナルフォン卿、よろしいかな？」

　体面を保ちつつ問うオーグレットに、ベルナルフォンは表面上の礼をもって応じた。

「──はい。私の部隊はそのまま、オーグレット卿の指揮下に加わります。よろしくお願いいたします」

「よろしい」

　オーグレットが鷹おう揚ように頷うなずく。その表情には安あん堵どがうかがえた。

　彼らにしてみれば、ぽっと出の成り上がりに自分達の上に立たれてはたまらないという、屈くつ折せつした思いがあったに違いない。

　またベルナルフォンにしてみれば、彼らの面子メンツなどはどうでもいい。

　彼の目的は、〝タートムからアルセイフを守ること〟であり、そのためなら、ある程度の恥はじや我が慢まんは仕方がないと弁わきまえている。また、そうでなければ、信頼して兵を預けてくれたラシアン卿やアゴール卿の思いを裏切ることになりかねない。

　ベルナルフォン・レスターホークが、〝軍ぐん務む審しん議ぎ官かん〟として挑いどんだ最初の軍議は、こうした形で一応の決着を見た。
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「ベルナルフォン卿、軍議はいかがでしたか」

　野や営えいの天幕テントに戻ったベルナルフォンを出迎えたのは、増援部隊の副官となった青年貴族、サンベル・フラナーだった。

　フラナー家は政せい務む卿きようを務めるカリウス家と懇こん意いの貴族である。現在の当主は高齢のため、息子むすこの彼が国難に対たい処しよしている。

　素直な気質の男で、家格はベルナルフォンより上ながら、少しも偉えらぶったところがない。若さと気弱さのせいでやや頼たよりなく見えるが、先の内乱の折には彼も兵を率ひきいて戦った。

　育ちからして戦場の似合わぬその貴族に、ベルナルフォンは苦笑を向ける。

「まぁ、予想どおりというべきか、予想よりはましだったというべきか──とりあえず、我が部隊はオーグレット卿の指揮下に入ることになった。悔くやしいが、妥だ当とうなところだろう」

　サンベルが眼めを伏せて頷うなずいた。軍ぐん閥ばつの貴族達の偏かたよった仲間意識の強さを、彼も懸け念ねんしていたらしい。政務卿の閥と軍ぐん務む卿きようの閥は長く対立していたが、内乱の勝者が政務卿閥となってしまったため、地方の軍務卿閥は余よ計けいに態度を硬こう化かさせている。中央では逆に恭きよう順じゆんの意志を強くした者が多いはずだが、政治に対する温度差は土地によって著しい。

「怒るのは我が慢まんされたのですか？」

「さすがに立場がある。それに今後のことも考えたら、味方同どう士しで溝みぞを深めるのもまずい」

　笑って、サンベルは果実酒の杯さかずきを差し出した。

「それは重ちよう畳じようです。内乱の直前、レージク様の演説中に殴なぐりかかったとの噂うわさを聞いていたものですから、二、三人は張り倒して来るのではと不安だったのですよ」

「──サンベル卿、それは一体、どこから聞きつけた噂だ？」

「王都では子供でも知っています」

　果実酒に喉のどを潤うるおしながら、ベルナルフォンは思わず額ひたいに手を添そえた。講談師の仕し業わざなのか、先の内乱に関しては、妙に誇張された美談がたまに混じっている。ベルナルフォンなどはフェリオを王都から助けた際、満まん身しん創そう痍いになりつつ衛兵達と戦ったことにされているが、生憎あいにくとそのような記憶もない。

　サンベルは残念そうに眼を細めた。

「やっぱりあれはただの噂でしたか。でも、今日はよく我慢されたと思いますよ。私もあのオーグレット卿のことは少し知っていますが、あまり仲良くしたい方かたではありませんしね」

「怒らずに済んだのは、味方がいたからだよ。バロッサ・アーネストという将しよう軍ぐんだ。うまく諸しよ侯こうを言いくるめて、こっちの部隊の解体を防いでくれた。後で礼を言わないとな」

　ベルナルフォンは、彼の厚こう意いを正しく理解していた。

　バロッサというあの老将からは、他の貴族達とは質の違う気配を感じた。

　存在感は薄いくせに、声を発すると無視できない迫力がある。しかも相当な修しゆ羅ら場ばを潜くぐっているはずだが、余よ人じんにそれを悟さとらせないだけの仮か面めんも持っていた。

　不思議な男だと思う。

「……バロッサ将軍？　あの方かたがこの陣じんにいらしているのですか？」

「ほう、サンベル卿はあの老人を知っているのか」

　田舎いなか暮らしの長かったベルナルフォンは、中央の政治や人事に疎うとい。もちろん政局の中心になるような重要人物達の動どう向こうは知っているつもりだったが、バロッサという将軍のことはほとんど知らなかった。

　副官のサンベルは曖あい昧まいに頷うなずく。

「私も詳くわしいわけではないですが──以前に、うちの父から聞いた名です。私が将来、家を引き継ついだ時に、誰だれと親交を結ぶべきかと問いましたら──父はこのアルセイフで、〝国政のために私心を捨てて動ける者〟として、四人を挙げました。外がい務む卿きようラシアン・ローム様。王宮騎士団団長ウィスタル・ベヘタシオン様。もう亡なくなられましたが、王宮内の全すべてを知る侍じ従じゆう長ちようだったドノヴァン・ラーハルム様。そして、タートムとの国境最前線のザルク砦とりでを守る、バロッサ・アーネスト様──」

　前三人の名は、ベルナルフォンもよく知っていた。サンベルの父親の私見とはいえ、その三人と並ぶほどの傑けつ物ぶつとなれば、むしろ今まで知らなかったことが不思議に感じられる。

「それほどの人物なのか？」

　ベルナルフォンの問いに、サンベルは首を傾かしげた。

「私はお会いしたことがないので、なんとも──ただ父は、あえてこの四人と親交を結ばずともよいが、しかし決して敵対だけはするなと私に諭さとしました。バロッサ将軍は、若い頃ころはウィスタル卿とも手合わせをしたことがある剣の達人だったとか。しかし、ある事故で高位貴族のご親族を殺してしまい、その責せきを問われて国境の小さな砦に左さ遷せんされたとうかがっています。親族から敵かたき討うちされそうだったところを、王が助命されたという話もありますが、これは眉まゆ唾つばですかね。ずいぶんと昔の話だそうですから、中央で名を知る者は少ないのかもしれません」

　ベルナルフォンは自らの顎あごを撫なでながら、しばらく黙もつ考こうした。

　あのウィスタルとも手合わせをした剣の達人と言われても、あまりぴんと来ない。小こ柄がらなせいもあるだろうが、バロッサの物腰には力強さを感じなかった。

「……不思議な気配のある老人だったのは確かだ。他の貴族とは少し違う」

「機会があれば、私もお会いしてみたいものです」

　サンベルの言葉で、ベルナルフォンは大切なことを思いだした。

「あぁ、その機会ならいくらでもあるぞ。将軍は何故なぜか、俺おれの補ほ佐さをかって出てくれた。なんでも手て勢ぜいが五十人ほどしかいないらしくてな。戦場では一いつ緒しよに動くことになる。もちろん俺の指揮下ではないし、友軍扱いになるだろうが──さて、どんな牙きばを隠かくしているか、楽しみだな」

「〝楽しみ〟とはさすがに不ふ謹きん慎しんですよ、軍ぐん務む審しん議ぎ官かん殿どの」

　サンベルが苦笑しながら言った。決して責せめる口調ではなかったが、言われてみてベルナルフォンも自じ省せいする。

　タートムとの戦争は国の将来を賭かけたものになる。それを〝楽しみ〟などと言っては、生き真面目まじめなフェリオあたりに申し訳がない。

「すまない、これは失言だったな。しかし──」

　ベルナルフォンは天幕テントの天てん井じようを仰あおぎ、耳を澄ました。

　周囲からは時折、兵達の声が聞こえてくる。もちろんそこに緊きん迫ぱくした様子はなく、彼らは皆、落ち着いて待たい機きしていた。

　ベルナルフォン達の増ぞう援えんはまだ着いたばかりだったが、このエフリード砦とりででは、ずっとそんな状態が続いているという。

「どうしました？」

　ふと押し黙ったベルナルフォンを奇き異いに思ったか、サンベルが問う。

　隻せき眼がんの武ぶ官かんは妙な居心地の悪さを感じながら、首を傾かしげて見せた。

「いや、な──決して〝楽しみ〟なわけじゃないんだが──一万以上の兵をザルク砦に駐ちゆう留りゆうさせているタートムが、二、三千の兵力でしか攻めてこなかったという話が、どうも解げせなくてな。時間をかければこっちの増援が揃そろっていくことは、向こうもわかっているはずなのに──一万二千もの兵がいれば、我々の到着を待たずにその戦力を投入して、砦を制せい圧あつしていそうなものだろう」

　事実、ベルナルフォン達は、到着する前にエフリード砦が陥かん落らくする最悪の事態も覚かく悟ごしていた。ザルク砦とエフリード砦の間は、山道だけに見た目の距離より時間はかかるが、それでも一日もあれば移動できる。

　ところが実際には、兵数で勝まさるはずの敵が一いつ斉せいに攻めてくることもなく、小こ競ぜり合あい程度の戦闘しかないまま、今日に至っているらしい。

　この疑問には、サンベルも頷うなずいた。

「それは私も気になっていたのです。相手もある程度の長期戦は覚悟しているはずですが、このエフリード砦ぐらいは、早期に奪だつ取しゆしたほうが都つ合ごうもいいでしょうに──なにやら不気味ですね」

「あぁ、どうも釈しやく然ぜんとしない。せっかく国境を破ったというのに、その後の侵しん攻こうを遅おくらせて、向こうに利があるとは思えないし、何か変事があったのかもしれないが……詳しよう細さいがわからない以上、安あん易いに判断するのは危険か」

　そうして気を引き締め直しつつも、やはり微妙な違い和わ感かんは拭ぬぐえない。

　砦からも斥せつ候こうを遣やって状況を探らせているはずだが、遠目に見るだけでは相手の行軍は察さつ知ちできても、内部事情までは探りようがなかった。

　不意に天幕テントの外で、護ご衛えいの兵達が動いた。

　その気配を察したベルナルフォンの耳に、すかさず声が飛んでくる。

「ベルナルフォン卿きよう、失礼いたします。バロッサ・アーネスト将しよう軍ぐんが、面会をご希望とのことで、こちらにいらしているのですが──」

　ベルナルフォンは思わず、サンベルと顔を見合わせた。

　問いかけるような眼まな差ざしの彼に頷うなずきを送ると、サンベルはすかさず外の兵に向けて声を張った。

「お通ししてくれ。粗そ相そうのないように──」

「それと、念のために人払いも頼む。天幕テントの周囲に人を近づけるな」

　ベルナルフォンはそう付け足しておいて、客きやく人じんを待った。

　それからすぐに現れたバロッサ・アーネストは、低い背を丸めるようにして、天幕テントへと入ってきた。鎧よろいをつけぬままの軍服姿で、ややもするとどこぞの御ご隠いん居きよのようにも見える。

　ベルナルフォンとサンベルは、揃そろって立ち上がり彼を出迎えた。

　薄暗い中で二人の姿を認めるなり、バロッサ将しよう軍ぐんは深く頭こうべを垂たれた。

「さきほどは失礼をいたしましたな、ベルナルフォン卿きよう。口が過ぎたことを、お詫わびにうかがいました」

　にこにこと愛あい想そを振りまく老将は、あくまで腰が低い。

　迎えたベルナルフォンは、丁てい重ちように深ふか々ぶかと頭を下げた。

「お詫びなど、とんでもありません。こちらが礼を言わねばならぬ立場です。将軍のお口くち添ぞえによって、大切な兵を分散させずに済みました」

　バロッサが人の好さそうな眼めを細めた。ベルナルフォンの態度を好意的に受け取ったらしい。

「なるほど……ラシアン卿の手紙にあったとおりの方かたのようだ」

[image: ]

「外がい務む卿きようのご連絡が……？　すると、バロッサ将しよう軍ぐんは──」

　老将は神妙に頷うなずいた。

「老人同どう士し、ラシアン卿とは古くより親交が続いておりましてな。まぁ、私などは国境に左さ遷せんされた単なる下級貴族ですが──時折、手紙を交わしては、互いの情報を交換しております。先の内乱の折の話も、ある程度は把は握あくしているつもりです」

「左さ様ようでしたか。ひとまずこちらに」

　ベルナルフォンはバロッサに席を勧すすめた。行軍用の粗そ末まつな折おり畳たたみ椅子に、バロッサはゆっくりと腰掛ける。

　その腰にある武器を見て、ベルナルフォンは首を傾かしげた。軍議の席では気づかなかったが──バロッサは、中ちゆう途と半はん端ぱな長さの剣を軍服の左右に差していた。長剣でも細剣レイピアでもないし、短剣にしては長すぎる。ちょうど農民が草刈りに使う鉈なたと似たような長さで、アルセイフの鍛冶かじ師しが造る剣とは、雰ふん囲い気きも異なっていた。

　どちらかといえば、その造ぞう作さくは北方民族の鍛冶師の手による〝刀〟に近い。だが、フェリオの持っていた刀よりはだいぶ短いし、刃の反そりもほとんどない。

　ベルナルフォンの視線が武器に向けられていることに、バロッサが気づいた。

「気になりますかな？」

「あ、これは失礼を──あまり見慣れぬ武器でしたので」

　バロッサは少しだけ刃を抜いてみせた。

　暗い天幕テントの内側でも、刃の放つ鈍にぶい銀色の光は眩まぶしく感じられるほどだった。

「珍しいのは確かですな。これは本来、北方民族の武器なのです。〝小こ太刀だち〟と言うそうですが、私の小さな体にはちょうどよい長さでしてね。なかなか便利なものです」

　使い込まれたその武器を、ベルナルフォンはじっと凝ぎよう視しした。

　──貴族の携帯する、見せびらかしの武器ではない。薄汚れた気配も漂うその剣は、明らかに実用品であり、これまでに人も斬きっているはずだった。

　その凄すごみに引き込まれつつ、ベルナルフォンは世間話のように呟つぶやく。

「……長さ以外は、フェリオ様がお使いの刀にも似ていますね？」

「ほう？　……あぁ、そういえば、第四王子のフェリオ様はウィスタル卿から剣をお習いでしたか。お会いしたことはありませんが、なるほど、刀をお使いとは──」

　くっくっと笑い、バロッサが額ひたいを押さえた。その姿をベルナルフォンは訝いぶかる。

「バロッサ将軍？」

「や、失礼、失礼。つい、懐なつかしくなりましてな。あのウィスタル卿の刀には、私もずいぶんと苦労いたしました。今の彼は騎き士し剣けんを使っているようですが、あの男が国境に来た時は、よく手合わせをしたものです」

　ベルナルフォンは素直に驚いた。やはりこの老将は、剣術を得え手てとしているらしい。ウィスタルの剣名を知る者は彼と手合わせをしたがるが、剣けん聖せいもある程度は相手を選ぶ。バロッサの口調からしても、それなりに知った仲であることが察せられた。

「実は今回のタートム侵しん攻こうに対しても、奴やつがこちらに来るかと思っていたのですよ」

　バロッサのその言葉に、脇わきからサンベルが応じた。

「ウィスタル卿きようは、フェリオ様と共に神殿側の変事に対たい処しよされています。そちらが片付き次し第だい、こちらの増ぞう援えんにも来られるはずですが……いつになるかはわかりません」

「なるほど。願わくば、その前にタートムを追い返したいところですな」

　まるで他人ひと事ごとのように軽い口調で呟つぶやき、バロッサは懐ふところから一枚の紙を取り出した。

「このあたりの地図をお持ちしました。指揮官として、憶おぼえておかれるとよろしい。明日あたり、実際に歩きながらご案内いたしましょう。タートムはまだしばらくの間、本格的には攻めて来ぬはずですから」

　それは断定的な物言いだった。

　ベルナルフォンは地図から視線をあげ、じっとバロッサを見つめる。

　皺しわの深い顔に微笑を乗せた彼は、その真しん価かをなかなか悟さとらせない。しかしよく見れば、その眼めには隠かくしようのない気き迫はくもうかがえた。

「バロッサ将しよう軍ぐん──これは純粋な疑問なのですが……タートムが本腰で攻めてはこないと、どうしてわかるのです？　本来なら、明日にでも大規模な襲撃があっておかしくない状況ではないでしょうか。こちらの援えん軍ぐんが整うまで待つ義理など、向こうにはないはずです」

　そう問うと、バロッサは茶ちや目めっ気けを見せて片眼を瞑つぶった。

「……さて、これは余よ計けいなことを申しましたか。確かに、来るか来ぬかは向こう次第ですな。いつ来ても対たい処しよ可能なよう、砦とりでを守るのが我らの務め。油ゆ断だんは禁きん物もつです」

　曖あい昧まいにはぐらかす老将の不ふ敵てきな微笑に、ベルナルフォンは釈しやく然ぜんとしないものを感じた。

　バロッサはおそらく、何か大切なことを隠している。この老人が自分から言わぬうちは、それは知る必要のないことなのかもしれない。

　問い詰めるべきか否いなか、判断に迷っていると、バロッサは凄すご味みを帯びた眼まな差ざしをベルナルフォンに据すえた。

「ベルナルフォン卿。私は貴方あなたのことを、砦の諸しよ侯こうよりは信頼しております。ただ──私一人の責任として収めたいこともあるのです。もし失敗した折に、貴方のような前ぜん途とある若者にまで累るいを及ばせたくない。時が来たら、必ずお話いたしましょう」

　その声に籠こもった気迫は、鬼き気き迫るものだった。

　ベルナルフォンはぞっとする。

　老将の声はあくまで穏おだやかであり、表情は柔にゆう和わで、物腰はおとなしい。存在感も薄く、発言をごり押しすることもない。

　だが、彼は間違いなく、一種の傑けつ物ぶつだと感じた。

　バロッサはゆっくりと席を立った。

「その地図は差し上げます。いざという時のために、特に退たい路ろを把は握あくしておくべきでしょうな。このあたりの山は存ぞん外がいに入り組んでおります。そのくせ、似たような光景ばかりなため、慣れた者でも時に迷うほどです。では、明朝に改めて──」

　飄ひよう々ひようたる足取りで天幕テントを出て行く老ろう将しように、ベルナルフォンは深ふか々ぶかと頭こうべを垂たれた。

　彼が出て行った後で、握った手に酷ひどく汗をかいていたことに初めて気づく。

　傍かたわらのサンベルは、にこにこと笑っていた。

「何か隠かくし事ごとはあるようですが……でも、優やさしそうな方かたでしたね。上手うまくやっていけそうです」

　吞のん気きなことを言う青年武ぶ官かんは、バロッサの発した鬼き気きに気づかなかったらしい。

　引きつった微笑を彼に返しつつ、ベルナルフォンはそっと衣服の裾すそで掌てのひらを拭ぬぐった。
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　ザルク砦とりでの近辺に陣じん取どったタートムの先せん遣けん部隊は、一万を超える兵力を保有していた。

　率ひきいる武将の名は、モーフィス・ルメイシーズ──

　本隊を率いる国境付近の領主、カルバイ・ウォーレンバーグの部下であり、四十代半なかばの勇ゆう将しようである。

　体格はやや太り気味だが、どっしりとしたその存在感は兵達に安心を与えるに充分であり、また当人もその視線を意識して、常に冷静沈ちん着ちやくを装よそおっていた。

　しかしながら、その実──本来は、かなり激しい気き性しようの持ち主でもある。いくら当人が冷静を装っていても、思いどおりにならぬことがあると、ついその本性が外に出ることもあった。

　今がまさに、その時である。

「──まだ、全軍では動けぬというのか？　ここに足止めを食って、もうじき一週間にもなる。もたもたしている間に、エフリード砦には増ぞう援えんまで到着した様子だが、この状況は失しつ態たい以外の何物でもないぞ」

　配下の将達の報告を不ふ機き嫌げんに聞きながら、モーフィスは歯を食いしばった。

　ザルク砦内の一室を用いて、彼らは軍議を行っていた。モーフィスを中心として、卓テーブルには十人ばかりの将が揃そろっている。それぞれが千人ほどを束たばねるタートムの武官であり、一いち様ようにその顔色は冴さえない。

　髭ひげの濃い顎あごを片手で押さえながら、モーフィスは火ひ酒ざけの杯さかずきを傾け、彼らを睨にらみまわす。

　その怒りの逆げき鱗りんに触れぬようにと、周囲の態度は腫はれ物もの扱いになっていた。

「恐れながら──倒れた兵達の士し気きもまだ戻っておりません。移動するだけならともかく、戦闘は難しいでしょう。〝食中毒〟の程度としては軽かった者がほとんどですが、なにせ慣れない土地ですし、攻めてくる敵から身を守るためなら必死にもなりましょうが、自ら攻めるだけの気力はなかなか絞しぼり出せぬはずです。無理に動けば、いたずらに兵を失う結果になりかねません」

　将しよう官かんの一人がおずおずと言えば、また別の将も口くち添ぞえする。

「他の問題もあります。例の橋が落ちた影響で、我々の補ほ給きゆう路ろは大幅な迂う回かいが必要になりました。あわせて本隊の到着も遅おくれていますし……それに敵の増ぞう援えん到着も、予想より早かったようです。仮かりに今、全軍で攻め上がっても、今の戦力ではエフリード砦とりでを制せい圧あつできるかどうか、わかりません」

「ことは時間の問題です。いましばらくを堪こらえれば、本隊と合流するか交代し、前線を進めることも可能でしょう。ともあれ今は、無理に軍を動かすべき時ではないと思われます」

　各将の言葉は、モーフィスの望んでいたものとは程遠かった。

　ここ数日、都つ合ごうの悪いことばかりが起こっている。

　ザルク砦の制圧自体は、不気味なほどあっさりと運んだ。タートムの軍が着いた時には、守備兵達はもぬけの殻からで、血を流すこともなくこの拠きよ点てんを得られた。

　この国境間近で、たかだか数百の兵をもって一万の軍を相手にすれば、確かに逃げることしかできないだろう。ザルク砦自体が守りにくい場所でもあり、籠ろう城じよう戦せんなどするはずもなかったが、それにしても素早い撤てつ退たいぶりだった。

　戦わずして拠点を得たことで兵達は勢いづき、その余勢をかって、敵の態勢が整わぬうちにエフリード砦まで一気に攻め落とす──それが、モーフィスが当初に描いていた構図だった。

　だが、ザルク砦を制圧した翌日に、その狙ねらいは思わぬ形で頓とん挫ざすることとなった。

　明朝に出撃を控えたその夜──兵達の中で、大量の食中毒が発生したのである。

　原因は定かでないが、飲み水か食糧、あるいはその両方による中毒だった。水は煮しや沸ふつした上で飲ませていたし、補給の食糧にも気を使わせたつもりだったが、実際に被害が起きた以上は、回復するまでそれらの兵を動かすこともできない。

　その間、幸いにも症状が出ず無事だった二千五百の兵を用い、エフリード砦周辺の軍勢に幾いく度どか奇襲を仕し掛かけたが──さすがに多勢に無勢とあって、満足な戦果はあげられずにいる。この用兵も諸しよ侯こうには止められたのだが、血気盛んなモーフィスにはどうしても、我が慢まんがならなかった。

　その後、ほとんどの者は、四日から五日ほどで食中毒から回復したが──体調はどうにか戻っても、いまだ失った体力と気力の回復には至っていない。慣れない土地での中毒とあって、特に気力の面では減げん退たいが著しかった。

　兵達の中に漂っている倦けん怠たい感かんには、モーフィスも危機感を抱いている。

　さらに悪いことは重なった。

　モーフィスは〝速さ〟を重視して一万を少し超える程度の兵力を預けられたが、彼らのすぐ後からは、約二万の本隊と、さらに一万の予備兵が続くはずだった。

　合わせて四万もの兵力を動員するとなれば、その補給がなによりの課題となる。不ふ測そくの事態を避けるためにも、まず先せん遣けん隊たいとして、モーフィス達が送り出された。

　しかし彼らがザルク砦とりでに到着した三日後──タートム側の崖がけにかかっていた橋が落ち、その修理が済むまで、本隊の大量の兵達はそこで足止めを食う羽は目めになった。

　迂う回かいする道はあるものの、ひどく遠回りとなり、大軍を動かすことを考えれば、離れた街まちから職人を呼んででも橋を作り直したほうが早い。そもそもこのルートが侵しん攻こうにおける近道なのは、その崖地を橋で越えられるがゆえだった。

　そうした合流の遅おくれと食中毒の発生が、軍のほとんどをここに足止めせざるを得なかった理由である。

　発生した食中毒については、アルセイフ側の工作である可能性も疑った。だが、もしそうだとすれば、どうせ飲ませるなら致ち死し性せいの猛もう毒どくにすればよさそうなものである。それに彼らがそうした策を立てたのだとしたら、弱っている自分達を襲ってこないことも不思議だった。

　なにより、〝アルセイフ側に仕込んだ間諜スパイ〟からは、そうした情報がまったく入ってきていない。

　一方、裏付ける情報はなくとも、〝橋が落ちた〟件については、モーフィス自身は敵の工作であると確信している。自然に落ちるような老ろう朽きゆう化かしたものではなかったし、壊こわれ方が人じん為い的てきだったとも聞いていた。

　しかしまともな道はタートムの部隊が押さえていたし、敵の動きは察さつ知ちできなかったから、相手は道もないような森の中を少人数で動いたとしか思えない。

　それだけ訓練された兵がアルセイフにいるというのは、まだ聞いたことがないが、こうして現実には問題が起きている。

〝兵〟というよりは、むしろ──

「例の連中はどうした？　シズヤと、それからアカツキとかいう奴やつ……」

　モーフィスは忌いま々いましい思いを隠かくしもせずに、その名を呟つぶやいた。

　シズヤという女に率ひきいられたごく少数のその一団は、間諜スパイとして働く雇やとわれ者達である。

　シズヤはアルセイフ内に深く潜せん入にゆうしており、アカツキという男は、その連絡係とモーフィスの援えん護ごをカルバイから命じられているはずだった。

　だが、援護役としてつけられたわりには、ほとんど接触がない。

　彼らはアルセイフ側で内乱も煽せん動どうしたらしいが、そちらの策は失敗に終わり、そのためにこうしてモーフィスの出撃する機会も生まれた。

　部下の将しよう官かんは眉まゆを歪ゆがめた。

「アカツキについてはどこに行ったのか、皆かい目もくわかりません。カルバイ様からも、彼らは独自に動くと聞いております。もともとは諜ちよう報ほう担当ですし……」

「まったく、肝かん心じんな時に役に立たんな」

　あの怪あやしい連中のことを、モーフィスは嫌っていた。主あるじであるカルバイは、彼らの力をおもしろがって重ちよう用ようしているが、元は北方民族のはずである。

　モーフィスのかつての同僚達も、北方民族との戦いで幾いく人にんもが命を落としていた。利用できるものは利用すべきだが、彼らを信頼するなどは愚ぐの骨こつ頂ちようだと思う。

　もし橋の落下が、アルセイフ側の工作でなければ──彼らの仕し業わざなのかとさえ、疑ってしまいそうになる。モーフィスはそれほどに彼女らを信頼していない。

　部下の将しよう官かんが、控えめに決断を求めた。

「モーフィス卿きよう、橋の修理もそろそろ終わっているはずです。ひとまず、本隊との合流を待って……」

「いや。先に出る」

　モーフィスは力強く断言した。

　その場にいる将官達のうち、賛さん意いを示す者は数人だろうが、それでもモーフィスには出撃こそが正しい選択であると思えた。

　武将として、何もせぬままに本隊に追いつかれるのも我が慢まんならない。

「現在、エフリード砦とりでにいるのは一万に満たない兵だ。そのほとんどは砦の外にいる。野や戦せんで彼らを追い散らすもよし、退しりぞくようなら砦の中に追い込むのもいい。まだ現時点での人数はこちらが勝まさっている。制せい圧あつできずとも、本隊の到着前に、ある程度の戦果を挙げておくべきだろう。敵を追い詰めた時点で、後から来る本隊と交代してもいい。ともかく何もしないのは下げ策さくだ。動くなら、今しかない」

　部下の将が困こん惑わくして口を挟はさむ。

「しかしモーフィス卿、兵達の士し気きが──」

「食中毒からは立ち直っているのだろう？　このままさらに数日が経たてば、敵の増ぞう援えんがさらに到着してくる。そうなれば相手に有利だし、アルセイフはなにより〝時間〟を欲しがっているはずだ。その時間稼かせぎに、こちらが付き合う義理はない」

　きつく断じておいて、モーフィスは部下達を睨にらみまわした。

「──まさか貴き公こうらは怖おじ気けづいているわけではあるまいな？　中央やカルバイ様が我らに先せん陣じんを切る栄えい誉よを与えられたのは、期待のゆえであろう。兵達の中毒は不幸な流れだったが、これ以上の時間をここで浪ろう費ひし、カルバイ様が失望されでもしたら、貴公らの未来も閉ざされるぞ」

　モーフィスの恫どう喝かつに、諸将は沈黙した。

　もともと、タートムに住む者達の気質は、臆おく病びようとは程遠い。この場にいる諸将も、相手がモーフィスだから萎い縮しゆくしているのであって、敵を前にして怖じ気づくような者達ではない。

　彼らが出陣に消極的な態度を示しているのは、あくまで〝勝つ〟ことを前提として兵を動かそうとするためだった。

　確かに今の状態では、簡かん単たんに〝勝つ〟というわけにはいかないだろう。こちらは一万二千、相手はおそらく八千程度で、兵力では勝まさっているものの、体力と地形の面では不利がある。エフリード砦とりではザルク砦よりも遙はるかに大きく、その防備も整っていた。

　だが、だからこそ──敵の大軍が揃そろう前に、せめてエフリード砦だけでも奪だつ取しゆしておきたい。

　多少の犠ぎ牲せいを払ったとしても、数日が経てば後続の本隊が来る。その数日の間に敵の増ぞう援えんが来てエフリード砦の周辺を固めたら、ますます攻略は困難になる。

　その後は長期戦になるだろうが、西にラトロアの脅きよう威いも抱えている今、アルセイフとの戦況が泥どろ沼ぬま化かする事態は避けたい。

　タートム中央の意い向こうでは、夏の間にエフリード砦とその周辺を制せい圧あつし、冬までをかけてアルセイフ北部の穀こく倉そう地帯を支配下に組み込み、足場を固めた来春には王都まで軍を進めたいらしい。侵しん攻こうの段階に応じて、最終的な出兵数は十万ほどに及びかねないが、それだけの兵を出すためには、補給も現地での略りやく奪だつに頼るしかない。

　前提としてエフリード砦を落とさぬことには、その略奪さえもが不可能だった。

　モーフィスは一呼吸を挟はさみ、それから胸を張って一同を見回した。

「犠ぎ牲せいもなしに勝てるほど、この侵攻は甘あまくない。中央の政治家どもはアルセイフを弱兵と見て侮あなどっているが、相手も必死だ。だが、それでも我々は、この侵攻を成なし遂とげなければならん。タートムの不ふ毛もうの大地では、民草を養うことも難しい。今の我々にアルセイフの土地と〝大地の輝石セレナイト〟が必要なことは、貴き公こうらも充分にわかっているはずだ。負けられぬゆえに慎しん重ちようになってしまう面もあろうが──誰だれがなんと言おうと、指揮官の権限にかけて、明朝に出撃する。短期間で砦を落とせぬまでも、砦周辺にいるアルセイフの兵を蹴け散ちらすことは可能なはずだ」

　本隊が来る前に手て柄がらをたてておきたいという功こう名みよう心しんも手伝ってか、何人かの将しようが力強く頷うなずいた。だが、まだ大おお方かたは厳きびしい顔をしている。

　ここぞとばかりに、モーフィスは唸うなるような低い声で宣せんした。

「我々がここに来たのはなんのためだ？　アルセイフの土地を手にいれるためだ。不毛の大地に住む民が、実り豊かな土地を手にいれるために、進軍を決めたのだ。その餓うえた心のままに進み、相手を蹂じゆう躙りんすることに何をためらう。無む論ろん、敵も抵てい抗こうするだろう。そんなのは当たり前だ。それでも我々が先を切って進まぬことには、何もはじまらん。これ以上の時間をアルセイフ側に与えるのが得とく策さくでない以上──行くしかあるまい」

　もう反はん駁ばくする者はいなかった。

　モーフィスの言葉に納なつ得とくしたか否いなかは別として、その決意が翻ひるがえらぬことを、他の面々も知った。

「出発は明朝とする。編成は当初の予定どおりだ。今夜は貴公らも鋭えい気きを──」

　そう言って、モーフィスが軍議を締め括くくろうとした矢先のことだった。

　彼の耳は、ふと妙な音を聞き咎とがめた。

　ぱちぱちと火のはぜる音──

　警戒のため、陣じん内ないに篝かがり火びは灯ともしている。だが、その音に加えて、別の火の音が重なっている。

　モーフィスは慌あわてて窓に駆け寄った。

　それと同時に、緊急を知らせる警けい笛てきが周囲に甲かん高だかく鳴り響く。

「何事だ！」

「夜襲か!?」

　諸しよ将しようが浮き足立つ中、モーフィスの視線は砦とりでの外に並ぶ兵達の天幕テントに注がれていた。

　そのいたるところから、今まさに火の手があがりつつある。暗夜を照らす篝火に混じって、別の紅あかい焰ほのおが燃え盛ろうとしていた。

「火を消せ！　兵を全員、叩たたき起こせ！」

　モーフィスは思わず、窓から声を張り上げた。

　敵の接近には気づかなかった。見張り達は何をしていたのかと怒りつつ、火の手があがった今も、〝敵〟の姿はやはりない。夜や陰いんに紛まぎれての奇襲にしては、騒音が少ないのだ。

「モーフィス卿きよう、大変です！」

　砦の廊下を兵が駆けてきた。支給品の鎧よろいを身につけた男は、焦あせりを含んだ声で喚わめき散らす。

「砦の中に賊ぞくが侵しん入にゆういたしました！　暗殺者の可能性があります！」

　舌した打うちをして、モーフィスは腰の剣を抜き放った。タートムの武将は皆、神しん鋼こうの剣を下か賜しされている。モーフィス自身も、その剣に恥はじぬだけの腕前を持っているつもりだった。

「何名だ!?　どこにいる！」

「正確な人数はわかりませんが、少なくとも二人以上──侵入は確認したのですが、その後、姿をくらましました。まだ砦の中にいるはずです！」

　猛たけるモーフィスをなだめるように、兵が叫んだ。次々と近衛このえ兵へいもかけつけ、モーフィスをはじめとする将官の護ご衛えいにつく。

　傍かたわらの武将が怒りに鼻筋を歪ゆがめた。

「外の放火もそいつらの仕し業わざか……！　放火の陽よう動どうで混乱させ、その隙すきをついて将官の暗殺を狙ねらう気だったのでしょう。モーフィス卿、ひとまずは安全な場所に移動しましょう」

　頷うなずいたモーフィスは、そこではたと立ち止まる。

　気のせいか──廊下の壁から、何かの擦こすれる音が聞こえた。

「おい──」

　モーフィスは[image: 拳]こぶしでその壁を叩いてみる。

「──この分厚い壁の内側は、どうなっている？」

　駆けつけた近衛兵達の顔に緊張が走った。モーフィスは確証を得ないままに声を張る。

「賊は隠かくし通路を使っている！　砦の細部に警戒を──」

　──その声はしかし、途中で他の轟ごう音おんによってかき消された。

　モーフィスは最後の最後で、気づくのがわずかに遅おくれた。

　暗くら闇やみに包まれた天てん井じよう。石を挟はさんだその〝上〟にこそ、忍しのび込んだ者達がいたことに。

　そして飛び出た先の廊下全体が、このザルク砦とりでの太たい守しゆ、バロッサ・アーネストが砦の設計段階から仕し掛かけた〝罠わな〟の一つであったことに──

　モーフィスはそれなりに勇ゆう猛もう果か敢かんな将しようだったが、不幸なことに、相手の罠に対して即そく応おうできるほどの勘かんは備えていなかった。

　廊下の天井が、突とつ如じよ、轟音を立てて崩ほう落らくした時。

　その下に揃そろっていた将官達の多くは、何が起きたのかも理解できぬまま、落ちてきた石せつ塊かいの下敷きとなっていた。
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　歪いびつな青い月が、中天に昇っていた。

　その月明かりに照らされた山野は、冷たく感じるほどに青々と冴さえ、一人の娘を包み込んでいる。

　その娘──ソフィア・アーネストは、子供の頃ころから夜が嫌いだった。

　街まちの夜とは違い、山間の闇やみは濃く深い。夜行性の獣けものもいるし、ともすれば獣けもの道みちさえ見失いがちな闇が周囲を覆おおう。

　彼女が育ったザルク砦の周辺には、まともな集落さえなかった。古来からタートムとの戦場になりがちだった場所だけに、あえてそこに住もうとする者も絶え、いまや陸の孤こ島とうとも言うべき辺へん鄙ぴな場所となっている。

　子供の頃、ソフィアはその夜の山で、道に迷ったことがあった。

　ザルク砦の夜には何もない。ことに眠れない日は退たい屈くつで、彼女はたまに起きては星を眺めていた。

　そしてその夜も、ソフィアは自室の窓から、なんとなく夜空を見上げていた。

　その視線を、ふと地上に向けた時のことである。

　彼女は砦の外の草むらに、怪け我がをした仔こ馬うまを見つけた。真っ黒な、それこそ闇のような毛並みの黒馬で、月の光がその艶つややかな体に反射して、きらきらと光っていた。

　親とはぐれたのか、まだ当とう歳さいと思おぼしきその仔馬を助けようとして、彼女は一人で外に出てしまった。

　しかし仔馬は人に怯おびえ、怪我をしたはずの足を引きずりながら逃げ出した。

　子供だったソフィアはつい、反射的にその後を追った。

　仔馬は木々の陰かげに逃げ込み、森の奥へ奥へとソフィアを誘った。

　そして──

　ほんの少し砦とりでから離れただけのつもりが、たちまち方向を見失い、彼女は夜の森に一人となった。

　昼であれば、絶対に迷うはずがない距離である。だが、森の木が作る闇やみに風景を遮さえぎられ、獣けものや鳥の声に怯おびえて焦あせり、さらには道を外れて迷い歩いた末すえに、ソフィアは知らない場所へと出てしまった。

　森の中。

　何故なぜかそこにだけ、空の拓ひらけた空間があった。暗闇に眼めをこらせば、過去に落らく雷らいか何かで倒れたのか、黒くろ焦こげに枯れた大樹が横倒しに朽くちている。

　怪け我がをした仔こ馬うまは、その朽ちた幹の傍そばに座り込んでいた。足の痛みで、ついに動けなくなってしまったらしい。

　周囲の闇に怯えながら駆け寄ったソフィアは、そのまま戻るに戻れず、仔馬の傍で一夜を明かした。

　夏の夜なのに、妙に寒い一夜だった。

　はじめは怯えていた仔馬も、ソフィアに害意のないことが伝わると、少しずつ慣れてきた。

　少女と仔馬は互いに寄より添そうようにして暖だんをとり──そして一夜が明けた。

　翌朝になって、ソフィアの不在に気づいた砦の兵達が周辺を探しまわり、すっかり眠りこけたソフィアを見つけた。その時も、仔馬は逃げることもなくその傍にいたという。

　父には怒られるかと思えば、何故か逆に大笑いをされた。

　バロッサは、夜の怖こわさを知ったことはよい経験だったと言い、怪我をした仔馬の面めん倒どうを最後までみるようにとソフィアに命じた。

　その日からソフィアは馬小屋に入いり浸びたり、はじめの頃ころは泊り込んでまで懸けん命めいに仔馬を看かん護ごした。

　その甲斐かいあって、仔馬はすっかり回復し──

「……ノクターン、聞こえる？　上手うまくいったみたい」

　今は、彼女の愛馬となっている。

　黒々とした毛並みの馬に囁ささやき、ソフィアは背後を振りかえった。

　そこには二十人ほどの兵がいる。

　いずれもが闇に沈む黒い装しよう束ぞくに身を包み、手には短たん弓きゆうや道具袋をもっていた。

　ザルク砦にいた兵達──その中でも、特に腕利きの精せい鋭えい達である。今のソフィアは、彼らを指揮する立場にあった。

　その総数は二百五十人。ちょうどバロッサが砦を捨てた際に、〝逃げ出した〟とされる兵の数と合がつ致ちする。

　実際には、彼らは逃げたわけではない。単にエフリード砦の軍勢とは、別行動をとっているだけのことである。

　彼らはバロッサの指し示じの下に鍛きたえられたが、一般的な意味での〝兵士〟とは一線を画かくす存在だった。少なくとも、騎士団のように表立った戦場で戦う者達ではない。

　長い年月をかけて特殊な訓練を受けた彼らは、隠おん密みつのような役割を与えられている。

　平時には外がい務む卿きようラシアンとも連絡を取り合い、諸国の状況を探りもするし、逆に国内の不ふ穏おんな動きを監かん視しすることもあった。

　バロッサ・アーネストは、その間諜スパイ達のまとめ役であり、娘のソフィアもまた、その補ほ佐さをしている。彼女自身、幼い頃ころから鍛きたえられ、一応は令れい嬢じようとして扱われる身分ながら、今ではすっかり暗あん躍やくする者としての自分が板についていた。

「──お嬢様」

　顔を黒布で隠かくした壮年の兵が、低い声でソフィアを呼んだ。

「無事に火も上がりました。様子からして、首しゆ尾びは上手うまく運んだようです。我らが奇襲に加わる必要はないでしょう」

「……そうね、じゃ、今から予定どおり、彼らの撤てつ退たいを援えん護ごします。追おっ手ての攪かく乱らんをお願い」

「はい。では、お嬢様は先にお戻りを。後事は我らにて」

　ソフィアの指示を受けた黒くろ装しよう束ぞくの兵達は、一いつ斉せいに森の中へと散った。

　これから彼らは、襲撃を済ませた仲間達の撤退を補佐する。

　かつての拠きよ点てんだったザルク砦とりでの方角からは今、夜にも明らかな火の手が上がっていた。

　状況を見定めたソフィアは、愛馬の手た綱づなを握り、二騎の供ともだけを連れて〝もう一つの拠点〟へと戻り始めた。

　ソフィア達はこのアルセイフで、タートムの侵しん攻こうが始まってから、もっとも精力的に動き回った部隊だった。むしろ彼女達だけで、敵を足止めしていたといっても過か言ごんではない。

　敵の補給物資や井戸水に、食中毒と同じ症状を起こす薬草の成分を混入し、さらには本隊の到着を遅おくらせるために、タートム側の橋を落とした。

　全すべては、〝時間を稼かせぐ〟ための工作である。

　父、バロッサ・アーネストの立てたここまでの策は、そもそも〝勝つ〟ことを目的にしていない。ただ〝時間を稼ぐ〟ことだけに焦しよう点てんを絞しぼり、相手を倒すことさえ無視していた。

　倒すだけならば、混入する毒どく物ぶつを致ち死し性せいの猛毒にすればいい。あるいは食中毒でも、敵が動けないところへエフリード砦からの兵を強襲させれば、素早く相手を一いつ掃そうできたはずである。

　あえてそれをしなかったのは、決して人道的な理由からではない。

　バロッサの策は、この戦局を泥どろ沼ぬま化かさせぬためのものだった。

　タートムを必要以上に追い詰める必要はない。彼らがアルセイフへの侵しん攻こうを諦あきらめさえすれば、それで事態は収しゆう束そくする。卑ひ怯きような手段で虐ぎやく殺さつじみた真似まねをして、タートムの民の恨うらみを買いすぎれば、相手も面子メンツにかけて退ひくに退けなくなるし、戦乱の後に来るお決まりの講和条約締てい結けつさえ、難なん航こうすることになるだろう。

　加えて──エフリード砦とりでの兵達を動かせない理由は、他ほかにもあった。

　タートムの間諜スパイはおそらく、アルセイフの軍にも潜もぐり込んでいる公こう算さんが強い。エフリード砦と連れん携けいしようとすれば、ソフィア達の動きが敵に漏もれる危険もある。それで工作活動が失敗しようものなら、全すべてが水すい泡ほうに帰してしまう。

　バロッサが配下の二百五十人を〝逃げた〟と偽いつわっているのも、つまりは敵の間諜スパイを警戒してのことだった。

　タートム側に恐ろしく腕うで利ききの間諜スパイ達がいることは、ソフィア達も摑つかんでいる。この一年ほどで、諜ちよう報ほう活動中に行方ゆくえ知れずになった仲間も多い。

　今、必死でタートムを足止めする彼女らの胸には、内心忸じく怩じたるものがある。

　内乱の折には、第二王子であるレージクの動きも察さつ知ちできなかったし、軍ぐん務む卿きようらの暗殺も止められなかった。ラシアンからは〝国境の監かん視し〟に集中するよう言われていたことも事実だが、ソフィア達自身にとって、内乱を止められなかったことは失しつ態たい以外の何物でもなかったのだ。

　その悔くやしさを晴らすように、今はこの任務に集中している。

　アルセイフの兵が国境に揃そろうまで、タートムをただ足止めする──それが目的である。

〝戦争は、ほどほどにやるもんだよ〟

　敵の侵しん攻こうが始まる前、指揮官であるバロッサは苦笑混じりにそう言っていた。

　アルセイフの兵力が素早く結集し、国境から先への侵攻が難しいと悟さとれば、タートムは退ひくしかない。

　その兵力結集までの時間を稼かせぐにあたり、これまでソフィア達は、自らの存在を隠かくしながら工作にあたってきた。もしタートムの兵達が、食中毒によって撤てつ退たいの動きを見せるようなら、そのまま帰すつもりだった。

〝……撤退してくれれば、よかったのに〟

　ソフィアのその思いは、希望的観測というよりは、単に儚はかない望みでしかなかった。相手も子供の使いで来ているわけではない。

　そしてソフィア達は、今夜の動きに移った。

　将しよう官かん達が怪け我がなどで満足に動けなくなれば、指揮官を失った兵達も動くに動けないはずである。一般の兵は、戦場で率ひきいる者もなしに戦えるものではない。うまくいけば、これでまた本隊合流までの数日が稼げるはずだった。

　まだタートム内にいる敵本隊の動きも気がかりだが、今いま頃ごろは仲間の別働隊が、完成しかかった橋に火矢を放っている頃である。敵の警備も厳きびしいだろうが、隠おん密みつ行動にかけては、ソフィア達の能力は本物だった。

　またがった黒馬の振動に合わせて膝ひざを使いながら、ソフィアはわずかに手た綱づなを引いた。馬は賢かしこくソフィアの意を察して、ほんの少し走る方向を変える。

　ノクターンと名付けたその愛馬は、ソフィアにとっては大切な家族にも近い。馬のほうでもソフィアのことを慕したっていて、彼女の言うことを不思議なほど正しく理解する。

　馬と人でさえ、そうして心を通わせられるというのに──タートムとアルセイフの間には、今も埋うめ難い溝みぞがある。亡なきラバスダン王はその溝を少しでも浅くしようとしていたらしいが、結局はタートム側の認識が覆くつがえらなかった。

　タートムはアルセイフのことを下に見ている。自分達は強者で、アルセイフの民は弱者であり、支配することが当然だと思っている。

　しまいには伝でん承しようの中で、アルセイフはタートムの属ぞつ国こくだったということにまでされていた。

　実際には、そこには錯さく誤ごがある。アルセイフの建けん国こく以前、この豊かな土地は、いくつかの小国によって分割されていた。

　その中で北方、セブラズ山地の麓ふもとにあった小国は、確かにタートムの属国だったと聞く。

　だがアルセイフそのものは、フォルナム神殿を擁ようしていた国の中で政変が起き、その結果として誕生した国家である。

　その後、この土地にあった小国は、横おう暴ぼうなタートムとの絶ぜつ縁えんをはかり、自ら進んでアルセイフに吸収された。

　そしてその時の指導者の子孫が、今は下級貴族となった、バロッサのアーネスト家である。

　当時のアーネスト家は、民の安あん寧ねいを願い、また自らの国が、タートムの〝アルセイフ侵しん略りやくへの足がかり〟となることを危き惧ぐしたのだ。

　タートムがアルセイフの土地を、元は〝自分達のもの〟だと主張する背景には、そんな複雑な事情がある。

　だが現代に生きるソフィア達にとって、その主張は肯こう定ていできるものではない。

〝タートムから、この国を護まもる〟

　それはバロッサはもちろんとして、このアルセイフに育ち、この地を故郷ふるさととして愛する者達の決意である。

　今のソフィアは、自らその尖せん兵ぺいとしての役割を果たせることに満足していた。

　戦いはまだ、あくまで序じよ盤ばんだった。

　今夜のことで、敵はソフィア達の存在を改めて印象づけるだろう。

　明日からは、夜や陰いんに紛まぎれて小人数での奇襲と離り脱だつを繰り返し、相手を精神的に疲ひ弊へいさせていくことになる。おそらくは、木の上を渡って矢を射い掛かけるような戦いになるだろうが、彼女達はそのための修しゆう練れんも経ている。

　敵も焦あせってエフリード砦とりでへの行軍をはじめるかもしれないが、同時に父のバロッサも、そろそろ動き出すはずだった。時間的には、王都からの増ぞう援えんがそろそろ着いてもいい頃ころ合あいである。

　バロッサは、二千から三千ほどがまず急いで駆けつけるだろうと言っていた。エフリード砦にいる六千の兵と合わせれば、八千から九千程度の兵力になる。一万二千のタートムに対抗するには心もとないが、地の利を生かせれば、それなりには戦えるはずだった。

　それに外がい務む卿きようラシアンなら、エフリード砦とりでにいるような使えない将しようではなく、まともな将官を送ってくれるはずである。アルセイフが攻勢に出るのは、それからでいい。

　年とし甲斐がいもなく戦場を駆ける父の姿が、ソフィアには眼めに浮かぶようだった。

　その勇ゆう姿しを見ることができないのは少し残念だったが、ソフィアにはソフィアで、まだやるべきことが多い。

　物ぶつ騒そうな決意を秘めた娘をその背に乗せ、黒馬は山野を駆け抜けていった。
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　タートムの本隊、約三万の軍勢は、侵しん攻こうの開始から九日目に入っても、いまだ国境すら越えられずにいた。人数が多い分、機動力には欠けるが、それでも本来なら、侵攻開始の四日目を目め処どに、先せん遣けん隊たいと合流してエフリード砦とりでに攻め込んでいるはずだったのだ。

　先遣隊の一万二千はすでにアルセイフのザルク砦を制せい圧あつしていたから、まったく成果がないわけでもない。だが、真に進むべき地は〝そこから先〟である。

　本隊を率ひきいる武ぶ将しよう、カルバイ・ウォーレンバーグの顔色は冴さえない。

　戦況は良くない。二日ほど前には、ザルク砦に駐ちゆう留りゆうしていた先遣隊の将官達がまとめて敵の罠わなにかかり、二人が死亡、七人が骨折などの重傷を負い、辛かろうじて軽傷で済んだのは二人だけである。

　これでは兵を率いてエフリード砦を攻めるどころではない。この本隊を素早く動かさなければ、アルセイフ側には更さらなる救援が着いてしまうだろう。

　それでも、敵の兵力が自分達と同程度になるまでにはさらに時間がかかるだろうし、こちらの増ぞう援えんも期待はできる。

　カルバイにとっては、絶望するほどの状況ではないが──

　西にラトロアの脅きよう威いを感じる中央の政治家達にとっては、この数日の遅おくれさえ看かん過かし難いはずだった。

　野や営えいの天幕テントに身を置きながら、カルバイは〝ある者達〟を待っていた。

　三十代後半の彼は、見た目は青年の若さを保ちつつ、年とし相そう応おうの風格もあわせもっていた。

　長身瘦そう軀く、整った顔立ちは歌劇オペラの俳優にも似て、タートムの社交界でその名を知らぬ者はいない。同時にウォーレンバーグ家はタートムでも有数の大貴族であり、彼も若くして、軍の参さん謀ぼう格かくとして扱われていた。

　彼の父、デッセン・ウォーレンバーグは北方民族との戦いで名を為なしたが、数年前に病やまいによって早そう世せいし、カルバイはその跡を引き継ついだ。

　父親と彼とが大きく異なっていた点は、北方民族に対する〝扱い〟である。

　彼の父は、玄げん鳥ちようを操あやつる山間の民である北方民族を毛け嫌ぎらいし、徹てつ底てい的てきに弾だん圧あつしようとした。

　カルバイは逆だった。むしろ北方民族を〝味方に引き入れよう〟としたが、これは当時の長老達によって、ひたすらに拒きよ絶ぜつされた。

　北方民族は、カルバイの目もく論ろ見みをわかっていたのだ。

　カルバイは玄鳥を〝兵器〟として見なし、その育成法を知る北方民族を飼かい馴ならそうとしたに過ぎない。

　北方民族の長老連は、それを是ぜとしなかった。彼らにとっての玄鳥は家族に近いものであり、戦争の道具にされることを嫌ったのである。

　ところが──その意志は、北方民族の全体で統一されたものではなかった。

　若く血けつ気き盛んな一団は、むしろこのカルバイからの要よう請せいを〝好こう機き〟と見て、その軍門に下ったのである。北方民族の中にも、戦いに餓うえ、自らの力を広い世界で振るいたいと願う者達がいた。

　そしてカルバイは彼らの忠誠を試すために、仲間である北方民族の里を、タートムの兵と共に襲わせた。それは、協力を拒きよ絶ぜつした北方民族に対する制せい裁さいでもあった。

　彼らは、それを成なし遂とげた。

　かつての仲間を殺し、一つの里を壊かい滅めつ状態に追い込み、そして仲間からは裏切者と呼ばれながらも、〝広い世界〟に出ることを選んだ。

　だからカルバイは、彼らの存在に特殊な愛あい着ちやくを持っている。

「シズヤ──戻ったのかい？」

　カルバイは天幕テントの外に、囁ささやくような声を送った。

　入り口が開き、黒くろ装しよう束ぞくの女と青年が姿を見せる。

　北方民族出身の間者スパイ──シズヤとアカツキの二人である。外にいる護ご衛えいの兵には、彼女達に関しては無条件で通すように言い含めてあった。

「もう顔を見せないかと思っていたよ」

　くっくっと笑いながら、カルバイはランプの下に三通の手紙を振って見せた。

　それは今日の夕方、ついさきほどに届いたものである。

　うち二通は、フォルナムに滞たい在ざいしているカシナート・クーガからのもので、内容はまったく同じだった。念のためにと同じものを複数出したのだろう。

　そして一通は、目の前にいる間諜スパイ、シズヤからのものである。

「あら、ずいぶんなお言葉ですわね。私にはやましいことなんてありませんのに」

　シズヤは余よ裕ゆうたっぷりに笑った。

　カルバイには、その姿が可笑おかしい。表情には出さず、黙って火ひ酒ざけを傾けた。

「手紙にも記しるしましたでしょう？　カシナート司し教きようはタートムを裏切り、アルセイフ側についたのです。おまけに私まで嵌はめる気ですわ。私もちょっと暗あん躍やくしすぎましたから、アルセイフ側には恨うらまれているはずですけれど」

　カルバイは形だけ頷うなずき、手紙の一通をシズヤに向けて投げた。

　カシナートからの手紙には、興味深いことがいくつも綴つづられていた。

　フォルナム神殿で、輝石セレナイトの産出が停止したこと。

　その異変はラトロアの起こしたもので、その脅きよう威いが迫りつつあること。

　これらの事情を受けて、ジラーハはフォルナムから手を引くこと。

　そしてタートムに対しても、アルセイフから手を引き、ラトロアに対する防備を進めるようにとの忠告が綴つづられていた。

　その手紙が出されたのは、三日ほど前のことらしい。フォルナム神殿からここまでは、通常で六日、どんなに急いでも四日以上はかかる行こう程ていのはずだが、使者はよほどに足の速い馬を使い、昼夜を交代しながら手紙を運んだのだろう。シズヤ達のような北方民族出身の間諜スパイ達はもちろん有能だが、ジラーハに仕える〝名無し〟と呼ばれる者達も、こうした連絡の際には極めて優秀だった。

　カルバイは眼めを細め、二人の間諜スパイを見つめる。

「君達は、ラトロアの間諜スパイだそうだね。カシナート司し教きようがそう言ってきたよ」

「ですから、それは──」

　否定しようとするシズヤに向けて、カルバイは苦笑してみせた。

「別にいいさ、そう警戒するな。私は気にしないよ」

　それはカルバイの本ほん音ねだった。

　彼らがタートムを裏切り、ラトロアについたとしても──そのことを、咎とがめる気はない。

　北方民族の青年、アカツキが、露ろ骨こつに眉まゆをひそめた。

「カルバイ卿きよう、俺おれ達のことを無理に信用しろとは言わないが、こいつはカシナート司教の罠わなだぜ？」

　カルバイは思わず吹き出した。

「ははっ──あの男は、こんなつまらない噓うそはつかないよ。君達はカシナート司教のことをわかっていない。いや──彼のことを、侮あなどっているのかな？　そして私のことも。確かに私は俗ぞく物ぶつだが、これでも人を見る眼はあってね。カシナート司教は結局、ジラーハの人間だ。彼らはそもそも、アルセイフの土地を必要としていない。侵しん攻こうに本気になれないのは仕方ないさ。それでも約束通り、神殿で騒そう動どうを起こして王宮騎士団をひきつけてくれた。援えん護ごとしてはそれで充分だよ」

　カシナートの手紙に書かれていたことは、おそらくすべて事実だろう。シズヤ達が〝信頼〟に値あたいしないことは、カルバイもよく承しよう知ちしていた。

　だが彼女たちは、それでも〝有能〟なのだ。そして有能な者を、カルバイは好んでいる。

「もう味方ではないとはいえ、来てくれて嬉うれしいよ、シズヤ、アカツキ。私はまんまと騙だまされていたわけだが……私を騙した分くらいは、まだ働いてくれるんだろう？」

　カルバイは視線で、二人に座るよう指示した。アカツキは戸と惑まどうようにシズヤの顔をうかがったが、とうのシズヤは薄く眼を細め、悠ゆう々ゆうとその場に座りこむ。

　彼女のそうした開き直り方も、カルバイにとっては好ましい。

「……もう少し信用があるかと思って、うぬぼれていたのが馬ば鹿かみたいね。で、どうするの？　打ち首にでもする？　それとも私達が開き直って貴方あなたを殺すべきなのかしら」

　シズヤの口調は雇やとい主ぬしに対するものではなくなっていた。

「いいや、その選せん択たく肢しはどちらも必要ない──君は憶おぼえているかな？　シズヤ」

　微笑を見せながら、カルバイは小声に呟つぶやいた。

「君達が私にそそのかされ、仲間だった北方民族を裏切った時──私が、君達に送った言葉を」

「さあ？　忘れちゃった」

　カルバイは微笑ほほえんだ。確かにシズヤは、過去などに引きずられる性格には見えない。

「私は君達にこう言ったんだ。〝君達は広い世界に出ていくことができる。こんな険けん阻そな山の中で一生を終おえずとも、自らの望む世界に出て、存分に自分の力を振るい、有意義な人生を送ることができる〟──とね」

　言いながら、カルバイは軽く肩を竦すくめた。

「そして君らの選んだ〝世界〟は、タートムではなくラトロアだった──それだけのことだろう。それは仕方ないことだし、私は自分の言ったことを翻ひるがえしたりはしないよ」

　シズヤがくすくすと笑った。

「思いだしたわ。それはちゃんと憶えてる。貴方はまだ二十代のお坊っちゃんで、私はまだ十代の小こ娘むすめで……」

「そこの坊ぼうやは、鼻はな垂たれ小こ僧ぞうだったな」

　カルバイはアカツキに笑顔を向けた。アカツキはむっとして、その表情を険けわしくする。

「ちっ──あんた、なに余よ裕ゆうぶっこいてんだよ。カシナートの手紙を信じるなら、俺おれ達は裏切者ってことになるんだぜ？」

「裏切り？　そもそも君らは最初から、タートムの人間じゃないだろう。私なんて、同じタートムに住む人間達をも何度も裏切ってきた。こんなことぐらいで君らを責せめるほど、厚こう顔がん無む恥ちではないつもりだ」

　あっさりそう返すと、アカツキは怪け訝げんそうに目許をしかめ、シズヤは感心したように頷うなずいた。

「……けっこうまともなことも言うのね。びっくりしたわ」

　彼女の言う〝まとも〟の概がい念ねんは常じよう軌きを逸いつしているはずだが、カルバイにとっては誉ほめ言葉となる。

「ありがとう。この際だから、私の本ほん音ねを言っておこうか。君達は、私をタートムを護まもる武ぶ官かんとして見ているのだろうけれど──私個人はあんな不ふ毛もうの大地に、未み練れんはない」

　シズヤが思し案あんげに眼めを細め、アカツキは逆に眼を大きく開けた。

　彼女達がタートムに仕える人間だったならば、カルバイもこんなことは話さなかった。だがこれは、彼の偽いつわらざる本音である。

「あんな枯れた土地を、後ご生しよう大事に守って何になる？　ラトロアがザカード神殿の制せい圧あつを目もく論ろむならそれも結けつ構こう。我々はその前にアルセイフを制圧し、移り住むとしよう。私はアルセイフの土地が欲しいんだよ、シズヤ。アルセイフが手に入るなら、タートムの土地などラトロアにくれてやってもいい。ザカード神殿の輝石セレナイトだけは惜しいし、抵てい抗こうはするだろうが……少なくとも私にとっては、タートムの防衛よりも、アルセイフの制せい圧あつのほうが優先されるべき課題でね」

　こめかみを指で軽く叩たたきながら、カルバイは卓テーブルに地図を広げた。

「君達の目的はわかっている。東方に混乱を起こし、タートムとアルセイフの戦いを激化させたいんだろう？　今にして思えば、仮かりにレージクがアルセイフの王になっていても、君達はなんだかんだと暗あん躍やくして、騒そう動どうを大きくするつもりだったんだろうな」

　シズヤは小さく頷うなずいたが、カルバイは特に腹も立てない。

　彼女達は停てい滞たいや退たい屈くつを嫌う。結局はカルバイ自身とも、似た者同どう士しなのかもしれないとさえ思う。

　カルバイはシズヤの眼めを見み据すえた。

「私としては、混乱が大きくなるよりは、簡かん単たんに勝てたほうがよかったんだが……しかし現状では、アルセイフに勝つどころか、逆に追い返されそうな状態だ。エフリード砦とりでを落とさぬことには向こうでの略りやく奪だつもできないし、手元にいる兵を養うのにも費用がかかり続ける。かといって、ここで我々がおとなしく軍を退ひかせては、ラトロアの思おも惑わくにも外はずれるんだろう？」

　シズヤがいやに神しん妙みように頷いた。カルバイは満足して頷く。

「よし。つまり我々の利害は、まだ一致しているわけだ。君がわざわざ戻ってきたということは、まだ私を手伝う気があるはず──君らに頼めるかな。シズヤ、アカツキ。戦況を打開するための尽じん力りよくを。上手うまくいったら、報ほう酬しゆうは期待していいよ」

「そうね──手伝うわ」

　シズヤが即答した。アカツキが肩を落とす。

「おいおい、姐あね御ご──」

「何よ。元はといえば、貴方あなたが私に手伝えって言ったんでしょ？　望みどおりじゃない」

「でも完全にバレてるんだぜ？　いつこいつに背中から襲われるかわからない」

「さっきも言ったけれど、その心配はないよ」

　アカツキの疑ぎ念ねんに、カルバイは微笑を向けた。

「たとえ君達がラトロアの人間だろうと──アルセイフのことに関しては、我々の利害は一致しているからね。我々が対立するのは、ラトロアがタートムを越えて、この私にも牙きばを剝むいた時だ。それまでは、互いに利用し合うとしようじゃないか」

　軽く手を叩き、カルバイは地図を前にして、彼女達に説明を始める。

「あらかたの情報はすでに把は握あくしていると思うが、現状はこうだ。九日ほど前に、我々は侵しん攻こうを開始した。その日のうちに先せん遣けん隊たいはザルク砦とりでを占せん拠きよし、彼らはそのまま、三千程度の兵力しかないエフリード砦へと進軍する予定だった。ところがここで、おそらくは敵の手による食中毒が発生し──部隊が一週間も足止めを食うことになる。無事だった兵だけで幾いく度どかの攻撃は仕し掛かけたらしいが、人数が減っては、一般兵の士し気きは保てない」

「聞いているわ。その間にエフリード砦には、近きん郊こうからの援えん軍ぐんが三千ほども押しかけてきて、一週間後には王都からの増ぞう援えんもきたんでしょう？　ベルナルフォンていう武ぶ将しようの──」

　シズヤは神殿方面に関かかわっていたはずだが、やはり情報は得ているらしい。確認の意味を込めて、カルバイは続ける。

「その通り。食中毒の件さえなければ、向こうはあの時点で三千、こちらの先せん遣けん隊たいは一万二千で、エフリード砦とりでは早い段階で陥かん落らくしていたはずだがね。そして我々も、先遣隊がエフリード砦を制せい圧あつし、アルセイフからの援軍が到着しはじめる頃ころを目め処どに合流する予定だったが、この狙ねらいも狂くるった。橋のせいだ」

　シズヤが頷うなずいた。カルバイは嘆たん息そくを重ねる。

「橋はこちらの領内にあるし、付近の国境線には兵を配備しておいた。だがその監かん視しを搔かい潜くぐられて、まんまとしてやられたね。しかも一度ならず、作り直した橋までやられた」

　この点に関して、有能な者を愛するカルバイは、相手の手しゆ腕わんを誉ほめないわけにはいかない。

　この国境線中央付近には、断だん崖がいが走っており、その下は激流になっている。二日ほどの行こう程ていを経て、流れの穏おだやかな下流、つまり国境の南西部にいけば、川を渡ることもできる。だが、その近辺は上下の勾こう配ばいがきつく、侵しん攻こうの前に兵達が疲労してしまう。

　逆に北東側の国境線は、中央よりはやや道が悪いものの、川はない。ただし──その付近は、タートムにとって長年の宿しゆく敵てきである北方民族が、頻ひん繁ぱんに現れる場所でもある。

　結果として、橋越えはあるものの、この中央の突破がもっとも兵の運用効率がいい。

　だから、変事に備えて橋は二本を用意し、その整備もきちんと続けてきた。大型の馬車も渡ることができる立りつ派ぱな橋である。

　しかし、合流のために動き始めた矢先、何者かにその橋を落とされた。

　近きん隣りんから職人を連れてきて、突とつ貫かん工事で簡かん易い橋ばしを造り上げたのが四日前のことである。幸いに緊急用の組み立て資材もあり、製作そのものは早かった。

　だが──これも完成を間近に控えたその夜に、今度は油と火矢による奇襲を受け、また一から作りなおしとなった。

　カルバイは現場にいなかったが、決して警戒をしていなかったわけではない。警備は厳重にさせていたし、崖がけの両側に兵を配備して、それこそ砦を守るような布ふ陣じんを敷いていた。

　これで襲われては、もはやお手上げの状態に近い。

「敵は目的を果たすとすぐに撤てつ退たいし、一人も捕らえられなかった。工作を行う者としては、おそらく君達といい勝負だろう。明らかに一般兵による仕し業わざじゃない。何年もかけて鍛きたえ上げられた特殊な熟じゆく練れん者しや達でなければ、こんな芸当はできないね。兵だけなら命いのち綱づなでも使って渡らせられるが、騎兵や糧りよう食しよくが運べないことには、侵攻どころじゃない。現在、次の橋が完成間近だが──もしこれまでやられるようだと、今回の侵攻を一時断念し、態勢の立て直しを図る必要が出てくる」

　カルバイが告げると、シズヤの眼めが細く光った。暇ひま潰つぶしの対象を見定めたらしい。

「つまり私達への依頼は、橋を守りつつ、その連中を〝駆く除じよ〟することね？」

「すまないが、もう一つある」

　カルバイはやや上うわ目め遣づかいに、二人の顔をうかがった。

「ここまで計画が遅おくれている以上──せめてエフリード砦とりでは、早急に制せい圧あつする必要がある。そちらの面でも手を貸してもらいたい」

　そう言って、カルバイは天てん井じようを指差した。シズヤの顔がたちまちほころぶ。

「別料金で高いですわよ、それは。私達も相あい棒ぼうを危険にさらすことになりますので」

「報ほう酬しゆうについては構わない。必要なことだからね」

　カルバイはシズヤに向けて片手を差し出した。

「それが終わったら、君達はラトロアに戻る気だろう？　私の元での最後の仕事になるかもしれない。餞せん別べつ代わりに、多少の色はつけるよ」

　シズヤが心しん底そこからおかしそうに笑った。

「貴方あなた、初めて会った時から変な人だとは思っていたけど、本当に変わっているのね。いいわ、そこまで言ってくれるなら、通常料金に負けておいてあげる」

　軽く手を握った後、シズヤは立ち上がり、アカツキもその後に続いた。

　天幕テントを出て行く前に、彼女は一度だけ振りかえる。

「──一つ、誤解を解いておくわ。私がラトロアを選んだ理由は──貴方のもとに望む世界がないと思ったからじゃないの」

　ふとシズヤの手元に、淡い光が灯ともったように見えた。眼めの錯さつ覚かくだろうと思いつつ、カルバイが首を傾かしげると、光はすぐに見えなくなった。

「言いい訳わけするみたいで嫌だけど……私達が生きていくためには、あの国の技術が不ふ可か欠けつになっちゃったの。だから選択の余よ地ちはなかったのよ。ごめんなさいね。それと──」

　薄く笑って、シズヤは外へ出る。

「ラトロアのことも嫌いじゃないけど……貴方の役に立つことも、別に嫌じゃないわ」

　彼女にしては可愛かわいらしいその言葉に、カルバイはつい吹き出した。

「──知っているよ。私達はきっと、似た者同どう士しだ」

　座ったまま、カルバイは杯さかずきを掲かかげる。

　シズヤはまたくすりと笑って、その場を去った。

　後には静せい寂じやくが訪れる。

　レージクとは違って、カルバイとシズヤとは、男と女の関係になったことはない。シズヤにとってのカルバイは雇やとい主ぬしであり、カルバイにとってのシズヤはあくまで部下の一人だった。

　ただ──立場がこれだけ違うのに、カルバイは彼女に対し、友情にも近い不思議な親近感を持っていた。

　それは青あお臭くさい感情かもしれなかったが、ずっと昔から続いている、変わらない思いでもある。

「カルバイ卿きよう、緊急の知らせです！」

　伝令の兵を介かいさずに、配下の将しようが自ら、遠とお間まから声を張って天幕テントに駆けてきた。カルバイは天幕テントから顔を出す。

「夜分に何事だ？　また橋でも落とされたか──」

「い、いえ──モーフィス卿きようからの急使なのです。明朝、先せん遣けん隊たいの全軍をもって出撃すると……」

　カルバイは眼めをしばたたかせた。ザルク砦とりでに駐ちゆう留りゆうしている将官達は、二日前、崩れた天てん井じようの下敷きとなり、二人が死亡して七人が骨折した。骨折した者のうち、六人は本隊に搬はん送そうされ、これから帰き途とに着くはずだが──腕を折った先遣隊の指揮官であるモーフィスは、無事だった将と共に、あえて前線に残った。

　頑がん固こ者ものの将軍である。相手にやられたままでは、引き下がれなかったに違いない。

　カルバイは細い顎あごに手を添そえる。

「しばらくは堪こらえるように言ったはずなんだが──」

「モーフィス卿は今回の侵しん攻こうの遅おくれに、責任を痛つう感かんしているようで──砦より兵数が勝まさっている今のうちに、後続の我々のために、せめて少しでも有利な状況にしておきたいとのことです。今夜のうちに止とめれば、明朝には間に合います。いかがなさいますか？」

　侵攻の開始から九日──

　アルセイフ側でも、おそらく数日以内に、大規模な増ぞう援えんが来るはずだった。斥せつ候こう達の報告と歴史の慣例を鑑かんがみれば、王都から少なくとも一万、諸しよ侯こうからの援軍も二万程度は確保するだろう。それでやっと、タートムの兵と数が合う。

　いきなりの集結は無理だろうが、これから日を追うごとに敵の数が増えていくことは想像に難くない。

　だからこそ、遠えん征せい軍ぐんであるタートムにとっては──相手の兵力が揃そろうまでに、エフリード砦を押さえられるかどうかが、今後の戦況を左右する。

　モーフィスはそのことに焦あせって、怪け我がの身を押してでも出撃する決意を固めたに違いない。

　無ぶ骨こつな彼らしいとは思ったが、迎え撃つアルセイフ側も必死で抵てい抗こうするだろう。

　しばらく黙もつ考こうし、カルバイは整った顔に微笑を乗せた。

「止めなくていい。一応は一万を超える兵力だ。兵の体調さえ戻っているなら、いけるかもしれない」

「よろしいのですか？　我々からの補ほ給きゆう路ろが途と絶だえて十日──モーフィス卿の部隊には、もう満足な糧りよう食しよくもないはずでは──」

「兵の多くが食中毒で、しばらく何も口に出来なかったんだろう？　その分の糧食は浮いているはずだ。それにタートムと違って、アルセイフの山野は豊かだから、この季節なら果実や獣けものも獲とれる。まったく──皮ひ肉にくな話だ。砦を落とせないままに十日が経たっても、まだ兵を養えるアルセイフの豊かさが、我々を助けてくれるわけだね。こちらも援えん軍ぐんとして向かえるよう、今は橋の完成を急がせなさい」

　将しようが周囲の兵を呼び、指揮官達への連絡を指示した。

　穏おだやかに微笑ほほえみつつ、カルバイの心では刃が研とぎ澄すまされている。

　彼には、一つの確信がある。

　たった今──シズヤ達が、こちらの依頼を受けてくれた。彼女達が信頼に値あたいするとは思わないが、こと今回の侵しん攻こうに関していえば、タートムに有利になるよう動いてくれるだろう。

　カルバイは端たん正せいな目許を細めると、夜の空を見上げた。

　視界の端に、ふと流れ星がよぎる。

　それが凶きよう事じの前まえ触ぶれなのか、それとも吉きつ祥しようの予言なのか──わからないままに、彼は天幕テントへと戻った。




　そして、翌日──

　タートムの先せん遣けん隊たい一万二千と、砦とりでを護まもるアルセイフの将兵八千は、エフリード高原にて対たい峙じすることとなる。
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「……これはまた、壮そう観かんだな」

　高原を越えて砦に迫りつつある敵の塊かたまりを眺め、ベルナルフォンは薄笑いを浮かべた。顔はともかく、その心中は決して穏おだやかではない。

　雲うん霞かの如ごとく──とまで言っては大おお袈げ裟さかもしれないが、一万を超える兵力となれば、滅めつ多たに見られるものでもなかった。

　敵は一万二千、味方は八千──もちろん兵数で及ばない以上、まともに正面からぶつかるのは下げ策さくである。ことにタートム側では、〝火の輝石セレナイト〟を用いた神しん鋼こうが容よう易いに手に入るため、その装備がアルセイフの兵より強い。この武器の差がそのまま致ち命めい的てきな戦力差につながるわけではないが、不利な要素には違いない。

　アルセイフ側としては、とにかく時間を稼かせいで耐えればいい。装備と数で負けていようと、数日以内に来る救援を待ち、それまでの間を籠ろう城じよう戦せんで堪こらえれば、勝機はいずれ見えてくる。

　もともと、三千の兵しかいなかったエフリード砦内には、八千もの兵を収容することは難しい。だが、宿舎以外の場所に寝泊りをさせることが前提なら、どうにか詰め込むことはできる。おそらく廊下まで人で溢あふれるようになるだろうが、それはこの際、仕方がない。一万以上の兵を相手に、余よ剰じよう兵力だけを外に置いては、餓うえた獣けものの前に餌えさを放り投げるようなものである。

　エフリード砦とりでの外壁はさほど高くはないが、分厚く強固ではある。

　これを盾たてにして備え付けの石いし弓ゆみで牽けん制せいし、登ってくる敵を槍やりで上から突いていけば、敵も容よう易いには攻め込めない。

　見張り台から眺めるベルナルフォンの傍かたわらには、補ほ佐さ役やくのバロッサと、副官のサンベルもいた。

「ようやく来ましたな。侵しん攻こう開始から十日──ずいぶんと待たせたものです」

　老ろう将しようバロッサ・アーネストがにこにこと呟つぶやく。緊張のかけらも見えないその老将とは裏うら腹はらに、反対側にいた副官のサンベルなどは、わずかに頰ほおを引きつらせていた。

「こうしてみると、やはりこちらより多いですね──でも、我々が増ぞう援えんに来た後でよかったですよ。貴き重ちような時間をここまで稼かせげたのは、バロッサ卿きようのおかげです」

　老将は誇る様子もなく、曖あい昧まいに微笑した。

「私はここにいただけです。上手うまくやったのは私の娘と、配下の者達ですのでね。ただ、あまりやりすぎても、逆に罠わなにかけられる可能性もありますので──これから数日は、おとなしくさせる予定です。その間は我々の出で番ばんですな」

　先夜──ベルナルフォン達は当のバロッサから、裏で動いていた者達について、その事情を聞かされた。

　敵陣の兵達を食中毒に陥おとしいれ、本隊が渡る前の橋を落とし、さらには将官達を襲わせたこと──そのことを知ったベルナルフォンは、驚くより先に呆あきれたものである。

　バロッサは、それらのことを独どく断だんでやらせたらしい。その事実を他の諸しよ侯こう達に話すことは止められた。

〝誇る功こうとしては、いささか小こ賢ざかし過ぎますのでね。他言無用に願います〟と言い、それらの時間稼ぎにいらついた敵兵達が、数日以内に攻めてくると示し唆さした。

　昨日の今日でその予測は的中し、今朝は早さつ速そく、物ぶつ騒そうなことになっている。

「バロッサ卿。貴方あなたの見解をうかがいたいが──一万二千対八千となれば、彼ひ我がの差は四千。こちらには地の利があるとはいえ、中心となる精せい鋭えいもいません。この戦況をどう見ますか」

　ベルナルフォンの問いに、バロッサは余よ裕ゆうの表情を崩さない。

「なに、たとえ不利だとしても、一日二日で勝敗の決する状況ではありません。あとは、タートムとアルセイフ、どちらの増援が先につくか──それによって、この場の戦況は変わるでしょう。ですがね、ベルナルフォン卿──」

　地上の敵と砦の味方。双そう方ほうの兵を視界に収めながら、バロッサが眼めを細めた。

「この戦争に関しては、我らアルセイフの勝利は揺るがぬと、私は信じております。たとえここが突破されたとしても、最終的に勝つのは我々です」

「……その根こん拠きよは？」

「タートムは、民心を惹ひきつける術すべを知りませぬ。侵しん略りやく先さきを統とう治ちすることもできないはずですが、彼ら自身は、そのことに気づいていないのでしょう。人は自身の欠点に気づかぬものです」

　バロッサの明快な答えには、ベルナルフォンも同意した。

　しかし同意はしつつも、決してその流れを望みはしない。

「確かに──しかし、タートムの侵攻がここより先に進めば、国内は荒れ、死人が増え、それに伴い不幸が生まれます。そんな事態を防ぐために、我々はここを死守しなければなりません」

　ベルナルフォンの呟つぶやきに、バロッサは嬉うれしげに頷うなずいた。

「その通りです。最終的に勝ったとしても、そこに悲ひ嘆たんの涙ばかりがあるようでは、〝勝った〟ことにはならぬのです。戦争ですから、兵の人死にはでるでしょう。しかしそれも、少なければ少ないほどよろしい。国にとってはただ大量の兵であっても、命はそれぞれ、一人に一つずつしかないものですからな。もっとも、そんなことを言っていては戦争などできませんが……」

　達たつ観かんした声で言い──バロッサは、戦場を前にしてくっくっと笑った。

　ベルナルフォンは、何がおかしいのかと奇き異いの視線を向ける。

「いや、失礼。ベルナルフォン卿きよう。〝アルセイフが負けぬ〟と私が思う理由は、もう一つあるのですよ」

「それは？」

　バロッサはベルナルフォンの肩を軽く叩たたいた。

「この国の政府には、貴方あなたのような思いを抱きつつ、それでも必要とあらば非情な決断を下せる人材がたくさんいる。それがその理由です」

　ベルナルフォンは隻せき眼がんをしばたたかせた。

「貴方だけではない。ラシアン卿やアゴール卿、ウィスタル卿もそうです。お会いしたことはありませんが、ブラドー様やフェリオ様もそうしたお人ひと柄がらの様子──ラバスダン陛へい下かも、泉せん下かで安あん堵どされておられることでしょう。僭せん越えつながら、私や娘も、そのお手伝いをさせていただければと考えております」

　ベルナルフォンはわずかに照てれながらも頷いた。自分はともかくとして、フェリオ達の存在は確かに心強いとも思う。

　だが一つ、付け加えることも忘れなかった。

「バロッサ卿。私にはもう一人、頼りに思える人物がいるのですよ」

「ほう？」

「私などは、戦場がなければ役に立たぬ男ですが──国政と経済と軍事、それぞれの分野を、一人で補うことのできる奴やつがいます。復ふつ帰きまでには、もうしばらくかかりそうですがね」

　遠い空の下にいるはずの親友を思い浮かべて、ベルナルフォンは独ひとり言ごとのように言った。

　彼がここで傍そばにいてくれれば、雑事の一いつ切さいを任せられた。それこそベルナルフォンは戦場だけに集中できただろう。だが今はまだ謹きん慎しんの身で、妹の看かん護ごに付きっきりのはずである。

　味方の息いき遣づかいに、変化が訪れた。

　敵は隊を揃そろえて、横に広がっている。正面から迎え撃つ者達にとっては、実数よりも多く見える陣じん形けいだった。

　その中盤には、複数の攻城兵器の姿も見える。門もん扉ぴや石壁を破壊するための大おお杭ぐい、組み立て式の投石器、同じく組み立て式の石いし弓ゆみなどで、これらは装甲を施ほどこした馬や牛によって引かれている。

　ベルナルフォンは思わず舌した打うちをした。思ったよりも、その攻城兵器の数が多い。

　ざっと見渡して、杭が八本に石弓が六本──投石器にいたっては、十二台も並んでいる。

　スプーン状のアームから唸うなりをあげて飛んでくるのは、人の頭ほどの大きさの石である。砦とりでの兵にとっては、脅きよう威い以外の何物でもない。

「バロッサ卿きよう──危険は伴ともないますが、やはり五千ぐらいの兵で一時出撃して、あれのうち何台かは壊こわしてきたいところです。突撃後、すぐに離り脱だつすれば、敵に追いつかれずに済むでしょう。今ならまだ距離もあります」

「さて──城門を開け閉めする隙すきが、命取りになりませぬか？」

「確かに危険ではありますが──一度に十二個の石が降ってくるとなると、迎え撃つ兵の腰も引けます。私の騎兵を突撃させて攪かく乱らんし、槍そう兵へいで弓兵を援護しながら油と火矢を放てば、いくらかは機能を失うはずです」

「危険は承しよう知ちということですか。では、オーグレット卿に進言して参りましょう」

　バロッサが老人にしては身軽な動きで、見張り台の梯はし子ごを降りていった。

　残ったベルナルフォンは、砦の外壁に並んだ兵達に声を張る。

「石弓に矢を番つがえ、攻城兵器の周辺を狙ねらえ！　敵が射しや程ていに入り次し第だい、合図を出す。槍兵は登ってくる兵に備えろ！」

　砦に備え付けの石弓は、一ひと抱かかえほどもある大型のものである。とても持ち歩くことはできず、硬かたい弦つるを螺子ねじで回して巻き上げるため、連続で射ることもできない。

　しかしそれは間違いなく、この砦でもっとも強力な武器だった。相手にもそれはわかっているはずで、投石器の目標はまずこの兵器だろうと思う。そうそう当たるものでもないが、外はずれても城壁や内側に被害が出るため、打うち損そんということはない。

「組み立て式みたいですし、威い力りよくは多少落ちるはずですが──石なら、このあたりには手て頃ごろなのが山ほどありますからね。あれだけ数を揃えられると、さすがに厄やつ介かいです」

　忌いま々いましげなサンベルの呟つぶやきに頷うなずいて、ベルナルフォンは隻せき眼がんを戦場に据すえた。
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　タートムにおける先せん遣けん隊たいの将しよう、モーフィス・ルメイシーズは、腕を骨折しつつも、この戦いの指揮に臨のぞんでいた。

　怪け我が人にんだけに、さすがに率そつ先せんして剣を振るうような真似まねはできない。骨折による熱も出ているし、馬に乗るのも厳きびしい状態とあって、彼は補給部隊が使う荷車に乗っていた。

　格好はつかないものの──しかし、その眼まな差ざしには裂れつ帛ぱくの気き合あいが籠こもり、周囲の兵達を自然に鼓こ舞ぶしている。

　三日前の夜──忍しのび込んだ賊ぞく達によって廊下の天てん井じようを崩され、モーフィスは配下にいた二人の将を失い、自身も怪我を負った。

　折れた左手は三さん角かく巾きんによって吊つられており、今は使い物にならない。

　怪我をして退ひかせた他の将達の代わりには、配下の部隊長達を緊急に昇格させて、指揮官の頭数を合わせた。万全とは言い難いものの、指揮系統はどうにか整っているし、自身があえて前線に出る必要はない。それどころか、ザルク砦とりでで休んでいたほうが、足手まといにもならずに済んだはずである。

　だが、それでも──モーフィスは、じっとしていられなかったのだ。

　今でも可能ならば、自らの剣をもって、敵に思い知らせてやりたいと思っている。

〝姑こ息そくな時間稼かせぎの礼は、この戦場で返してやる──〟

　猛たけるモーフィスの眼めは、まるで飢うえているかのようだった。

　その傍かたわらに、彼の副官が寄る。

「モーフィス卿きよう、投石器が射しや程てい距離に達しました。敵兵は──撃って出るようです」

　モーフィスは頷うなずいた。エフリード砦は堅けん固ごだが、山を越えた高原に建つ城じよう塞さいだけに、さほど大きな規模ではない。その砦に二十を超える攻城兵器を向けられれば、心中穏おだやかではいられないはずだった。そもそも運ぶ手間がかかりすぎるために、これまでの歴史ではあまり使われてこなかったが──今回の組み立て式の投石器は、タートムの技術者が、この侵しん攻こうのために苦心して造り上げたものである。軸じく部分などには神しん鋼こうを用い、軽量化を図はかりつつも強度を殺さなかった。

　もし敵が出てこなければ、しばらくは中距離から投石を続けるつもりだったが、出てくるのであれば、野や戦せんで迎え撃つこともできる。

　他に鉤かぎ縄なわや梯はし子ごも用意してあるし、城壁の基礎を崩すための工事用具もあったが、より簡かん単たんに敵戦力を奪えればそれに越したことはない。

　なにより──投石器で城壁を完全に破壊してしまえば、奪だつ取しゆ後、今度は〝アルセイフに対する〟防備が弱くなる。できれば修復可能な程度の破壊に収めつつ、相手を怯ひるませてから兵を突入させたい。

「よし。敵の狙ねらいはこちらの兵器だ。砦とりでへの攻撃を開始しつつ、守りながら応戦する。火矢に警戒しろ！」

　モーフィスの指し示じは常以上に落ち着き払っていた。彼はこの戦いに覚かく悟ごをもって臨のぞんでいる。

　各兵器の傍そばにかざした神しん鋼こうの盾たてに、砦から放たれた石いし弓ゆみの矢が激突した。鉄よりも頑がん強きような盾は大きく震えたが、距離もあるだけに貫通はしない。

　激しい金属音に怯ひるむことなく、投石器は稼か動どうを始めた。

　人の頭ほどの石が次々に宙を舞い、轟ごう音おんをたてて砦の城壁で破裂する。

　飛来物が中距離間で行き交う中を、その射しや線せんから外はずれるようにして、砦からの部隊が駆けてきた。

　先頭の騎兵達は、明らかに隊列の攪かく乱らんを狙っている。

「騎兵を近づけるな！　隊列を整え、槍そう兵へいを前に！」

　モーフィスの指示を待っていたかのように、各部隊は一いつ斉せいに動いた。将しよう官かん達はすべきことをわかっている。

　土地の枯れたタートムにとって、豊かなアルセイフを支配することは悲願である。その第一歩ともなるこの戦いの意味を、多くの者は正しく理解している。

　モーフィスは、敵の先頭付近にいる武ぶ官かんを見つめた。

　隻せき眼がん、黒髪の若い将官が、剣を片手に駆けてくる。その周囲の騎兵達は突撃槍を構え、一気に肉にく薄はくしてきた。

　その勢いに、迎え撃った槍兵達は浮き足立つ。同時に騎兵の背後から、油の袋と火矢が飛んだ。

　もっとも手前にあった投石器の傍で、たちまち火の手があがる。

　モーフィスは怪け我がの身をおして、荷台に立ち上がった。

「消火の必要はない！　一台や二台はくれてやれ。今は陣じん形けいを崩さずに、他ほかの台を守り切れ！」

　掠かすれそうな声を張り上げ、ぎりりと歯を食いしばる。

　一万の軍勢を相手に、まさか本気で突っ切るつもりではないだろう。攻撃と離り脱だつを繰り返して混乱させ、隊列を乱すのが彼らの目的に違いない。

　騎兵達の指揮をとっている将には、心当たりがあった。

　間諜スパイ達からの報告にもあった、増ぞう援えん部隊を率ひきいる隻眼の将──ベルナルフォン・レスターホークという男に間違いはない。若わか造ぞうゆえの無む謀ぼうさを忌いま々いましく思いながら、モーフィスは声の限りに叫ぶ。

「両側からも押し包め！　数はこちらが遙はるかに上だ！」

　野の太ぶとい声に勇気を得て、タートムの兵達は勢いづく。

　包囲の動きを察して、アルセイフの騎兵達はすかさず馬の首を巡らせた。入れ替わるようにして槍そう兵へい達が入り込み、両軍は互いの槍を交わす。

　人数では圧倒的に少ないはずのアルセイフ側には、しかし恐れる様子がほとんど見えなかった。

　アルセイフの兵は、タートムでは弱兵と言われている。平和に溺おぼれ、飢き餓がを知らぬことが、精神的な弱さにつながっていると、そう思われている。

　だが、いざ目の前にしてみると、見せる気き迫はくに関してはタートムの兵ともさほど変わらない。むしろ体格に恵まれた者も多く、その面では脅きよう威いにさえ感じる。

　国を護まもろうとする気迫と、土地を奪おうとする気迫──どちらも重いが、前者は後がないだけに必死でもある。

　モーフィス自身は侮あなどっていたつもりはなかったが、それでも心のどこかでは、彼らのことを甘あまく見ていた。この戦場では、その認識を切り替える必要がある。

「弓兵は援えん護ご射撃を！　騎兵は敵の側面を叩たたけ！」

　指し示じの間に、もう一台の投石機が炎上をはじめた。

　一度退ひいたアルセイフの騎兵達が、再び、今度は槍兵の側面から突撃する。同時にタートムの騎兵達もアルセイフの槍兵を突き崩し、ここは痛み分けとなった。

　両軍は時に刃を逸そらしあい、時に正面からぶつかりながら、縦横無む尽じんに入り乱れる。

　タートム側は、少ない敵兵を押し包もうと──

　アルセイフ側は、逆に血路を拓ひらきながら、大軍を翻ほん弄ろうし──

　譲ゆずらぬ攻防がしばらく続いた。

　両軍の兵が傷つき倒れていく中でも、アルセイフの将しようの指揮は巧たくみだった。

　なにせ自身が前線に立っているのだから、その指揮が的確で早い。加えて、兵達を勢いづけるだけの威い厳げんと気迫をあわせ持っている。傍そばで仲間が倒れれば怖おじ気けづきそうなものだが、その思いを怒りにかえて彼らはなおも戦っている。

　タートム側の陣じん形けいは乱れ、戦場は次し第だいに移動し、いつのまにか投石器は半数が破壊されていた。石いし弓ゆみのほうも二台が壊され、モーフィスは怒りに顔を歪ゆがめながらも、将としては相手の若わか造ぞうに敬意を持った。

　憎にくい敵とはいえ、武ぶ官かんとして、その指揮のあざやかさには心中で賛さん辞じを送ってしまう。せめて彼ほどの武官が自分の補ほ佐さ役やくにいたら、この場での戦況はまったく変わっていたに違いない。

　視界の彼方かなたで、騎兵同士が激突した。

　突撃槍は互いの騎士と馬を傷つけながら入れ違い、その先頭で隻せき眼がんの将がまた叫んだ。

「よく奮戦してくれた！　ここで引き上げる！　弓兵は援護と共に後退し、騎兵はその守備につけ！　槍兵は槍を構えつつ殿しんがりを務めろ！」

　そう言いながら、彼自身は騎馬のままで、最後尾の槍兵の指揮に加わった。

　その中にふと、旧きゆう知ちの将の顔を見つけて、モーフィスは歯は嚙がみする。

「バロッサ・アーネスト──奴やつか！」

　小こ柄がらな老ろう将しようは戦場では目立たず、モーフィスは彼がいることに気づかなかった。

　特に親交のある関係ではない。バロッサはザルク砦とりでの主ぬしだが、タートムでもそれほど知る者のいない武将である。

　だが、モーフィスは彼のことを知っている。

　まだモーフィスが、血けつ気き盛んな若者だった頃ころ──アルセイフの第二王子とその母や軍ぐん務む卿きようらが、輝石セレナイトについての交渉のために、わざわざタートムまで来たことがあった。

　その折、ふとした拍ひよう子しに第二王子が行方ゆくえ不明になり、警護担当だったモーフィスもまた、彼の捜そう索さくに加わった。

　王子を見つけたのはアルセイフの兵達だったが──その時に彼らは、タートムの老人を一人、事故で殺してしまった。

　身分の低い者だっただけに、厄やつ介かいごとを恐れたモーフィスはこれを内ない々ないに処理したが、それを何故なぜか咎とがめたのが、アルセイフの人間であるバロッサだった。

　彼は老人の親族に謝しや罪ざいと償つぐないをすると頑がん固こに言い張り、ついには自力で老人の親族を見つけ出すと、自ら頭こうべを垂たれて謝あやまった。

　相手は所しよ詮せん、下げ賤せんの者である。

　モーフィスにしてみれば、せっかく大おお事ごとにしないでやったのに、顔を潰つぶされたようなものだった。

　思えばまだ若かった。

　そのことがあった夜、モーフィスは酔よった勢いで、彼に手合わせと称した喧けん嘩かを吹っかけ──

　見事に、あしらわれた。

　何が起きたかもわからぬうちに視線は夜空を仰あおいでおり、起き上がるともうバロッサは消えていた。

　若い頃の、怖こわいもの知らずだったモーフィスは、その日を境に変わった。行動を自じ重ちようし、自分より弱そうな人間に対しても、油ゆ断だんせぬことを覚えた。

　その頃の記憶が、一瞬で蘇よみがえる。

　バロッサもさすがに老おいていたが、すぐにわかった。彼は小兵に見えて、その身体からだにはとんでもない化ばけ物ものを棲すまわせている。わざわざ前線にいるということは、おそらく今も、その技は健けん在ざいなのだろう。

〝まだ生きていたのか、あの男──〟

　さすがにいまさら、恨うらみなどは残っていない。むしろ懐なつかしい思いさえあったが、この場で出会ったことには、奇妙な巡り合わせを感じた。

　モーフィスはすかさず、隣の副官に呟つぶやく。

「追つい撃げきするぞ。おとなしく逃がすと、奴らは態勢を整えてまた出てくる」

「は！」

　この状況にも関かかわらず、モーフィスの心はその時、不思議と躍おどっていた。あの男に対する恨うらみや嫌けん悪おは、本当に少しもない。ただ懐なつかしさがあり、その懐かしさが、モーフィスに彼の追つい撃げきを決断させた。

　実際のところ、ここで相手をおめおめと逃がすのは下げ策さくでもある。

「将しよう官かんを狙ねらえ！　雑魚ざこは無視していい！」

　叫びつつ、モーフィスは指揮のための剣をかざした。

　その頭上からふと、日差しが遮さえぎられる。

　急にひんやりとした涼りよう気きを肌はだに感じつつ、黒い影に驚いて、モーフィスは慌あわてて空を仰あおいだ。

　そこには、〝飛ぶ者〟達がいた。

「な──玄げん鳥ちよう？　……まさか北方民族か!?」

　信じ難い光景に、モーフィスは頰ほおを引きつらせた。

　鳥の影は六つ──逆光のせいで、光こう沢たくのある黒い翼はほとんどの闇やみの色に転じている。

　玄鳥を操あやつるのは北方民族だけである。そして北方民族とタートムは、長く敵対関係にあった。

　当然、モーフィスも、その狙いは自分だとばかり思った。アカツキやシズヤといった間諜スパイ達が玄鳥を操ることも知ってはいるが、彼らは相あい棒ぼうである玄鳥を、滅めつ多たなことでは危険にさらさない。

　一方で、アルセイフ側の兵も浮き足立っている。

「頭上に警戒しろ！　降りてくるぞ！」

　モーフィスが注意を促うながした次の瞬間。

　鳥達は、一いつ斉せいに風を切って急降下を開始した。

　その爪つめと嘴くちばしが狙っていたのは、しかしモーフィスではなく──
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　やや赤みがかった羽をもった玄鳥──

　その巨鳥に、ベルナルフォンは覚えがあった。

　傍そばにいたバロッサが、不ふ審しんげに空を見上げる。

「あれは……北方民族でしょうか？」

「いいえ。あれは──敵です。それもおそろしく厄やつ介かいな──」

　断言するや、ベルナルフォンは声を張った。

「槍そう兵へいは前列の者を除き、槍やりを上向きに掲かかげろ！　弓兵は降りてきた玄鳥を狙え！　無理に戦う必要はないが、隊列を乱すと狙われるぞ！」

　ベルナルフォンの指示が終わらぬうちに、砦とりでの側では騒ぎが起きた。

　城壁の上に降りてきた二羽の玄げん鳥ちようが、備え付けの石いし弓ゆみを壊こわしてまわっている。石弓はある程度まで回転するが、そもそも地上を狙ねらうための物であって、仰ぎよう角かくはつけられない。矢の当てようがない空からの降下に、城壁の上は大混乱に陥おちいっていた。

　玄鳥達は、その身に神しん鋼こうと思われる装そう甲こうをつけていた。特に腹の部分や爪つめのそれには、刃のような突とつ起きもついている。装甲のない部分を弓で狙うしかないが、その技術もない地上の兵達では、ほとんど為なす術すべがない。

　目許を歪ゆがめるバロッサに向けて、ベルナルフォンは呟つぶやく。

「あれはタートムの雇やとった間諜スパイです。北方民族を裏切った連中だとか──内乱の折にも、さんざん暗あん躍やくされました。軍ぐん務む卿きようらを殺害したのも彼らです」

　バロッサの眼めが細い光を宿した。

　空からの厄やつ介かいな刺し客かくは、たちまちその場に大混乱をもたらした。ベルナルフォンにとっても、まるで予期していなかったことである。砦とりでの兵達に至ってはまさに青せい天てんの霹へき靂れきといっていい。

　雷らい光こうのような勢いで降下して、彼らはすぐに舞い上がる。砦側では、通常の弓兵の矢さえまともにあてられず──逆に空をめがけて撃った矢が地上に降り注ぎ、その矢による負傷者まで出る有あり様さまだった。

　ベルナルフォンは歯を食いしばり、兵の撤てつ退たい──むしろ砦への救援を急がせた。

　砦は五羽の玄鳥によって襲われている。二羽が城壁の上を襲い、他の三羽は交互に降下しては、中庭にいる兵を襲い、また見張りの塔とうを壊し、さらには背に乗った者が上から火矢を放っていた。

　その動きは極端に速く、城壁にあった石弓は、すでにほとんどが破壊されていた。

　最後の一羽は、悠ゆう々ゆうとベルナルフォンらの頭上をからかうように飛んでいる。

　そしてベルナルフォンらの背後からは、タートムの軍勢も追ってきた。

　石弓や弓兵による上からの援えん護ごがない状態で城門を開ければ、敵まで一いつ斉せいに流れ込みかねない。

　空を見上げて、ベルナルフォンは舌した打うちを漏もらした。

「くそっ、あんなのが六羽も──！」

「ベルナルフォン卿きよう、砦の諸しよ侯こうでは、こうした不ふ測そくの事態に対たい処しよできないはずです。タートムの追つい撃げきは私が抑おさえますので、先にお戻りください！」

　バロッサが馬の手た綱づなを引いた。

「しかし……」

「砦が落ちては、元も子もないでしょう！　いえ、砦が仮かりに落ちたとしても──ここでの兵の全ぜん滅めつは、避けねばなりません」

　叱りつけるように言われ、ベルナルフォンは鼻筋を歪ゆがめる。砦からの援護が受けられないこの状況では、タートムの追撃をかわして全部隊が中に入ることは不可能に近い。

　かといって、再度立ち向かうには疲労しすぎているし、兵数の差もありすぎる。

「こちらのことは心配ご無用です。このバロッサ・アーネスト──」

　バロッサは両りよう脇わきから同時に、小こ太刀だちを引き抜いた。

　中ちゆう途と半はん端ぱな長さの刃は、それぞれ片手で扱うのに適している。二本の武器を同時に扱うのが、彼の技らしい。

「今は老おいたりとはいえ、この国境を陛へい下かより預かった以上──その務めは、武人の意地にかけて果たしましょう」

　槍そう兵へい達の中心に在あるバロッサは、それでも不ふ敵てきに穏おだやかな微笑を見せていた。

　小さな体にみなぎったその気き迫はくに、ベルナルフォンは圧倒される。

「……わかりました。どうかご無事で」

　不安を振りきって、ベルナルフォンは後事をバロッサに託たくし、自らは砦とりでの方へと駆ける。バロッサは敵兵を足止めするために、そこで動きを止めた。

　玄げん鳥ちよう達は依い然ぜんとして、飛びながら獲え物ものをついばむように、上昇と下降を繰り返している。砦のほうは遠目にも惨さん澹たんたる有あり様さまで、城壁の上からも兵の姿は消えていた。その向こうでは、すでに火の手もあがりはじめている。

〝……まるっきり、陥かん落らくじゃないか〟

　ベルナルフォンは焦あせった。敵の動きが早すぎる。

「ベルナルフォン卿きよう！　どうする!?」

　共に出撃し、弓兵の指揮をとっていた貴族が、顔面蒼そう白はくとなってベルナルフォンの元に駆けてきた。

「砦に戻るにしても、あれでは──！」

　裏返りかけた声を黙もく殺さつして、ベルナルフォンは砦に向けて馬を走らせた。

　その眼前に兵達の悲鳴が押し寄せ、砦の門もん扉ぴが大きく開く。

　敷地内をいきなり強襲されて、恐きよう慌こう状態に陥おちいった兵が、中から溢あふれるように駆け出して来た。その中には、砦に残っていた一部の将しよう官かん達の姿もある。総指揮官であるオーグレット・サイロム自らも、率そつ先せんして退たい却きやくを先導していた。

　兵は将官に従っているだけである。砦を捨てて撤てつ退たいを開始する流れに、ベルナルフォンは暗然とした。

　現状ではまだ、自ら砦を捨てなければならないほどの状況ではない。

　だがあと三十分もした後には──兵も砦も、壊かい滅めつ的てきな状況に追い込まれているであろうことも、充分に予想できた。

　諸しよ侯こうが早めに撤退を決めたことは、臆おく病びよう風かぜに吹かれたようにも見えるが、結果としては正しい選択かもしれない。城じよう塞さいの設備を壊こわされ、玄鳥の攻めによって城壁の上に守備兵も置けない状態では、砦としてはとても機能し得ない。

　そして実際に、塔とうの崩ほう落らくなどによって、城壁は一部が崩れはじめている。瓦が礫れきを摑つかみ上げた玄げん鳥ちようが、上からそれを落とし、さらに破壊を加速させる様子もうかがえた。

〝これまでか──！〟

　声には出さず、ベルナルフォンは口元に笛をあてた。

　それは自分の部隊に対し、撤てつ退たいの合図として鳴らすためのもので、いわば戦場の放ほう棄きを意味する。

　オーグレット達が先に砦とりでを放棄した以上、もはや戦場に留とどまることに意味はない。残ればタートムの兵数によって蹴け散ちらされるだけである。

　ベルナルフォンは、甲かん高だかく──それこそ空にも届くほどの勢いで、笛を鳴らした。

　兵達の壊かい走そうが始まる。

　振りかえったベルナルフォンの視界では、バロッサ達も笛を合図に退ひき始めた。砦の陥かん落らくには、彼らも気づいたはずである。

「撤退！　全軍撤退だ！　エフリード砦を放棄し、後退する！　騎兵達は、突出してきた追つい撃げき部隊を叩たたきつつ、他の兵の撤退を援えん護ごしろ！」

　自らも騎兵隊に合流しつつ、ベルナルフォンはあらん限りの声を張った。

　後こう背はいで、バロッサの率ひきいる一隊が、その退路を阻はばまれる。最後尾で奮ふん戦せんを続けていた彼らは、回り込んだタートムの騎兵に打ちかかったが、すでに突破できるほどの余力を残していなかった。

「バロッサ将しよう軍ぐん──！」

　思わず助けに向かおうとしたベルナルフォンの腕を、傍そばから引く者があった。

「……ベルナルフォン卿きよう！　もう無理です。貴方あなたまで戻れなくなります！」

　少し離れた位置で指揮の補ほ佐さをしていた副官、サンベルが、いつのまにかベルナルフォンのすぐ傍に来ていた。

　馬上の青年は気弱そうな眼めに意志の輝きを宿らせ、ベルナルフォンの馬の手た綱づなを勝手に取る。

「貴方は一いつ介かいの下士官ではない。まだ戦う場が残っているはずです。ここは──血を吐いてでも、退いていただきます」

　サンベルの言葉に、ベルナルフォンはぎりりと歯を食いしばった。

　彼の言っていることは正論である。今から引き返しても、バロッサを助けることも叶かなわず、自分に従う兵達まで犠ぎ牲せいにするだけだった。

　意味を為なさない私情による指し示じは、士官として許されぬことでもある。

「退く……！」

　ベルナルフォンの決意に、サンベルが安あん堵どしたように頷うなずいた。

「だが、ここは退いても──必ず……必ず……」

「わかってます。さ、早く！」

　タートムの兵達は、二手に分かれた。砦とりでを目指す者達と、逃げるアルセイフの兵を追つい撃げきする者達である。

　弓兵と騎兵で味方の撤てつ退たいを支援しつつ、ベルナルフォンは苦心の指揮を執とり続けた。




　そしてその日──

　エフリード砦は、〝十日〟に及ぶ防衛の末、実質的にはわずか〝一日〟で、陥かん落らくすることとなった。

　玄げん鳥ちようによって陣じん形けいを崩され、敵兵によって蹂じゆう躙りんされたアルセイフ側の戦死者は七百に及び、それに数倍する数の兵が負傷した。撤退の決断が早かったために壊かい滅めつは避けられたものの、大敗といっていい。

　神殿にいたフェリオがシルヴァーナからこの敗戦について知らされたのは、それから三日後のことである。
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　エフリード砦陥落の知らせは、瞬またたく間に周辺へと広がった。

　バロッサ・アーネストの娘、ソフィアもまた、配下の者からその報を受けるや、真っ青になった一人である。

「お父様が──？」

　呟つぶやいたきり、彼女は絶句した。

　父のバロッサ・アーネストは、ソフィアにとっては誰だれよりも〝強い〟人間だった。その父が指揮官としてただ戦いくさに負けたのならともかく、自身の身も護まもれなかったなどとは、にわかには信じ難い。

　それはいかにも子供じみた信頼だと自分でもわかっていたが、いざ事実として告げられると、思し考こうが停止してしまう。

「バロッサ様は、味方の退路を確保するために、寡か兵へいをもってタートムの大軍を防ぐ壁となり──生死は今も不明です」

　黒くろ装しよう束ぞくの部下は土に膝ひざをついたまま、重苦しい声で告げた。

「お嬢様。まだ、その死が確認されたわけではございませぬ。捕ほ虜りよとなっている可能性もありますし、心を強くお持ちに──」

「わかっています」

　ソフィアは震える声で、しっかりはっきりと告げた。

「たとえ父がどんな状況にあろうと、私達は私達にできることをするだけ──エフリード砦が落ちたということは、数日以内に、近きん隣りんでタートムの略りやく奪だつがはじまりかねません。我々は引き続き、任務を続行します。方針に変へん更こうはありません」

　ソフィアの決意に、周囲にいた兵達が頷うなずいた。

　ここは山野に埋うもれた自然の洞どう窟くつの中である。

　奥は鍾しよう乳にゆう洞どうになっているが、その入り口から程近い場所を改造し、ソフィア達はここを拠きよ点てんとして機能させていた。

　保存食糧や水も揃そろっているし、簡かん易いながら寝具もある。床ゆかは土や岩の部分が大半だが、一部には木材も敷いてあり、それなりには快適な環境を保っていた。

　もちろん、年とし頃ごろの娘が長期間に渡って滞たい在ざいするような場所ではない。しかしソフィアは、そこらの令れい嬢じようとは感覚からして違っている。この場所も我が慢まんできないほど嫌ではないし、なにより任務のためなら、長くいることにも平気で耐えられる。

　ザルク砦とりでを離れたソフィア達は、この付近の山野に、五十人ずつの五組に分かれて潜せん伏ぷくしていた。

　この洞窟など、拠点としてはまだ随ずい分ぶんと整ったものである。これで我わが儘ままを言うようでは他の者達に申し訳がないし、そもそも不満などあろうはずもない。

　洞窟の奥から響く水すい滴てきの落ちる音を聞きながら、ソフィアは暗くら闇やみに囁ささやいた。

「それにしても、まさかエフリード砦が一日で落ちるなんて──今の状態で敵の本隊がきたら、大変なことになるわ。タートム側の橋は、無事に落とせたのかしら？」

「連絡はまだですが──きっと、上手うまくいっているはずですよ。敵の警戒は厳けわしいでしょうが、彼らに我々を捕ほ捉そくすることはできません。これまでもそうでした」

　黒くろ装しよう束ぞくの中年はそう請うけ合った。彼はバロッサに心しん酔すいする精せい鋭えいの一人で、今のソフィアの補ほ佐さ役やくでもある。

「でも、テオドール──エフリード砦を陥かん落らくさせた例の玄げん鳥ちようは、前から暗あん躍やくしていた〝彼ら〟よね。今までの工作で、彼らの存在は感じなかったわ。もししばらく留守るすにしていただけで、今、本格的に動き出したということなら──私達へも捜そう索さくの手を伸ばしている可能性があるわ」

「もちろん、少しも油ゆ断だんはできません。それは二班や三班の連中も承しよう知ちのことでしょう」

　ソフィアは頷いた。父のことは心配だったが、今ここで、何ができるということもない。タートムの侵しん攻こうが段階を進めた今、ソフィア達の戦いはまだこれからが本番だった。

　気を入れなおす目的で、ソフィアは自らの頰ほおを軽く張る。

　見張りの交代が洞窟に戻ってきたところで、補佐役のテオドールが気き遣づかうように告げた。

「お嬢様も、今宵こよいはお休みくださいませ。休める時に休んでいただけないと、今後は荒あら事ごとが多くなるはずですので──」

「わかりました。そうさせてもらいます」

　素直に頷いて、ソフィアは洞窟の奥へと移動した。洞窟の奥には自然の温泉がある。湯温はせいぜい三十度程度で、湯ゆ浴あみというよりは水浴びに近いが、汗を流すには具合がいい。

　兵達も心得ていて、覗のぞきに来るような馬ば鹿かはいない。

　ソフィアは安心して装しよう束ぞくを脱ぎ捨てると、ランタンの灯ひに白い裸ら身しんをさらして、泉に浸つかった。

　澄み切った地下水が肌はだに染みる。

　膝ひざ丈たけまでの浅い泉に、体を横たえるようにして沈めると、心は少しだけ落ち着いた。

　父、バロッサ・アーネストが、そう簡かん単たんに死ぬとは思えない。もしアルセイフ側で無事を確認できないのなら、どこかに潜せん伏ぷくしていて、ひょっこりこちらに顔を見せそうな気もする。実際にはそんなことはないだろうと思いつつ、しかしその期待をせずにはいられない。

　ソフィアは父のことが大好きだった。憧あこがれていたと言ってもいい。もし結婚するなら、それこそ父のように強い人がいいとも思っている。少なくとも、そこらの気弱な若わか貴き族ぞくなどは眼中にない。

　そんな理由で婚こん期きを逃しつつあるソフィアを、バロッサは苦笑して見つめながら、しかし急せかすことはしなかった。

〝おまえはおまえの人生を生きなさい〟

　いつもそんなふうに言っていた。

　そしてその後には必ず、こうも言うのだ。

〝ただし、自分で選んだ道を生きるからには、誇り高く、そして真剣に生きることだ。後で振りかえった時に、自分を蔑さげすんでしまうような、そんな生き方だけはして欲しくない〟

　こう呟つぶやく時のバロッサは、いつも少しだけ哀かなしそうだった。

　父の心には、若い頃ころの〝後こう悔かい〟がある──そのことに、ソフィアは気づいている。娘には同じような気持ちを味わって欲しくないと、そんなふうに思っているのかもしれない。

　ソフィアは仰あお向むけになって、泉の水面に浮いた。ランタンに照らされた小こ柄がらな裸身は、やたらにめりはりの利いた曲線を描いている。

　幼い頃から鍛きたえてきたわりには、何故なぜか戦うには不向きな体に育ってしまった。たまに近きん隣りんの貴族などとの会食があると、色目を使って来る者も多く、ソフィアにとってはそれがひたすら鬱うつ陶とうしい。

　着飾って外見のことでちやほやされるよりも──ソフィア自身はあくまで、父のように〝気け高だかく戦う者〟でありたかった。

　配下の間諜スパイ達と共に任務をこなしていると、彼らはソフィアのことを、〝主あるじの令れい嬢じよう〟としてより、本質的には〝共に戦う仲間〟として扱ってくれる。そのことがとても嬉うれしい。

〝お父様──私は、誇り高く生きます。このアルセイフを、タートムの自由にはさせません──〟

　決意を新たにして、ソフィアは泉から上がり、濡ぬれた体をさっと拭ふいた。

　その時のことである。

　入り口のほうから、乾いた破は裂れつ音おんが聞こえた。

　配下の兵の声が洞どう窟くつ内に響き渡ったのは、その直後──

「て、敵襲だ！　各自、外で迎え撃て！」

　ソフィアは慌あわてて黒くろ装しよう束ぞくを身にまとい、濡ぬれたままの髪を縛しばりもせずに短剣ダガーを抜いた。

　たちまち物音が激しさを増す。刃と刃の嚙かみ合う音が狭せまい洞窟に響く中、ソフィアは足音を消して走った。

　この拠きよ点てんが敵に発覚した──その事実を、ソフィアは驚きよう愕がくの思いで認めざるを得なかった。仲間の誰だれかが漏もらしたとは考えたくない。少なくとも、裏切りだけはないはずだと思う。

　駆けつけた入り口付近には、鼻や眼めに染みる刺し激げき臭しゆうが立ち込めていた。唐とう辛がら子しの成分でも混ぜてあるらしい。

　視覚や嗅きゆう覚かくを奪う煙は、洞窟の中に籠こもってしまい、なかなか拡かく散さんしない。ソフィアは眼を閉じ息を止め、まずは外に走り出た。

　そして見渡した周囲の光景に、彼女は愕がく然ぜんとする。

　黒装束を着た仲間の多くが、すでにそこで倒れ伏していた。

　奥の泉で異変に気づいたソフィアは、彼らより一分ほどしか遅おくれていない。それにも関かかわらず、その短時間で、すでに十人近い仲間が大地に転がされていた。

　森の中にも十人ほどの見張りを散らしていたはずだが、彼らも無事かどうか、わからない。

　ここまでの接近を敵に許したということは──不ふ吉きつな思し考こうに囚とらわれそうになって、ソフィアは考えるのをやめた。

　そこかしこで、刃をかわす音が聞こえる。敵の正確な数はわからないが、間違っても自分達より多くはない。

　少ない人数で奇襲をかけてきたということは、ソフィア達を侮あなどっていたか、あるいはその腕によほどの自信があるかのどちらかである。実際に多くの仲間が倒されている事実を鑑かんがみると──

〝こいつら──強い！〟

　ソフィアは即そく断だんすると、笛を短く三回鳴らした。その合図は撤てつ退たいの指示を意味する。状況を把は握あくし、態勢を整え直すためにも、素早く退ひくことが第一だった。

「──あら、それって逃げる合図？」

　少し離れた場所から、嘲あざけるような女の声が聞こえた。

「せっかく手て加か減げんして遊んであげてたのに、それはないんじゃない？」

　ソフィアはすぐに顔を向ける。

　青く歪いびつな月を背景に、長い黒髪の女が微笑ほほえんでいた。顔の下半分を黒布で隠かくしていたが、細い肩は露あらわで、すらりと伸びた脚あしもやけに艶つやっぽい。

　ソフィアは彼女の姿に、まるで踊おどり子このような印象を持った。
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「逃げられるのはおもしろくないのよね……きちんと、包囲し直しなさい」

　女が冷たく言い放った。

　それに応じて、敵側の動きが止まる。

　配下の黒くろ装しよう束ぞく達も、ソフィアを囲むようにして陣じん取どった。

　その動きでソフィアは悟さとる。

　彼らも一応、〝逃げよう〟とはしたのだ。少なくとも連絡のために、一人は包囲から出そうとしたはずだったが、しかしそれでも逃げられなかったらしい。

　十人の刺し客かくは、周囲をすっかり囲んでいる。体格も装束もばらばらで、まだ十四、五歳にしか見えないような少女までいる。

　ソフィアの傍そばで、一人が耳打ちした。

「お嬢様──これより援えん護ごをいたします。せめてお嬢様だけでも──」

「テオドール──他ほかはやられたの？」

　この拠きよ点てんにいたのは五十人──しかしこの場にいるのは、せいぜい二十人ほどだった。

　腹心の男は悔くやしげに頷うなずき、ソフィアも相手への敵意を新たにする。

　立ち止まった敵の数は十人──

　存ぞん外がいに少ないが、その人数で見張りを気づかれぬうちに倒し、洞どう窟くつまで強襲してきたということは、並々ならぬ腕前の持ち主達である。

　その指揮官らしい女が、冷ややかな視線をソフィアに据すえた。

「なるほど、貴方あなたが指揮官のソフィア様ね──」

　ソフィアはびくりとした。

「……名前まで知られていたとはね……ここのことも、誰だれから聞いたの？」

　そう問いかけると、女はくすくすと笑った。

「橋を落としに来た貴方達のお仲間よ。橋はちゃあんと、私達が守りきったわ。貴方達もずいぶんがんばったみたいだけど、残念だったわね？」

　たとえ捕らえられたとしても、仲間が自分達のことを話すはずがない──ソフィアはそう思う。おそらくは拷ごう問もんにかけたか、それともおかしな薬で聞き出したかのどちらかだろう。

「でも、十日も時間稼かせぎをしたのは上出来だわ。このあたりでいい加か減げんに諦あきらめなさい。タートムの本隊も、明日にはエフリード砦とりでに着くはずだし、そこから先は──貴方達なら、言わなくてもわかるわよね？」

　ソフィアは無言のまま、予備動作も見せずに短刀を投げ打った。

　女はすっと真横に避よける。一瞬だけ視線が動いたその隙すきを、ソフィアは見逃さない。

「突破します！」

　ソフィアの声に反応して、配下の者達は一いつ斉せいに、一つの方向へ駆けた。

　妖あやしい女にめがけて刃をかざしつつ、ソフィアもその流れに加わる。

　目の前で──びん、と、糸の張るような音がした。

　次の瞬間に、前を行く者達の首が四つ──一度に宙を飛ぶ。

「な!?」

　驚いたソフィアは、頰ほおに血を浴びながらも、必死で身を低く落とした。その脇わきでごろんごろんとまた部下の首が落ちる。

　頭上を駆け抜けた見えない刃は、たちまちソフィアと数人を除く仲間の体を〝分断〟した。

「お？　俺おれの風ふう刃じんを避よけたのか。こいつは驚いた」

　からかうような声をあげたのは、女の隣にいた筋肉質の青年だった。アルセイフでは珍しい眼鏡メガネをかけており、特に構えもなく突っ立っているだけに見える。

　夜の月光が眼鏡に反射して、彼の視線の先はわからない。だがソフィアは、自分が見られていることを直感した。

「よく見ると、いい女だな──殺すには、ちいっとばかし惜しいけど」

　青年の手に、ぼうっと淡い光が宿っていた。

　その手が小さく動いた瞬間に、ソフィアは声を張った。

「左右に散りなさい！」

　配下の者達は忠実にその命令を実行した。ソフィアの真横を、〝何か〟が走り抜けた。

　目には見えないが、それが青年の武器であることは予想できる。

「遊ぶな、アカツキ！　油ゆ断だんは愚ぐ者しやのすることだ」

　敵の中の巨漢が、野の太ぶとい声で叫んだ。

「うるっせぇな、リョガクの旦だん那なはすっこんでろ。刻きざむぞ、ボケ」

　毒どく気けたっぷりの声で呟つぶやく青年に、黒くろ装しよう束ぞくの巨漢はさらに怒ど鳴なる。

「おう、やれるもんならやってみろ。貴き様さまの風ふう刃じんなんぞ、俺おれには──」

「こんな時に喧けん嘩かなんてしないでください、お二人とも。敵はまだ健けん在ざいです」

　一ひと際きわに冷静な声でたしなめたのは、まだ十四、五歳の少女である。髪は短く、顔も隠かくしてはいない。

「……けっ、いい子ぶりやがって」

「す、すまん、エイミー……」

　青年と巨漢は両極端な反応を示したが、二人ともそれ以上は逆さからおうとしない。その声には、少女に対する怯おびえも見える。

　次の動きに迷うソフィア達の前に、少女が歩みでた。

「シズヤ様、ここは私が──」

「何も貴方あなたがやることはないわ。疲れるでしょ？」

　事もなげに言った女の手から、細い光の縄なわが伸びた。

　ソフィアはそれを眼めの錯さつ覚かくかと疑う。不ふ可か解かいな縄は蛇へびのような動きで走り、身を引こうとしたソフィアの脚あしに絡からみついた。

「く──！」

「お嬢様！」

　仲間の一人が、短剣ダガーをもって縄に切りつけた。

　縄はするりとあっけなく斬きれて、ソフィアの脚は自由を得る。切れた部分から先の縄は、まるで空気に融とけるようにして消えてしまった。

「あら、神しん鋼こう製の短剣ダガー？　ただの間諜スパイなのに、ずいぶんいい物を持っているのね」

　女がおもしろがるように言った。

　他の刺し客かく達が襲いかかってくる。彼らは明らかに、指揮官である自分を優先的に狙ねらっていた。

　切り抜けるために、ソフィアは叫ぶ。

「テオドール！　私のことはいいから、貴方がこのことをラシアン卿きように報告に向かいなさい！　これは命令です！」

　彼らは自分を逃がさないだろう。だが、ここで全ぜん滅めつする事態だけは避けねばならない。ここで起きたこと、彼らのことを、アルセイフの誰だれかに伝えねばならない。

　名を呼ばれた精せい鋭えいの間諜スパイは、ぎりりと歯を食いしばった。他の生き残りも、一瞬だけ呆ぼう然ぜんとする。

　ソフィアはすかさず、女に向けて斬りかかろうとした。

　迎える女はにっこりと微笑ほほえみ、迎え撃つ構えを見せる。

　その眼前に、別の黒くろ装しよう束ぞくが回り込んだ。ソフィアの部下の一人である。

「ヨハン!?」

　彼の体ががくんと跳はねた。ソフィアを狙ねらって飛んだ刺し客かくの短剣ダガーが、その正面に突き立ったのである。

「お、お嬢様──どうか、ご無事で……！」

　部下の男は致ち命めい傷しようを負った体で、そのまま前へと駆けた。血を吐き散らしながら、両手に幾いく本ほんもの針はりを携たずさえ、妖あやしい女に向けて一いつ斉せいにそれを投げつける。

　女がそれを避よけるために空いた隙すき間まへ、彼は前のめりに倒れ込み、また別の仲間がそこへ駆け込んだ。

　自ら的まとになろうとするような彼の動きに、ソフィアは眼めを疑う。

「エ……エステバン……!?」

「テオドール隊長、血けつ路ろを拓ひらきます！　お嬢様を！」

　叫んだ彼も、周囲に向けて次々に短剣ダガーを投げ打ったが、その体を見えない刃が分断した。

　同時にソフィアの体が不意に抱えられ、爪つま先さきが宙に浮く。

「お嬢様、私は長くお仕えしてまいりましたが──この命令だけは、聞けませぬ！」

　忠実な部下であるはずのテオドールが、必死の形ぎよう相そうで叫んだ。

「ロウベル、フリッツ、アナトリー！　貴き様さまらは壁になれ！」

　瞬しゆん時じも迷うことなく、彼らは動いた。

　その瞬間だけ、三人の動きは刺客達のそれを越えた。

　飛び道具の数々を身に受けて盾たてとなりつつ、それでも倒れずに反撃を加える。それらの刃は敵には届かぬものの、近づけぬための幕にはなった。

　ソフィアを抱えたテオドールが、彼らの切り拓いた血路を一瞬で駆け抜ける。

　その背後で、文字どおり〝壁〟となった仲間達は崩れ落ちた。

「嫌ぁっ!?」

　ソフィアは思わず、甲かん高だかい悲鳴を上げた。

　刺客達は続けてソフィアにも飛び道具を向ける。短剣ダガー、毒どく針ばり、吹き矢──それらは一いつ斉せいに、ソフィアを庇かばったテオドールの背に突き刺さった。

　それでも彼は、脚あしを止めない。

「テオドール!?」

「お嬢様、我ら一同、お仕つかえできたことを誇りに思います──失礼を！」

　掠かすれる声で呟つぶやき、テオドールは最後の力を振り絞しぼって、ソフィアの身を森に投げつけた。

「ノクターン！　お嬢様を……」

　その直後、テオドールの延えん髄ずいを貫つらぬいて、喉のど元もとから短剣ダガーの刃が突き出す。後ろから飛んできた刃は、誰だれが放ったものかもわからない。

　その一瞬前に宙を舞ったソフィアは、闇やみから飛び出した黒馬の背に拾われた。

「テオドール！　やだ、やだぁっ！」

　子供の声に戻って、思わずソフィアは絶ぜつ叫きようした。その場で自分以外に生きている者は、もはや誰もいない。

　馬はソフィアの指し示じを待たず、すぐに駆け出した。

　刺し客かく達が騒そう然ぜんとなる。

「ここまで追い詰めて逃がすなよ、馬ば鹿か！」

　口くち汚ぎたなく叫んだ青年の隣から、別の刺客が吹き矢を放った。

　一直線に奔はしったその矢は、森の中に消えつつあったソフィアの肩へと突き刺さる。鋭するどい痛みと共に、毒どく液えきがソフィアの体内へと入り込んだ。

　だがその痛みよりも何よりも、ソフィアは仲間達の死に衝しよう撃げきを受けていた。

　戻ったところで、彼らが生き返るわけではない。そのことをわかっていながら、ソフィアはそれでも叫んだ。

「ノクターン、だめ！　戻って！　お願い！　お願いよ！」

　なかば錯さく乱らんした主あるじの声にも、馬の脚あしは止まらない。手た綱づなも鞍くらもないままに、背にソフィアを乗せ、木々の隙すき間まを疾しつ風ぷうのように駆け抜ける。

　すぐにソフィアはくらりと眩暈めまいを覚えて、馬の背に倒れこんだ。

　毒は即そつ効こう性せいのものらしい。たちまち指先が麻ま痺ひしていき、視界が極端に狭せまくなる。

「……だ、だめ……テオドール、みんな──私……私……」

　動けなくなったソフィアを振り落とさぬように、しかし決して脚を緩ゆるめはせずに、黒馬は走った。

　刺客達の声が遠くなる。

　その声がすっかり聞こえなくなる頃ころには、ソフィアももう、意識を失っていた。

　黒馬は暗あん夜やを走り抜ける。

　幾いく人にんもの思いを託たくされた、自分の恩おん人じんでもある娘を乗せて──

　黒馬は森を、駆け抜けた。
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　エフリード砦とりで、陥かん落らく──

　その場にいた諸しよ侯こうにとって、この事実は不ふ名めい誉よであると同時に、各おの々おのの〝政治的立場〟にも影響する微妙な要素を孕はらんでいた。

　特に総指揮官として砦を預かっていたオーグレット・サイロムなどは、自ら砦を捨ててしまった負おい目めもあり、かといってその責任を認めてしまうと立場が悪くなるとあって、余よ計けいに攻撃的な状態に陥おちいっている。

「ベルナルフォン卿きよう、貴き卿けいはバロッサ卿を見捨てたのか！」

　陥落の翌日──

　撤てつ退たいした先に拵こしらえた野や営えいの天幕テントに、逃げ延のびた諸侯は顔を揃そろえていた。

　その中心にいるオーグレットは、さきほどから激げつ昂こうしている。

　早そう々そうと砦を捨てた男に責せめられる義理はなかったが、ベルナルフォンはあえて反論をこらえた。

　バロッサを見捨てたこと自体は、本当のことである。戦況からして、それは正しい決断だったと思うし、後こう悔かいもしていない。

　だが──見捨てたことは、やはり事実なのだ。決して胸を張れることではないし、責められる理由としては順当なものである。

　オーグレットという男の性格からして、こうなる予感はしていた。

　それでも見捨てざるを得なかった。戦場で私情を挟はさんでいては、兵を無む駄だにするだけである。

「そもそも、貴卿とバロッサ卿が出撃を主張したために、仕方なく許可したのだ。もし貴卿らの兵が砦に残っていれば、あの玄げん鳥ちよう達を相手にしても、もうしばらくは持ちこたえられたかもしれぬのに──」

　責任転てん嫁かもはなはだしいが、これにもベルナルフォンは何も言わず、ただ堪こらえた。

　諸侯も心中では、オーグレットのこれがやつあたりでしかないと気づいているだろう。だがそれを指摘してしまうと、自分の責任をも追つい及きゆうされることになる。

　この場で責任をなすりつける対象としてもっとも適していたのは、余所よそ者ものであり、若わか造ぞうであり、砦の外に出撃していたベルナルフォンに他ほかならなかった。

　実際のところ──むしろベルナルフォン達が外に出ていたために、かえって兵の被害が少なく済んだ面もある。砦の建築は至るところが玄鳥によって破壊され、その下敷きとなった者達も相当数にのぼるらしい。もし、砦の中に兵がもっと詰まっていたら、脱出時の混乱もさらに大きくなり、被害も広がっていたはずだと思う。

　砦の中にいた将しようも、二人が死んだ。そのうちの一人はオーグレットの腰こし巾ぎん着ちやくだった貴族で、そのことがまた、彼の理り不ふ尽じんな怒りに油を注いでいる。

「なんとか言ったらどうなのだ、ベルナルフォン卿きよう！」

　ベルナルフォンが黙っているのをいい事に、オーグレットは怒ど声せいを張った。

　その時のベルナルフォンが感じていたのは、怒りと虚むなしさだった。

　タートムへの怒り、バロッサを救えなかった自分への怒り、そして、アルセイフの諸しよ侯こうに対する虚しさ──

　ことにオーグレット如ごときには、わざわざ怒りや反論の言葉をぶつけることすら馬ば鹿からしい。

　ベルナルフォンは、責任ぐらいなら、いくらでもかぶる気でいる。この責せきを問われて軍ぐん務む審しん議ぎ官かんの肩書きを剝はく奪だつされるなら、それでも別に構わない。ただ、それはこの戦乱が〝終わった後〟でなければ困る。

　エフリード砦とりでが落ちた今、タートムの侵しん攻こうはこれからなのだ。

　ベルナルフォンは、見捨てたバロッサのためにも、その侵攻を食い止めなければならない。

　この場の諸侯達は保身に必死だが、国が崩れたらその地位すら崩ほう壊かいするということに、まだ気づいていないのかもしれなかった。

「最初から籠ろう城じよう策さくのまま、野や戦せんなど仕し掛かけなければ、こんなことには──」

　何も言わずにいるベルナルフォンを見かねて、隣に同席していた副官のサンベルが口を挟はさんだ。

「お待ちください！　ベルナルフォン卿らが攻城兵器を破壊するために出たことは、正しい判断だったはずです。もし我らが砦に残っていたとしても、玄げん鳥ちようの攻撃は避けようがなかったはず。その責任までを押し付けるような発言は──」

　ベルナルフォンは軽く彼の肩を叩たたいた。

「……よせ、サンベル卿」

「しかし！」

　なおも反論しようとするサンベルを、ベルナルフォンは隻せき眼がんでじっと見つめた。

　この場の諸侯は、生いけ贄にえを探しているだけだった。どんな正論も、保身を目的とした彼らの心には届かない。

　サンベルもまた、そのことは理解しているはずだった。

　悔くやしげに口を噤つぐみ、彼は下を向く。

　諸侯の一人が嘆たん息そくした。

「まったく──もうじきに、王都からの増ぞう援えん部隊も着いていたはずだったのに──」

　その報告は、ついさきほど届いたものだった。敵の間諜スパイらの暗あん躍やくによって、ここ数日の本隊との連絡はいくつかが遮さえぎられていたが、この報告に関しては無事に届いた。

　王都からの二万に及ぶ本隊は街かい道どうを沿って北上し、すでにすぐ傍そばまで来ているらしい。その後には、南方の貴族達から動員されたさらに一万の兵も続いていると聞く。人数が人数だけに、さすがに軍の足は遅おそいものの、合流すればタートムの本隊とも戦える数になるだろう。

　惜しむらくは、彼らがあと少し早く、エフリード砦とりでに着いていたら──

　玄げん鳥ちようはともかくとして、タートムの一万二千の先せん遣けん隊たいに関しては、対たい処しよできたに違いない。

「本隊との合流か──くそっ。十日もったとはいえ、エフリード砦を獲とられ、将しよう官かんと兵を失い、さらには敗軍の汚お名めいまで……いい面つらの皮かわだ。サイロム家を預かる者として、この汚名だけは戦場で返上せねば収まらん」

　オーグレットが猛たける。砦から逃げた時の慌あわてぶりが噓うそのようだった。

　黒い口くち髭ひげを指先でしごきながら、彼はベルナルフォンを睨にらみ据すえる。

「ベルナルフォン卿きよう。本隊が到着したら、貴き公こうも改めて身の振り方を考えることだ。貴公が敗戦の責せきを感じられるなら、早そう々そうに兵の指揮を他の者に預け、一線を退ひくべきであろう」

「──馬ば鹿かな！」

　温和なサンベルが、これには激げつ昂こうした。

「あの戦場で、誰だれがベルナルフォン卿よりまともな指揮ができたというのです!?　貴方あなたがたの魂こん胆たんが読めました！　敗戦の責を一人に押し付け、自分達の保身を図るつもりですね。そして貴方がたは、ベルナルフォン卿に戦せん功こうを立てられることも怖おそれている。本隊到着後、卿けいがより多くの兵を得たら、それこそ自分達の立場が……」

「口が過ぎるぞ、サンベル卿！」

　別の貴族が焦あせったように叫んだ。どうやら、当たらずといえども遠からずといったところらしい。

　ベルナルフォンは、特に怒りも覚えない。

　これは、まず〝彼ら〟の心を掌しよう握あくすることができなかった、自分の責任でもある。

「サンベル卿、落ち着け」

　若くまっすぐな副官を押さえて、ベルナルフォンはオーグレットに視線を据えた。

　貴族達の嫉しつ妬と心しんと警戒は、ベルナルフォンも強く感じていた。彼らは、下位の貴族であるはずのベルナルフォンが、自分達より上の立場になることを酷ひどく怖れている。それが彼らの地位の相対的な低下を意味すると考えているのだ。

　実際に役職でいえば、今のベルナルフォンは彼らよりも上だった。

　新設の役職であるためか、彼らはそのことを理解していない。そのあたりのことを曖あい昧まいなままに彼らの顔を立てたのは、間違いだったかもしれない。

　ベルナルフォンは、隻せき眼がんをわずかに歪ゆがめた。ランタンの下で、その眼めは物ぶつ騒そうな輝きを宿す。

「……オーグレット卿。残念ですが、私は誰だれに何と言われようと、ここで退くつもりはありません」

　その声は静かだった。なればこそ、余よ計けいに強い気き迫はくが籠こもっている。

　居並ぶ諸しよ侯こうは忌いま々いましげに眉まゆを寄せつつ、それでも口を噤つぐんだ。

「貴方あなたがたから、いかに引っ込めと言われても、私には退ひけぬ理由がある。私は武ぶ官かんとして、この国を護まもることに命をかけると誓いました。そのためなら、いかな汚お名めいにも耐えるつもりです。手て柄がらなどどうでもいい。そんなものは貴方達にくれてやります。ただ──私の邪じや魔まをすることだけは、許しません」

　ベルナルフォンは故こ意いに殺さつ気きを放った。

　たちまちに場の空気が凍こおりつくが、オーグレットはなおも嚙かみつく。

「お──汚名や手柄がどうのという話ではない。今の貴き公こうに、兵を率ひきいる資格は──」

「その資格を決められるのは、軍ぐん務む、外がい務む、政せい務むの三卿きようと、国王陛へい下かだけです。私のいただいた〝軍ぐん務む審しん議ぎ官かん〟という役職は、そういう役職なのですよ。もともと、貴方達の指揮下に入る義理はない。私個人の面子メンツの問題ならば、いくらでも耐えますが──私の兵を取り上げるおつもりなら、私もこの役職の権限を用いて、それに抵てい抗こうせねばなりません」

　強気に言い放ったベルナルフォンを睨にらんで、オーグレットが歯を食いしばった。

「穏おん便びんに済まそうと思っておれば、世よ迷まい言ごとを！　ならば、貴公の行ぎよう状じようを陛下や三卿にご連絡申し上げるまでだ。せめて、その間は謹きん慎しんを──」

　激げつ昂こうするオーグレットの声を遮さえぎって、天幕テントの外に人の気配が差した。

「──敗戦で沈んでいるかと思えば、ずいぶんと意気軒けん昂こうなことですね」

　涼すずやかな声に、オーグレット達がびくりと顔を引きつらせる。

　逆にベルナルフォンは、驚きつつもその頰ほおに笑みを浮かべた。

　声の主ぬしは、彼とは旧きゆう知ちの仲である。〝何故なぜここに〟とは思っても、聞き間違えるはずもない。

「結けつ構こう。たいへんに結構です。落ち込んで戦意を喪そう失しつしているわけではないようで、安あん堵どいたしました。ただ──」

　天幕テントをくぐって入ってきたのは、細い眼めの青年──軍服に身を包んだ彼は、にっこりと微笑を浮かべた。その背後には、兵が幾いく人にんも付き従っている。

「争う相手は味方ではなく、敵陣の中にこそあるかと愚ぐ考こういたします」

　穏おだやかな、人を逸そらさぬ商売人の顔で、彼はそう告げた。

　外では兵達の歓かん声せいが聞こえていた。どうやら本隊が、いよいよ到着したらしい。本来なら彼らの到着前に、一度は軍議を切り上げる予定だったが、諸しよ侯こうからのベルナルフォンへの攻撃が、思ったよりも長引いていた。

　本隊より来た武官を迎えて、オーグレットが呻うめいた。

「ク……クラウス卿……？　謹慎処しよ分ぶんは……」

　内乱の中心人物であったその青年──クラウス・サンクレットは、その責せきを問われ、しばらく謹慎を命じられていたはずだった。

　その彼が増ぞう援えん部隊に加わっているなどとは、ベルナルフォンも聞いていない。

　クラウスはぬけぬけと笑った。

「おかげさまで、処しよ分ぶんはつい先だって解とかれました。なにせ国の大事です。猫ねこの手ても借りたい時期ゆえに、猫が呼ばれたようなものですね。合流の前に一足先に、ご挨あい拶さつにうかがいました。本隊もすぐ、こちらに着くはずです」

　穏おだやかなクラウスの微笑に、諸しよ侯こうは虎とらのような凄すごみを感じたに違いない。

　ここに揃そろった者達は、そもそもが軍ぐん閥ばつの貴族達である。軍ぐん務む卿きようを務めるサンクレット家に関しては、どうしてもその威い光こうを認めざるを得ない。クラウスはまだ若わか造ぞうとはいえ、領地には彼の祖父も健けん在ざいだし、なによりこうして増ぞう援えん部隊の武ぶ官かんに任命されたということは、これから彼が復ふつ権けんしていくこともうかがわせた。

「クラウス、おまえが増援部隊の指揮官とはな。驚いたが、まずは復ふつ帰きを祝うとしよう」

　この敵だらけの場へ現れた味方に向けて、ベルナルフォンは笑みを向けた。

　クラウスはしかし、苦笑して肩を竦すくめる。

「いいえ、実は私は補ほ佐さ役やくなのです。総指揮官は別の方かたですよ。もっとも、実質的な指揮権は私に預けると言っていただきましたが……」

「あぁ、ではやはり、総指揮官はアゴール卿なのか？」

　連絡の手紙は、タートム側の間諜スパイの妨ぼう害がいもあり、届いたり届かなかったりの状況が続いていた。届いた手紙に記しるされていたところでは、増援部隊はアゴールが中心になる予定だったと聞いている。

　だがクラウスは、この問いにも首を横に振った。

「いいえ。アゴール卿の予定でしたが、思わぬ方が〝どうしても出る〟と言われましてね。ラシアン卿とも協議した結果、危険はあるものの、効果は大きいということで……きっと驚きますよ、貴方あなたも」

　苦笑するように言ってから、クラウスは周囲の武ぶ将しよう達を見回した。

「それにしても、お歴れき々れきは──ベルナルフォン卿について、酷ひどく不満があるように見受けられますね？　彼は軍ぐん務む審しん議ぎ官かん、いわば軍務卿たる者の補佐役にもあたる役職を得ています。生憎あいにくと今は軍務卿が不在ですが、彼の地位は三卿や陛へい下かが保証したものです」

　クラウスの顔は温和なままである。だが、その心は決して、相手に対し微笑ほほえんではいない。長い付き合いのベルナルフォンは、そのことをよく理解していた。

　武官の一人が声を挟はさんだ。

「恐れながら、クラウス卿。ベルナルフォン卿は将官としては優秀な素質をお持ちでしょうが、まだいかにも若く、無む茶ちやをしては足並みを乱します。小さな部隊の指揮ならばともかく、大部隊の運用に関して口を挟まれるのは、あまりよい結果にはつながらないはずです」

「そもそも、ベルナルフォン卿を推されるクラウス卿も、本隊の〝補佐役〟に過ぎないとか──総指揮官はどなたなのです？　アゴール卿でもなく、ラシアン卿でもないのなら、ウィスタル卿かフェリオ様か、はたまた……」

「あぁ、そうでした。もうじきお着きになるはずです。では、皆でお迎えにあがりましょう」

　クラウスは率そつ先せんして、天幕テントを出ようとした。

「お待ちください！　我々は、誰だれが来るのかさえ知らされておりません。いかに連絡経路が上手うまく機能していないとはいえ、こうしたことが今の今まで我らに伝わってこないことは、さすがに非常識でしょう。この状況で出迎えをなどと言われても──」

　オーグレットが諫いさめると、クラウスは微笑と共に振りかえった。

「さきほど、天幕テントの外まで声が漏もれておりましたが──ベルナルフォン卿きようの扱いについては、三卿か陛下のご指し示じを仰あおぐとのことでしたね？」

　一同がしばらく、ぽかんと口を開けた。

　ベルナルフォンでさえ、親友の言葉に耳を疑い、隻せき眼がんを見開く。

「我ら一同でお迎えすべき方かたといえば、お一人のはず──旅路では暗殺者を警戒し、伏せて参りましたが、ここまで来てしまえばもう、危険はどこに在あっても変わりません。前線へのご連絡が遅おくれたことはお詫わびいたします」

「ちょ、ちょっと待て、クラウス。それは、つまり──」

　天幕テントの傍そばに、一台の馬車が走ってきた。一行は慌あわてて外に出る。

　訪れた馬車の周辺は、騎馬によって厳げん重じゆうに守られていた。その旗はた印じるしは〝近衛騎士団〟のものである。

　王宮騎士団とは違い、彼らは〝王家の人間〟を守る目的でしか、遠えん征せいすることはない。

　夕ゆう闇やみにランタンを掲かかげた兵士が、恭うやうやしく膝ひざをついた。

　馬車の扉が開く。

　一同が注視する中、薄赤い髪の優やさしげな青年が、そこから顔を出した。

「おや？　軍議の最中だったかな。わざわざ出迎えてくれなくてもよかったのに」

　邪じや気きのない声で呟つぶやき、青年は細い身をゆっくりと地上へ降ろす。

　浮かべた微笑は、人に媚こびるようなものではなく、また威い圧あつするような印象でもない。ごくごく自然な、人を包み込むような笑みだった。

「へ──陛へい下か……？」

　現アルセイフ〝国王〟、ブラドー・アルセイフが、目の前にいる。

　諸しよ侯こうは啞あ然ぜんとして言葉もない。

　思わず頰ほおを引きつらせたベルナルフォンの脇わきで、クラウスは悪戯いたずらを成功させた子供のように、くすくすと笑っていた。
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　その日の深しん更こう──

　合流後の軍議を済ませた後で、ベルナルフォン達はブラドーの天幕テントに集つどっていた。

　結局のところ、国王御おん自みずからの取り成しに諸しよ侯こうが逆さからえるはずもなく、ベルナルフォンの指揮権はここにようやく確立され、オーグレット達はその傘さん下かに組み込まれることとなった。

　ベルナルフォンにとっては、まさに望みに沿った流れである。

　吊つるされたランタンの下で、ベルナルフォンを救った青年は、はにかむように笑っていた。

「そんなに意外だったかな、僕が来るのは──」

　略式で即そく位いしたばかりのブラドーは、心なしか、以前よりその顔に生せい気きが強かった。

　体が弱いと評判で、馬にも乗れず、編あみ物ものを趣味としているような変わり者の王族である。

　そんな彼がこの戦場に来ていることに、ベルナルフォンは非常な違い和わ感かんを持った。

「正直に申し上げまして、驚きました」

　ブラドーと向かい合って、ベルナルフォンは素直にそのことを認めた。

　すぐ傍そばにはクラウスとサンベルもいる。

「まさか国王陛へい下か自ら、前線においでになるなど……あり得ません。フェリオ様ならいかにもやりそうですが、どうしてブラドー様がこんな危険なことをされたのです？　危険は承しよう知ちのこととは思いますが……」

　問いかけるベルナルフォンに、クラウスが声を潜ひそめて応じた。

「理由はもうわかっているでしょう、ベル。地方の諸しよ侯こうに対し、貴方あなたや私では、やはり影響力が足りないのです」

　ベルナルフォンは言葉に詰まった。確かにオーグレット達がおとなしく引き下がったのは、ブラドーが目の前にいたために他ほかならない。〝国王〟という存在には、それだけの重みがある。

「他にも理由はいくつかあるのですよ。国王自らが出向いたとなれば、士し気きを高める材料になります。それに国王がこの場にいれば、これから兵を出す諸侯も虚きよ栄えい心しんを満たすために、より多くの兵を用意し、真剣に戦うはず──こうした効果は侮あなどれません。それに、前線は危険と申しますが……」

「実は王都も、それほど安全じゃなくてね」

　クラウスの言葉を引き取って、ブラドーが呟つぶやいた。

「ベルナルフォン卿きよう、貴方も知ってのとおり、相手にはレージク兄様を玉ぎよく座ざで殺した暗殺者がいる。城は一見、安全なように見えて、〝まさかここまでは来ない〟と警備の者も油ゆ断だんするから、意外に死角も多い。実際に幾いく度どか忍しのび込まれているし──どうせ危険なら、どこにいても同じだろう」

　ベルナルフォンは呆あきれ返った。

「同じではありません。敵に近づけばそれだけ狙ねらわれやすくなります。例えばタートムの国王だって、前線に出てくれば我々に狙われるとわかっていますから、きっちりと首都に引っ込んでいますよ。クラウスもクラウスだ。どうしてこんな無む茶ちやを……」

「そう言わないでください、ベル。これでも私はかなりお止めしたのです」

　クラウスが言いい訳わけをする。

「士気が高まる、諸侯を従わせることができる、これらの要素は確かに大きいのですが、それでも陛へい下かの身を危険にさらすのはまずいと、ラシアン卿やアゴール卿も止めたのです。ただ──ブラドー様は、意外に〝頑がん固こ〟でして──」

　臣下にしては無礼な言にも聞こえたが、ブラドー本人は嬉うれしそうに笑った。

「そうかな？　頑固さならフェリオのほうが上だよ──でも、フェリオはフェリオで、神殿のことで大変みたいだからね。せめてこっちは僕達でどうにかしないと、あの子ばかりに負ふ担たんをかけるのは申し訳ない」

　そう応じたブラドーは、女性的なほどに優やさしい眼めをしていた。一見して頼たよりない反面──不思議と、芯しんの強さを感じさせる顔立ちでもある。

「それに内乱からずっと、僕はフェリオに頼りすぎていたから。いまさら、兄としての威い厳げんがどうとか、そんなことまではさすがに考えないけれど……少しは彼の役に立ちたいんだよ、僕も」

　その言葉を、ベルナルフォンは意外に思った。

　柔弱にも見える青年だが、その決意は堅かたいらしい。

　ベルナルフォンの知る限りでは、内乱の前のブラドーは、もっとひ弱な青年だったように思う。

（ブラドー様は──変わられたな）

　率そつ直ちよくにそう感じた。ブラドーとフェリオとは、縁の薄い兄弟だとばかり思っていたし、事実そうだったはずだとも思う。

　しかし先の内乱を経て、二人の間には兄弟としての絆きずなが芽め生ばえたのかもしれない。そしてそのことが、ブラドーの心を強くしたのだろう。

　フェリオは兄のブラドーを立てているし、ブラドーは弟のフェリオを信頼しきっている。レージクや、あるいは来訪者ビジターに殺された皇太子のウェインあたりとでは、とてもこうした関係にはならなかったに違いない。

「それにベルナルフォン卿きよう、貴方あなたの役にも立てただろう？　僕はこんな弱々しい男だけど、肩書きだけは国王だ。諸しよ侯こうは僕の指し示じを無視できない」

　ブラドーの言葉に、ベルナルフォンは頷うなずかざるを得なかった。確かに他ほかの誰だれが来ても、ベルナルフォンの指揮権を強化することは難しかったはずである。

　さきほど、渋しぶる諸侯の前で、ブラドーはベルナルフォンを自身の指揮下に置き、国王直属の部隊とした。当然、ブラドーは形だけの指揮官だから、実質的にはクラウスとベルナルフォンとで、国王の名の下にほとんど全すべての部隊を自在に扱えることになる。

　これはベルナルフォンにとって、もっともありがたい措そ置ちだった。

「──確かに、陛へい下かのおかげで助かりました。このことに関しては、感謝してもしきれません」

　それは偽いつわらざる本ほん音ねである。しかし感謝の言葉を向けると、ブラドーは困ったように首を傾かしげた。

「感謝するのはこちらのほうだよ。貴方達はこの国のために兵を率ひきいて、命がけで戦ってくれているわけだからね。僕も前線で手伝いたいけれど……」

「さすがにそこはご自じ重ちようくださいませ。国王陛下に万が一のことがあったら、我々は臣しん下かとして、悔くやんでも悔やみきれません」

　ブラドーの述じゆつ懐かいに、クラウスがそう返した。ブラドーも本気で言っているわけではない。馬にも乗れない身では、戦闘の指揮どころではないだろう。だが、〝国王〟であるブラドーがここにいるというだけで、その効果は絶大だった。

〝これで軍を思うとおりに動かせるか──〟

　ベルナルフォンはそう考えた。

　それにクラウスもいる。彼と組んで三万もの兵を動かせるのならば、タートムの侵しん攻こうも食い止められそうな気がした。

　もっともそのためには、あの手て強ごわい〝玄げん鳥ちよう〟をどうにかしなければならない。

「しかし、本隊到着はありがたいのですが……こうなると、例の玄げん鳥ちよう達がいよいよ厄やつ介かいですな」

　ベルナルフォンの言葉に、クラウスとブラドーが顔を曇くもらせた。

「ベル、その玄鳥にも関連することなのですが……実は神殿のほうで、妙な動きがあったのです」

「妙な動き？　フェリオ様が神殿騎士団と喧けん嘩かでもしたのか？」

　クラウスは首を横に振った。

「これはまだ内ない密みつに願います。実は──五日ほど前のことです。御柱ピラーから奇妙な兵達が現れ、神殿が襲われたのです」

　ベルナルフォンは驚くより先に首を傾かしげた。

「御柱ピラーから……？　クラウス、どういうことだ？」

「伝でん聞ぶんですから、詳しよう細さいは私達にもわかりません。ただフェリオ様からの手紙では、現れたのはラトロアの兵で、そのために御柱ピラーからは今後、輝石セレナイトが生まれなくなってしまったと……」

　これにはベルナルフォンも眼めを剝むいた。傍かたわらのサンベルも息を吞のみ、一瞬の静せい寂じやくが訪れる。

　輝石セレナイトの産出が止まるなど、まさに前代未み聞もんのことだった。

「神殿側では急きゆう遽きよ、神殿騎士と王宮騎士が共同戦線を張り、どうにか敵を退しりぞけたそうです。しかしその混乱の最中、神殿に潜せん入にゆうしていたラトロアの間者スパイによって、シャジールの民であるコウ司し教きようがさらわれました。そして──」

　クラウスは、思し案あんげに声を潜ひそめた。

「その〝ラトロアの間者スパイ〟というのが、玄鳥に乗っていたらしいのです」

　語られた意外な事実に、ベルナルフォンは眼を細めた。

　アルセイフの軍ぐん務む卿きよう達を殺し、王都でフェリオを襲い、政府の掌しよう握あくに失敗したレージクを殺した、タートムの暗殺者──その女もまた、玄鳥を使っていたはずである。

「おい、そいつはまさか──」

「察しのとおり。シズヤというあの女は、ラトロアの命令でタートムを見張っていた、二重の間諜スパイだったようです。ラトロアは、タートムとアルセイフ間の戦争を激化させ、その隙すきに乗じてタートムを襲うつもりでしょう。つまり、ここで我々が完全に国境を防衛してしまうようだと、ラトロア側も困るのでしょうね。先日から現れている玄鳥は、正しよう体たいを隠かくしてタートムの支援をする、ラトロアの者達ということになります」

　クラウスの言葉を受けて、ベルナルフォンは舌した打うちを漏もらした。

　ラトロアという国のことはほとんど知らないが、遙はるか西方から余よ計けいなことをしてくれる。

「それとね、ベルナルフォン卿きよう。神殿では他ほかにも、いろいろあったらしいんだ」

　ブラドーが自ら口を開き、そしてベルナルフォンは、ここ数日での情勢の変化をすべて把は握あくした。

　神殿での異変により、輝石セレナイトの生産が止まったこと。コウ司教がシズヤの手でさらわれたこと。ジラーハがフォルナム神殿から手を引いたこと。そしてウルク司し祭さいの症状が悪化し、フェリオが落らく胆たんしていること──

　五日ほども前に神殿で起きた全すべての事情を知らされて、ベルナルフォンは深ふか々ぶかと嘆たん息そくした。

　ブラドーが目許を歪ゆがめた。

「僕が無理をして出てきたのも、そういう事情なんだ。今のフェリオに、これ以上の負ふ担たんをかけたくない。それと一応、これらのことはまだ機き密みつ扱いだ。他言はしないで欲しい」

　ベルナルフォンは頷うなずいた。いずれ発はつ覚かくすることばかりにしても、今の時点でそうやすやすと広めていい事実ではない。

　フェリオとウルクの睦むつまじい姿は、ベルナルフォンも知っていた。彼女が記憶喪そう失しつになったのは、タートムの侵しん攻こうがはじまる直前だったと記憶しているが、短期間で状態が悪化してしまったとなれば、フェリオの悲ひ嘆たんは想像に難くない。

　フェリオと彼女のことも、気にはなったが──しかし今は、目の前のタートムのことが第一である。

　脇わきのサンベルが唸うなった。

「なるほど──玄げん鳥ちようの奴やつらがどういうつもりで動いているのかは、だいたい理解しました。タートム側にも、このことを知らせてみたらどうでしょう？　彼らと共闘できるとはとても思えませんが、ラトロアの脅きよう威いが迫っていることを告げ、現在の動きがその思おも惑わくに沿ったものだと教えてやれば、あるいは話し合いの余よ地ちも……」

「難しいですね、それは──」

　クラウスが残念そうに応じた。

「我々から言っても信用されないであろうことが一つ。それと玄鳥の支援は、彼らにとっては味方であるという点が一つ。タートムとアルセイフの長年の敵対関係を思えば、この程度のことで、振り上げた剣を納めることはないでしょう」

　クラウスの意見には、ベルナルフォンも同感だった。

　そしてクラウスは、親友であるベルナルフォンをじっと見つめた。

「我々はどうにかして、タートムの侵攻を食い止めねばなりません。そのために、陛へい下かにまでご足労をいただきました。陛下は新しい王です。その前で名を売ろうとする諸しよ侯こうは多いはず──その働きにも期待しましょう。そしてベル、貴方あなたには王都からの増ぞう援えんのうち、二万の兵を預けます。私がその上に立ちますが、実質的には貴方が将しよう官かんで、私が軍ぐん師しです。そのつもりで軍を動かします」

　武者震いを抑おさえて、ベルナルフォンは頷いた。

「いつかおまえと共に、戦場で指揮を執とる日が来るとは思っていたが──意外に早かったな」

「物ぶつ騒そうな人ですね。私はできることなら金こん輪りん際ざい、戦場になんか出たくありませんでしたよ。商売のほうが向いています」

　クラウスの言葉を妄もう言げんと受け取り、ベルナルフォンは笑って受け流した。

　彼が味方にいるということは、兵にとってもっとも大切な〝補給〟の心配をしなくて済むということでもある。

　クラウスは決して、奇き策さくや起き死し回かい生せいの策をもって軍を勝たせるタイプの将しようではない。彼の持ち味は、その堅実性にある。

　そもそも〝奇策を用いなければ勝てない〟ような状況を招くようでは、軍ぐん師しとしては二流だと、ベルナルフォンは考えている。兵へい站たんを整え、天の時を窺うかがい、地の利を得た上で、人心を掌しよう握あくする──その流れを余よ人じんよりも高い水準で揃そろえられる才さい覚かくが、クラウスにはあった。見た目は地味なことだが、これを為なせる将は貴き重ちようである。

　前線で兵を率ひきいるタイプの将であるベルナルフォンにとって、彼は他ほかの誰だれよりも安心して背中を預けられる相あい棒ぼうだった。

　ブラドーが一同を見回した。

「とにかく、明日からが正しよう念ねん場ばだ。もちろん今夜のうちに夜襲がある可能性もあるけれど……貴方あなた達には期待している」

　国王からの直じき々じきの激励に、ベルナルフォンは恭うやうやしく頭こうべを垂たれた。あまり権力におもねることのない性格だが、この優やさしい国王に対しては、あえて礼を尽くしたいとも思う。ブラドー本人は〝国王など向いていない〟とごねたそうだが、彼は案外にいい指導者になりそうな気がした。

　一通りの話を終えて、一行が天幕テントを辞じ去きよしようとした時のことだった。

　天幕テントの外で、不意に兵達が騒ぎ始めた。

「おい！　その馬を止めろ！」

「誰かを乗せている！　刺し客かくかもしれん、すぐに兵を揃そろえ──」

　刺客と聞くや、ベルナルフォンは即そく座ざに剣の柄つかに手をあて、天幕テントの外に飛び出した。

　ここには国王のブラドーがいる。怪あやしい者を近づけるわけにはいかない。クラウスとサンベルもまた、揃ってその動きに従った。

　陣じん地ちの奥深くまで侵しん入にゆうしたところで、不意に馬が激しく嘶いななき──その足を止めた。

　兵達がぞろぞろと周囲を囲む。逃げる様子もなく、また暴あばれる様子もなく、たった一頭の馬がそこに立っていた。

　闇やみのような漆しつ黒こくの毛並みを、篝かがり火びが照らしている。

　その背には確かに、何者かが乗せられていた。だが、動く様子がない。

　ぐったりとして馬の背に身を預けた、小こ柄がらな──

「……女、か？」

　兵の誰かが呟つぶやいた。ベルナルフォンも、長い髪を遠目に確認する。

　馬は自分の存在を知らしめるように大きく嘶き、じっとそこに立っていた。

　ベルナルフォン達はそこに駆け寄った。

　兵達は槍やりや弓を構え、馬の周囲を慎しん重ちように囲んでいる。不ふ審しん者しやならば即座に取り押さえるのが当然の処しよ置ちだが、肝かん心じんの対象が、取り押さえる必要もないほどにまるで動かない。

　ベルナルフォンや兵達が寄っても、黒馬にはやはり、少しも怖おじる様子がなかった。よほど人に慣れた馬だが、そのわりには鞍くらも手た綱づなもつけていない。無む口くちだけはくわえていたが、その状態でよく、振り落とさずに人を乗せてきたものだと思う。

（どうやら、刺し客かくに襲われた使者か──？）

　ベルナルフォンはそう判断し、兵にその生死を確かめさせようとした。

　少し離れた場所で見守っていたクラウスが、怪け訝げんそうに眉まゆをひそめた。

「ちょっと待ってください。その方かたは、どこかで……」

　駆け寄ったクラウスが、ランタンをかざしてその顔を照らす。

　それでもしばらく思いだせず、首を傾かしげた末すえに──彼はたちまち細い眼めを見開いて、彼女を天幕テントに運び入れるよう、兵達に指示をした。

「なんだ、クラウス。お前の知り合いなのか？　格好からして、間諜スパイのようだが──」

「……ベル、この方はおそらく、バロッサ卿きようのご令れい嬢じようです」

「なに？」

　クラウスの言葉に驚いて、ベルナルフォンは思わず問い返した。

「以前に何度か、舞ぶ踏とう会かいや狩しゆ猟りようの席でお会いしたことがあります。狩かりに出るといつも男の貴族以上の獲え物ものを持って帰って来るので、この黒い馬にも見覚えがありますよ。アーネスト家は一応、軍ぐん閥ばつに属する家いえ柄がらですし、領地も近いので──しかしどうして、ご令嬢がこのような格好で……」

　今度はベルナルフォンのほうに、思い当たる節ふしがあった。

「いや──バロッサ卿のご令嬢は、タートムを足止めする工作部隊の指揮官をされていたらしい。その彼女がこんな状況ということは、つまり──」

「この方かたが……？　と、とにかく急いで治療を！　どうやら毒どくを受けているようです。すぐに解げ毒どくの薬を用意させなさい！」

　クラウスが周囲にいた兵に声をかける。

　娘を運んできた黒馬は、担たん架かで運ばれていく彼女の後をすたすたと追い始めた。その姿は甲斐かい甲斐がいしい従じゆう者しやのようで、あまり馬らしくはない。

　その様さまが健気けなげに見えて、ベルナルフォンは傍そばにいた兵士に声をかけた。

「おい、悪いがそいつに、飼かい葉ばと水を用意してやってくれ。どうもただの馬じゃないらしい」

　その馬が、わざわざ敵味方を判別して、彼女をここまで運んできた──ベルナルフォンにはそう思えた。ただの偶ぐう然ぜんとは思えないし、偶然とは思わせない不思議な優やさしさを、馬の眸ひとみに感じる。

　ベルナルフォンは担架に視線を転じた。

（しかし──バロッサ卿きようのご令れい嬢じようとはな──）

　彼女のことはバロッサ当人からも聞かされていたが、その黒くろ装しよう束ぞくを見る限りでは、指揮だけではなくまさに実際に動き回っていた公こう算さんが強い。男ならともかく、女だてらに戦場に立つなどというのは、やはり珍しい例である。

　天幕テントの前で話を聞いていたらしいブラドーが、彼にしては大きな声を張った。

「そのご令嬢は、僕の天幕テントに運んでくれ。中が広いし、警備も厳重だ」

「いえ、さすがにそれは──」

　国王の天幕テントである。無礼が過ぎると感じたのか、クラウスが遠えん慮りよしようとした。

　ブラドーは構わずに、兵達を天幕テントに招き入れる。

「でも、他の者は明日に出撃を控えているし、そんな身分の女性を、兵達だけに任せるわけにもいかないだろう。功こう労ろう者しやであるバロッサ卿のご令嬢なら、遇ぐうするのに失礼があっちゃいけない」

　彼の言葉が純粋な厚こう意いから出ていることは、ブラドーの性格を知る者にとっては疑いようがなかった。

「ですが陛へい下か、失礼ながら、人の噂うわさというものもありますし……」

　クラウスの気の回し方が可笑おかしくなって、こんな事態にも関かかわらず、ベルナルフォンは思わず吹き出した。

「衛えい生せい兵へい達だっているんだ。何も心配するようなことはないさ。それに陛下も仰おおせられたとおり、確かに陛下の周囲が一番、警戒が厳重だ。ここはご厚意に甘あまえよう。陛下、恐れ入りますが……」

　ブラドーが力強く頷うなずき、担たん架かは彼の天幕テントに運び込まれる。

「ベル、貴方あなたまで何を……！　陛下には立場というものが……」

　詰め寄るクラウスに、ベルナルフォンは苦笑を向けた。

「別にいいだろう、クラウス。それに陛下らしいじゃないか。俺おれとしては、あの方かたの優やさしさには尊そん敬けいの念を持っているし、国王になったからといって、それを失って欲しくなくてな。臣しん下かがそれを否定するというのも、おこがましい話だ」

　それはベルナルフォンの正直な思いだった。

　怪け我が人にんの看かん護ごなど国王のすることではないが、かといってブラドーに兵達の指揮などはできない。そんな彼が〝何かしたい〟と願うなら、可能な範囲でその優しさを大切にしてやりたいとも思う。

　長く不ふ遇ぐうの時代を過ごしてきたベルナルフォンなどは、〝やることがない〟状態の寂さびしさをよく知っている。ブラドーに彼女を預けたのは、その思いゆえでもあった。

　もっとも傍はた目めには、国王に対して無礼極きわまりないことである。

　クラウスが困ったように肩を落とした。

「……私も商売に手を出したことで、貴族達の中では〝常識がない〟などと叩たたかれてきましたが……貴方あなたも陛へい下かも、相当なものですね」

「もちろんフェリオ様もな。だから我々は気が合うんだろう、きっと」

「私もそこに含まれているわけですか？」

　クラウスは露ろ骨こつに嫌そうな顔をしたが、ベルナルフォンはただ笑う。

「そのとおり。変わり者同どう士し、仲良くするとしよう。さ、明日は出撃だぞ。今のうちに寝ておけ。あの様子では、ご令れい嬢じようはもし回復するとしても、しばらくは眼めを覚まさないはずだ」

　余よ計けいなことで苦悩するクラウスの肩をぽんぽんと叩き、ベルナルフォンは自身の天幕テントへと足早に戻った。

　バロッサの娘のことは気になったが、さしあたって今は、明日からのアルセイフ防衛戦のことを第一に考えなければならない。

　小さな簡かん易い寝台ベツドに身を横たえ、ベルナルフォンは出撃に向けて、その心を切り替えた。




　　　　　　　[image: ]




　エフリード砦とりでから少し離れた小さな町に〝彼ら〟が現れたのは、その日の早朝だった。

　街かい道どうを駆け抜けて騎兵達が殺さつ到とうし、まずは道を封ふう鎖さされた。

　町の代表者が呼ばれた先にいたのは、アルセイフではなく、隣りん国ごく──タートムの武ぶ官かんだった。

「この町を、我らの補ほ給きゆう線せんに組み入れる。作物や水などは、無む償しようで差し出すこと。抵てい抗こうする者は処しよ罰ばつする」

　堅かたい口調の武ぶ官かんから告げられた言葉に、何の戦力も持たない町の長おさは、ただ呆ぼう然ぜんと従うことしかできなかった。

　国境を越えて現れたタートムの部隊によって、町はわずかな時間で、すぐに制せい圧あつされた。

　抵てい抗こうする者などはほとんどいなかったが、一部の血けつ気き盛んな者達が、タートムの略りやく奪だつに異いを唱となえ──今、彼らは町の中央で、物言わぬ死体となっている。

　切り裂かれた死体から溢あふれた血で、広場の石いし畳だたみは黒く染まっていた。

　彼らの死体から放たれる血の臭しゆう気きに──

　来訪者ビジターの少女、イリス・エリニュエスは、ただ黙って眉まゆをひそめていた。

　屋根裏の小窓から見下ろした町は、惨さん澹たんたる有あり様さまだった。

　タートムの兵達は無む秩ちつ序じよに民家を襲い、好き放題に略奪を続けている。

　とはいえ、ほとんどの者達は彼らの襲しゆう来らいが近いことを知り、町を逃げだした後だった。特に若い女などはほぼ強制的に脱出させられ、今は一人も残っていない。

　あえて残ったのは気き骨こつのある者と、怖こわさを知らぬ愚おろか者ものと、動くに動けぬ老人達、そして──彼らを見捨てることができなかった、ごく一部のお人好しばかりである。その数も決して多くはない。

　旅人としてここに来ていたイリス達は、そのどれにも属さない存在だった。

　彼女にとって、ここでの騒そう動どうはあくまで他人ひと事ごとである。

　タートムの兵達は、収穫前の畑から作物を勝手に獲とり、民家や商家からは少しでも金目のものを奪い、建物や家具を腹いせのように壊こわしては、我が物顔で町を闊かつ歩ぽしていた。

　イリスは天てん井じよう裏うらに身を隠かくしつつ、監かん視し用の窓から嫌けん悪お感かんをもって彼らを見つめる。

　脇わきにいたエンジュが、悔くやしげに呟つぶやいた。

「酷ひどいな──あいつら」

「……これが戦争でしょ？　当然のことじゃない」

　イリスは平静を装よそおって、あくまで冷れい淡たんにそう告げた。

　エンジュが口を噤つぐむ。

「勝った者は全すべてを得て、負けた者は全てを失う──合理的でわかりやすい現実よ」

　同じく屋根裏に潜せん伏ぷくしていた間諜スパイの青年が、イリスの言葉にからからと笑った。

「まったく同感だ。気が合うね、来訪者ビジターのお嬢様とは」

　アカツキという名のその青年は、つい今朝、宿に泊まっていたイリス達を迎えに来た。

　ここは略りやく奪だつの現場になるからと、ひとまず屋根裏の隠し部屋に移動させられ、今はそこから町の様子を眺めている。

「でも、カルバイ卿きようはあれでなかなか軍ぐん律りつに厳きびしいからな。略奪といっても、これくらいなら可愛かわいいもんさ。無抵抗の人間をおもしろがって殺してもいないし、今のところは拷ごう問もんもないし、ずいぶんと紳しん士し的てきだ。それとも、慣れてきたらもっと非ひ道どうな振る舞いも出てくるのかな」

　その声に残念そうな響きを感じて、イリスはこの青年に対する嫌けん悪お感かんをより強くした。

「貴方あなたも結けつ構こうな趣味をしているみたいね。結局、タートムとアルセイフの戦況は、貴方達のせいでタートムに傾いて──こういう結果になっているんでしょう？」

　イリスは窓の外の光景を指差した。

　アカツキはにやりと嗤わらう。

「まぁね。こっちは諸しよ方ほうに散っていた仲間をかき集めて、せっかく玄げん鳥ちようを六羽も揃そろえたんだ。もしこれでも負けるようなら、タートムなんて国はラトロアにとっても雑魚ざこ同然だろう」

「そう？　でも貴方達の玄鳥って、局地的な戦闘では活躍できても、戦場が広がった時にはその価値も半減するんじゃないかしら」

　アカツキが、眼鏡メガネの奥の片かた眼めを閉じた。

「嫌なことを言うな、お嬢ちゃん。だが認めるよ。確かに俺おれ達は数が少ないから、極端な戦力差を引っくり返すには、〝暗殺〟とか〝謀ぼう略りやく〟とか、そっち系の技能が必要になってくる。で、そっちが姐あね御ごの得とく意い分野ってわけだ」

　暗殺者、シズヤ──

　その腕前は、イリスも承しよう知ちしているつもりだった。彼女なら、それこそ来訪者ビジターである自分達さえ暗殺できそうな気がする。

　その彼女はこの場にいない。アカツキの話によれば、タートムの軍に協力して、しばらくは玄げん鳥ちようでアルセイフの兵を襲うつもりらしい。

「で──リセリナはちゃんと来るのかしら？」

　イリスが問うと、アカツキは薄く嗤わらった。

「さぁね。そいつは俺おれの知ったこっちゃないな。向こうさん次し第だいだろう」

「イリス、もうリセリナのことは──」

　エンジュがしつこく、イリスの執しゆう心しんを窘たしなめた。

　イリスは彼を一ひと睨にらみする。ムスカはいなくなったものの、まるで彼がその代わりになったような錯さつ覚かくを覚えた。

「貴方あなたは黙っていなさい。リセリナと私のことに口を出さないで」

「そういうわけにはいかない。リセリナのことは、フェリオ王子に任せておけばいいと思うけれど……俺はとにかく、君のことが心配なんだ。リセリナを殺した後、それで本当に君は満足できるのか？　違うだろ」

「あの子を殺せれば満足よ。もし違っても……そういうことは、目的を達成してから考えるわ」

　もう何度目かわからない押し問答に嫌いや気けを感じつつ、イリスは彼から視線を逸そらした。

　どういうわけか、今はエンジュの眼めを真っ向から見み据すえることができない。

　逸らした視線の先では、胡坐あぐらをかいたかぼちゃ頭がくらくらと頭を左右に振っていた。

「……なによ、パンプキン」

「む？　我は何も言っておらぬぞ。それとも、天の声でも聞こえたのかね」

　からかうような声に、イリスは舌した打うちを返した。バニッシュとカトルは八つ当たりを恐れてか、何も言わずにじっとしている。

　アカツキが頰ほお杖づえをつきながら、その眼に物ぶつ騒そうな光を宿らせた。

「ま、そう焦あせらずとも、国境がこういう状態なら、いずれフェリオ王子は来るだろうさ。その時にその娘がいるかどうかまでは、こっちも責任もてないね。でもその娘を殺せなかったら、ラトロアには行かないつもりなのか？」

　その問いに、イリスは一瞬だけ戸と惑まどう。

「……私は、あの子を殺していいっていうから、貴方がたの味方についたの。このことについて束そく縛ばくは受けないわ」

　行くとも行かぬとも答えずに、イリスは曖あい昧まいなまま濁にごした。それは選せん択たく肢しを狭せばめないための交渉術でもあったが、アカツキはそれを見み透すかしたかのように鼻で嗤った。

　やがて──遠くから、馬ば蹄ていの轟とどろきと、そして大勢の兵士の上げる鬨ときの声が聞こえてきた。

　アルセイフの本隊が、やっとこの地に移動してきたらしい。

　アカツキが即そく座ざに腰を上げる。

「おっと──来たな。あんたら、大規模な野や戦せんを見るのは初めてだろう？　屋根の上からなら見物できるぜ」

　アルセイフの北部はそもそもセブラズ山地に近いため、丘きゆう陵りよう地ちが多く、この宿も平野を見下ろす高台にあった。近きん隣りんと比して屋根も高く、もちろん距離は遠いが、眼下の戦場を一望することができる。

　アカツキに誘われるまま、イリス達も天てん井じよう裏うらから屋根に出た。

　略りやく奪だつに勤いそしんでいた敵の部隊も、アルセイフ軍の接近に気づき、急速に陣じん容ようを整えはじめた。その向こう側では、略奪には参加せず待たい機きしていたタートム側の本隊が、すでにアルセイフの軍を迎え撃つ態勢を見せている。

　集つどった兵は、両軍合わせて五万ほど──アルセイフ側は急拵ごしらえの本陣に、タートム側はエフリード砦とりでに、それぞれ他の兵力を残しているはずだが、一見して兵数は互ご角かくに見えた。

　アルセイフの軍は千人ほどの隊に分かれつつ、それぞれの隊が連れん携けいするように一体となって流れている。魚の群れのように統制のとれたその動きは、どこか美しくさえあった。

　迎え撃つタートムの側は、塊かたまりにはなっているものの、やや歪いびつな形となっている。

　やがてイリス達の見守る眼下で、両軍が激げき突とつを開始した。

　遠すぎて、兵一人一人の動きまではとても視し認にんできないが、逆に全体の流れはよく把は握あくできる。

　不定形の生き物が互いを飲み込もうと蠢うごめく様さまに似て、両軍は絡からみ合いつつ時に退ひいては押し返し、もつれ合っては解ほどけて陣形の変化を続けた。

　その接触面では、間違いなく死人と怪け我が人にんが出ている。

　アルセイフ側の動きには、眼めを見張るものがあった。

　特にその先頭付近には、やたらと状況判断の的確な将しようがいると、上から見ていてもわかる。タートムの兵に押し包まれそうになると素早く退ひき、相手の弱そうな箇所を見つければ素早く突きかかり、臨りん機き応おう変へんに陣形の変化を察していることがうかがえた。

　地上から、その状況がまともに把は握あくできるとは考えにくい。将としての勘かんで動いているとしか思えないが、だとすれば相当に経験豊富な将である。

「……ふむ。我に用兵のことはわからぬが、見事なものであるな」

　脇わきに座ったパンプキンが、興味深げに呟つぶやいた。

　確かに指揮の動きだけなら、アルセイフ側がタートムよりも優すぐれているように見える。

　エンジュが安あん堵どしたように息を吐いた。

「──指揮を執とっているのは、ベルナルフォン卿きようだ。攻撃的なのに慎しん重ちようで──さすがだな」

「見えるの!?」

　イリスは驚いた。彼の視力は極端に良いらしい。

「見えるよ。そりゃ表情まではわからないけど……黒髪で眼がん帯たいつけてて貴族の格好してるし、多分そうだ」

　イリスの脇わきから、バニッシュが小声に囁ささやく。

「お嬢様。彼は遠くのものを見る行為に慣れているのでしょう。お嬢様は視力の強化は受けていらっしゃいませんから、無理もないことです。私にも見えません」

「それでも、両目とも２・５はあるはずなんだけど……？」

　エンジュはそれ以上ということになる。パンプキンは何も言わなかったが、彼には聞くまでもなく、見えているはずだと思う。彼が身につけたかぼちゃの被かぶり物ものの中には、遠距離のものを捕ほ捉そくするための機構も備わっていた。

　だが、機械や強化や、単純な視力向上の手術にも頼らず──生なま身みの状態でそれだけ遠くのものを見る力は、イリス達の世界の人間にはないものである。

「……貴方あなた達の視力って、それが普通なの？」

　イリスが問うと、エンジュは首を傾かしげた。

「村では、俺おれが一番だったと思うけど……人それぞれじゃないかな。そんなことよりイリス、見てみなよ」

　エンジュが眼下の光景を指差した。

「タートム側が押されはじめた。この分なら、アルセイフが──」

「いいや。そう簡かん単たんに決着はつかないぜ」

　アカツキが空を見上げた。

　イリスもはっとして、同じ方向を見る。

　空を飛ぶ巨鳥が五羽──北の方角から、飛んでくるところだった。

　まだかなりの高度にいるが、その狙ねらいははっきりしている。

「ほら──はじまった」

　手を叩たたいて喜ぶアカツキの前で、鳥達が急降下を開始する。

　目に見えて、眼下の陣じん形けいが乱れた。ざわめくように不規則な動きをして、その統制が乱れる。

　狙われた兵達が、手出ししようのない空からの攻撃に怯おびえたらしい。

　槍やりが一いつ斉せいに上を向くのが、イリスの眼めにも見てとれた。同時に弓兵達の矢も上を向き、玄げん鳥ちようへ備えるために兵の動きが鈍にぶくなる。

　そこへ──側面から、タートムの部隊が殺さつ到とうした。

　上と横、双そう方ほうに気を配らなければならない状況は、アルセイフの兵達を更さらなる混乱へと誘った。

「あっ！　……だめだ！」

　エンジュが隣で呻うめき声を漏もらした。たちまち形勢は崩れていく。

　降りてきた玄鳥は、槍そう兵へいや弓兵を無視して、騎兵達をまず狙い始めた。

　これには訓練された馬も怯おびえ、陣じん形けいはあっという間に崩れ去る。何人かの兵が嘴くちばしに持っていかれ、それを上回る数の兵が爪つめの餌え食じきとなり、巨大な生物に対する恐怖は全軍に広がる。

　そして一度、陣形が崩れれば、そこが弱点となって、敵のつけいる隙すきを生む。タートムの将しよう官かんも、それをわざわざ見逃すような愚ぐは犯おかさない。

　アカツキが肩を揺らして笑い始めた。

「あーあ、玄げん鳥ちように気をとられすぎだぜ。たった五羽しかいないんだ、襲われる兵を無視して、地上部隊に専念すれば、まだ互ご角かくの勝負にはなっただろうに──付つけ焼やき刃ばじゃどうしようもないよな、こればっかりは」

　アルセイフの兵を嘲あざけるアカツキを、エンジュが鋭するどく睨にらんでいた。

　軍勢が崩されていく。壊かい走そうは止まらず、一部が持ち堪こたえてはいたが、アルセイフ側は撤てつ退たい戦せんの様よう相そうを呈してきた。

　玄鳥が下降を繰り返すたびに、その付近で兵達が混乱に陥おちいる。統制を失った軍隊など、もはやまともに機能するはずがない。

　そこで〝死〟が量産されている事実に思い至り、イリスは目許を歪ゆがめる。

　他人の死に感傷を覚えるほど繊せん細さいではないつもりだったし、知らぬ者がいくら死んだところで、心など痛まない。

　──そのはずだった。

「くそっ、空から襲うなんて……無事でいてくれよ、みんな──！」

　脇わきのエンジュが、珍しく感情を露あらわに呟つぶやいた。内乱の折、軍に加わっていた彼には、兵の中に知り合いがいるのかもしれない。

　遠くから見ていた限りでは、その戦いはあまりにあっさりとした光景だった。

　顔の見えない何万人という人間が、二手に分かれて殺し合い、一方が勢いを得て勝利しつつある──たったそれだけのことである。

　だがその中では、何百、あるいは千に及ぶかもしれない人命が失われ、その命の一つ一つは、もう絶対に還かえらぬものだった。

　死んだ兵には、帰りを待つ家族もいただろうと思う。

　エンジュのように、前ぜん途とのある若者もいたかもしれない。

　そして残された者達は、その死を否いや応おうなく受け入れなければならない。

　イリスは理由もなく込み上げてきた吐はき気けを堪こらえて、視線を逸そらした。

「……イリス？」

　エンジュが目ざとく反応したが、イリスは決して自身の弱い面を見せない。

「終わったなら、もう見ることはないわ。アルセイフが不利なら、いずれリセリナも姿を見せるわね」

　殊こと更さらに冷たい声で言い放ち、イリスは先に屋根裏へと戻った。

　他の面々も、それを機として後に続く。

　アカツキはにやにやと笑っていた。

「……さて、と。戦場の死体を見物に行く気なら、連れて行ってやってもいいぜ？」

「結けつ構こうよ。そんな悪趣味じゃないわ」

　すげなく応こたえておいて、イリスは無意識に、その場で膝ひざを抱えた。

　──強がってはいたが、たった今、眼めにした光景に、イリスはほんの少しだけ怯おびえていた。

　それは自分でも気づかぬほどの些さ細さいな感情だったが──彼女はまだ、大規模な戦争を肌はだで感じたことがなかった。小規模な戦闘や、局地的な攻防は知っていても、こんな野や蛮ばんな戦い方による一般人の〝戦争〟は知らない。

　イリスの世界での戦いは、もっとスマートなものだ。銃器や飛び道具、あるいはガス類や、触れるだけで斬きれるような特殊な刃物を用い、死ぬ者は一瞬の苦痛だけで済むよう、兵器も洗せん練れんされている。昇しよう華か中であれば双そう方ほうの感情さえ消え、たとえ記憶は残っても、まるで映画で見た光景のように、距離を置いて他人の死を受け止められる。

　だがこの世界での戦争は、そうではない。

　間近で刃を交わし、知らぬ者同どう士しが上の命令で直じかに殺しあう。刃に体を打たれれば皮ひ膚ふは破け骨は折れるし、即死するほどの傷以外は、長く痛みに苦しむことになる。あるいは生きたまま、馬や人に踏まれる者もいるはずだった。

　その惨さん状じようを想像するのも嫌で、イリスは咄とつ嗟さに口元を押さえた。

　そんなイリスを意いにも介かいさず、アカツキが視線を転じる。

「かぼちゃの旦だん那なはどうする？　見に行かないか？」

「我はイリスの守しゆ護ご者しやである。ご遠えん慮りよ申し上げよう。なにより──我は高めた技術のぶつかり合いたる個々の戦いは好むが、あのような集団での無ぶ粋すいな戦いは好まぬ。特に興味もない」

　パンプキンはいつもの口調で呟つぶやいた。そのことに、イリスは我知らずほっとする。

　アカツキは一人、再び天てん井じよう裏うらから屋根へと出た。

「じゃ、俺おれはちいっとばかし、連絡を手伝ってくる。あんたらはここで待っていてくれ。このあたりも物ぶつ騒そうだから、明日にはあんたらにも、俺たちの仲間としてタートムの本ほん陣じんに移動してもらう。カルバイのおっさんが意外に話せる奴やつだったんでな」

　そう言い残して、屋根の上を走っていく彼の足音に混じって──イリスの耳には、何者かの断だん末まつ魔まが聞こえたような気がした。

　思わず耳を塞ふさぎそうになる。それは幻げん聴ちようのはずだったが、仮かりに本物だったとしても、確認する勇気はなかった。

　イリスはその眼から光を消して、あくまで平静を装よそおい続ける。

（私は……私はこんなことぐらいで、怯えたりしないんだから……！）

　──誰だれにも見せられぬ心の震えを、無表情という仮か面めんで隠かくしきる。

　冷れい徹てつで、強く、孤こ高こうで──悪事を為なすことにもためらわない。それが自分の〝あるべき姿〟だと弁わきまえている。

　昔からそうだったし、これからもそうだ。誰だれにもその仮か面めんを剝はがされてはいけないし、自ら剝ぎ取るなどもってのほかでもある。

　そうした歪いびつな〝強さ〟こそが、イリスが子供の頃ころから身につけてきた処しよ世せい術じゆつだった。

（……舐なめられたら、終わりなんだから……）

　イリスは心を隠かくして、険けわしい眼まな差ざしのまま、きつく唇を嚙かんだ。

　そんな自分を、エンジュが真っ直ぐな眸ひとみで見つめていることに、彼女はあえて気づかない振りを通した。
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　ソフィア・アーネストは、夢を見ていた。

　真っ暗い洞どう窟くつの奥深く──彼女は独ひとりで、途と方ほうに暮れていた。

　出口どころか、方角さえまともにわからない。

　周囲は暗くら闇やみばかりで、壁を手探りで進もうにも、その壁さえもが手に触れたり触れなかったりと、生き物のようにあやふやだった。

　夢の中のことである。どうしても、現実のようにはいかない。

〝早くここから出ないと──〟

　ここから出て、自分はアルセイフを守るために働かなければならない。そのために苦しい訓練に耐え、娘らしさを捨てて戦いの道を選んだ。

　彼女の戦いは、まだ終わっていない。

　その証しよう拠こに──洞窟の何処どこかから、刃を打ち鳴らす音が聞こえてくる。

　仲間の皆が戦っていると気づいたソフィアは、暗闇の中を駆け出した。

　音はすぐに近づいてくる。

　角を曲がった先に、淡い光が見え──そこを曲がった瞬間に、ソフィアは立ち止まった。




　　血。




　──視界の一面が、真っ赤に染まっていた。

　仲間達の四し肢しが、そこかしこに転がっている。

　背中に深ふか々ぶかと短剣ダガーの刺さった者、頭ず蓋がいを断ち割られ、眼めを開けたまま絶ぜつ命めいしている者、胴どう体たいを両断され、手だけが苦しげにまだ動いている者──

「みん……な……？」

　ソフィアの眼めが、焦しよう点てんを失う。足元に倒れた男が、自分を見上げていた。

「ヨハン……？」

　比較的に歳としの近かった、ひょうきん者の男だった。全身に短剣ダガーを受け、口から血を吐き、彼は絶命していた。

　震えるソフィアは、まともに声が出せない。

　目の前に広がった血の海と、そこに横たわった死体の数々は、どれも彼女と馴な染じみの深い人々だった。共に笑いあった彼らは、部下というよりは家族のようなもので、ソフィアも彼らを兄のように慕したっていた。

　無意識に、ふらりと後ろへ後ずさる。

　その肩を誰だれかが支えた。

　咄とつ嗟さに振りかえったソフィアの眼の前で──その男は喉のど元もとから刃を突き出させ、同時に大量の血を吐いた。

「──テオドール!?」

　ソフィアは喉を枯らすほどの勢いで、激しく絶ぜつ叫きようした。

　──目の前にあったものを、有う無むを言わせず引っ摑つかむ。

「やだ！　やだよ！　みんな、逃げ……！　い、嫌あぁぁっ！」

　声はやけに甲かん高だかく響いた。

　全身に嫌な汗をかき、両眼から涙を溢あふれさせ、ソフィアは必死で握ったものにしがみつく。

　そのまま激しく嗚お咽えつするソフィアの頭を、誰かの手がそっと撫なでた。

〝え──お父様……？〟

　ソフィアは不意に、そう思った。

　まだ幼かった子供の頃ころ──怖こわい夢を見て目め覚ざめると、いつも父が慰なぐさめてくれたことを思いだす。

　しがみついたものに、ソフィアはつい、頰ほおをすりよせた。

「……だ、大丈夫だよ。ここは、安全だから──」

　──すぐ頭の上で、焦あせるような青年の声がした。

（お父様じゃ……ない！）

「きゃあぁっ！」

　夢から目覚めたばかりだったソフィアは、思わず青年を激しく突き飛ばした。

　軽くふっ飛んだ彼は離れた場所に尻しり餅もちをつく。

　その後で、ソフィアはようやく自分の格好に気づいた。

　いつの間に脱がされたのか、彼女はごく薄い下着姿で、簡かん易い寝台ベツドに寝かされていた。上に毛布はかかっていたが、悪あく夢むで飛び起きた際に跳はね除のけてしまったらしく、肌はだも露あらわな姿である。毒どくを受けた肩口には真新しい包帯が巻かれていたが、他ほかはほとんど裸はだか同然といっていい。

　ソフィアはもう一度、甲かん高だかい悲鳴を上げた。

　突き飛ばした青年は尻しり餅もちをついたまま、驚いたように眼めを丸くして、ただソフィアを見ていた。

　滑なめらかな長髪に瓜うり実ざね型がたの細い顔、気弱げな眼まな差ざし──

　当然、ソフィアにとってはまるで見知らぬ顔である。

「だ、誰だれ!?　私をこんな格好にして、何を……何を！」

　顔を真っ赤にして毛布を手た繰ぐり寄せ、ソフィアは自分の肌はだをまず隠かくした。

　──タートムに捕まった──

　記憶はまだ曖あい昧まいだったが、まず考えたのはその可能性だった。

　ソフィアの悲鳴を聞きつけて、たちまち天幕テントの外から複数の足音が駆け込んでくる。

「ブラドー様！　何事で……あ」

　眼を覚ましたソフィアと視線が合い、駆け込んできた兵達は立ち止まった。

　その彼らに向けて、座りこんだままの青年が穏おだやかな微笑を向ける。

「いや、なんでもないよ。大丈夫。うなされたみたいなんだ。僕のほうから事情を話すから、彼女が落ち着くまで、君達はしばらく外で待たい機きしていてくれ」

　理性的な声だったが、ソフィアは警戒を解とかなかった。相手が何者か、まだ見当もついていない。
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　指し示じに従って兵達は天幕テントを出たが、すぐ傍そばにいることは気配でわかる。

　ブラドーと呼ばれた青年が、ゆっくりと立ち上がった。

「えっと……気がついてよかったよ。記憶は──」

「……私の服は？」

　ソフィアは険けわしい眼まな差ざしで青年を睨にらんだ。

　──肌はだを見られた。

　そう思うと、怒りしか湧わいてこない。寝ている女を脱がすなど、許せることではないと思う。

　青年は「あぁ」と頷うなずき、天幕テントの隅すみに歩み寄った。

　ソフィアの黒くろ装しよう束ぞくは、そこに綺き麗れいに折おり畳たたまれていた。

「はい、これ──」

「近づかないで！　……そこから投げてよ」

　毛布で体を隠かくしながら、ソフィアは声を荒げた。

　青年はソフィアが怒っている理由に、やっと気づいた様子だった。

　彼は申し訳なげな顔をして視線を逸そらし、素直にそれを投げてよこす。

　毛布で身を隠しながら、ソフィアは受け取った装束を広げた。

「……ごめん、酷ひどい汗をかいていたから、体を冷やすといけないと思って、一度脱がしたんだ。それと、服はところどころが破やぶれていたから、軽く繕つくろっておいたよ」

　微笑と共に言う青年には、少しも気取ったところがなかった。

　ソフィアは拍ひよう子し抜けしつつ、受け取った服を確かめる。確かに、破けていた箇所や傷いたんでいたはずの箇所が、今は綺麗に直されていた。

「……貴方あなたが縫ぬったの？」

「針仕事は得とく意いなんだ」

　嬉うれしそうに言う青年の、邪じや気きのない表情に──ソフィアは怒るべきか感謝すべきなのか、判断に迷った。ともあれその針仕事の技術は、男のものとは思えない。おそらく女のソフィアよりも、よほど繊せん細さいでしっかりとした腕前だった。

「……き、着替えるから！　向こう向いてて」

「あ、うん。ごめん──」

　青年は素直な気質らしい。くるりと後ろを向き、ソフィアに背を見せた。不用心ともいえるが、彼の動きに意識を注ぎつつ、ソフィアは手早く袖そでに腕を通す。

　着替えながら、青年に問いかけた。

「……ここはどこ？　貴方はタートムの人なの？」

「いや、ここはアルセイフの陣じん地ちだよ。君は毒どくで気絶していたけれど、黒い馬が運んできてくれたんだ。クラウス卿きようが、君がバロッサ卿のご令れい嬢じようだと教えてくれて──本当に、気がついてよかった」

　その答えに──ソフィアは、心しん底そこから安あん堵どした。

　どうやら敵の捕ほ虜りよにはならずに済んだらしい。運んできてくれた黒馬というのは、ノクターンに間違いない。

「そう、あの子が……感謝しないとね」

　独ひとり言ごとのように呟つぶやき──ソフィアは、ふと涙を零こぼした。

　愛馬と、自分を逃がしてくれた部下達に、心から感謝をする。

　ノクターンと、そして部下だった皆によって、自分の命は助かった。

　だが──他の皆は、おそらくタートムの間者スパイ達によって、殺されたのだと思う。

　ソフィアは口を覆おおって涙を零し、慌あわてて袖そで口ぐちで目許を拭ぬぐった。青年は律りち儀ぎに後ろを向いていて、気づかれた様子はない。

　泣いている場合ではない。アルセイフを守るために、彼らは犠ぎ牲せいになったのだ。その意志を継つぐことが自分の役目だと、ソフィアは理解していた。

「あの──お礼、言ってなかったわよね。ありがとう……」

　ソフィアが小声で呟くと、青年は振り向いて、少し哀かなしげな眼めをした。

「お礼を言わないといけないのは、こちらの方だよ。貴方あなた達のおかげで、タートムの侵しん攻こうを十日も遅おくらせることができたんだ。本当に──感謝している」

　ソフィアは返事をしなかった。

　確かに、十日間を支えたのは自分達だったと思う。より正確には、部下達の働きだ。だが結局は──エフリード砦とりでは陥かん落らくしたし、父も生死不明となっている。

　この青年はさきほど、軍ぐん閥ばつの貴族であるクラウス・サンクレットの名を口にした。わざわざソフィアの面めん倒どうを見ていたということは、おそらく彼の配下の貴族なのだろう。少なくとも、顔や体つきは兵士のものではない。

　クラウス・サンクレットとは、何度か会ったこともある。あまり貴族らしくない腰の低い男で、商売に精を出す変わり者だったが──その才が立つことは、物腰でわかった。内乱の折にはレージク側に加か担たんしたはずだが、今はこの国境付近まで来ているらしい。

「──失礼だけど、クラウス卿きようは？　私はバロッサ・アーネストの親族として、彼に報告しないといけないことがあります」

「あぁ、クラウス卿なら、もうじき戻ってくるよ。ついさっき、タートムとの野や戦せんがあってね──」

　ソフィアはびくりと肩を震わせた。

「結果は──？」

「戦力的には痛み分けだけど、こっちが撤てつ退たいさせられた。敵には玄げん鳥ちようがいる。あれは厄やつ介かいだ」

　ソフィアは口を噤つぐんだ。エフリード砦の陥落も、玄鳥達の仕し業わざだったらしい。

　あの巨体で空を飛ぶという特性は、敵としては手て強ごわすぎる。一羽や二羽ならさておき、数が増えれば兵達も怯おびえてしまい、まともな戦いにならないはずだった。

　悔くやしさに唇を嚙かみ締めていると、また天幕テントの外から足音が差した。

「ブラドー様、バロッサ卿きようのご令れい嬢じようがお目め覚ざめになったとか──」

　息を切らして入ってきたのは、クラウス・サンクレット、その人だった。

　彼の声を聞いた瞬間に、ソフィアは違い和わ感かんを感じる。

　クラウスは今──青年に敬けい称しようをつけた。せめて貴族同士なら〝卿きよう〟とでも呼ぶところだが、〝様〟となると──

「クラウス卿、お疲つかれ様さま。ちょうど今、ご令嬢と貴方あなたのことを話していたんだ。出しゆつ陣じんで疲労している時に悪いけれど……」

「とんでもありません。前線を走り回っていたベルのほうは、かなり疲労しているようですがね」

　そうは言いながらも、さすがにクラウスも疲れた様子ではある。

　ソフィアはクラウスと、そしてブラドーと呼ばれた青年とを見比べた。

　──ふと、思いだす。アルセイフの王子の一人で、つい先だって即位した者の名が、確か──

　ソフィアの顔から、たちまちに血の気が引いていった。

　偶ぐう然ぜんの一致に過ぎないはずだ。ここは前線で、そんなところまでのこのこ出てくる国王などあり得ない。きっと彼は、他の高位貴族の子弟か何かで……

「陛下！　バロッサ卿のご令嬢が回復されたとか！」

　よく響く声で叫んだ隻せき眼がんの武ぶ官かんが、天幕テントに飛び込んできた。

　その尊そん称しように、ソフィアは頰ほおを引きつらせる。

　最初から、誰だれかが──たとえば護ご衛えいの兵士が、一言でも陛下と呼んでいてくれればよかったのだ。たったそれだけで気づけたはずなのに、たったそれだけの幸運が、ソフィアには訪れなかった。

　運命を司つかさどる神に、思わず呪のろいの言葉の一つも吐きたくなる。

「……も……」

「も？」

　青年が振りかえり、ソフィアに微笑を向けた。温和で知的な笑顔は、よくよく見れば確かに高こう貴きな印象を醸かもしている。そこらの貧びん乏ぼう貴族の育ちでは、こうはならない。

「申し訳ありませんっ！　ご無礼をいたしました！」

　半なかば声を裏返らせて、ソフィアは簡かん易い寝台ベツドから飛び降り、その場に膝ひざをついて頭こうべを垂たれた。

　知らなかったこととはいえ、自分は国王陛下に抱きつき、しかもその直後に突き飛ばし、生なま意い気きな口を叩たたいた上に、針仕事までさせたらしい。

　まだ自分が夢を見ていることを祈りつつ、ソフィアは真っ赤になって震えた。

　何の因いん果がでこんな状態になったのか、まるでわからない。何かがずれていると本気で思う。

「いや、そんなにかしこまらなくても──」

　青年──国王は、明らかに戸と惑まどった様子だった。

　その両りよう脇わきで、二人の将しようが苦笑する。

「陛へい下か、まさか最初に名乗らなかったのですか？」

「いったい何を言われたのです？」

　隻せき眼がんの武ぶ官かんとクラウスが交こう互ごに問いかけるのへ、ブラドーは首を傾かしげた。

「確かに名乗るのは忘れていたけれど、別に何も失礼なことは言われていないよ。ソフィア、顔を上げてくれ。貴方あなたは何か勘かん違ちがいをされているみたいだ」

　上げろと言われて、上げられる顔がん色しよくではない。

「い、いえ──！　ご寝しん所じよをお借りした上に無礼な言葉をぶつけ、あまつさえ陛下に針仕事までさせては──」

「針仕事？」

　隻眼の男が頓とん狂きような声を上げた。クラウスが細い眼めでブラドーを見る。

「ブラドー様、まさか──」

「破やぶけていた部分を少し繕つくろっただけだ。それぐらい構わないだろう」

　吞のん気きに呟つぶやく青年の脇わきで、隻眼の将が吹き出した。一方のクラウスは困こん惑わくした様子で、ひっそりと肩を落とす。

「陛下──それは、それはあまりにソフィア様が気きの毒どくです。主君に衣服を繕わせたなど、彼女にしてみれば恥はじ以外の何物でもないでしょう。ご自身の国王という立場に、いま少しご自覚を──」

「クラウス卿きよう、でも僕は針仕事が好きなんだよ。それに、破けたままの服を見ると妙に落ち着かない。直せる針と糸と技術があるのに、それを生かせないのもつまらないだろう」

　平然とのたまう国王陛下の脇で、隻眼の将は腹をおさえて必死に笑いを堪こらえていた。

「ベル、笑い事ではありませんよ！　これはソフィア様にご同情申し上げるしかありません。ソフィア様、陛下はこうした方かたなのです。どうか、お気になさらずに──」

「そうだよ。僕が勝手にしたことだから、貴方が謝あやまることは何もない。それより、もうしばらく休んだほうがいい。気がついたとはいえ、体力はまだ回復していないはずだ」

　国王、ブラドーの声は、不思議なほどに優やさしかった。

〝これが本当に権力者の声なのか〟と、ソフィアは違い和わ感かんさえ覚える。少なくとも、彼女が〝国王〟という存在に対して抱いていた印象とは、まるで正反対のものだった。

　隻眼の将が、ブラドーの言に頷うなずいた。

「あぁ、それは陛下の仰おつしやるとおりだ。ソフィア殿どの、貴方はもうしばらく休んだほうがいい。貴方を運んできた黒馬については、こちらできちんと面めん倒どうを見ている」

「あの──失礼ですが、貴方は──？」

　隻せき眼がんの男は、眼めをしばたたかせた。

「おっと、俺おれも名乗っていなかったか。これは失礼──俺はベルナルフォン・レスターホーク。貴方あなたの父君のバロッサ卿きようと共に、エフリード砦とりでを護まもっていた者だ。バロッサ卿とは、撤てつ退たいの折にはぐれてしまったが……」

　父が生死不明であることは、すでにソフィアも知っていた。

　ベルナルフォンという名についても憶おぼえがある。内乱の英雄にして、その功により出しゆつ世せした若手の貴族──いざ眼にしてみると、なるほどと思う気き迫はくを発していた。

　だが今はそのことよりも、あまりにらしくない国王の印象が強すぎて、他の事で驚く気になれない。

　結局、刺し客かくに襲われた事情を一通り話した後で──ソフィアはそのまま、再びそこで休まされることになった。

　ソフィア自身は固こ辞じしたが、ブラドーや他の面々に押し切られるまま寝台ベツドに戻され、そしてすぐにブラドーも退席し、一人になった。

　すぐ外には兵士達が立ち、厳重に警備をしているものの、天幕テントの中には誰だれもいない。

　彼らはきっと、気を遣つかって自分を一人にしてくれたのだと、ソフィアにはわかっていた。

　ゆっくり休めるように──そして、人目を気にせず泣けるように。

〝……みんな──〟

　そこに一人になった彼女は、誰の眼も憚はばかることなく、毛布に顔を押し付け、涙を溢あふれさせた。

　死んでいった部下達の死を悼いたみつつ──自分を助けてくれた彼らに感謝し、その死後の安あん寧ねいを祈る。

　同時に、ブラドー達に対しても、喪そう失しつの哀かなしみに泣く時間をくれたことに感謝した。

　そうしてしばらく泣き続けた末すえに、ソフィアはいつしか、再び眠りについていた。

　もう悪あく夢むは見なかった。

　その代わり、今度は昔の夢を見た。

　皆が生きていて、楽しかった頃ころの夢──

　幼い頃から、ソフィアを娘や妹のように可愛かわいがってくれた、砦とりでの兵達と遊んだ夢だった。

　──次に起きた後にも、彼女は泣いていた。

　だが、その涙は彼女にとって、決して不快な涙ではなかった。

　濡ぬれた双そう眸ぼうをぎゅっと拭ぬぐうと、ソフィアはその眸ひとみに強い光を取り戻し、そして二本の脚あしで寝台ベツドから立ち上がった。

　彼女にはまだ、やるべきことがある。

　それを為なすことに、ソフィアは躊躇ためらわない。

　死んでいった仲間達のためにも、助けてくれた仲間達のためにも──

　ソフィアには、まだ挫くじけるつもりはなかった。
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　町付近での大規模な野や戦せんから、一夜が明けた朝──

　エフリード砦とりでに陣じん取どったタートムの軍勢は、まだ続けざまの戦勝に浮かれていた。

　近きん隣りんから略りやく奪だつしてきた作物のおかげで、しばらくは糧りよう食しよくにも困らない。アルセイフの豊かな大地の恵みは、今や一般の兵達をも魅み了りようしている。

〝勝てば、この土地を手に入れることができる〟──

　その認識は、士し気きの高こう揚ようにもつながった。流れは自分達にあることを、誰だれも疑っていない。

「──運気が向いてきたらしいね」

　タートム側の総指揮官、カルバイ・ウォーレンバーグは上機嫌だった。理性的な目許を柔やわらかく笑ませ、その頰ほおには常に微笑を乗せている。

　ゆっくりと火ひ酒ざけの杯さかずきを傾ける彼に、武ぶ将しようのモーフィスは一礼を送った。

「は。続けての戦勝によって、兵達も覇は気きを取り戻しました。こちらも千近い兵を失いましたが、相手はそれ以上の損害を負ったはずです。ただ、玄げん鳥ちようによる勝利というのが不安な要素ではありますが──」

「彼らは味方だよ、モーフィス卿きよう。少なくとも今はね」

　カルバイは微笑ほほえみ、モーフィスの杯にも酒を注いだ。

　主あるじの心遣づかいに、モーフィスは恐きよう縮しゆくする。片腕が使えず、返へん杯ぱいもできないことが心苦しい。この場には従者もおらず、今はカルバイとモーフィスの二人で、密談のできる場となっている。

　撤てつ退たいしたアルセイフの軍勢は、この砦からはやや離れた地に陣取っている。

　今日はそこに追つい撃げきをかけるか、それとも別の方向へ略奪の手を伸ばすか──

　指揮官であるカルバイの決定は、しかし〝休息〟というものだった。侵しん攻こうならば勢いに乗って相手を追い散らすのが常じよう道どうだが、これには止やむを得ない理由もある。砦を落とし、先だっての野戦にも参加した玄鳥達には、疲労が溜たまっているらしい。シズヤの配下の者達にも休息が必要だといい、今日一日は、攻められぬ限り兵を動かさないと決めたらしい。

〝それでいいのか〟と、モーフィスなどは思う。確かに玄鳥やシズヤ達の力がなければ、せっかくの兵力を無む駄だにもしかねない。だが、少数に過ぎない彼女らの事情によって全軍が行動を制限されるのは、さすがに納なつ得とくがいかなかった。

　モーフィスは、カルバイに対してもその理り不ふ尽じんを訴えた。しかしカルバイからは、〝他の兵達にとっても休息になる〟と逆に言われ、従わざるを得なかった事情がある。

　休める時には休まなければ、いざという時に使い物にならない。そのことは、現場の武官であるモーフィスもよく理解していた。理想を言えば、敵を休ませずに味方を休ませることができればいいのだが、現実はなかなかそうもいかない。

「ところで、モーフィス卿きよう──貴き公こうのその怪け我がの具合はどうかな？」

　モーフィスの腕は敵の罠わなによって折られ、今は石せつ膏こうで固めつつ、三さん角かく巾きんで吊つっている。

　カルバイの問いの意い図とは、モーフィスにはすぐ察せられた。

〝療養の必要があれば、そろそろ帰国してもいい〟──この問いは、そういう意味である。

「なんのことはありません。じきに治るはずです」

　ある面でそれはただの強がりだったが、実際のところ、どうしても戦場に残れないほどの大怪我ではない。

　モーフィスには、まだ帰国したくない理由があった。

　腕が回復するまでには日がかかるだろうが──今は武ぶ官かんとしてここに残り、カルバイを支えることが、臣しん下かとしての務めだろうと判断している。

　この骨折を理由に退ひいたとしても、エフリード砦とりでを落とした今ならば〝名めい誉よの負傷〟として本国では称たたえられるだろう。だが、モーフィスにとってそんな名声はさほど意味がない。むしろ今は〝アルセイフを制せい圧あつする〟という、その大目標の実現に力を注ぎたかった。

　主あるじのカルバイも、その思いは同じはずである。だからカルバイが退かぬ限り、その忠実な臣下たるモーフィスも、そう易やす々やすと退く気はない。

「カルバイ卿。片腕一本が使い物にならぬとはいえ、指揮は可能です。ご不安でしたら、後こう背はいの控えとしてで構いません。微力ながら、この侵しん攻こうの目め処どがつくまでは──せめて少しでも、そのお手伝いをさせていただきたく存じます」

「──なるほど、硬こう骨こつの貴方あなたらしい。では、もうしばらく手伝ってもらおう」

　カルバイが、微笑とともに溜ため息いきを吐ついた。モーフィスの頑がん固こさを喜んでいるようでもあり、また危き惧ぐしているようでもある。

「わが軍は兵数こそ揃そろったが、指揮官としてはまだ実戦に不慣れな貴族も多い。昨日の野や戦せんも敵てき将しように翻ほん弄ろうされ、危あやういところだったらしいね。玄げん鳥ちようによって勝てたからいいようなものの──モーフィス卿、貴方の指揮能力には期待しているよ」

　モーフィスは、昨日の戦いには参加していない。怪我のこともあり、またエフリード砦を陥かん落らくさせた直後でもあり、砦にて休養していた。

　だが明日からは、再び一部隊を率ひきいて戦場に立つ腹はら積づもりである。ザルク砦にいた配下の将達が、負傷によってほとんど撤てつ退たいしている今、まともな将官の数にも不安があった。

　カルバイは細い顎あごを撫なで回した。

「それにしても、玄鳥というのは頼りになるね。父が恐れたのもわかるが、味方に引き入れられてよかった。いつまでも頼ることはできないにせよ、彼らのおかげで優位に立てる」

　モーフィスは渋しぶい顔をした。主の言葉は当然のものではある。例の暗殺者達が功を立てたことは事実だし、彼らが手伝ってくれなければ、こうも容易たやすく戦況を覆くつがえせなかっただろう。

　だがそれを承しよう知ちで、モーフィスは言わずにはいられない。

「カルバイ卿きよう──ですが、彼らにはどうかお気をつけください。先日も彼らは、妙な者達を連れてきたではありませんか。ことにあのかぼちゃを被かぶった男ときたら、まるで見世物の道どう化け師しです」

　その者達は、シズヤと同じく素す性じようの知れない者達だった。シズヤ達の仲間らしいが、見た目からしてややおかしい。

　一人は短い黒髪の美少女で、少なくとも戦場の似合う娘ではない。

　その護ご衛えいのように付き従う銀髪の男は無ぶ愛あい想そうで取り付く島しまもなく、また少女の傍そばにはいつも、彼女と同年代の少年もいた。

　この少年がもっともまともで、最後の一人にいたってはかぼちゃの被り物を被っている。怪あやしいのにも程度というものがあるだろうと、モーフィスは内心で呆あきれ返っていたが、カルバイは彼らの陣じんへの滞たい在ざいを許した。

　そのことも、モーフィスは危き惧ぐしている。

「讒ざん言げんは私の好むところではありませんが、所しよ詮せんは北方民族──いつ寝返るやもわかりません。くれぐれも、背中を見せられることのなきよう……」

「そういう話は今度にしたほうがいいかな、モーフィス卿。彼らは今、ここに来ている」

　表情もそのままに呟つぶやいたカルバイが、天幕テントの一いち隅ぐうに視線を向けた。

　モーフィスはびくりと身を竦すくませる。暗がりに置かれた衝つい立たての奥に、人の気配が生まれた。

「……お気づきでしたの？　来客中は控えようと思っていたのですけれど」

　媚こびるような女の声には、聞き覚えがあった。シズヤという娘で、間諜スパイ達の中では、若いくせに中心的な存在となっている。

　カルバイが苦笑をもって彼女を迎えた。

「私とモーフィス卿の話を盗ぬすみ聞きしても、何もおもしろいことはないはずだよ。それよりこっちに来て、酌しやくでもしてくれないか。男の手酌はわびしくてね」

　冗じよう談だんじみたその声に反応して、女はするりと足音もなく、傍へと寄ってきた。

　モーフィスは彼女を一ひと睨にらみし、席を立とうとした。この女がカルバイの元へ訪れる時は、内密の話があるはずである。自分がそこに加わるのは、臣しん下かの分ぶんを逸いつ脱だつすることだった。

　しかし、カルバイはモーフィスを引き止めた。

「モーフィス卿、いてくれて構わないよ。シズヤには昨日の戦いでも世話になったことだし、今後のためにも、多少は交こう誼ぎを結んでおくといい」

「いえ、私は──」

「そうおっしゃらずにどうぞ。私はただの間諜スパイですわ。モーフィス様がそう構えるほどの者ではありません」

　しおらしいことを言う女を、モーフィスは胡う乱ろんな眼まな差ざしで見つめた。彼女の言葉をそのままの意味で受け取る気はなかったが、ひとまずは腰を下ろす。

「昨日はご苦労だったね、シズヤ。おかげで助かった」

　エフリード砦とりでの時も、また昨日の野や戦せんでも、彼女達が玄げん鳥ちようをもってアルセイフの軍勢を怯おびえさせたことが、勝利のきっかけになった。カルバイが手放しで賞しよう賛さんするのも当然のことだったが、モーフィスにとってはおもしろくない。

　嫉しつ妬となどという単純な感情ではない。モーフィスはどうしても──彼女達を、信頼することができなかった。

　彼女達は何かを隠かくしていて、いずれとんでもない罠わなを用意してきそうな気がする。

　拭ぬぐえない不信感は顔に出た。

「モーフィス卿きよう、そう怖こわい顔をするな。さっきも言ったが、彼女達は味方だよ」

　カルバイの言葉に、モーフィスは黙って頭を下げる。

　慎しん重ちようなカルバイが、彼女らをどうしてそこまで信頼しているのか、モーフィスにはわからない。カルバイのシズヤ達に対する態度は、臣しん下かに対するものというより、まるで友人に対するそれだった。

　シズヤは特にモーフィスを気にした様子もなく、カルバイの杯さかずきに酒を注ぐ。

「カルバイ様。実は遅おくればせながら、ご報告がありまして──」

「なんだい？」

「一昨日の夜から今朝にかけて、私達は、今回暗あん躍やくしていたアルセイフ側の間諜スパイ達を、ほぼ駆く除じよいたしました」

　その言に、モーフィスは目を剝むいた。

「なんと申された、シズヤ殿！」

　黒くろ装しよう束ぞくの娘は妖よう艶えんに微笑ほほえんだ。

「ですから、橋を落とし、モーフィス卿の部隊を食中毒に陥おちいらせ、さらには将しよう官かんの方々に傷まで負わせた連中を、見つけ出して殺したのです。幾人かは取り逃がしましたが、暗躍していた二百五十人ほどのうち、二百人以上はすでに始し末まついたしました」

　こともなげに言う彼女に、モーフィスは戦せん慄りつした。腕うで利ききだとは聞いていたが──カルバイが彼女達に間諜スパイの調査を依頼してから、まだ数日しか経たっていない。

「それはいい知らせだね。よくやってくれた」

　怜れい悧りに呟つぶやくカルバイの微笑が、凄すご味みを増した。こういう時の主あるじの表情には、モーフィスも畏おそれを抱く。

　シズヤは頷うなずきながら、くすりと笑った。

「班ごとに分かれていましたから、探すのは大変でしたけれど、見つけた後の駆除は簡かん単たんでしたわ。ただ──ごめんなさい。指揮官だけは、取り逃がしてしまいましたの」

「それは、わざとかな？」

　カルバイの問いに、シズヤはまた笑った。

「とんでもありませんわ。殺すつもりでしたけれど、相手側が文字どおり盾たてになって、その子だけを逃がしてしまいまして──敵ながら、見事なものでした。とはいえ、毒どくの吹き矢をあてましたから、逃げた先で死んでいる可能性もあります。そのあたりはまだ把は握あくしておりません」

　彼女が〝その子〟と言ったのを聞きつけて、モーフィスは眼めを剝むいた。

「待て、シズヤ殿どの。まさか指揮官は子供だったのか？」

「えぇ、女の子でしたわ。歳としの頃ころは──二十はたちは超えてませんわね。捕らえた兵から薬で聞き出したところでは、バロッサ卿きようのご令れい嬢じようだそうです」

　さりげなく告げられた事実は、モーフィスにとっては信じ難いものである。

「つ、つまり──我らは、小こ娘むすめの指揮する者達によって、あれだけ翻ほん弄ろうされ……」

「あら？　意外と女のほうが怖こわいことも多いのですけれど……モーフィス卿は、そうした女性をご存ぞん知じありませんか？」

　目の前にいる〝化ばけ物もの〟のような女を睨にらんで、モーフィスは顔を歪ゆがめた。

　まさかシズヤのような女がそうそういるとは思わないが、あのバロッサの娘ならば、確かにただの女と侮あなどるわけにもいかない。

「とりあえず、大多数の連中は片付けておきましたから、もう彼らの夜襲や工作に怯おびえる必要はなさそうです。警戒は必要でしょうが、これ以上、出し抜かれることはないはずですわ」

　たおやかに告げて、シズヤはその場を辞じ去きよしようと腰を上げた。

「ご苦労様、シズヤ。帰国したら、報ほう酬しゆうは弾はずむよ」

「えぇ、楽しみにしておきます」

　暗殺者の女は、堂々と天幕テントを出て行った。後に続くようにして、モーフィスもその場を辞去する。外にでるとすでに女の姿はなく、警備についていた兵達が不思議そうにモーフィスを見つめていた。どうやら彼らは、シズヤの存在に気づかなかったらしい。

〝化け物め……〟

　モーフィスは内心で毒づきながら、捕ほ虜りよを囚とらえた天幕テントに足を急がせた。

　厳重に見張られたその天幕テントの内側には、エフリード砦とりでで捕らえた敵の将しよう──バロッサ・アーネストがいる。

　小こ柄がらな老将は、不ふ可か思し議ぎな剣術で多くの兵を倒したが、結局は数に負けて捕らえられた。より正確には、味方の撤てつ退たいを支援する目的を達した後で、剣を捨て投とう降こうしたのである。

　命惜しさのことではないと、モーフィスは看かん破ぱした。彼は恥はじをさらしてでも生き延のびることで、アルセイフへの忠義を貫つらぬこうとしている。またその自信があればこそ、彼は投降したのだろうとも思った。

　モーフィスは捕らえた彼を、あくまで武ぶ人じんとして遇ぐうした。決して厚こう遇ぐうはせず、かといって虐ぎやく待たいもしていない。動けぬように縛しばり上げ、あとは食事の時以外、そのままである。

「バロッサ卿。居心地はいかがかな」

　天幕テントの暗がりに声をかけると、両手足を柱につながれた老ろう爺やが、眼めを細めつつ顔を上げた。

　虜りよ囚しゆうの身だけに、身み繕づくろいなどは酷ひどいものである。戦いの汗や返り血による汚れもそのままに、半なかば浮浪者の態ていながら、バロッサはほぼ無む傷きずでまだ生きていた。

「居心地は、さほど悪くはありませぬな。自由に動けぬのが難なん儀ぎといえば難儀ですが、老ろう骨こつにとってはよい骨休めでございます」

　のうのうと言う豪ごう気きな性格は、今のモーフィスにとっては好もしい。

　モーフィスは努つとめて表情を消し、老ろう将しように向けて声を投げた。

「貴き公こうに、哀かなしい知らせがある。貴公が育てた部下達は──ほぼ、全ぜん滅めつしたそうだ。生き残りはごく少数らしい」

　そのことを告げるや、バロッサの顔が一瞬だけ硬こう直ちよくした。

　モーフィスはそれだけ告げて、すぐに背を向ける。娘のことについては、あえて何も言わなかった。彼女が無事か否いなかは、モーフィスにもわからない。

「──伝える義理はないが──先だっての貴公の奮ふん戦せんに敬意を表して、一応、知らせておく。自じ害がいするもよし。もっとも、貴公は恥はじをさらしてでも生き延のびて、我らを一兵でも多く倒そうとする気き性しようの持ち主であろうが……私は武ぶ人じんとして、事実を伝えさせてもらった」

「──お待ちください」

　バロッサの声は、もう平常に戻っていた。

　手て塩しおにかけて育てた部下達の死を告げられ、内心では大きな衝しよう撃げきがあったはずだが、それを表には出さない。そんな彼の姿は、将としては見習うべき質のものだと思った。

「モーフィス卿きよう、何故なぜ、ただの捕ほ虜りよである私に、そのようなことを？」

「言っただろう。貴公の奮戦に敬意を表したまでのことだ」

　モーフィスのこの答えに、バロッサは納なつ得とくしなかったらしい。

「……失礼ですが、モーフィス卿──貴方あなたとは以前にどこかで、お会いしたことが……？」

　背を向けたまま、モーフィスは眼を細めた。

　まだモーフィスが若かりし日に──モーフィスは、ある逆さか恨うらみから、酔よっ払ぱらった勢いで彼に喧けん嘩かを売り、あっさりと返かえり討うちにされた。

　まさか彼が、そんな小さな事を憶おぼえているはずがない。当のモーフィスがその日を境に生き方を変えたことなど、それこそ知る由よしもないはずだった。

「いいや」

　モーフィスは明確に答える。

「私と貴公とは、先の戦場でまみえたのが初対面だった。それ以前に会ったことはない」

　強調するように言い、天幕テントを後にした。

　モーフィスとしては、バロッサに意い趣しゆ返がえしをするつもりなど、毛もう頭とうない。

　彼のおかげでモーフィスは、自じ省せいと自制を覚え、いっぱしの武官になることができた。事実を告げたのは、そのことに対するせめてもの返礼でもある。

　──理由は、もう一つある。

　部下達を失ったと知った後──彼、バロッサ・アーネストが、果たしてどんな反応をするのか、それを確認しておきたかったのだ。

　結局、バロッサ・アーネストは、私情を見せずに、平静を装よそおって耐え切った。

　老ろう将しようの見せたそんな意地に、モーフィスは素直に敬意を持つ。同時に、そんな将のいるアルセイフに対する警戒心も、より強くした。

　明日以降の出撃は、玄げん鳥ちようの力があったとしても、決して油ゆ断だんはできない──

　そう気を引き締めると、モーフィスは少しでも体調を整えるために、自身の天幕テントへと戻った。




　翌日から、タートムの軍勢は、〝略りやく奪だつ〟と〝侵しん攻こう〟という明確な二つの方針に沿って、軍を動かしはじめた。

　アルセイフの本隊を押さえる形で本隊を進めつつ、余よ剰じよう兵力によって近きん隣りんの村や町を襲い、それを護まもろうとアルセイフが進んでくれば、これを返かえり討うちしつつ追つい撃げきするという、一つの流れが生まれた。

　互いに兵力をすり減らしつつも、本国からの補ほ充じゆう兵へいも着き、玄鳥による援えん護ごを受けながらの戦闘は、タートム有利に進んでいった。

　なにせ空からの攻撃は、アルセイフ側に防ぐ手立ては皆かい無むに等しく、また玄鳥による夜襲なども功こうを奏そうし、敵の士し気きを落とすのにも役立った。

　戦争は本来、数と経済力の戦いだが、ことこの短期間、この状況に限っては、〝玄鳥〟を操あやつる暗殺者達の存在が、両軍の明暗をくっきりと分けてしまった。

　アルセイフの軍は、近隣からの援軍を得つつも、巻き返しができずに連日の撤てつ退たい戦せんとなった。

　逆にタートムは、玄鳥を休ませながらではあるものの、一日ずつ順調に軍を進めていった。

　両軍の戦死者や負傷者は増え続け、それを補充する形で増援が連なった。

　そして数日のうちに、戦場は移り──

　侵攻は、次の段階へと進もうとしていた。
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　アルセイフの本ほん陣じん──

　諸しよ侯こうを交えての軍議の席は、今日も紛ふん糾きゆうしていた。

「……タートムの動きはどうなっている？」

　ベルナルフォンの問いに、斥せつ候こうから報告を受けたクラウスは渋しぶい顔で応じた。

「やはり、本隊で王都を目指しつつ、同時に北部地方の掌しよう握あくを進めていますね──国境の略奪だけで済むとは思っていませんでしたが、この様子だと、冬になる前にアルセイフの北部を支配下に置く気でしょう」

　その分析を、国王ブラドーは暗あん澹たんたる思いで聞いていた。

　侵しん攻こうの開始から、十八日目──

　破られた国境付近はほぼタートム側の支配化に置かれ、敵の軍は平野部にまで伸びてきていた。

　ここまでの侵攻を許したのは、アルセイフの建国以来、珍しいことである。

　ことがここに至って、〝侵攻は国境で押さえられる〟と楽観視していた地方の諸しよ侯こうも焦あせり出した。国王自らが前線にいるという報も国内を駆け巡り、援えん軍ぐんの増加に少なからず寄き与よした。

　そしていまや、アルセイフの本ほん陣じんは五万に及ぶ大兵力を抱え、数の上ではタートムよりも多くなっている。内乱の折に早期決着を目指し、自国の兵を温存しておいたことも、ここに来て効いた。

　ただし──そのほとんどが急に集められた兵であり、調ちよう練れんはまだあまり進んでいない。頭数を揃そろえても、陣形を教え、統制のとれた動きを仕込まなければ、兵は使い物にならない。そのための時間さえ、今は足りない状況だった。

　現在、タートムの侵攻を食い止めつつ、その訓練も同時に進められている。

　食い止めるとはいっても、結局は玄げん鳥ちように陣形を崩されてしまい、まともな戦いくさにならない。相手と衝しよう突とつすることで敵の足を鈍にぶらせるのが精一杯で、とても一つ一つの戦闘で勝つには至らなかった。

　タートムの兵にも打撃を与えてはいるものの、開戦から今までに失った兵数は、そろそろ四千にも及ぼうとしていた。負傷者の数はそれ以上である。中には戦死ではなく逃げ出してしまった者もいるが、要するに状況は芳かんばしくない。

　そんな状況でも、ベルナルフォンをはじめとするアルセイフの将しよう官かん達は、決して諦あきらめていなかった。

　もし彼らが諦めていれば、敵の勢いはさらに増し、それこそ王都にまで侵攻を許していたかもしれない。それを許さずにここで押さえているのは、逆にアルセイフの将官の有能さを裏付ける結果にもなっていた。

〝玄鳥〟という厄やつ介かいな存在に対し、彼らは手出しのできない地上から、精一杯の抵てい抗こうを続けている。陣形を必死で整え、地上部隊同どう士しの戦いに持ち込もうとし、時には相手を追い詰めもしたが──空から見つめる乱入者達は、形勢の不利な付近を見定めると、手早くそこに飛び込み、アルセイフの兵を蹴け散ちらした。

　将と兵達がいかに奮ふん戦せんしても、相手が空ではどうしようもない。槍やりや弓で威い嚇かくはできても、傷はほとんど与えられず、騎兵達に至っては完全に獲え物もの扱いである。玄鳥の爪つめや嘴くちばしそのものに殺された兵は、多くても数百だろうが、彼らによって陣形を乱され、結果としてタートムの兵に殺された兵が、かなりの数にのぼる。

　そもそも──玄げん鳥ちようさえ来なければ、エフリード砦とりでも守れたかもしれない。

　この状況で、よく守っている──

　ブラドーなどは本気でそう思う。ベルナルフォンもクラウスも、その能力は確かなものだった。ベルナルフォンの指揮はそれだけで周囲の兵士達を勇気づけるし、兵へい站たんを整え、各部隊を的確に運用するクラウスの、商人らしい合理的な手しゆ腕わんも見事なものだった。

　クラウスは決して、奇策を用いるタイプの軍ぐん師しではない。あくまで実務的な処理能力に長たけた、〝戦争〟を要領よくこなすための軍師である。

　数万に及ぶ兵となれば、その補給の確保や運用にかかる手間も膨ぼう大だいなものだった。クラウス・サンクレットはまるで隊商キヤラバンを指揮するように、それらの雑務をそつなくこなし、指揮系統までも混乱のないよう短期間で調整してしまった。

　外がい務む卿きようラシアンが、謹きん慎しん中ちゆうだった彼を〝あえて〟抜ばつ擢てきした理由を、ブラドーは今にして実感している。万単位の兵を安心して預けられる将しよう官かんなど、このアルセイフにもそれほどいない。

　ただ──

　玄鳥の存在が、両軍にとって、決定的な差となってしまった。

　軍議をしても、具体的な打開策が出てくるわけでもない。

「当分は、守ることに集中しよう」

　ブラドーは軍議の結論をそう締しめ括くくった。

「苦しい戦いになる。だけど、ここで我々が崩れたら、アルセイフはタートムに蹂じゆう躙りんされるだろう。それだけは──それだけは、避けないといけない。だから我々は崩れない。崩れるわけにはいかないんだ。この場に集つどった諸しよ侯こうは、家族や家や、領地や領民──さまざまなものを守るために、ここにいるはずだ。守るためには、戦わなきゃいけない」

　ブラドーの静かな──しかし真に迫った言葉に、諸侯は神しん妙みように頷うなずいた。

　この短期間で、ブラドーに対する諸侯の眼めも、少しは変わったかもしれない。

　柔にゆう弱じやくな第三王子が、意を決して戦場に出てきた──その事実は、ブラドーに対する諸侯の評価を確かに変えさせた。

「貴き卿けいらの奮戦に、期待する」

　ごく短い、内容だけなら目立つこともない言葉だったが──国王、ブラドーが発したその言葉は、諸侯の心に深く根を下ろしていた。

　もっともブラドー自身は、そのことを自覚してはいない。

　一通り、話し合うべきことが済むと、諸侯は兵の調ちよう練れんのために退出していった。

　それと入れ替わる形で、天幕テントに一人の娘が訪れる。

「──失礼いたします」

　毒どくから回復したバロッサ・アーネストの娘、ソフィア・アーネストは、透すき通った声で挨あい拶さつの言葉を告げ、誰だれはばかることなくそこへ入ってきた。

　だいたいの諸しよ侯こうが出て行った後で、ブラドーは彼女に声を投げる。

「やぁ、ソフィア。具合はもうすっかりいいみたいだね」

　彼女は堅かたい表情で頷うなずいた。

「はい。陛へい下かのご配慮によって、体はもう快かい癒ゆいたしました。今日は陛下に、折り入ってご相談がありまして──」

「相談？」

　不ふ審しんに思って、ブラドーは同席していたクラウスを見た。彼も首を傾かしげている。

　ソフィアは堂々と胸を張り、強い光の宿った眼めをブラドーに据すえた。

「陛下。あつかましい願いであることは理解しています。ですが、どうか私に──少ない人数で構いません、一部隊をお任せください。無む論ろん、勝手に動いたりはしません。陛下の御み旗はたの下に、私もアルセイフを守るために戦いたいのです」

　年とし頃ごろの娘らしからぬ要求に、ブラドーは眼をしばたたかせた。実際のところ、彼女は間諜スパイ達を指揮していたらしいから、この要求もあり得ないことではない。

　ブラドーは意見を求めるつもりで、クラウスに視線を向けた。

「体の具合さえ戻っているならば、構わないとは思いますが──いえ、しかしソフィア殿どのには、もうしばらく休息が必要ではないでしょうか」

　クラウスがそう指摘すると、ソフィアは身を乗り出してきた。

　馬の尾のように結ゆった髪から、娘らしい甘あまい匂においが漂う。こんな娘が戦場にいることには、ブラドーならずとも、他の諸侯も違い和わ感かんを持っているはずだった。

「休息はもう充分にいただきました。お願いです、陛下。私は──私は、何もせずに後こう悔かいをしたくないのです。お使いいただけましたら、多少はお役に立てるつもりです。部下の間諜スパイ達は失いましたが──私自身、多少は修しゆう練れんも積んでいます」

　クラウスは迷っている様子だったが、ブラドーは一つ、妙案を思いつく。

「わかった──クラウス卿きよう、彼女の熱ねつ意いは本物だよ。彼女に、僕の警けい護ご兵へいの指揮を任せてみたらどうかな」

　クラウスはきっと、貴族の令れい嬢じようである彼女を戦場に出したくないのだろう。その思いはブラドーも同じである。だが、彼女の〝役に立ちたい〟という心も無視はしたくない。

　ブラドーの警護兵ならば、戦場に出る必要はない。暗殺者の危険がある今は、それなりに重要な仕事でもあり、またブラドーの警護兵達は、療養していた彼女のことも知っている。

　クラウスが笑みを見せた。

「なるほど。陛下がそう仰おおせられるなら、お任せいたします。ソフィア殿、では、陛下の警護主任ということで──よろしくお願いいたします」

　ソフィアは安あん堵どしたように頷き、深ふか々ぶかと頭こうべを垂たれた。

　戦場に出られないのは、彼女にとっては残念なことに違いない。だが、ひとまずの要望が受け入れられたことが、今は嬉うれしいらしい。

「それでは、引継ぎの処理を──」

　そう言って、クラウスが席を立った時のことだった。

「クラウス様！　ロセッティ様がお着きです！　〝例のもの〟が届きました！」

　天幕テントの外から、喜き々きとした声が聞こえた。クラウスが連れてきた小こ間ま使づかいの男だが、本職は兵士ではなく商人らしい。彼が叫んだ〝ロセッティ〟という名は、クラウスが経営するサンクレット交こう易えきの幹部商人のものである。

「本当か!?　予定より早いじゃないか！」

　何が届いたのか、ブラドーが確認する前に、クラウスは天幕テントから走り出ていた。

　ブラドーは思わず、ソフィアと顔を見合わせる。

「陛へい下か、我々も行ってみましょう」

　茶色い髪を揺らしながら、ソフィアが身を翻ひるがえした。ブラドーも共にクラウスの後を追う。

　早朝の本ほん陣じんは薄うす靄もやに包まれ、見張りの者達以外は、そこかしこで訓練の準備に追われていた。

　警護の兵達に守られながら、ブラドーとソフィアは早歩きに軍ぐん師しの背を追う。

　数台に連なった幌ほろ馬ば車しやが、すぐ傍そばにまで誘ゆう導どうされてきた。

　クラウスはそこに駆け寄り、御ぎよ者しやの男と何かを話していた。

「クラウス卿きよう、いったい何が届いたんだ？　補給物資にしては──」

　問いかけるブラドーの脇わきに、口くち髭ひげを揃そろえた商人が愛あい想そよく近づいた。

「これはこれは、陛下。ご無ぶ沙さ汰たをいたしております」

「ロセッティか。元気そうでなによりだ」

　彼は内乱の折に、フェリオに味方した商人でもある。その縁で王宮にも出入りしており、ブラドーも幾いく度どか顔を合わせていた。

「陛下、言葉で説明するより、実物をご覧らんになられたほうがわかりやすいかと存じます。まずは荷台のほうへ」

　ロセッティに導かれて、荷台を覗のぞくなり──ブラドーは絶句した。

　傍かたわらのソフィアも、眼めを丸くしてぽかんとする。

　そこにあるものが〝なんなのか〟、一目ではわからない。

　ただ──それが酷ひどく物ぶつ騒そうな品であることは、突き出た金属の鋭するどさで理解できる。

「それで、ロセッティ、これは──？」

　ブラドーが問うと、商人は腰を低くしてにこにこと微笑ほほえんだ。

「ご覧の通りです。設計と試作は少し前に済んでいたのですが、まだ欠けつ陥かんがありまして──クラウス様からご指し示じをいただいた後、大急ぎで欠陥を補い、ひとまず三台を完成にこぎつけました。残りの馬車には修理用の部品と矢を積んであります。運用してみないことには、使い勝手はわかりませんが……うちの技術者達は、それなりに自信をもっておりますよ。開発名は、〝スキュラ〟と申します」

　いつの間にか傍そばに来ていたクラウスも、満足げに頷うなずいていた。

「よくやってくれました、ロセッティさん。早さつ速そく、活用させてもらいますよ」

　腹心の商人の手をがっちりと握り、彼はその働きを正面から称たたえた。

　そしてクラウスは、勢い込んでブラドーに向き直る。

「陛へい下か、もう一度、軍議を開きましょう。諸しよ侯こうを集め直します」

　その勢いに吞のまれるようにして、ブラドーは頷いた。

　クラウスの細い眼めには、確かな輝きが籠こもっていた。ここに届いた馬車は、彼にとってはよほどのものらしい。

　届いた品が一つの突破口になることを祈って、ブラドーは将しよう官かん達の再招集を許可した。
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　アルセイフの軍勢が、自ら攻めあがってきた──

　その報を受けるや、タートムの指揮官であるカルバイも、対抗しての出撃を指し示じした。

　ここ数日は、タートム側が攻勢にあった。アルセイフは傾いた流れを引き戻そうと、あえて攻めてきたのだろう。

　タートム側も、勝って浮かれていたばかりではない。兵士達は戦いに慣れ、将官達は指揮に慣れ、勝利を重ねてきたことによって士し気きも高い。畑や果樹園での略りやく奪だつによって糧りよう食しよくも充分に得ているし、今は万全の状態といってもよかった。

　カルバイ自身は後こう背はいに控え、前線にはモーフィスをはじめ、タートムでも指折りの武ぶ官かんが揃そろった。

「不利を恐れず、向こうから来るとはね。丁てい重ちように迎え撃って差し上げよう」

　カルバイは厳おごそかに宣せんした。

　彼の元には、カシナート司し教きようからの手紙がいくつも届いていた。

〝フォルナムの輝石セレナイトは産出されなくなった〟

〝ジラーハはアルセイフから手を引く〟

〝シズヤ達はラトロアと内通しており、信頼するのは危険だ〟

〝アルセイフと停戦をするつもりなら、自分が仲ちゆう介かいに立つ〟

　──冗じよう談だんではない、と思う。

　輝石セレナイトなど仮かりになくとも、略奪の過か程ていで改めて確信した。

　このアルセイフの土は、タートムとは比べ物にならぬくらい豊かで、気候も安定している。

　これだけの穀こく倉そう地帯を手にすることができれば、輝石セレナイトなどなくても別に構わない。今のカルバイは、この土地を自分のものとして、長く支配したいと願っていた。

　砂さ漠ばくや荒地ばかりのタートムに、もはや未み練れんなどはない。

　餓うえて死んでいく民も、彼らを搾さく取しゆして自らを省かえりみない貴族も、この土地さえあれば──きっと、変わることができる。

〝この土地は、我らにこそ必要なものだ〟

　その思いをもって、カルバイはアルセイフへの侵しん攻こうを決めた。

　レージクなどは、その思いを理解していたように思う。アルセイフの豊かさに比して、タートムは国土のわりに貧まずしすぎるのだ。アルセイフの豊かさを、せめていくらか手にすることができれば、人心も落ち着くだろう。

　そして侵しん攻こうが成功すれば、ラトロアの侵攻でタートムが壊かい滅めつしたとしても、この土地に支配者として移り住むことができる。

　野や戦せんを前にして、タートムの将しよう官かん達は皆、意い気き軒けん昂こうだった。

　ただ──一人だけ、妙に浮かぬ顔をしている者が在ある。

「──モーフィス卿きよう、もし体調が優すぐれないなら、今日は後こう背はいに控えたらどうかな」

　忠実な家か臣しんをつかまえて、カルバイはそう告げた。

　モーフィスはゆっくりと首を横に振る。

「いえ。体調は悪くありません。ですが、カルバイ卿……なにやら今日は、やけに胸騒ぎがするのです。失礼ですが、シズヤ達は今日もまた来るのでしょうか？」

「もちろん。彼女達はまだ協力してくれるはずだよ」

　カルバイはそのことを疑っていない。シズヤ達はいずれ離れるだろうが、それは今ではないと確信していた。

「モーフィス卿、貴方あなたは、今日は後背で──」

「いえ。前線に出させていただきます」

　腕はまだ不自由そうだったが、モーフィスは頑かたくなにそう主張した。

　カルバイはあえて止めない。頑がん固こ者もののモーフィスの御ぎよし方かたを、彼は心得ている。

　しかし出撃の前に、モーフィスは険けわしい顔つきで、なおもこう告げた。

「カルバイ卿。どうか──どうかくれぐれも、あの北方民族達に気を許されませんよう」

「意外に心配性だね、貴き公こうは。私は相手が誰だれであろうと油ゆ断だんはしないよ。それでも裏切られるようなら、それまでの男ということだ」

　生き真面目まじめな武将に苦笑を送りつつ、カルバイは出撃する陣じん容ようを見渡した。

　カルバイは総指揮官として、後方に控える。

　兵の総数は、四万五千にまで膨ふくれ上がっていた。一度に送れる遠えん征せい軍ぐんとしては、ほぼ限界に近い数字である。

　対するアルセイフ側も五万の兵を動員していたが、こちらも厳きびしい数字のはずだった。

　ここに至って、互いに総力戦の様よう相そうを呈しつつある。

　良きにつけ悪あしきにつけ、戦争において〝数〟は大きな要素である。

　そして多数の兵を動かす場合には、いかにその動きを統制できるかが、勝敗の分かれ目となる。

　兵を怯おびえさせず、それぞれを確実に動かすためには、陣じん形けいを保つことがまず第一だった。

　タートム側が絶対的に有利なのは、玄げん鳥ちようをもって、その陣形を攪かく乱らんできるためである。

　今日もシズヤ達は、必ず現れるはずだった。

　カルバイは戦場を脳のう裏りに思い描くと、勝利を夢む想そうして微笑ほほえんだ。

　──彼は一つ、大切なことを見失っていた。

　侵しん攻こう開始から、すでに十八日間という日数が経過していること──

　それはタートムの失策であり、アルセイフにとっては猶ゆう予よ期間だった。

　この日数の重みを、この時のカルバイは、まだ過か小しよう評価していた。
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　戦いくさがはじまってすぐに、ベルナルフォンはまず騎兵を率ひきい、敵てん陣じんの攪乱を図った。

　両軍ともに、戦力は揃そろっている。

　槍そう兵へいを中心とした編成で陣を整え、弓兵による援えん護ごを行いながら、騎兵を戦場に駆けさせる──

　接近戦では一部に剣兵も用いるものの、大軍同どう士しの戦いとなれば、戦に不ふ慣なれな民兵もいる。彼らを効果的に扱うためには、距離をとりつつ秩ちつ序じよだった動きのできる槍兵にするのがもっとも理りにかなっていた。

　同時に今のアルセイフにとっては、槍兵は〝槍やりを上に立てる〟ことで、玄鳥の攻撃を牽けん制せいすることもできる貴き重ちような戦力である。

　ベルナルフォンはその槍兵達の援護を受けながら、六百もの騎兵を率い、戦場を駆け抜けた。

　騎兵の武器は機動力と突進力である。その機動力をもって敵兵をかき回し、突進力をもって蹴け散ちらし、相手が崩れたところへ統制のとれた槍兵を投入するのが、戦における常じよう套とう手段だった。また逆に、槍兵同士の戦いが膠こう着ちやくしているところへ、側面から突進をかけるのも一策である。

　ベルナルフォンにとっても、それは得とく意いとする戦法だった。

　敵と味方の槍兵が槍を交こう差ささせる場所を狙ねらい定め、敵の側面を狙い、ベルナルフォンは騎兵達を率ひきいた。

「突っ込むぞ！　遅おくれる者は置いていくからな！」

　馬ば蹄ていを轟とどろかせ、軍馬は一いつ斉せいに敵を強襲した。

　隻せき眼がんの武ぶ将しようが率ひきいるこの勢いのある部隊は、タートムでも脅きよう威いとして見られていた。タートム側にしてみれば、玄げん鳥ちようが現れるまでの間に苦戦が続くのは、この騎兵達のせいとも言える。

　派は手でに駆け巡るベルナルフォンの勇ゆう姿しはまた、味方の軍をも勢いづけた。

「敵の騎兵が近づいている！　ベルナルフォン卿きようを援えん護ごしろ！」

　すっかり板についた様子で弓兵達を指揮しているのは、ベルナルフォンの副官でもあるサンベルだった。本来ならベルナルフォンの傍そばで騎馬を駆るべき立場だが、ベルナルフォンの馬術についていくとなると、本職の騎士でもなければ難しい。サンベルも馬に乗れないわけではないが、やはりあえて騎兵の足手まといになる気もなく、彼は援護のための弓兵を指揮していた。

　その脇わきから突きかかって来た敵の槍そう兵へいを、別の貴族の率いる槍兵部隊が迎え撃った。サンベルはそちらにも援護の射撃を命じつつ、後こう背はいに向けて補給の矢を要よう請せいする。

　サンベル以外にも、今は多くの将官が一丸となり、アルセイフのために戦っていた。

　ベルナルフォンと不和の続いていたエフリード砦とりでの諸しよ侯こうまでもが、ブラドーの前で忠義を見せようと奮ふん戦せんしている。最後まで衝しよう突とつしていたオーグレット・サイロムなどは、最前線で槍兵を率い、決死の形ぎよう相そうを見せていた。

　彼らとて、アルセイフがタートムに制せい圧あつされるようでは困るのだ。玄鳥の出現による敗戦の連続が、かえってアルセイフ側の危き機き意識を高め、その結けつ束そくを高めたのは皮ひ肉にくな話だった。

　各将官は配下の小隊長達に、矢や継つぎ早ばやに指し示じを飛ばしていく。

　対するタートムの側も必死である。しばらくは一進一退の攻防が続き、戦況はこのまま、消しよう耗もう戦せんに陥おちいるかと思われた。

　人馬の怒ど声せいや嘶いななきが支配する戦場は、まさに総力戦となっている。

　しかし、入り乱れる両軍の戦闘は、またも空からの敵によって変化を強しいられた。

「……来たか！」

　騎兵を率いていたベルナルフォンが、空からの影に逸いち早はやく気づいた。

　アルセイフ側の兵達は皆、〝彼ら〟の存在を警戒し、そしてタートムの兵達は、逆に彼らを頼たのみにしていたはずだった。

　アルセイフの軍は、たちまち緊張に身を硬かたくする。

　逆にタートムの軍勢は、勢いづいて歓かん声せいをあげた。

　現れたのは、五羽の玄鳥──

　空を仰あおいだアルセイフの将官達は、一いち様ように〝軍議の結果〟を反はん芻すうした。

「ベルナルフォン卿！」

　オーグレットが叫んだ。

「不ふ本ほん意いながら、貴き公こうに譲ゆずる！　任せたぞ！」

　心しん底そこから残念そうな彼の様子に、ベルナルフォンは内心で苦笑しつつも、表情を改めて声を張った。

「そちらもお気をつけて！　我らは先に参ります！」

　オーグレット・サイロムは面子メンツばかりを気にする、いかにも貴族の悪い面を切り出したような武ぶ官かんである。だが、彼も彼なりに国を守ろうとしていることは確かだった。

　それは忠ちゆう誠せい心しんよりも、功こう名みよう心しんや出しゆつ世せ欲よくのためかもしれないが、それでも目的を一にし、共に敵と戦うことはできる。そうした清せい濁だくをあわせたものが国であり軍であることを、ベルナルフォンはよく理解していた。

　ラシアンやアゴールのような官僚もいる一方で、とるに足らないような小こ賢ざかしい者達も大勢いるが、逆に彼らなしではこの国も成り立たない。

〝オーグレット卿きよう、貴方あなたのことは俺おれも嫌いだが──無事に勝ったら、酒でも飲みましょうか〟

　心の中でそう声をかけておいて、ベルナルフォンは騎兵を率ひきい、疾しつ駆くした。

　その目め覚ざましい動きは、空からの刺し客かくの目標となる。

　たちまち一羽の玄げん鳥ちようが急降下してきた。

「怯おびえるな！　予定どおり、このまま後こう退たいして駆け抜ける！」

　降りてきた玄鳥は、神しん鋼こう製の防具を身につけていた。さすがに翼の部分は剝むき出しだが、腹部や爪つめの部分には、頑がん丈じようで鋭えい利りな刃までついている。

　地上の兵を引っ掛けて殺さつ戮りくするそれらの刃は、しかしかわすこともできる。狙ねらいをつけてくる嘴くちばしや爪のほうが、むしろ恐ろしい。

　降りてきた彼らは揃そろって、ベルナルフォンを狙った。

　予期していたベルナルフォンは、すんでのところで馬から飛び降りた。

　玄鳥の嘴は馬だけをくわえて飛び上がり、空中でその身を落とした。

　真下にいた騎兵が落ちてきた馬に巻き込まれそうになり、慌あわてて退たい避ひする。

「ベ、ベルナルフォン卿！　こちらに！」

　手近にいた騎兵が馬を捨て、ベルナルフォンに渡した。

　部下の馬に乗り換え、ベルナルフォンはまた疾駆する。

　その周囲では、他の玄鳥達によるアルセイフへの攻撃が始まりつつあった。

　兵達は逃げ惑まどいながら、陣じん形けいを崩され、タートムの兵からも追い立てられた。

　それらの動きはしかし、ばらばらに見えて、〝指し示じ〟のとおりのものである。

〝クラウス──頼むぞ！〟

　ある地点まで駆けた所で、ベルナルフォンは馬を止めた。

　そこには槍そう兵へいや弓兵達に守られて、馬車が一台、止まっている。

　アルセイフの今日の陣には、そうした馬車が二台ずつ、三箇所ほどに点てん在ざいしていた。〝スキュラ〟と名付けられたそれらの兵器が実戦に投入されるのは、これが初めてのことだった。

　ベルナルフォンの到着と共に、その馬車の幌ほろが外はずされる。

　それと同時に、一羽の玄鳥が再び、急降下してきた。

「狙ねらいを定めて発射！　全員、玄げん鳥ちように備えろ！」

　ベルナルフォンが高らかに声を張り上げる。

　次の瞬間──

　不用意に飛び込んできた玄鳥めがけて、地上からの雨のような〝矢〟が、一いつ斉せいに放たれた。
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　中盤を指揮していたタートムの将しよう、モーフィス・ルメイシーズは、その瞬間に何が起きたのかを咄とつ嗟さに把は握あくできずにいた。

　アルセイフ側からの歓かん声せいと、タートム側からの悲鳴とが交こう錯さくし──空を見上げた時に、五羽来ていたはずの玄鳥が、四羽しかいなくなっていることに気づいた。

「何が起きた!?」

　馬車の上からモーフィスが発した問いに、遠とお眼鏡めがねを覗のぞいていた側そつ近きんが反応した。

「……げ、玄鳥が一羽、敵に墜おとされました──」

　モーフィスは耳を疑った。

　あの玄鳥が落とされることなど、偶ぐう然ぜんにしてもそうそうあるはずがない。

「貸せ！」

　部下から遠眼鏡を取り上げ、モーフィスはそれを覗き込んだ。

　アルセイフの布ふ陣じんの中に、いくつか、奇妙な物が増えていた。

「なんだ……？　あれは……」

　兵達が邪じや魔まをしてよく見えない。だが、どうやらそれを中心にして兵達が集つどい、一羽の玄鳥を落としたらしい。

　それからすぐのことである。

　タートムの陣じん営えいの上に、天からの〝矢〟が降り注いだ。

「う、うおっ!?」

　驚いたモーフィスは、慌あわてて馬車の隅すみに逃げた。

　降ってきた矢は、弓兵の放ったものではない。矢というよりはむしろ手て槍やりに近い大きさで、そんなものが空中からばらばらと、かなりの広い範囲で降ってきた。

　勢いは削そがれており、味方の被害こそなかったものの、モーフィスは肝きもを冷やした。

「これは──石いし弓ゆみの矢か？」

　それにしてはやや短く、鏃やじりの部分の刃はやけに大きい。通常の弓矢とは、威い力りよくの面でも段違いのはずだった。

　遠眼鏡で見えたものから、類るい推すいするに──

「……敵陣に、突撃する。覚かく悟ごを決めろ」

　モーフィスは眼めを据すわらせて、副官に呟つぶやいた。

　傍かたわらの副官は驚いたように眼をしばたたかせる。中盤を預かるモーフィスの役割は、前線が撤てつ退たいする際の援えん護ごであり、また非常時の遊撃だった。

　今、モーフィスは、その後者の役割を果たそうとしている。

「突撃……？　モーフィス卿きよう、あれは──」

「アルセイフの連中も、玄げん鳥ちように対して無む策さくではなかったということだ。おそらく大量の矢を一度に放つ兵器だろう。我ら地上部隊であれを破壊しないことには、上の連中も満足には動けん」

　カルバイには苦く言げんを呈ていしたが──モーフィスにも、わかってはいた。

　玄鳥の力を借りずに、この侵しん攻こうを成功させることはできなかったのだ。

　今、彼らが地上を襲いづらくなった途と端たんに、タートムの兵達は萎い縮しゆくした。そのことを察したモーフィスは、自じ嘲ちようの思いを込めて空を見上げた。

　結局──自分も彼らを嫌いながら、その戦力を当てにしていた。

〝……身勝手なものだな〟

　呆あきれながら、モーフィスは馬車から下り、部下の馬へと乗り換えた。

　片腕は骨折していたが、負傷から十日以上を経て、痛みも和やわらいでいる。馬を駆れる程度には回復していたし、もしここで戦死しても、それは仕方ない。カルバイが健けん在ざいなら、彼がタートムを導いてくれるはずだった。

　モーフィスはあくまで、前線を率ひきいる指揮官であるという自覚を持っている。

「目標は敵の兵器だ！　玄鳥を狙ねらう改良型の石いし弓ゆみと思われる。周囲の兵を切り抜けて、その破壊を優先せよ！　この一戦が、我らの命運を分けるぞ！」

　モーフィスの指し示じに、兵達は迅じん速そくに反応した。

　神しん鋼こうの武具で身を固めた仲間の騎兵部隊が、モーフィスの動きをそれと察して、すかさず援えん護ごに回った。

　モーフィスは片腕で手た綱づなをとり、進軍を開始させる。

　ふと、このアルセイフ侵攻の端たん緒しよとなった、エフリード砦とりでの攻略戦を思いだす。

　あの時は、タートム側の攻城兵器を狙い、アルセイフ側がわざわざ兵を出してきた。

　今度は逆に、タートムがアルセイフの兵器を狙って、軍を動かしている。

　そのことにモーフィスは、戦いの皮ひ肉にくを思った。

〝戦争というのは所しよ詮せん、こうした不ふ毛もうな争いの繰り返しか──〟

　髭ひげ面づらをわずかに笑えませて、モーフィスは敵陣へと兵を率いた。

　肚はらはとうに据すわっている。

　あとはどれだけ、武ぶ人じんとしての意地を敵に見せられるか──

　そのことを思うモーフィスの脳のう裏りには、寡か兵へいをもって味方の退たい路ろを確保した、老ろう将しようバロッサの姿が浮いていた。
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　アルセイフの将しよう、ベルナルフォン・レスターホークの前では、撃げき墜ついされた玄げん鳥ちようが、死しに際ぎわの痙けい攣れんを起こしていた。

　平原に身を横たえた鳥の体からは、至るところから血が溢あふれている。

　その多くは、アルセイフの兵達が負わせた傷だった。

　一度、大地に落ちた玄鳥には、たちまち槍そう兵へい達の槍やりと弓兵達の矢が殺さつ到とうした。

　玄鳥に自らの身をつないでいた乗り手も、落下の衝しよう撃げきから立ち直らぬうちに、その刃によって身を貫つらぬかれた。

　絶ぜつ命めいした男は黒くろ装しよう束ぞくに身を包んでおり、一見してシズヤの仲間だと想像がついた。

「驚いたな……本当に撃墜するとは」

　隻せき眼がんで馬車の上を見定めて、ベルナルフォンは呆あきれたように嘆たん息そくした。

　幌ほろが取れた荷台の上には、今までに彼が見たことのない〝兵器〟が乗っていた。

　スキュラと名付けられたその兵器は、一見すると、いくつもの石いし弓ゆみを上向きに並べたような造りとなっている。縦に七列、横に七列が揃そろっており、それぞれが微妙な角度で外側に向けられ、矢は中心から放射状に広がるように設計されていた。

　それら全すべての弓は一つの台だい座ざに固定されており、前後左右に角度を調整できるようになっている。そして、巻上げ機で一列分、七つの弦げんを同時に引き絞しぼることができ、発射する際にはその下部に設置されたたった一つの引き金で、縦横合わせて四十九本の矢を一いつ斉せいに放つことができた。

　鉄をも射い抜ぬく威い力りよくを持つ石弓の矢は、至し近きんであれば、その軌き道どうもほぼ直線に近い。

　それらの矢は広い範囲に向けて空へと伸び、広い範囲を同時に射抜く。ある程度、敵の玄鳥の動きを読む必要はあるが、タイミングさえ合えば、通常の弓兵の弓よりは遙はるかに当たりやすく、威力も高いはずだった。

　もっともベルナルフォンも、一発目がこうも綺き麗れいに当たるとは考えていなかった。相手に対する牽けん制せいになれば、それだけでも充分だったのだ。牽制しながら地上部隊と戦えれば、今までよりはまともな勝負になる。

　実際、スキュラが放った四十九本の矢は、そのほとんどが外はずれたはずである。玄鳥が身につけた神しん鋼こうの胴どう当あてに弾はじかれたものも、中にはあるかもしれない。だが、そのうちの十本程度が大きな翼を貫つらぬき──そのことによって、玄鳥は飛べなくなった。

　そして地上に落ちた玄鳥が相手なら、槍と弓によってとどめを刺すことができる。

「クラウス、ずいぶんと大たい層そうなものを用意したな」

　馬車の傍そばで新兵器の様子を確認していた親友に、ベルナルフォンは馬を寄せた。

　馬車の上では、二発目の準備のために、矢の設置と弦つるの巻上げが進んでいる。射しや手しゆはこの兵器の開発に携わった人間で、矢の速度と距離の相関関係を熟じゆく知ちしていた。

　もしこの隙すきを狙ねらって敵が下降してくるようなら、他の二台からも狙うことができるだろう。相手もそれを察したのか、降りてくる様子はない。警戒されてしまえば、命中精度は極端に下がるはずだが、それでも彼らにとっては脅きよう威いらしい。

　クラウスはベルナルフォンに微笑を向けた。

「こんな物ぶつ騒そうな品を活用する機会があるかどうか、私にもわからなかったのですが……念のために、配下の者達に設計を進めさせていて正解でした。まだ改良の余よ地ちはありますが、それでも石いし弓ゆみを単発で撃つよりは、遙はるかに当てやすいはずです」

　クラウスがこの兵器の開発を決めたのは、アルセイフでの内乱が起きる直前だったらしい。

　その頃ころ──タートムに雇やとわれたシズヤ達は、第二王子のレージクに協力し、玄げん鳥ちようによって軍ぐん務む卿きようらの馬車を襲わせた。

　クラウスの父である軍務卿ガートルード・サンクレットの他ほか、第二妃ひや第三妃もその時に亡なくなった。同時に、クラウスの最愛の妹であるニナ・サンクレットも巻き込まれ、一時は生死不明となった。

　その復ふく讐しゆうを誓ったクラウスは、〝玄鳥〟を仕し留とめるための兵器の設計を、部下達に指し示じしたのだという。結局、内乱は早期に解決し、妹であるニナも九死に一生を得たが、開発だけは中断されずに続いていたらしい。

　これにはベルナルフォンも驚かされたが、タートムの国境侵しん攻こうに応じ、大急ぎで試作品が仕上げられ、今はこうして目の前に威い容ようを見せている。

「この戦況下で、こんなものを用意してくるとはな。やはり大した奴やつだよ、おまえは」

　ベルナルフォンの素直な賛さん辞じに、クラウスは首を横に振った。

「誉ほめるなら、実現させた技術部の方達を誉めてください。このスキュラは見た目より複雑で、威い力りよくを高めるための工夫も随ずい所しよに為なされています。よくこの短期間で実用可能な域いきにまで仕上げたものだと思いますよ」

　クラウスが言うと、妙な説せつ得とく力りよくがあった。

　専用の矢を大量に無む駄だ撃うちするという欠点はあるものの、玄鳥に対する牽けん制せいとしては、この兵器の存在は大きい。

　空にいる玄鳥達も、射しや程ていさえ見定め切れない今は、降りてくる気配がない。

　しかし代わりに──タートムの軍勢は、これに反応して動いた。

　この兵器を破壊すれば、再び玄鳥は自在に動けるようになる。相手の動きは当然のもので、アルセイフ側もこれには正面から対たい処しよする。

　オーグレットの率ひきいる槍そう兵へい達が、タートムの騎兵を押おし留とどめようとしていた。

　相手も勢いに乗ってくる。ベルナルフォンは踵きびすを返すと、騎兵を率いて前線に舞い戻った。

　タートム側の勢いは、ある意味で異常なほどだった。

　兵達は決死の形ぎよう相そうで、目標をクラウスの持ってきた兵器に定めている。

　敵の武ぶ将しようが、馬上で声を張っていた。

「力ずくでも切り抜けろ！　退たい路ろを考える必要はない。あの兵器さえ沈ちん黙もくさせれば、上からの支援がある！」

　その将には、ベルナルフォンも見覚えがあった。

　片腕を負傷しながら戦場に出てくる将官などは珍しいし、なにより彼は──

「エフリード砦とりでで追つい撃げきしてきた奴やつか……！」

　ベルナルフォンはそのことに気づくや、闘とう志しを再燃させた。ベルナルフォンの退路を守ろうとしたバロッサは、彼の部隊と衝しよう突とつして逃げそびれたはずだった。

　髭ひげ面づらの太った男は、険けわしい眼まな差ざしで戦場を睨にらみまわし、片腕だけで器用に馬を操あやつっては指揮の声を飛ばしている。

　その将もベルナルフォンに気づいて視線を向けた。

　両軍の槍そう兵へい達が包囲をつくり、互いの騎兵隊は正面からぶつかり合う形となった。

「小こ僧ぞう！　貴き様さまには借りがあったな！」

　相手の将が烈れつ火かの勢いで叫んだ。

　ベルナルフォンも怯ひるまない。

「借りがあるのは俺おれのほうだ！　バロッサ卿きようの仇かたきはここでとらせてもらう！」

　相手の将がふと──その時、笑ったように見えた。

　嘲あざけったような笑いではない。むしろ親しみを感じさせる笑顔だったが、その表情は間違いだったかのようにただの一瞬で引っ込み、さらに険しい眼差しが向けられた。

「目標はあくまで敵の兵器だ！　蹴け散ちらしてやれ！」

　勢いを増し、騎兵が一丸となって迫った。

　相手の気き迫はくに、ベルナルフォンは一瞬だけ躊ちゆう躇ちよした。怯おびえたわけではない。騎兵同どう士しが正面からぶつかれば、兵の負ふ担たんが増え、互いに大きな損害を負う。一時いなしておいて側面から襲えば、味方の損害を抑おさえつつ、敵には大打撃を与えることができる。

　ただしその場合、少しでも遅おくれると、スキュラにまで敵の攻撃が及んでしまう懸け念ねんもあった。

　その一瞬の躊躇が、この場の一時的な趨すう勢せいを決定づけた。

「騎兵は突撃を敢かん行こう！　槍兵と弓兵の進路をつくれ！　弓兵は火矢に点火しろ！」

　そう指揮をした将の動きは迅じん速そくだった。

　無む謀ぼうとも思える勢いで突出し、その勢いに驚いたアルセイフ側の兵を半なかば無視するようにして、彼らはたちまちスキュラの元に肉にく薄はくする。

「いかん！　クラウス！」

　ベルナルフォンは部隊を反転させた。その頭上を火矢と油の袋が飛び、スキュラの傍そばで火が起きた。

　クラウスが槍そう兵へい達を指揮して、敵の部隊を押おし留とどめていたが、弓矢まではとても防げない。

　スキュラの中心付近であがった焰ほのおはたちまち勢いを増した。スキュラそのものは鋼こう鉄てつを主な材料としているが、馬車は木で出来ている。そして台だい座ざである馬車が燃えてしまえば、スキュラは射しや角かくや方向を調整できない。そもそも精密な機械であるがゆえに、熱で変質してしまえば使い物にならない可能性も高かった。

　突っ込んできた敵部隊は、クラウスとベルナルフォンの部隊で挟はさみ込む形となった。

　無理をして少数で突っ込んできただけに、完全包囲されると彼らは脆もろかった。奮ふん戦せんは続けたものの、さまざまな方向から槍やりを突き入れられ、まず騎兵の馬達が崩れる。

　その戦いの最中に──スキュラの停止を見定めた玄げん鳥ちようの一羽が、さっそく地上へと降りてきた。

　残り二台のスキュラが遠とお間まから照準を定める。

　その動きを嘲あざ笑わらうかのように、玄鳥は低空を飛んでから不規則に舞い上がった。

　遅おくれて放たれた矢は、完全に空を切る。

　作業兵が慌あわてて弦つるを引き絞しぼり、矢を設置していくが、その隙すきを玄鳥は逃がさなかった。

　発射準備が整わないうちに、一羽がスキュラの上に舞い降りる。一瞬のうちに、その爪つめが馬車を横転させ、さらに一台のスキュラが用を為なさなくなった。

　残りのスキュラは、一台だけになった。全軍の守備にはとても射しや程ていが足りず、軍の端をめがけて玄鳥が動き始める。

　同時にベルナルフォン達の元にも、一羽の玄鳥が降ってきた。

　無理をして包囲された部隊を助けようとするかの如ごとき動きに、タートムの兵達が歓かん声せいをあげる。

「玄鳥を恐れるな！　せめてあの将しようだけは……！」

　ベルナルフォンが声を上げたが、しかしどうしても、玄鳥によって陣じん形けいは崩された。

　いくら恐れるなとは言っても、現実の脅きよう威いの前では、兵も勇気を保てない。

〝また撤てつ退たいするしかないのか──!?〟

　敵の部隊が決死の覚かく悟ごをもって突っ込んでこなければ、スキュラを巡る状況もまた違っていたはずだった。

　残り一台は死守するにしても、敵の玄鳥はまだ四羽も残っている。一応はそのスキュラを警戒して、敵の玄鳥も動きが慎しん重ちようだったが、状況はここから不利になっていくことが予想できた。

　それでもベルナルフォンは戦場を睨にらみつつ、奮戦を続ける。

　ここで敵を抑おさえなければ──アルセイフは本当に、タートムの植民地とされてしまう。

　この侵しん攻こうだけは、絶対に食い止めなければいけない。

　苦しい戦いを続けるベルナルフォンの視界に、その時──一羽だけ、離れて飛んでいる玄鳥が眼めに入った。

　そこは、国王であるブラドーや補給部隊が待たい機きしている付近の上空である。

　そのことに気づいた瞬間──ベルナルフォンの顔からは、血ちの気けが引いた。
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「陛へい下か！　玄げん鳥ちようが接近しております！　急いで避ひ難なんを！」

　天幕テントに駆け込んできた見張りの兵が、悲鳴じみた声で叫んだ。

　ベルナルフォン達の無事を祈っていたブラドーは、びくりとして立ち上がる。

「一羽かい？」

「は──暗殺者かもしれません。狙ねらいは陛下の御おん身みか、こちらの補給物資と思われます。ひとまず安全な場所へ……」

　安全な場所とはどこだろう、と、ブラドーは考えた。

　よくよく考えてみるまでもなく、この近辺に安全な場所などないような気もする。馬車に乗ろうが外に出ようが、玄鳥に狙われれば逃げ切れるとも思えない。

「困ったな。どうしたらいいと思う？」

　ブラドーは落ち着いて、身を守る目的で傍そばに仕えているソフィアへと顔を向けた。

　ソフィアは膝ひざをついてかしこまる。

「ここを動かれぬほうがよろしいかと思います。敵は陛下の在ざい所しよまでは知りません」

　ブラドーは用心のため、王族用の天幕テントから、一般兵士用のそれへと身を移していた。

　ブラドーもソフィアの言に頷うなずく。

「よし、それじゃ、しばらくはここに──」

「いや、陛下。それは困るのです──」

　見張りの兵が不意に駆け寄った。

　その手元に──

　鈍にぶく光る物がある。

「貴方あなた様には、死の恐怖からさえも免まぬかれる冥めい界かいへと避ひ難なんを──」

　ブラドーが歯を食いしばった時だった。

　まるで突風が吹いたように、目の前に少女が飛び出した。

「兵に変装して暗殺を企くわだてるとは、卑ひ怯きような真似まねを！」

　叫んだソフィアが短剣ダガーを振るう。

　アルセイフの一般兵の鎧よろいに身を包んだ刺し客かくは、くるりと後ろへ転がって、その刃を避けた。

「……毒どくから立ち直っていたか。アカツキやシズヤも詰つめが甘あまいな」

　男の声は静かに澄んでいた。ブラドーはその声質の変化にぞっとする。窮きゆう地ちを救ったソフィアは、身を低く構えて声を張った。

「暗殺者です！　陛へい下かを守りなさい！」

　声を張るまでもなく、異変を聞きつけて周囲の兵が集つどった。

　暗殺者の男が薄く笑う。

「失敗はしたが──これだけ兵が揃そろえば、空からのほうが確実か」

　はっとして動きが止まったブラドーに向けて、男の刃が投げ打たれた。

「陛下！」

　ソフィアが声をあげて、ブラドーに飛びつく。

　押し倒したその頭上をかすめた刃は、天幕テントの端に突き刺さった。

　刺し客かくに向けて、警けい護ご兵へい達の槍やりが突き入れられる。男はそれを素早くかわし、音の出ない笛を吹きながら、再び短剣ダガーを抜き撃とうとした。

　その横合いから、突然に現れた黒馬が彼に突進する。

「ノクターン！」

　ソフィアが愛馬の名を叫んだ。

　馬との激げき突とつを避けて態勢を崩した刺客は、飛び退のきざまに刃を放つ。

　押し倒されたままのブラドーの上で、ソフィアが必死にその刃を弾はじいた。刺客の不自然な態勢のために威力が削そがれていたとはいえ、その技ぎ量りようはとても娘のものではない。

　ブラドーを殺し損そこねた暗殺者は、舌した打うちまじりに見張りの兵の頭上を飛び越え、降りてきた玄げん鳥ちように飛び乗った。その身軽な動きは猿さるのようで、やや人間離れしている。

　玄鳥が一度、空へと舞い上がる。

　ソフィアに肩を貸されながら、ブラドーは慌あわてて天幕テントから走り出た。

　その背後で、降りてきた玄鳥は天幕テントを引っ摑つかみ、振り回すようにして放り投げた。

　そのあおりを受けて、ソフィアとブラドーも転ばされる。

「陛下をお守りしろ！　指一本触れさせるな！」

　たちまちに、周囲を警護兵達が囲んだ。黒馬も激しくいななきながら、ソフィアの傍そばに付き従う。

　ブラドーは、怯おびえていなかった。

　険けわしい眼めで玄鳥を睨にらみ上げ、彼は自分を救ってくれたソフィアの肩を押さえながら、ゆっくりと兵達に宣せんした。

「奴やつの狙ねらいは僕だけらしい。君達まで死ぬことはないよ」

「馬ば鹿かなことを仰おつしやらないでください！　貴方あなた様の命をお守りすることが、我らの役目です！」

　警護の兵が裏返りそうな声で叫んだ。

　ブラドーは空を見上げながら、首を横に振る。

「その忠義は嬉うれしく思う。だからこそ生きて、次の王に──フェリオに仕えて欲しい。ソフィア、君にも頼む。僕がここで殺やられるとしたら、それはきっと運命だろう」

「こんな時にふざけないでください、陛へい下か！」

　ソフィアが声を張って、ブラドーの手を引いた。

　ブラドーは、苦しい心持ちになる。

　命を賭として自分を助けようとしてくれる彼女達の忠ちゆう誠せいを、ブラドーは素直に喜べない。

　それは尊とうといものだと思う反面──どこか、歪いびつな気がするのだ。

　少なくとも自分は、彼女らにそこまで守られるほどに価値のある人間だとは思えない。体も弱く、人心を強く惹ひきつけるだけのカリスマもなく、安あん穏のんとした生活に憧あこがれるような、小さな人間だった。

　王族とて、所しよ詮せんは一人の人間に過ぎない。死ぬ時は死ぬものだと、ブラドーは弁わきまえていた。

　父や兄達、それに母を含む妃きさき達の唐とう突とつな死しに様ざまを見ても、それは仕方のないことのように思う。

　だからこそ、その場に他ほかの誰だれかを巻き込みたくない。

「ソフィア、聞いてくれ。このままだとどの道、全員が──」

「陛下！　最後まで諦あきらめないことが、私の誇りです！」

　ソフィアのその声は、鮮せん烈れつだった。

「陛下の優やさしさは充分にわかっております！　でも、我々は陛下を守るためにお傍そばにいるのです。その誇りを、どうか信じてください。諦めたら──諦めたら、そこで終わりです！」

　ソフィアの声は、周囲に響き渡った。

　兵達は玄げん鳥ちようを睨にらみ上げ、微び動どうだにしない。槍やりを上に向けて掲かかげ、最後までブラドーを守る構えである。

　誰だれも、引く者はいない。

　命が惜しくないはずはないのに、ブラドー本人が〝逃げろ〟と言っても、彼らにそれを聞く様子はない。

　ブラドーは──やっと、自分のいる〝国王〟という立場がいかなるものなのか、少しだけ理解できた気がした。

　国王は、ただ守られていればいいわけではない。

　国王とはおそらく、人と国の柱なのだ。

　その存在を拠より所どころとして、人が団結するための──そうした象しよう徴ちようなのだと思う。

　ならば、自分は──

「……ありがとう」

　ブラドーは、澄んだ声を彼らに投げた。兵達が一瞬だけ振りかえる。〝国王〟を見るその眼めには、真しん摯しな光が宿っていた。

「……貴方あなた達がその覚かく悟ごをもってくれるなら、僕も最後まで戦おう。空にいる相手は、厄やつ介かいだけれど──槍やりを上に向けたまま密集し、弓兵をもって降下してきたところを狙ねらえば……」

　見上げた空の上で──巨鳥はいつまでも、降下する様子を見せなかった。

　ブラドーはそのことをいぶかしく思い、眼めをこらす。

　同様にソフィアや他の兵達も、眩まぶしいほどに青い空へと視線を向けた。

　玄げん鳥ちようは幾いく度どか、空を旋せん回かいし──

　仲間と合流する方向へと動いた。

「襲って……こないのか？」

「……みたい、ですね」

　ブラドーとソフィアは、きょとんとして呟つぶやいた。見送った他の兵達もなかば呆ぼう然ぜんとしている。

　地上にいた彼らは、気づいていない。

　上空で玄鳥の背に乗っていた暗殺者の男が、その視界の彼方かなたに見つけたもの──

　それこそが、彼の方針を変へん更こうさせた理由だった。

　この時点ではまだ、誰だれもそのことに気づいていない。

　だが──それからほんの数分も経たたぬうちに、それらは訪れることとなる。
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　玄鳥達に翻ほん弄ろうされながら、ベルナルフォン達は奮ふん戦せんを続けていた。

　国王、ブラドーの元に向かった刺し客かくのことは、まだ詳しよう細さいがわかっていない。援えん軍ぐんとして脚あしの早い騎兵を差し向けたが、ブラドーの周囲にも警備の兵達はいる。戦力を分断するための陽よう動どうである可能性もあり、安あん易いに撤てつ退たいするわけにはいかなかった。

　激戦の続く現状で崩れれば、敵の追つい撃げきで多くの兵を失うことになる。撤退するにしても、その潮しお時どきは計らなければならない。

〝くそっ……！　玄鳥さえいなければ──〟

　後こう背はいから飛んできた一羽が、上空の鳥達と合流した。

　彼らの動きがその時、ふと止まった。

　五羽ともが上空で回り始め、地上への攻撃が不自然に止む。

「ベルナルフォン卿きよう！　何かあったようですよ！」

　サンベルが叫び、やがて兵達の間からは、奇妙などよめきが漏もれはじめた。

　見上げた空の果てから──数多くの鳥影が見え始めていた。

　ベルナルフォンは思わず、頰ほおを引きつらせる。

　距離と影の大きさからして、玄げん鳥ちようであることは間違いない。だが──その数が、やけに多い。

　ざっと見渡しただけで、二十から三十──あるいはさらに多くの鳥が、この地に迫りつつあった。

「ま、まさかあれ……全部が、敵の増ぞう援えんですか……？」

　脇わきに寄ったサンベルが、明らかに震える声で呟つぶやいた。

（……これまでか？）

　さしものベルナルフォンも、そう覚かく悟ごをしかけた。

　だが、状況はそこから奇妙な変化を見せた。

　上空に待たい機きしていた五羽の玄鳥は、眼下の戦況に眼めもくれず、揃そろってタートムの本ほん陣じんへと降下していった。

　それを追うようにして、群れとなって飛んできた新たな玄鳥達が迫る。

「……合流する気でしょうか？」

「いや──あれは……」

　判断に迷うベルナルフォンの傍そばに、クラウスの馬が駆けてきた。

「ベル！　兵達も戸と惑まどっていますが、あれはもしや──」

　クラウスの細い眼は、警戒と期待とで微かすかに震えていた。ベルナルフォンは、親友に頷うなずいてみせる。おそらく今、彼と自分は同じことを考えた。しかし、それが正解であるとする保証はない。

　正しよう体たいのわからない玄鳥達は、流れるように空を翔かけて向かってきた。

　もし敵ならば、アルセイフの命運はもう、尽きたと言ってもいいかもしれない。

　だが、もし──

「クラウス卿きよう、ベルナルフォン卿！　どうする、撤てつ退たいか!?」

　遠くからオーグレット・サイロムを乗せた馬が駆けてきた。彼も不安そうだが、兵達も落ち着かない様子である。

　ベルナルフォンはクラウスと視線をかわし、互いに頷うなずき合った。

「オーグレット卿、撤退はしません。この戦いくさはどちらにせよ、今日で決着が着くことになりそうです」

　クラウスが答える間、ベルナルフォンは空を見上げていた。

　現れた玄鳥達は一いつ見けん、優ゆう雅がに飛んでいる。

　その背に乗った人物の一人が──自分達に向けて、大きく手を振っているように見えた。

「──おい──クラウス」

　ベルナルフォンは思わず、隻せき眼がんを細めて笑みをこぼした。

　遠すぎて視認はできない。だが、何故なぜだかすぐに〝彼〟だとわかった。

「俺おれはすぐに部隊を率ひきいて、敵を迂う回かいし、本陣に強襲をかける。クラウス、陽よう動どうを頼めるか？　敵をひきつけておいて欲しい」

「え？　陽よう動どうは構いませんが……ベル、あの玄げん鳥ちよう達が、味方だという保証は──」

「味方さ、クラウス」

　ベルナルフォンは確信していた。

「それも、とびっきり頼たよりになる味方だ。どういう理由わけであの方かたが動いたのかはわからんが……これは、紛まぎれもない好こう機きだ」

　断言しておいて、ベルナルフォンは隻せき眼がんを戦場に向けた。

　シズヤ達の支援が止まったことで、タートムの軍勢にも動揺が生まれている。この機を逃す理由はない。

　まだ気づかない他の面々に、ベルナルフォンは振りかえって告げた。

「……思いだしたよ、クラウス。あの方は以前、玄鳥に単身で立ち向かったことがあった。ちょうどおまえに追われて、王都を脱出した時のことだ。今にして思うと──ふふっ、本当に無む茶ちやなことをしたと思うよ。これだけの軍勢が束たばになってかかって翻ほん弄ろうされる相手に、たった一人でな」

　クラウスが頰ほおを引きつらせた。

「まさか──ブラドー様だけでなく、〝フェリオ様〟までこの地に──？」

「むしろ、あの方がおとなしくしていると思うほうが、どうかしていたな」
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　ベルナルフォンは久ひさ々びさに、心しん底そこから笑った。まだ戦いくさの最中ではあるが、今はもう、負ける気がしない。

「さて、我々もタートムの連中を追い散らすとしよう。オーグレット卿きよう、ここで退ひくのは損ですよ。我らはいましばらく、戦場を駆けるべきです」

　仲の悪い武ぶ官かんに余よ裕ゆうを見せておいて、ベルナルフォンは馬を駆った。

　後には部下の兵達が続く。それに負けじと、オーグレットをはじめとする諸しよ侯こうも動いた。

　連れ立ってきた玄げん鳥ちようの一部は、こちらに迫っていた。

　今から、タートムとアルセイフの立場は逆転することになる──ベルナルフォンは早くも、そのことを確信していた。
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　タートムの本ほん陣じんでは、北方から現れた玄げん鳥ちようの群れのために、兵士達が恐きよう慌こう状態に陥おちいっていた。

　北方民族による、アルセイフへの支援──それを疑うものはいなかった。

　玄鳥で陣に戻ったシズヤ自身、その可能性がもっとも高いと知っていた。

　裏切者である自分達を、彼らは始し末まつしに来たに違いない。無む論ろん、簡かん単たんに始末されるつもりなどあるわけもなく、シズヤは逃げ切るつもりでいた。

　降り立ったシズヤ達を出迎えたのは、すでに支度したくを整えた来訪者ビジター達一行だった。

　イリス、パンプキン、バニッシュ、カトル、そしてエンジュ──

「……出発するの？」

　イリスの問いに、シズヤは玄鳥に乗ったまま頷うなずいた。脇わきには他の操あやつり手てが乗る玄鳥も降り立つ。

「残念ですが、あの人達が出てきちゃったら、仕方ありません。あの数をまともに相手するのは無理ですわ」

「……結局、リセリナは来なかったわね」

　そんな愚ぐ痴ちを言いながらも、イリスは素直に従った。

　タートムの兵達が駆け寄る前に、来訪者ビジター達は三羽の玄鳥に分乗した。シズヤの鳥には、イリスとカトルが乗る。パンプキンとバニッシュはエイミーの鳥に乗り、エンジュはアカツキの鳥に乗った。

　アカツキが声を投げた。

「姐あね御ご、俺おれとエイミーはおとりになって、ゆっくり逃げながら何羽か仕し留とめるよ。先に逃げてくれ」

「あら？　ずいぶんと殊しゆ勝しようなことを言うのね？」

「まぁ、この戦いくさに巻き込んだのは俺だしな」

　アカツキは口調こそ粗そ雑ざつだが、仲間に対しては意外に義理堅がたい。ことにシズヤに対しては、やけに気を遣つかってくれる。

「そういうことなら少し付き合うわ。どうやら──あの子も来ているみたいだし。これからのことを考えたら、ここで二、三羽は仕留めておくのも悪くないでしょう」

　空を見上げたシズヤは、薄笑いを漏もらした。

　誰かが北方民族の長老連を説せつ得とくしたからこそ、こうした事態を迎えた。説得をした者についても、あらかた見当はついている。

（神殿騎士に襲われたって聞いたけれど……やっぱり、生きていたわね）

　ユキノという名の小さな子供──彼女はシズヤに剣術を教えた男の娘であり、同時に彼女は、シズヤを仲間の仇かたきとして狙ねらっている。

　今は成長してシルヴァーナと名乗り、アルセイフのために奔ほん走そうしていると聞く。

「……仇としては、少しは応こたえてあげないとね」

　小声に呟つぶやいて、シズヤは玄げん鳥ちようを飛び立たせた。

　アカツキ達の鳥も次々に飛び立ち、彼女らは向かってくる鳥から逃げながらも、追われる者としての〝反撃〟を開始した。
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「リセリナ、あそこにいるのはベルナルフォン卿きよう達だよ、きっと」

　慣れない玄鳥の背の上で、フェリオは眼下を指差した。背中にしがみついたリセリナが眼めを凝こらしつつ、微かすかに首を傾かしげる。

「え？　どこですか？」

「ほら、すぐそこだ。見えないか？」

　二人の会話に、繰あやつり手てのシルヴァーナはくすくすと笑っていた。

「フェリオ、この人数でわかるのか？　両軍合わせて、十万人近くいるはずだ。さすがに見つけるのは無理だろう」

「そうかなぁ……あれは多分、ベルナルフォン卿だと思うよ。すぐ傍そばに、クラウス卿っぽい人もいた」

　無む論ろん、彼らの顔までは見えなかったが、フェリオは試しに手を振ってみた。

「あ、フェリオさん！　手を離したら危ないです」

　リセリナが慌あわててたしなめた。一応は命いのち綱づなも着けているし、よほど油ゆ断だんしなければ、そうそう落ちることはないはずだった。それでも彼女を心配させるのは申し訳ない気がして、フェリオはおとなしく装具を摑つかみ直す。

「フェリオ、そろそろ降りるぞ。しっかり摑まっていろ」

　シルヴァーナの玄鳥、フウガが降下を開始した。すでに他の玄鳥達も、シズヤ達を追って降下を始めている。

　玄鳥の背に摑まったフェリオは、ここに至るまでの日々を反はん芻すうした。

　──フェリオ達がシルヴァーナと共に神殿を出たのは、五日ほど前のことである。

〝国境付近で、シズヤ達がタートムに協力し暗あん躍やくしている。対抗するためには、北方民族の長老達を説せつ得とくしないといけない〟

　彼女からそう言われ、フェリオはその話に乗った。

　シルヴァーナ自身も、施せ療りよう師しクゥナの元から逃げ出した後、そのまま北方民族の長老連を説得しに向かったらしい。だが長老達は頑がん固こに協力を拒きよ否ひし、埒らちが明かないままに状況の悪化を受けて、フェリオを迎えに戻った。

　そしてフェリオとリセリナ、ハーミット達は、彼女の玄げん鳥ちようフウガによって里にまで連れて行かれ、その〝長老連〟と呼ばれる指導者達と面会をした。

　セブラズ山地の奥に棲すむ彼らには、少なからず興味もあった。シルヴァーナの出しゆつ自じもそうだし、かつてはウィスタルが世話になったとも聞いている。

　そして、初めて会った北方の民達に、フェリオは〝素そ朴ぼくな人々〟という印象を持った。

　険けん阻そなセブラズ山地の奥で、彼らは質素に逞たくましく、生活をしていた。

　極めて強い戦力となる玄鳥を用い、タートムからの再三の侵しん攻こうを退しりぞけつつ、しかし彼ら自身はただ穏おだやかな生活を望んでいた。

　貧まずしい土地で暮らす彼らは、大地の輝石セレナイトを得るためにフォルナムとも交こう誼ぎを結んでいたが、その本質はあくまで平和を愛する人々だった。

　そんな人々だけに、当然──アルセイフへの援えん護ごは、はじめは断られた。

〝他国の戦乱に介かい入にゆうせず〟

　これが大原則だと説とき、これまでにシルヴァーナがいくら神殿への恩おん義ぎやタートムへの禍か根こんを種たねになじっても、長老連の決定はなかなか覆くつがえらなかったという。

　長老連は、北方民族の方針を決める三十人ほどの合議集団である。〝長老〟と銘めい打うたれてはいるものの、若い者は三十代程度で、彼らは山地に点てん在ざいするそれぞれの里から選ばれた代表者達だった。

　その彼らを説せつ得とくするためにと呼ばれたフェリオは、アルセイフの代表として、彼らに一つの提案をした。

　それは、アルセイフとの〝同どう盟めい〟の誘いである。他国ではなく友人としてなら、協力してくれるかとも思ったのだ。実際に北方民族はフォルナム神殿と同盟関係にあり、アルセイフとフォルナムもまた、似たような関係にある。これはそれぞれの関係を踏まえての提案だった。

　発言力を持つ立場であるフェリオのこの申し出には、長老連の間でも一時は意見が割れた。

　だが結局──出された結論は〝否いな〟というもので、ここでも長老連は揺らがなかった。玄鳥という存在を戦争のために活用することを、彼らは望んでいなかった。

　その状況が一変したのは、国境での戦況に関する詳しよう報ほうが飛び込んできてからのことである。

　元は彼らの身内だった、北方民族の離り反はん者しや達──

　シズヤをはじめとする彼らが、〝玄鳥〟を積極的に戦場へ投入し、一般の兵達を襲っていると聞くや、長老連は軒並み渋しぶい顔に転じた。

　裏切者である彼女らを野放しにしているのは、自分達の責任でもある──彼らにはそもそも、そんな思いがあったらしい。

　そしてシルヴァーナが、アルセイフに対して〝シズヤが何を為なしたか〟、事こと細こまかに並べ立てはじめると、彼らの顔色はいよいよ厳きびしくなった。シズヤがラトロアとも通じ、来訪者ビジターとコウ司し教きようをさらったことにまで話が及ぶと、中には怒りを見せて声を荒げる者さえいた。

　その後、フェリオ達を外に出しての長老連の会議は、長々と数時間に及んだが──やっと出た結論は、〝一族の不ふ始し末まつは一族が償つぐなう〟という、彼ららしいものだった。話し合いにきたフェリオやハーミットが、旧きゆう恩おんのあるウィスタルと縁のある人間だったことも、彼らの決断に影響していたかもしれない。

　そして今──派は遣けんされてきた玄げん鳥ちようの部隊は、アルセイフを支援してタートムを撤てつ退たいさせ、またシズヤ達を捕らえることを目的としている。

　三十羽を超える玄鳥は、そのうちの半数が戦場の支援に回り、他の半数がシズヤらの捕ほ縛ばくに動いていた。

　フェリオとリセリナが同乗するシルヴァーナの玄鳥は、シズヤを追う側に回った。ハーミットも別の鳥に同乗して、この場に来ている。

「……気をつけろよ、フェリオ。敵の中には、妙な力を使う奴やつもいる」

　シルヴァーナの忠告を受けて、フェリオは眼下を見定めた。

　やや赤い羽根を持つシズヤの玄鳥が、ちょうど飛び上がろうとしていた。

　その背に来訪者ビジターを乗せていることが、遠目にもうかがえる。どうやらこの場に連れてきていたらしい。

　それを見つけるや、リセリナが怯おびえたように、フェリオの腕を摑つかんだ。

「怖こわがらなくていいよ、リセリナ。奴らに手出しはさせない」

　フェリオが呟つぶやくと、リセリナはくっと息を詰めて……それから小さく頷うなずいた。

　神殿での一件以来、彼女の態度には、少し不自然な部分が目立った。

　時折、彼女はやけに潤うるんだ眸ひとみでフェリオを見ていたが、気づいたフェリオが視線を向けると、彼女のほうはたちまち眼めを逸そらしてしまうのが常だった。

　おそらくは父親の死を知ったせいで不安定なのだろうと、フェリオは勝手に解釈している。

　眼下のタートム勢は、大量に現れた〝北方民族〟の玄鳥を見て、ひどく慌あわてた様子だった。

　彼らを置いて、シズヤらの玄鳥は逃げる方向に飛び立って行く。その数は五羽──数こそ少ないが、シルヴァーナの話では腕うで利ききが揃そろっているらしい。

　玄鳥の背から、シズヤが追いすがるフェリオ達を振りかえった。

　同乗していたイリスもリセリナを見定める。

「──来るぞ、奴らだ」

　シルヴァーナの声に緊張が走った。一羽の玄鳥が接近する。その背には見たことのない青年と──エンジュが乗っていた。

　フェリオは思わず息を吞のむ。

「シルヴァーナ、あの玄鳥の後ろに乗っているのは俺おれの仲間だ。来訪者ビジターのイリスを最初に保護した狩人かりうどで……」

「なんだって？　だが、繰あやつり手てのほうは厄やつ介かいな奴やつだぞ」

　シルヴァーナが答えた直後のことだった。

　すぐ脇わきで、エンジュの乗った玄げん鳥ちように接近した味方が、不意に高度を落としはじめた。その翼がわずかに裂け、血が溢あふれていることにフェリオは気づく。

「……アカツキの風ふう刃じんだ。身を低くしておけ。奴は風を見えない刃にして操る」

　その言に、フェリオは耳を疑った。鳥は落下こそ避けたものの、滑すべるように高度を落としていき、森の中にその体を下ろした。

「風を？　風が刃になるって、どういうことだ？」

「理り屈くつは私にもわからないよ。おそらくはラトロアの技術だろう」

　リセリナが、フェリオを摑つかむ手に力を込めた。

「……空気の刃って……〝スライサー〟？　まさか──！」

　リセリナが耳元で囁ささやいた。

「フェリオさん、それは私達の世界にもあった技術かもしれません。もし同じものだとしたら……無風状態でもない限り、極端に射しや程ていが短くなるはずです。離れれば怖こわくありません」

　シルヴァーナが眼めをしばたたかせた。

「その認識は当たっているよ、リセリナ。元は来訪者ビジターの技術か。道どう理りで……！」

　シルヴァーナは高度をあげ、アカツキを無視してシズヤを追った。

　追う者と追われる者達は、空を踊おどるようにして入り乱れはじめる。

　シルヴァーナ自身も短弓を構え、敵に向けて撃ちはじめた。シズヤも反撃の矢を放ってきたが、互いに矢は逸それて相手に届かない。

　背後でも一羽の玄鳥が、敵と接触した。

　振りかえったフェリオの眼に、一瞬の雷らい光こうのような光が映る。そこにいた鳥は、薄い煙を放ちながら、たちまち垂直に落ちていった。

「シルヴァーナ！　もう一羽やられた！」

「……エイミーの電でん撃げきか。心配ない、あれは続けては何度も使えないはずだ」

　強気に言いながらも、仲間をやられたシルヴァーナは、悔くやしげに舌した打うちをした。北方民族も決して甘あまい覚かく悟ごで出てきたわけではない。ことに彼らは、相手の力量もよく知っているらしい。

「逃げ切られる前に、せめて一羽か二羽は仕し留とめたいところだが……」

　シルヴァーナの剣けん吞のんな呟つぶやきは、真に迫っていた。

　フェリオとリセリナには、この空では周囲を見張ることぐらいしかできない。

　少しでも役立とうと、眼を凝こらしたフェリオの前に──

　銀色の玉が四つ、迫りつつあった。

　来訪者ビジターイリスのもつ腕輪の力──フェリオはそれを、何度も見ている。

「シルヴァーナ！　高度を落とせ！」

　そう叫んだ直後に、鳥の目の前で〝爆発〟が起きた。
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　目の前で不自然な爆発を受けたシルヴァーナの玄げん鳥ちようは、たちまち高度を落としていった。

　アカツキの鳥に同乗したエンジュは、その光景に思わず息を吞のむ。

　あの玄鳥には、フェリオとリセリナも乗っていた。

　鳥は危あやういところで落下は免まぬかれ、低空を滑すべり始める。

　アカツキがにやりと嗤わらった。

「こいつはいいや、狙ねらい撃ちできる。エンジュ、摑つかまってろよ。少し派は手でにいくぜ」

　玄鳥が急に降下した。エンジュは摑まっているだけで必死である。

「ははあ。あれがフェリオ王子と、来訪者ビジターのリセリナかい。こいつは思わぬ大物だ」

　嬉うれしそうに言って──

　アカツキは鳥を斜めに飛ばせると、シルヴァーナの鳥の上で、自らの手を振り上げた。

　さきほど、そこから〝見えない刃〟が飛び、一羽の玄鳥を傷つけた──エンジュはその光景を見ていた。

　そして今、すぐ真下にはフェリオとリセリナがいる。彼らは揃そろってエンジュを見上げていた。アカツキの刃から守ろうとしているのか、フェリオはリセリナをぎゅっと抱き締め、体で庇かばっている。

〝あの状態で、あんな攻撃を受けたら……〟

　思わずエンジュは、アカツキの手を引っ摑つかんだ。

　態勢を崩されたアカツキの風ふう刃じんは、真下にいるフェリオ達を逸それて、別の方向へと飛んでいった。

「おまえ、邪じや魔まする気かよ!?」

　アカツキがエンジュの手を振り解ほどこうとした。

「当たり前だ！　あの人達は、あんたなんかが殺していい相手じゃない！」

　フェリオ達を助けるために、エンジュは必死でアカツキを怒ど鳴なりつけた。

　アカツキの眉まゆがぴくりと跳はねる。

「……仕方ねぇ。初めからおまえは気に食わなかったんだ。マイヒメも、片かた眼めを射い抜ぬいたおまえを乗せるのは嫌だろうし──ここで、さよならだな」

　アカツキの手が、エンジュの身につけた命いのち綱づなに伸びた。

　エンジュには、抵てい抗こうする暇ひまもなかった。

　綱が切られ、アカツキの手が勢いよくエンジュを突き飛ばし──

　一瞬の間を経て、体が全すべての支えを失った。

　アカツキは最後ににやりと嗤わらった。

　下にいたはずのフェリオが、一瞬で近づいて通り過ぎる。

　見上げた視界に、シズヤの乗った玄げん鳥ちようがいた。その上で、イリスが大きく眼めを見開いているのが、エンジュの眼には確認できた。

　エンジュは呆ぼう然ぜんと──

　ただ呆然と、風を切って落ちていくことしか、できなかった。
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　イリスには、目の前で起きた光景が理解できなかった。

　リセリナとフェリオを乗せた玄鳥は、イリスのスフィアによって眼を眩くらまされ、大きく下降した。そこへアカツキの玄鳥が近づき、自分の代わりにリセリナを殺そうとして──

　エンジュが、落とされた。

　その体は一瞬で眼下の森へと吸い込まれ、イリスは──

「……い、いや……」

　かたかたと、その身を震わせた。顔からは血ちの気けが引き、口元を覆おおった彼女は、瞬まばたきも忘れて下を見つめる。

「噓うそでしょ……？　ちょっと……エンジュ……」

「あら、あの子ったら落ちちゃったの？　あーあ──」

　シズヤが他人ひと事ごとのように呟つぶやいた。アカツキは、しつこくシルヴァーナ達を狙ねらおうとしていたが、そこへ他の玄鳥達が援えん護ごに近づきつつある。

　ただ、そちらの光景はもうイリスの眼に入らない。

　彼女はただ、エンジュが落ちた場所を見つめていた。

「シ、シズヤ！　戻りなさい！」

「え？」

　イリスの裏返りかけた声に、シズヤがのんびりと応じた。

「死んでいると思いますわよ、あれでは。それより、今ならアカツキと一いつ緒しよに、ユキノの玄鳥を落とせますわ。リセリナを殺す絶好の……」

「いいから戻りなさい！　彼を拾ってくるの！」

　イリスは自分が何を言っているのか意識できないまま、感情に任せて叫び散らしていた。

「行かないと、スフィアをここで爆発させるわよ！　早く！　早くってば！」

　シズヤが眸ひとみを細めた。玄鳥の手た綱づなをとり、彼女はイリスの指し示じに従った。

「──死んでいると思いますけれど？」

「馬ば鹿かなことを言わないで！　あんなに低い場所を飛んでいたんだもの、そう簡かん単たんに……」

　──シズヤの言っていることのほうが正しいと、イリスも理性ではわかっていた。それでもイリスは、叫ばずにはいられなかった。

　その落下地点に戻る動きを察して、敵の玄げん鳥ちよう達も追ってくる。だが、ホムラの動きのほうがわずかに速い。

　エンジュの落ちた辺りは、ちょうど森の中だった。木の枝が不自然に折れている箇所をすぐに見つけて、イリスは玄鳥の上から彼の体を必死に探した。

　すぐ近くの、湿地の上に──

　縮ちぢこまるようにして倒れている少年の姿があった。

　イリスは呼吸が止まりそうになる。

「シズヤ！　鳥を降ろして！」

「でも、追おっ手てが来ていますから──」

「じゃあ私だけ降りる！」

　命いのち綱づなを外はずそうとするイリスの姿に苦笑して、シズヤはその手首から、光の綱を伸ばした。

　玄鳥を傍そばに着地させるや、その綱をエンジュの体に巻きつけ、軽々と持ち上げてイリスの傍に運ぶ。

　追っ手から逃れるためにすぐ飛び立つ中、イリスはエンジュの身をシズヤから受け取った。

　少年は、頭から血を流していた。骨折もしていそうだが──息は、まだある。

　イリスは思わず、眼めから涙を零こぼした。

「生きてる……生きてるわ、シズヤ！」

　自分が彼のことでどうしてそんなに安あん堵どしているのか、イリスにはわからなかった。わからないが、しかし感情だけはとめどなく溢あふれてくる。

「ふぅん。落ちたところがたまたまよかったみたいですね」

　さして嬉うれしくもなさそうなシズヤとは対照的に、イリスは泣きながら、エンジュの身を玄鳥に固定した。カトルも無言で、それを手伝ってくれる。

　イリスにも、多少は医療の心得がある。エンジュの様子を見る限り、しばらくは動けないはずだが、命は助かるだろうと思った。

「カトル、ここで応急処しよ置ちをするから手伝って。シズヤ、貴方あなたは敵から逃げることに専念しながら、慎しん重ちように飛びなさい」

　涙声で指し示じをしたイリスは、手荷物の中から医療キットを取り出した。

　シズヤは不思議そうに首を傾かしげた。

「差し出がましいようですが、リセリナが下にいますけど……？」

「……あんな子、いつでも殺せるわ」

　イリスの素そっ気けない返答に、シズヤが軽く肩を竦すくめた。

「その子のこと、そんなに大事だとは思いませんでしたわ。いつも無ぶ愛あい想そうにされていましたから、それこそどうでもいいのかと……」
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　シズヤの言葉に、イリスは応急処しよ置ちをはじめながら嚙かみついた。

「別に大事じゃないわよ！　どうでもいいけど……どうでもいいけど、あれじゃ私のせいで落ちたみたいで、後あと味あじが悪いじゃない。それだけのことよ、誤解しないで」

　泣くほどに取り乱しておいて、それが不自然な言いい訳わけだと気づかないまま、イリスはエンジュの服を剝はいで診察に没ぼつ頭とうした。

　今の彼女は、リセリナのことをすっぱりと、頭の中から消していた。シズヤが軽く鼻で笑ったが、イリスはそれにも気づかない。

　イリスは、自分の本心に気づいていない。むしろ──気づかぬように、自分で自分を抑よく制せいしている。

　イリスにとってのエンジュは、ただのお節せつ介かいな他人でなければならない。彼をそれ以上に意識するつもりはないし、彼に対しても弱みを見せる気はなかった。

　今のイリスには、そうした生き方しかできない。

　一行を乗せた玄げん鳥ちようは、順調に空を飛び始めた。

　北方民族の追おっ手てを振り切るために、アカツキやエイミー達の鳥がその援えん護ごに入る。

　イリスのスフィアによって、視界を一時的に奪われたシルヴァーナの玄鳥は、方向を変えて戻り始めた。空中戦を続けるのは無理だと判断したらしい。

　半なかば入り乱れるようにして追って来る他の玄げん鳥ちよう達から、幾いく本ほんもの矢が飛んだ。イリスのすぐ傍そばにもその一本が飛んできたが、これはカトルが無言で弾はじき飛ばす。

　矢で牽けん制せいをしながら、北方民族の玄鳥は、その爪つめを同族に向けた。シズヤ達の仲間の一人が、上から狙ねらってきたその爪に引っ掛かり、空中でその身を引き裂かれた。

　イリスの耳に、シズヤの舌した打うちが聞こえた。

　彼女が笛を吹き鳴らす。玄鳥を操あやつるための、人間の耳には聞こえない笛ではなく、けたたましくも甲かん高だかい笛の音だった。

　それを完全な撤てつ退たいの合図として、シズヤの鳥は一足先にその場を離り脱だつする。逆に部下達は、シズヤに対する敵の追つい撃げきを妨ぼう害がいするために動いた。

　背後での空中戦がたちまち激しさを増す。

　まずシズヤを確実に逃がそうとするその様子に、イリスは彼女の意外な人望を見た。だが、空中戦にはバニッシュやパンプキンも巻き込まれている。

　彼らの無事を祈りながら、イリスはシズヤに向けて呟つぶやいた。

「……シズヤ、安全なところまで行ったら、どこかでおろして。エンジュを安静にさせないと──」

「承うけたまわりました。でも、アルセイフもタートムも危険ですから──ジラーハ側の拠きよ点てんに降りますわ。しばらくかかりますけれど」

　シズヤの声は、この状況下でも笑っていた。ただ、彼女の眼めつきだけは、鋭するどく物ぶつ騒そうな光を放っていたことに、この時のイリスは気づかなかった。

　玄鳥は風を切り、空を滑すべっていく。

　エンジュの応急処しよ置ちを続けながら、イリスはいつの間にか、信じてもいない神に内心で祈りを捧ささげていた。




　　　　　　　[image: ]




　カルバイ・ウォーレンバーグは、北方民族の玄鳥に追い散らされる自軍を眺めながら、馬上でゆっくりと火ひ酒ざけの杯さかずきを傾けていた。

　──侵しん攻こうは、失敗に終わった。

　北方民族の介かい入にゆうを察さつ知ちできなかったことが、その大きな要因である。

〝北方民族は、他国の争いには関かん与よしない〟──カルバイには、そんな大前提があった。

　それは決して、誤解ではなかったと思っている。

　彼らは玄鳥をもって〝自衛〟することはあっても、それを侵攻の道具とはしなかった。玄鳥の威い力りよくを知るからこそ、彼らはその力を使うことに慎しん重ちようで、自衛のため以外にはその力を使わぬと自制してきたはずだった。

　そんな彼らがこの戦いに関かん与よした理由を、カルバイは彼なりに想像した。

　おそらくは──裏切者であるシズヤ達が為なしたことを、身み内うちの責任として償つぐなうためだろう。

　彼らはそうした物の考え方をする。

　つまりは──シズヤを仲間に引き入れたことが、敗はい因いんと言えるかもしれない。

　だが逆に、シズヤ達の力を借りずにこの侵しん攻こうができたかといえば、答えは否いなだった。

　そのシズヤ達も今はタートムを見限って去り、北方民族は結果としてアルセイフに味方した。

　結局──

（上手うまくいくはずが、なかったということなのかな）

　カルバイは自じ嘲ちよう気味に嗤わらった。

　玄げん鳥ちようは少数の勢力である。多少の損害は無視して、大兵力をもって押し切ることができれば──そんな思いもあった。だが、現実には空からの脅きよう威いに兵達が怯おびえてしまう。

　玄鳥は、大軍を攪かく乱らんするのに効果を発揮する。怯える兵を追い回して恐怖を伝でん播ぱさせれば、陣じん形けいは崩れるし士し気きも落ちる。たった一羽でも充分な効果をもたらすものだった。

　だから玄鳥に対たい処しよする時は、逆に少数の精せい鋭えいをもってすればよいのだ。

　怯えず、決死の覚かく悟ごをもって向かう精鋭さえ用意できれば、玄鳥が降りてくる瞬間を狙ねらって、数人でも仕し留とめられる。その特性を理解して、タートムは北方民族と戦ってきた。

　だが今──カルバイの目の前には、大軍がある。玄鳥にとっては格好の獲え物ものだろう。

　しかも、大兵力対大兵力の純粋な戦闘では、タートムはアルセイフ側に翻ほん弄ろうされてきた。この上で敵に玄鳥が味方するとなれば、もはや打つ手はない。

〝タートムは、アルセイフに及ばない──〟

　それはタートムの人間として、決して認めたくない事実だった。

　認めたくないがゆえに、タートムはアルセイフのことをあえて侮あなどり、歴史を歪ゆがめてまで彼らを下に見てきた。

　だが、実際には──

　カルバイは嘆たん息そくする。

　戦争は、数と経済力で行うものだ。

　数ではタートム側に分ぶがあるものの、経済力では及ばない。その経済力──より具体的には土地の豊かさを奪いたくて、タートムは歴史上、幾いく度どもアルセイフを襲ってきた。

　毎回のようにそれは失敗し、そして今回も──失敗に終わった。

　アルセイフ側にもっと隙すきがあれば、侵攻は成功していただろうとも思う。だが今の政権は、その隙をほとんど見せなかった。

「さて──」

　カルバイは杯さかずきを投げ捨て、馬の首を巡らせた。

　将しようとして、最後のけじめはつけておきたい。

　アルセイフを相手に敬意を〝表する〟つもりなど毛もう頭とうないが、タートムの侵しん攻こうに対して立ち向かい、玄げん鳥ちように襲われてもなお諦あきらめずに抵てい抗こうし続けたアルセイフの将しよう官かん達に対しては、武ぶ官かんとして敬意を〝持つ〟。

　敬意を持つことと、それを示すことは、別の問題である。

　示す気はない。それはカルバイにとって、敗者としての意地だった。

　負けるなら負けるで、最後まで無ぶ様ざまに抵抗してやろう──

　カルバイはそんなふうに思った。

「カルバイ卿きよう！　アルセイフの部隊が、前線の混乱を突き、こちらまで攻めあがって来ました！」

　斥せつ候こうの報告に微笑で頷うなずいて、カルバイは自ら部隊を率ひきいた。

　今回の戦いくさは、アルセイフの勝ちだろう。そして今、アルセイフに勝てないということは──ラトロアに勝てないタートムは、行き場を失うことになる。

　国の未来について絶望したカルバイにとって、今はもう、武人としての意地を果たすことぐらいしか、興味はなかった。

　アルセイフの中心となったのは、新しい国王と、その支持を受けた若き隻せき眼がんの武将らしい。

　その隻眼の武将が今、攻めあがってこようとしている。

　彼と剣を合わせることで、カルバイはそれを自らのけじめとするつもりだった。

　兵を率いてくる将の姿が、カルバイの視界に入った。

「カルバイ・ウォーレンバーグか！　その命、貰もらい受ける！」

　敵の将、ベルナルフォンは勇ゆう壮そうに叫んだ。付近の兵を鼓こ舞ぶするその姿に、カルバイはなぜか嬉うれしくなる。

「受けて立とう！　だが私も、そう易やす々やすと負けるつもりはない」

　カルバイは剣を抜いた。

　敗軍の将としては、撤てつ退たいを指し示じし、逃げるか降こう伏ふくするのが筋だろうとも思う。

　だが一方で、せめて一矢は報むくいたいという思いもある。

　カルバイとベルナルフォンの両軍が、激突しようとした。

　そこへ空から降ってきた影がある。

「カルバイ卿、もう兵を退ひかせろ！」

　少年の声が、高々と戦場に響いた。

　直後に地上に降り立った玄鳥の背から、紫むらさき色いろの髪をした少年が飛び降りた。付き従うように黒髪の少女がその傍そばに控える。

　アルセイフ側の軍勢がどよめいた。兵達が口々に、〝フェリオ様〟と彼の名を呼ぶ。

　フォルナム神殿の騒そう動どうを取りまとめ、カシナートとの同どう盟めいにこぎつけたアルセイフの王族──カルバイは、彼の名をよく承しよう知ちしていた。

　理知的な澄んだ眼まな差ざしには、気力が溢あふれている。

「カルバイ卿きよう、もうすでに大勢は決した。我がアルセイフは、無む益えきな殺し合いは好まない。貴方あなたがたがこのまま撤てつ退たいすれば、こちらでは講こう和わを結ぶ用意もある。ジラーハのカシナート司し教きようが仲ちゆう介かいをしてくれるはずだ」

　まっすぐな言葉に、カルバイは苦笑した。

　カシナートは、これに中あてられたのかとも思う。傍そばにいる玄げん鳥ちようの存在も効いているが、人の心を揺さぶるその声に、タートムの兵達も容よう易いには近づけない。

「返答をいただきたい。このまま潰つぶし合いをしても、互いに利はないはずだ。この戦いくさが〝ラトロア〟に仕組まれたものであることは、貴方もご存ぞん知じのはずだろう！」

　カルバイは──笑った。

　少年の青さを、ただ笑った。眩まぶしくも見えるその姿を見つめて、カルバイはゆったりと声を投げる。

「フェリオ王子──貴方は、知らないのです」

　その声は、静まり返った戦場によく響いた。

「貴方は知らない。我がタートムが、どれだけ困こん窮きゆうしているか。どれだけ長い間、この豊かなアルセイフの土地に焦こがれてきたか──貴方は、本当に何も知らない」

　友人に語りかけるようにして──カルバイは、フェリオを見つめた。

　正面に立ったフェリオは、少しも揺るがない。構わずにカルバイは言葉を紡つむぐ。

「タートムの領土は、そのほとんどが不ふ毛もうの大地です。砂さ漠ばくや荒地、気候の条件もよくない。わずかに作物の実る土地を巡って、激しい諍いさかいが起き、その土地で獲とれる食物を巡って、醜みにくい争いが起きる。そんな土地に、我々は生まれた時から、ずっと住み暮らしている」

　カルバイは遠い眼めをした。

「貴方に想像がつきますか？　生まれた子供が満足な食事も攝とれぬままに死んでいき、働き盛りの男が空腹を紛まぎらわすために火ひ酒ざけに溺おぼれ、生きる場所さえも失った老人が野の垂たれ死んでいく──そんな惨さん状じようを、何もできずに見ていることしかできない為い政せい者しやの心を、貴方は理解できますか？　そんな一方で、自らの欲のために贅ぜいを尽くす貴族達を仲間として扱わねばならず、そんな下げ劣れつな輩やからをも味方につけねば、政治さえままならない──そんな国を、貴方なら治められますか？」

　カルバイの言葉は、虚むなしく聴きこえるほどに大きく、その場に響いた。

　声質は静かだが、その言葉に籠こもった思いの重さが、声を遠くまで届けている。

「フェリオ王子。我々には、アルセイフの豊かな土地が必要なのです。必要なものを奪うことは、人の業ごうでしょう」

　カルバイはそう告げて、剣を納めなかった。

　フェリオの顔色は変わらない。

「そうか──なら我々は、自分の国を守るだけだ。そのために剣を取り、戦うだろう。でもカルバイ卿きよう──もし手を差し伸べられたなら、我々はその手を握ることができるかもしれない。だけど剣を突きつけられたなら、身を守るために、どうしたって剣をとるしかないんだ。タートムは、剣を──捨てる気はないのか」

　カルバイは、首を横に振った。その段階は──もう遠すぎる昔に、過ぎ去ったのだと思う。

「王子、残念ですが……世の中には、さまざまな人間がいるのですよ。相手を虐しいたげ、従わせなければ、幸福を感じられない者達もいるのです。貴方あなたのように達たつ観かんできる為い政せい者しやは、むしろ少数でしょう。一般の民のほうがまだ、小さな幸福に満足する術すべを心得ていますが──タートムでは、それさえも難しい。だからこそ、我々は多大な犠ぎ牲せいを払ってまで、遠えん征せいをしてきたのです」

　カルバイが剣をかざした。

　配下の将しよう官かん達は、突撃の構えを見せる。兵達もそれに倣ならった。

「──突撃」

　それは、とても静かな号令だった。

　だが、その後に続いた馬ば蹄ていの轟とどろきと鬨ときの声は、猛たけ々だけしいまでに激しく大きい。

　それに応じて、ベルナルフォンが部隊を進めた。

　フェリオ達はそれに合流し、玄げん鳥ちようは空に舞い上がる。

　そして──

　タートムの侵しん攻こうを締め括くくる最後の戦いが、そこに繰り広げられた。

　それは戦略的には哀かなしいほどに意味のない、凄せい惨さんな戦いだった。

　両軍がただ死力を尽くし、人馬が次々に倒れ、多くの血が流された。

　アルセイフとタートムは、今までも、そしておそらくはこれからの未来にも──

　そうした戦いを繰り返していくはずだった。

　カルバイは戦いながら、その身に矢を受け、槍やりを食らい、そしていつしか馬から落ちた。

　周囲にいるのが、アルセイフの兵達ばかりに見える。

　離れた場所にいる味方が撤てつ退たいを開始していることには気づいていたが、いまさら、合流しようとは思わなかった。

　やがてカルバイは斃たおれた。致ち命めい傷しようがどの怪け我がなのか、それもわからないほど全身に傷を受け、大地に突っ伏した。

　人馬に踏まれた土の上には、潰つぶされた草が敷き詰められていた。

　紫むらさき色いろの小さな花が、目の前で咲いている。名も知れぬ雑草だが、タートムにはないものだった。

　暗転していく意識の中で、カルバイはそっと花に手を添そえる。

　体を横たえた土は、温かかった。あるいはそれは、血の熱さかもしれない。生命は土に還かえると、フォルナムの教きよう義ぎにある。ザカード神殿の教義では、生命は火によって浄じよう化かされ、煙となって虚こ空くうに散じるものだった。

　そんなところまで、両国は違う。

　斃たおれたカルバイは、土の匂においと草の匂いに包まれていた。

　暗くなっていく視界に、小さな紫むらさき色いろの花だけが残る。

〝──この土地を──我らの手に……〟

　それが、彼の最後に思った言葉だった。

　それは、本当に──〝無意味な〟、戦いだった。




　この日、タートムの侵しん攻こうは、開始から十八日目にして、ようやく終局を迎えた。
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　タートムの兵が撤てつ退たいした後の戦場を、フェリオは遠とお目めに眺めていた。

　広い平野には、両軍の死傷者が大量に横たわっている。アルセイフ側でも正確な戦死者数は把は握あくしていなかったが、開戦から今日までに失った兵は、おそらく七千を超える。戦いくさが終わったこれからも、重傷のために死んでいく者達はいるだろう。

　数多くの命が失われたことに、フェリオは暗あん然ぜんとした。

　じきにその埋まい葬そうもはじまるはずだったが、いくつかの遺い体たいについては、すでに棺ひつぎも用意していた。

　味方の将しよう官かん達でも、亡なくなった者は少なくない。

　そして──タートムの総指揮官だったカルバイ・ウォーレンバーグもまた、その棺に納まっていた。

　エンジュの生死も不明である。だがフェリオは、彼のことをあまり悲観していない。シズヤの玄げん鳥ちようがわざわざ彼を拾っていったらしいし、間近で見ていた限りでは、木の枝をクッションにして、湿しつ地ちに落ちたように見えた。頭上にアカツキという男の玄鳥さえいなければ、すぐにも拾い上げたかったが、結局はイリスが彼を連れて行った。

　戦場で重傷を負った者達については、その多くをアルセイフ側が保護した。タートムの者であっても、生きている場合には殺しはせず、捕ほ虜りよとして扱うようにとブラドーからの命令が出ている。

　その中には、先せん遣けん隊たいの指揮官であったモーフィス・ルメイシーズという武ぶ官かんもいた。髭ひげ面づらの太った男で、タートムでは名の知れた武官らしい。

　重傷を負った──というよりは、はじめから骨折していたにも関かかわらず、あえて出撃してきた剛ごうの者でもある。彼は果か敢かんに戦っていたが、馬に脚あしを踏まれて動けなくなったらしい。

　敵の高官だけに、彼は今後、戦後交渉の糸口になるはずだった。

　ついさきほど、フェリオは彼に、カシナートから預かったカルバイ宛あての書状を見せた。

　フォルナムで輝石セレナイトが失われたこと、ラトロアが今回の戦いくさを裏で操あやつっていたこと、シズヤ達がラトロアの人間であったこと──

　それらの事実を、モーフィスは知らされていなかった。

　半なかば呆ぼう然ぜんとして、彼は何度も手紙を読み返し、そして嘆たん息そくしていた。

「カルバイ卿きようは、ラトロアの関かん与よを知ってまで──それほどまでに、アルセイフの土地を欲しておられたのか──」

　感かん慨がい深げに呟つぶやいた彼のいかつい横顔は、フェリオにとっても印象的なものだった。

　敵に捕らえられていた捕ほ虜りよも、戦勝によって取り戻すことができた。

　ことにバロッサ・アーネストという小こ柄がらな老ろう将しようの無事には、ベルナルフォンが非常に喜び、再会するなり両手でがっちりと握手をかわしていたものである。

　彼の隻せき眼がんが微かすかに潤うるんでいたことを、フェリオは知っている。クラウスもこれに気づいて、〝あの傲ごう岸がん不ふ遜そんなベルが、珍しいこともあるものです〟と、変な感心をしていた。

　危険を潜くぐり抜けて無事に指揮官を務め上げたブラドーにも会った。

　ほぼ一ヵ月ぶりに会った兄は、フェリオの眼めに、なぜか妙に落ち着いて見えた。

　物腰は以前のブラドーのままで、威い厳げんよりは気安さを感じさせる雰ふん囲い気きもそのままだったが、不思議と大きく見える。

　以前はひ弱い雰ふん囲い気きさえあったが、その顔には生せい気きが満ちていた。

　兄のそんな変化を、フェリオは嬉うれしく思った。ブラドーにもおそらく、今回の戦いで何かきっかけがあったに違いない。

　そのブラドーの傍そばには、ソフィアという娘がいた。バロッサ将軍の娘で、戦乱の前半に、隠おん密みつのようなことをしていたと聞く。

　背せ丈たけが小こ柄がらなわりに、スタイルはやけに大人おとなびていて、聞けばブラドーと同じ十九歳らしい。兄との関係が少し気になったが、ただの護ご衛えい役やくらしく、特に意識し合う様子は見えなかった。

　彼女も父親の無事を喜び、再会するなり泣き崩れていた。その後、リセリナが彼女をしきりに気き遣づかっていたが、それはソフィアとバロッサの姿に、自分と義父の関係を重ね合わせていたのかもしれない。

　今、アルセイフの将官と兵達は、簡かん素そな宴うたげを開いていた。

　戦場だけに、たいしたものはない。だが糧りよう食しよくの中から上等なものを選び、酒も調達してきて、奮ふん戦せんした兵達にそれぞれ振る舞われていた。

　玄げん鳥ちようを連れてきた北方民族の者達も、そこに混ざっている。タートムでは差別される北方民族だが、アルセイフでは彼らに対する偏へん見けんなどはない。そもそも、〝北方民族〟の存在そのものが、一般にはあまり知られていなかった。

　フェリオは振りかえって、離れた位置からその光景を眺める。

　酔よっ払ぱらった貴族のオーグレットが高たか鼾いびきを搔かく向こう側で、クラウスとロセッティが泣き上じよう戸ごのサンベルの愚ぐ痴ちを聞いていた。ベルナルフォンとブラドーはバロッサを囲み、ソフィアの酌しやくで静かに飲んでいる。ブラドーは酒が吞のめないはずだから、おそらくは茶でも淹いれたのかもしれない。

　ついさっきまでは、フェリオもその輪の中にいた。戦いを援えん護ごしてくれたハーミットやシルヴァーナも近くにいたはずだったが、彼らの姿は今は見えない。

　フェリオも少し夜風に当たりたくなって、一人でそこから外はずれた。

　草むらに寝そべったフェリオは、夜空を見上げていた。

　今夜も満天の星が瞬いている。

「お疲れですか？　フェリオさん」

　フェリオは寝転んだまま、リセリナの声がしたほうへ視線を向けた。

　夏物の薄い衣ころもに身を包んだ彼女は、戦場にいることが不自然なほど可か憐れんだった。

「疲れはさほどでもないけどね。なんとなく、こうして転がっていると、落ち着くんだ」

「ご一いつ緒しよしてもいいですか？」

　リセリナが問う。

「構わないよ。ただぼうっとしているだけだから」

　リセリナはフェリオのすぐ隣に、膝ひざを抱えて座った。幼い頃ころはよく、ウルクと二人でこうしていたことを思いだす。

「リセリナ──」

　フェリオはふと、彼女に問いかけた。

「君のいた世界でも、戦争が続いていたって、前に言ったよね」

「はい。ずっと、ずっと──私のいた星では、常に世界のどこかで、誰だれかが争っていました」

　リセリナの声は寂さびしげだった。あまり思いだしたくないことなのかもしれない。

　フェリオはあえて口を閉ざした。

「それが、どうかしたんですか？」

「いや、なんとなく──」

　──本当は、聞きたいことがあった。

　フェリオは今日、タートムの将しようと言葉をかわした。

　北方民族の支援で勝負が決した以上、撤てつ退たいしてくれるかもしれないと期待していたが、その期待は完全に外はずれた。

　彼に言われた言葉が、胸に引っかかっている。

〝相手を虐しいたげ、従わせなければ、幸福を感じられない者達もいる──〟

　少数なら確かに、そういう者はいるだろうと思う。だが、人の世の多くがそういう人間だとは、フェリオは思いたくない。そして大多数がそうでないのなら──少数の人間の欲望によって争いが起きることは、傍はた迷めい惑わくな話だと思った。

　リセリナの世界ではどんな理由で戦争が続いていたのか──フェリオは、それを聞きたかった。

　だが、リセリナの様子を見る限りでは、ここと似たような状況だったのかもしれない。

　タートムが剣を捨てられなかった理由は、アルセイフを〝下〟に見ていたからだった。

　同格に扱うことができない──カルバイが言っていたのは、そういうことでもある。

　フェリオは嘆たん息そくした。

　リセリナも同時に息を吐く。

　溜ため息いきが偶ぐう然ぜんに重なったことに、フェリオは驚いた。

「リセリナ、まだ何か、悩み事があるのか？」

　父親のこと以外にも何かがあったのかと思った。

　リセリナは慌あわてた様子で首を横に振った。心なしか、月明かりに照らされたその頰ほおがわずかに赤い。

「い、いえ。別になんでもないんです。ただ……あ、暑いなぁ、って思って」

「そうかな。今夜は涼すずしいよ。肌はだ寒いぐらいだ」

「そうですか？　じゃ、私だけですね、きっと……」

　ごまかすように言って、リセリナはまた息を吐いた。

　彼女の様子に首を傾かしげつつ、フェリオは星を見上げる。

　今夜はシルヴァーナの玄げん鳥ちようを休ませて、明日の朝には出発できる。フォルナムに帰れば、リセリナの悩みも解決するかもしれない。異性のフェリオには話せないことでも、神殿にはメイヤーやクゥナといった、リセリナと歳としの近い娘達もいる。

　本当なら──フェリオは思う。

　あの優やさしいウルクなら、リセリナともきっと、親友になれると思っていた。リセリナも、彼女の回復を願ってくれている。

　リセリナとウルクは、似た者同どう士しだと思う。

　心が優しく、性しよう根ねが素直で、他人への思いやりもある。それでいて──彼女達には、芯しんが通っている。

　きっと彼女達なら、それぞれに気が合うはずだと思った。

「リセリナ──」

「はい」

「フォルナムに帰ったら……剣の練習、はじめようか？」

　フェリオの提案に、リセリナが眼めをしばたたかせた。少し唐とう突とつだったかもしれないが、約束していたことである。ウルクのことでしばらく先さき延のばしになっていたが、父親のことで落ち込んでいるリセリナにとっては、いい気分転換にもなるはずだった。

「……まだ早いかな？」

　リセリナはぶんぶんと首を横に振り、頰ほおを染めつつ、嬉うれしそうに微笑ほほえんだ。

「い、いえ！　やります！　よろしくお願いします、フェリオさん」

　フェリオも微笑を返す。自分もウィスタルから剣を学び始めたばかりの頃ころ、それが楽しくて仕方なかった。

　リセリナは娘ながら、筋すじが良さそうにも見える。きっと上達も早いに違いない。

　リセリナが嬉しがっている〝本当の理由〟については思い至らないまま、フェリオは大きく伸びをして、草むらから起き上がった。

　アルセイフはひとまず、危機を脱した。

　だがジラーハやタートムは、これから、ラトロアとの戦いを激化させていくことになるのだろう。

　そしてその火はいつか、そう遠くない将来に、アルセイフにも燃え移るかもしれない。

　その時、自分には何ができるのか──

　ラトロアにまで続いているはずの星空を見上げながら、フェリオはそんなことを、漠ばく然ぜんと考えていた。
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　御柱ピラーの騒そう動どうから、日々を経て──

　来訪者ビジタームスカの神殿での生活は、不思議なほど平和に穏おだやかに過ぎていた。

　あの騒動における神殿側の傷きず跡あとは深かった。騎士達にもかなりの死傷者がでたし、輝石セレナイトが失われたことで、今後の神殿としての政策にも問題が生まれている。

　そして──ウルク司し祭さいも、意思を失った人形のようになってしまった。

　騎士や輝石セレナイトについては、ラトロアの為なしたことである。

　だが、ウルク司祭については、紛まぎれもなく来訪者ビジター達の失策であり、ムスカもそのことに罪ざい悪あく感かんを抱いていた。

〝もし自分が現場にいたら、イリスを止められたかもしれない──〟

　その思いは、日を追う毎ごとに強さを増していた。

　ウルクの治療を諦あきらめたわけではない。

　フェリオ達が国境へと飛んで、一週間ほどが過ぎたある日──ムスカはシアを伴ともなって、ウルクの寝室を訪れた。

　その日も彼女は窓まど際ぎわの寝台ベツドに半身を起こし、じっとしていた。

　差し込む日の光に青い髪が輝き、無機物のような美しさを放っている。

　ムスカはその眼前に、連れてきたシアを座らせた。寝室には他ほかに、世話役の女神しん官かんであるメイヤーや、しばらく前にフォルナムへと戻ってきた施せ療りよう師しのクゥナもいる。

　彼女らの前でシアに能力を使わせることには抵てい抗こうもあったが、ムスカもこの神殿ではまだ信用を得ていないだけに、それは仕方がない。

「シア──いいな？」

「う……うん」

　もう二週間以上も髪を染めていないせいで、シアの髪は根元から金色に戻りはじめていた。

　そのシアを目の前にしても、ウルクは何の反応も示さない。

　青い眸ひとみはシアを映すことさえ拒こばむように動かず、シアはたちまち泣きそうになっていた。

　ムスカはその頭を撫なでて、どうにか堪こらえさせる。

「シア、頼む。これができるのは、おまえだけだ」

　涙なみだ眼めで頷うなずいたシアが、ウルクの眸を覗のぞき込んだ。

　この数日間──シャジールの民とも相談しつつ、ムスカはずっと、ウルクを元に戻す方法を模も索さくしてきた。ガーゴイルの医療キットに積んであった精神に作用する薬品を、安全な範囲で組み合わせて試しもしたが、そちらの効果はあまり見えてこない。ウルクの体内で変化が起きている可能性はあるが、満足な設備もないこの状況下では、あまりたいした診断はできなかった。

　シアの施ほどこした処しよ置ちによる〝針の穴〟が、どういった状態でウルクに作用しているのか──それさえも、はっきりとはわからない。

　だがそれでも、脳になにがしかの刺激を与えられれば、それがきっかけとなって目め覚ざめる可能性はあるはずだと、ムスカはそう考えた。

　問題は、どういった方法で、どんな刺激を与えるかである。

　さまざまに考えた末に、ムスカはシアの力を借りることにした。

〝輝く眼め〟──

　それは見つめ合った相手の意識を乗っ取り、尋じん問もんをするための能力だった。

　シアが間近から眼を覗き込むと──ウルクはぴくんと震えて、その場に固まっていた。

　ムスカはその脇わきから問いかける。

「ウルク司し祭さい、喋しやべれるかね？」

　返事はない。

　シアの力を利して、ムスカはウルクに、一種の逆ぎやつ行こう催さい眠みんをかけるつもりだった。〝意識がこうなる前〟の状態に、精神を戻せないかと考えたのだ。

「ウルク司祭、これから私はいくつかの質問をする。その意味を理解するよう、努力して欲しい。そして──自分のことや、フェリオ王子のことを、どうか思いだしてくれ」

　ウルクの意識にその声が届いているかどうかもわからないまま、ムスカは言葉を続けた。

　シアはじっとして、ウルクと見つめ合っている。

「司し祭さい、貴方あなたは今、自分の意識を表に出せずにいる。だが、貴方はさまざまなことを憶えているはずだ。ゆっくりでいい、一つずつ思いだしていこう──」

　それからムスカは、彼女に質問を重ね続けた。自身の家族のこと、神殿での生活のこと、内乱時の混乱のことやイリス達のこと、そして──フェリオとの思い出のこと。

　ムスカは彼女のことを何も知らない。だから、質問は一方的なものになった。それでも質問そのものが彼女の意識に届いていれば、その問いかけのいずれかがきっかけとなり、刺激を生むかもしれないと、そんな儚はかない望みを託たくした。

　シアの〝輝く眼め〟ならば、質問によって相手の記憶を引き出すことができる。それが今のウルクにも通じるものかどうかはわからないが、試してみるだけの価値はあった。

　過か度どの負ふ担たんをかけないために、十分も経たたないうちに、ムスカは質問を切り上げた。

　結局──その間、ウルクの唇から何かの言葉が紡つむがれることは一度もなかった。

〝やはり、駄だ目めなのか──？〟

「ムスカ様。もうよろしいのですか？」

　考え込むムスカに、施せ療りよう師しのクゥナが問いかけた。

　ムスカは頷うなずきながら、シアをその腕に抱え上げる。

「これからしばらく──一日に一度ずつ、この治療を続けたい。許可を願えるかね」

「それは──継続の許可となると、私達に判断できることではありません」

　メイヤーが困ったように応じた。

「それがウルク司祭のためになることなら、もちろん良いのですが……悪い効果はないのですよね？」

「そのはずだ。少なくとも私は──仲間が犯した罪を償つぐなうためにも、彼女を元に戻したいと願っている。その方法として、このやり方が適てき切せつかどうかはわからないが、試してみる価値はあると思ってな」

　我ながら、歯切れの悪い返答だと思った。だが前例のないことをしているのだから、確信をもって言えないのは当然のことである。

「ひとまず、神じん師し様にもお話を通されてください。ご案内いたしますわ」

　メイヤーに連れられて、ムスカ達は部屋を移動した。

　訪ねた神師レミギウスは、所用のために神しん域いきへと出かけて留守るすだった。エヴァ司祭や他の神官達も一いつ緒しよらしい。

　留守居の神しん官かんにすぐに戻ると言われ、その執しつ務む室しつで待つ間──ムスカはメイヤーから、フェリオとウルク、そしてリセリナのことを聞かされた。

「私は、お三方とも存じ上げておりますが──フェリオ様は、不思議なほどに誠実な方です。ただ育ちのせいか、女心に疎うとすぎるようで──私の眼には、ウルク様やリセリナ様が気きの毒どくに思えることもありましたわ」

　メイヤーは寂さびしげに微笑していた。傍かたわらのシアは、黙って顔を俯うつむけている。ウルクがああなってからというもの、彼女はほとんど、話すことをやめてしまった。ムスカにとってはそれも痛いた々いたしい。

　メイヤーは、わずかに声を潜ひそめる。

「実は──私はてっきり、フェリオ様はウルク様のことを、ただの友人だと思っているように感じていたのですが──それは違ったようです」

「友人以上で、恋人未満の関係ということかね？」

　ムスカの率そつ直ちよくな問いに、メイヤーは首を横に振った。

「友と恋人の関係は、それ以上とかそれ以下というものではありませんわ。友が恋人以上に大切なことだってあります。ただ僭せん越えつながら、私が思いますに……フェリオ様にとってのウルク様は、友人とか恋人とか、そうした括くくりを超えて、ひたすらに大切な──それこそ、〝絆きずな〟というもので結ばれた関係だったのではないかと思うのです。恋を通り越して愛に近い感情をお持ちだったというのは、私の考え過ぎでしょうか？」

　メイヤーは、いかにも神しん官かんらしい滑なめらかな言葉を紡つむいだ。

　フェリオや、また記憶を失う前のウルクのことをほとんど知らぬムスカには、安あん易いに頷うなずくことはできない。だが、メイヤーの言うことは感覚でわかる気もする。

「王家という環境に育ち、同世代の異性をほとんど知らないせいもあるとは思いますが……フェリオ様は、時に周囲が困こん惑わくしてしまうくらい、純粋な方です。ウルク様やリセリナ様も、あるいはそんなところに惹ひかれたのかもしれませんね」

　メイヤーは苦笑するように言った。

「その純粋な王子のためにも──彼女が元に戻ってくれることを、祈るしかない」

　ムスカの低い呟つぶやきに、女神官もしんみりと頷く。

　不意に扉が、勢いよくノックされた。

「し、失礼します、メイヤー様！」

　施せ療りよう師しクゥナの慌あわてた声に、ムスカは素早く立ち上がった。

「どうしたのかね。何か変事が──」

　扉を開けたクゥナは、真っ青になっていた。

「申し訳ありません！　着替えを用意していた間に、ウルク様が何処どこかに消えてしまい──おそらく神殿の中を歩き回っているのかと思いますが、すぐに捜そう索さくを──」

　その言葉を聞くなり、ムスカは眉まゆ根ねを寄せ、メイヤーは肩を震わせた。

　これまでもウルクは時折、思いついたように立ち上がり、部屋の中を歩いていることがあった。だが、介かい添ぞえもないままに部屋の外まで出てしまったことは初めてである。

　まずはメイヤーが大慌てで衛兵達に連絡し、すぐに門が封ふう鎖さされた。

　そして、ムスカ達が各所を探し回りはじめたところで──ふと中庭に、憶おぼえのある大きな羽音が降ってきた。

　現れた黒い巨鳥の上には、一週間ほど前、この神殿を出て行ったフェリオ達が乗っていた。どうやら国境での仕事を終え、兵達より先に戻ってきたものらしい。

　ムスカ達は、すぐにフェリオにもウルクのことを知らせた。

　ウルクが消えてから、まだ十数分しか経たっていない。遠くに行っていないことは確実だったが、誘ゆう拐かいの可能性も皆かい無むではなかった。

　戻って来るなりそのことを聞かされたフェリオは、たちまち険けわしい顔に転じた。

「……わかった、すぐに探そう。多分、どこかをふらふらしているだけだと思うけれど──」

　不安の様子は隠かくし切れず、フェリオは唇を嚙かんでいた。

　シルヴァーナやハーミット、リセリナも加わり、捜そう索さくが続けられようとした時──

　窓の上から、クゥナの甲かん高だかい声が響いた。

「ウルク様がいらっしゃいました！　こちらです！」

　思いの外ほか、簡単に見つかったことで、ムスカは心しん底そこから安あん堵どした。

　どうやら本当に、そこらをふらふらしていただけらしい。

　ムスカがフェリオ達と共にクゥナの元へ駆けつけると、そこはフェリオの執しつ務む室しつの前だった。親しん善ぜん特とく使したる彼にあてがわれた部屋は、ここしばらくは無人の状態だったはずである。

「ウルク！　無事か!?」

　部屋に駆け込んだフェリオの前で、クゥナが人差し指を唇に添そえて、静かにするよう身振りで示した。

「お静かに──よくお休みです」

　安あん堵どで頰ほおをほころばせながら、クゥナは奥の寝室を視線で示した。

　そこにウルクがいた。

　──フェリオの枕まくらをぎゅっと胸に抱きかかえて、彼女はそこで、安らかに寝息を立てている。

　まるで子供のような姿に、ムスカは啞あ然ぜんとした。

　偶ぐう然ぜんとは思えないが──今まで彼女が、こうした行動に出たことはない。

　フェリオも驚いた様子だったが、彼はウルクに歩み寄り、そしてその頰に優やさしく手を触れた。

「よかった、ウルク……いま戻ったよ。またしばらくは、傍そばにいられるから──」

　フェリオは眠るウルクの体を、愛いとしそうに両手に抱えあげた。

　その瞬間、リセリナがわずかに視線を逸そらしたことにムスカは気づいたが、彼女は何も言わなかった。

　ウルクを元の部屋に運ぶフェリオの背を見つめて、ムスカはある事実に思い至る。

　たった今──

　フェリオの枕を彼の身代わりのように抱えて眠るウルクの顔には、ほんの少しだが、〝表情〟があった。

　それは寂さびしさと安あん堵どが同居したような、とても曖あい昧まいな表情だったが、確かにそこには感情が見えたように思う。

「……シア」

　腕に抱いた少女に、ムスカは小声で囁ささやいた。

「さきほどの処しよ置ちは──どうやら、無む駄だではなかったらしいよ」

　シアが驚いたように眼めを見開いた。

　ムスカはそっと彼女の頭を撫なでると、より正確に状況を見み極きわめるために、フェリオ達の後を追った。
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　頭の中が、ぐるぐると回っている──

　少女は奥深い森の中を、ただひたすらにさ迷い歩いていた。

　右を見ても左を見ても、同じような景色ばかりが広がっている。枯れかけた木々、白く立ち込める靄もや、風のない淀よどんだ灰色の空──重苦しいだけの寂せき寞ばくが、そこを支配していた。

　ここが何処どこなのか。自分がどこを目指しているのか。どうすればここから出られるのか──まったくわからない。

　ただ、そこが何処だかは知らないにしても──少女はその光景を、見たことはあった。

　そこは最近の夢の中で、よく見る場所だった。

　いつから夢を見ているのか、それももうよく憶おぼえていない。それどころか、夢を見ている時間以外の起きていた時間のことを、彼女はほとんど何も憶えていなかった。

　少女はたった一人で、薄暗い森の中を歩いている。

　歩いても、歩いても──疲れはあまり感じない。ただ、ずっとひどくだるい状態が続いている。

　休んで回復するような体のだるさではなく、むしろ思し考こうそのものがだるい。

　立ち止まると、そのだるさに押し潰つぶされてしまいそうで、彼女はあえて歩き続けた。

　どこか遠くで、自分の名を呼ぶ声がした。

　少女は耳を澄ませる。山やま彦びこのように反響して、声は周囲を何度も往復していった。

　どこから呼ばれたのかを把は握あくしようとしても、うまく場所を絞しぼり込めない。

　ぐるぐると、頭が回る。

　少女は自分の掌てのひらを見つめた。

　ほんの少し──自分の手は、透すけているようだった。

　このままこの森をさ迷い続けて、自分はいつか消えるのかもしれないと、そんなことを漠ばく然ぜんと考えた。

　少女はなんとなく、眼めを閉じてみる。

　しばらくすると、彼女はいつのまにか馬車に乗っていた。

〝──もうじき着くようですよ。フォルナム神殿です〟

　怜れい悧りな顔の女司し祭さいが呟つぶやく。

　その司祭の言に頷うなずき、少女は窓から外を眺めた。

　懐なつかしい景色なのか知らない景色なのか、よくわからなかった。土の茶色と植物の緑色が豊富に混ざり合って、道の周辺を覆おおっている。絵の具を適当にこぼしたような景色に酔よって、彼女はまた眼を閉じた。

　やがて少女は、馬車から下ろされる。

　少し前とは違って、何故なぜか心が浮き立っている。

　背せ丈たけの大きな銀髪の騎士が、目の前を歩いていた。

〝ではお呼びしてきますので、しばらくこちらでお待ちください〟

　その騎士は丁てい重ちような口ぶりでそう告げた。姿に見覚えはあったが、彼の名前などは憶おぼえていない。

　少女は言われたとおりに、じっと立ち尽くしている。

　自分は今日──久ひさ々びさに、誰だれかと会うらしい。

　騒ぐ心を神しん官かんなりの落ち着きで隠かくして、少女は待ち続けていた。

　しかし──しばらく待っても、待ち人は来ない。不思議に思って、彼女は歩き出す。

　やがて見えてきた教会では、誰かの葬そう儀ぎが執とり行われていた。

　少女はそっと指を組み、祈りを捧ささげてみる。

　参列客がぞろぞろと出てきて、皆が目の前を通り過ぎていく。彼らの顔は一つも憶えていなかった。

　それこそ絵の具で塗りつぶしたような人々が通り過ぎていく中に、彫ほりの深い顔立ちをした初老の貴族と、頭が大きく背の低い老人が混ざっていた。

　二人は何事かを話しながら、少女の前までやってくる。

　少女は二人を呼び止めた。

〝こ、これは、ウルク様──!?　お久しぶりでございます。ずいぶんとお綺き麗れいに──あ、いや、それより何故、ウルク様がこのようなところへ──〟

　背の高い男が慌あわてた様子で挨あい拶さつをした。

　少女はふと隣を見る。

　そこに──本当は、誰かがいたような気がした。

　誰か──とても、大切な人だったような気がする。

　少女は一人で庭を歩き出した。草の陰かげに差しかかったところで、兄妹の言い争いが聞こえた。何故かすぐに、彼らは兄と妹だとわかった。刺し客かくだとか夜よ伽とぎだとか、あまり聞き慣れない単語が飛び交っている。

　隣の少年に話しかけようとして、少女は戸と惑まどった。

　──誰だっけ──？

　少女は首を傾かしげる。これは確かに自分の記憶だ。その時、確かに隣には〝彼〟がいたはずだった。

　巨鳥に襲われた馬車の中。

　城から逃げ出す際の馬上。

　王都のはずれの教会。優やさしそうな肥こえた司し祭さいには、彼との仲をからかわれた。

　その教会で少女は、彼の寝顔を見つめていて、それから──

　ずきりと、頭が痛んだ。

　たちまち一転して、視界は暗い場所に転じた。

　目の前で少年が倒れている。背を向けて動かない彼の姿に、少女は震えた。

　少女は彼の名を呼ぼうとして、言葉に詰まった。

　──思いだせない。

　絶対に、間違いなく知っているはずなのに、どうしても思いだせない。

　真っ黒に塗りつぶされたような彼に、少女は駆け寄って、すがりつこうとした。

　しかし体は影のようにつかみ所がなく、指の隙すき間まからするするとすり抜け、どうしても抱くことができない。

　足元はいつしか、暗い水みず鏡かがみに転じていた。

　そこにはもう一人の彼女がいて、反対側からも影にすがりついている。

　その鏡の彼女と──視線が交こう錯さくした。

　鏡の向こうから、彼女が──〝自分自身〟が問う。

〝貴方あなたは……誰だれ？〟

〝誰って──私は、私です。貴方も私でしょう？〟

　水鏡の向こうで、自分はいぶかしげに首を傾かしげていた。

〝私が貴方……？　貴方が私でしょう？〟

〝それって、結局は同じことだと思いますけれど……〟

　戸と惑まどった少女が問うと、向こう側の少女も困った顔をした。

　すがろうとしていた少年の影は、いつのまにか水鏡に融とけ、どこにもいなくなっていた。

　二人の少女は、水面を挟はさんで見つめ合う。

　少女はその姿に向けて、手を伸ばしてみた。

　相手も同様に、その手を伸ばす。

　そして──水の中で、互いの手が触れ合った。

　その瞬間のことだった。

　一瞬の眩まばゆい閃せん光こうに視界を覆おおわれ、少女は小さな悲鳴と共に水の中に転んだ。

　起き上がることができずに、そのまま反対側へと突き抜ける。

「きゃっ！　……あ……あれ……？」

　気づくと少女は、似たような場所にいた。

　水鏡はすっかり消え、そこに自分の姿は映っていない。ふと掌てのひらを見ると、透すけかけていた手が、今は元通りになっている。

〝今の子──なんだったんだろう？〟

　そのことを考える。だがすぐに、彼女は気づいた。

　そもそも彼女は自分であり、自分は彼女だった。何かのきっかけで二つに分かれていたものが、一つになった──そういうことらしい。その証しよう拠こが、この掌てのひらなのだろうと思う。

　そして彼女は、ふと懐なつかしい匂においを鼻に感じた。

　少年の匂い──日向ひなたのような、心地よい匂い。彼女はそれを、確かに憶おぼえていた。

　自然と涙が頰ほおを伝う。

〝どうして──どうして、忘れていたんだろう──？〟

　ついさっきまで途と切ぎれていたはずの糸が、今ははっきりとつながっていた。

　子供の頃ころに知り合い、国に帰ってからも、ずっと文を交わしてきた。

　フォルナム神殿に着いてすぐ、彼を呼んでもらった。子供の頃に男の振りをしていたせいで、なかなか気づいてもらえず、こっそりと内心で拗すねたりもした。

　来訪者ビジター達が現れて、国王が死に国が乱れ、少女は彼と共に、その戦乱の渦か中ちゆうを駆け抜けた。

　彼との間に築かれた絆きずなは、いつしか少女にとって、一番大切なものになっていた。

　それなのに──

　少女は、その彼に向けて言ってしまった。

〝あの──どなたですか？〟

　森の中──少女は口元を押さえて、嗚お咽えつを漏もらした。

　その言葉を紡つむいだときの、少年の呆ぼう然ぜんとした表情が、今にして少女の胸を抉えぐった。

〝私は、なんてことを──なんて、酷ひどいことを言って──〟

　取り返しのつかない後こう悔かいが胸を埋めて、少女は眸ひとみから涙を溢あふれさせた。

　自分で自分が信じられない。もっとも忘れてはいけない人のことを、彼女はすっかり、忘れてしまっていた。

　やっとそのことを思いだした途と端たんに、心が壊こわれそうに軋きしんだ。自分が彼を傷つけてしまったことへの罪ざい悪あく感かんと、忘れたことを棚たな上あげして、また彼に惹ひかれはじめていた自分の身勝手さと──二つの思いが、ねじれあって胸を締めつける。

〝ウルク〟は、声をあげて泣いた。

　森に立ち込めていた霧きりが晴れていくことにも、彼女は気づかなかった。

　霧が晴れた時──そこには、幼い一人の少女がいた。

〝……ごめんなさい〟

　その切せつない声に、ウルクははっとして顔を上げた。

〝本当に……ごめんなさい。ごめんなさい──〟

　苦しい謝しや罪ざいの声は、訥とつ々とつと紡がれ続けている。

　そこには子供がいた。きつく閉じた眼めから涙を零こぼし、寂さびしげな表情のまま俯うつむいて、彼女はずっと──おそらくは霧が立ち込めている間中、ずっとそこに立っていた。

　ウルクは胸が塞ふさがって、何も言えなくなった。

　小さな少女──シアが、目の前で泣きじゃくっている。たった独ひとりで、どうしたら罪を償つぐなえるのかもわからずに、ただただ彼女は壊こわれたように泣いていた。

〝私は……そうか、この子に記憶を──〟

　思いだしたウルクは、黙って彼女の肩を抱いた。

　シアの泣き声とは別に──声が、聞こえた。

　それは自分の名前を呼ぶ声だった。今ならはっきりと、その声の主ぬしもわかる。

　ウルクは双そう眸ぼうを拭ぬぐって、顔を空に向けた。

　真っ青で歪いびつな月が、やけに大きく視界に浮いている。

　深い森は、目の前で少しずつ拓ひらけていくところだった。

　白い靄もやは光で払われ、それまで感じたことのなかった一いち陣じんの風が頰ほおを撫なでる。

　そして──

　ウルクはやっと、〝眼め〟を開けた。
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　ぼやけがちな視界に、紫むらさき色いろの髪が見えた。

　彼──フェリオは、ウルクの正面にいた。心配げに覗のぞき込むその顔と視線が合うや、ウルクはびくりとして、瞬しゆん時じに目を覚ます。

　周りには他にも人の気配を感じたが、ひとまずは彼だけが視界に入った。

　外は明るく、窓からは日差しが差し込んでいる。

　フェリオはウルクの肩を両手で摑つかみ、じっと視線を合わせていた。

「……フェリオ様……？」

　名を呟つぶやいただけで、頰が赤くなるのを感じた。寝姿を見られていたかと思うと、余よ計けいに気き恥はずかしい。

　ウルクのそんな思いをよそに──フェリオは驚いたように大きく眼を見開くと、有う無むを言わせずに、たちまちウルクを抱き締めた。

　唐とう突とつな激はげしい抱ほう擁ように、ウルクは戸と惑まどう。

「きゃ……！　フェリオ様!?　あの、ひ、人目が……！」

　慌あわてて身を捻ひねろうとして──ウルクは気づいた。

　フェリオは泣いていた。

　ウルクをきつく抱き締めて、彼は声を殺し、耳元で泣いていた。

　彼が泣くところなど、ウルクは見たことがない。

「あ、あの……フェリオ様？」

　ウルクは驚きながら、彼の背を両手でさすった。

　見回した部屋の中には、神しん官かんのメイヤーや来訪者ビジターのリセリナをはじめ、知った顔が揃そろっていた。王宮騎士団団長のウィスタル、イリスの仲間だった来訪者ビジターのムスカもいる。

　ウルクは全すべてを、憶おぼえていた。

　──だからフェリオが泣いている理由についても、なんとなく理解できる。

〝……心配、してくれてたんだ……〟

　そのことを知って、ウルクは申し訳なさでいっぱいになった。

　フェリオの耳元に、小声で囁ささやく。

「……私──私、フェリオ様に、ひどいことを──フェリオ様のことを、忘れるなんて……」

　震える声で言う。

　フェリオは何も言わない。だが、抱き締める腕の強さが少し増した。

　ウルクは眼めを閉じて、小さく頷うなずいた。

　薄い寝しん衣いを通して、フェリオの暖かさが、肌はだへ伝わってくる。記憶を失う前よりも余よ計けいに、その暖かさは心地よく感じた。

　そしてフェリオの肩越しに──ウルクはシアの姿を見つける。

　リセリナとムスカの足元に隠かくれながら、彼女は今にも逃げ出しそうな気配を醸かもしつつ、そこに小さく立っていた。

　ウルクの姿をまともに見られないらしく、彼女は俯うつむいている。

　シアの心が──ウルクには、痛いほどよくわかった。

　フェリオが気づいて体を離す。

　その眸ひとみは涙に濡ぬれて赤かったが、彼はもう微笑を浮かべていた。〝再会〟を喜ぶ時間は、まだまだこれから、たくさんある。

　ウルクはフェリオに頷いてから、離れて立つシアに向け、そっと手を差し伸べた。

「……おいで、シア──」

　彼女が自分の記憶を奪ったのだということは、よくわかっていた。

　それでも──それでもウルクは、彼女には泣いて欲しくないと思う。彼女がどんな思いで自分と接していたのか、今のウルクは知っている。

　シアがびくりとして、顔をあげた。

　怯おびえきったその表情に、ウルクは涙眼の微笑を向ける。

「……全部──憶おぼえてるよ、シア。でも、大丈夫──私は、貴方あなたのことを嫌いになったりはしないから──大丈夫だから、こっちに来て。そして前みたいに、私の膝ひざに乗って」

　ウルクは両手を広げる。

　たちまちシアの幼い顔が、涙でくしゃくしゃになった。飛びついてきた彼女をしっかりと抱きとめて、ウルクはその小さな身を胸に抱える。

　身を震わせて謝あやまり続けるシアの声は、ほとんど言葉になっていなかった。

　ウルクはその身をぎゅっと抱き締め、優やさしく耳元に囁ささやいた。

「……つらかったね、シア──大丈夫、大丈夫だから……貴方あなたは私の友達。これからもずっと、大切な、大切な友達だから──だから泣かないで。何も、心配することはないから……」

　囁くウルクの胸で、シアは声をあげて泣きじゃくった。抱き締めるウルクのほうも、その眸ひとみには涙が浮いている。

　見ればリセリナも、眼めに涙を溜ためながら、笑顔を見せて何度も頷うなずいていた。彼女もまた、シアのことを案じていたに違いない。

　ウルクの記憶は確かに戻った。

　だがそれは決して、〝元通りに戻った〟わけではないとも思う。

　記憶を失う前にはなかった多くの感情を、今のウルクは得ている。フェリオに対する想おもいはより強くなったとも思うし、シアに対しても、今は彼女を守ってやりたいと強く願っていた。

　フェリオは眩まぶしそうな眼をして、ウルクとシアを見つめていた。

　愛いとしい彼と視線を合わせて、笑みをかわしながら──ウルクはシアが泣きやむまでずっと、彼女の髪を撫なで続けていた。





───続
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　あとがき




　こんにちは、渡瀬です。今巻はなんだかいつもより分厚くなってしまいました。

　電撃では「厚さ」における先せん達だつが多いので、このくらいで「厚い」と言うのはおこがましい気もしますが、今まで中程度の頁数で続けてきたこのシリーズ──唐とう突とつにこれだと、感覚的に「厚っ！」と思われる方かたは多そうです。かくいう自分が書いていて「あ、行数やばい……やばい……あー、書いちゃった」みたいなことになってました。

　実はこれでもかなり削けずったのですが……将来的には、文字組みやページ数などを一いつ切さい変更せずに中身だけ二倍三倍にできる新技術とか出ないものでしょうか。四次元文庫本とかそんな……すみません、ちょっと暑くて頭が故障しかけているようです。ちなみにこの〝あとがき〟を書いているのは真夏のことです。

　厚みといえば、このシリーズを書くにあたって集めた種々の資料にも、やっぱり分厚い本が目立ちました。執筆者の熱意が伝わってくるようで、そういう資料は読んでいてもわくわくしてくるものです。それらの本には、発想の段階でもいろいろと助けてもらいました。

　もっとも、実際にそれらをどこまで生かしているかとなると……実は調べるだけ調べて、あえて眼めを瞑つぶった要素がかなりあります。

　詳くわしく知りたい方には自身で調べてもらったほうがいいと思うのですが、とかく中世って凄すごい時代だったんだなぁ──などと思うことしきりで。もし得た知識をそのまま、戦術や展開などの面で作品に生かそうとすると、ファンタジーというより明らかにバイオレンス＆グロテスク＆マニアックな方向にいってしまいそうで──でもそうなると、このシリーズとしての方向性からは乖かい離りしてしまうため、情報の取しゆ捨しや選択は意外と悩みどころだったりしました。特にお城の攻略法とか防御法とか……い、いや、それは確かに効果的だろうけど衛生的にどうよ、みたいなネタも多く。中世に生まれなくてほんとに良かったです。

　もちろん『空鐘』の舞台は実際の中世ではなく、あくまで〝異世界〟なので、そのあたりの匙さじ加か減げんにはかなり融ゆう通ずうが利くのですが……中世物を忠実に書いている方は凄いなぁ、と、しみじみ思いました。そんな系統の物も機会があれば書いてみたいよーな気もしつつ、どうも精神的に重い物には引きずられる性質なもので、書いているうちに人にん相そうが変わりそうです。




　さて、『空鐘』もいよいよ八巻目となりました。区切りのついたところで「次で完結？」みたいに思われる方もいるかもしれませんが、実はもうしばらく続きます。次巻はいつもよりちょっと早めにお届けすることになりそうですが、一つよろしくお願いいたします。

　それでは、また次の巻にてお会いできることを祈りつつ──


２００５年　夏　渡瀬草一郎
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渡わた瀬せ草そう一いち郎ろう

昭和五十三年型横浜製。携帯電話を持ち始めて半年ぐらい経ちました。未だに使い方がよくわかりません。耳が悪いので電話での会話も実は苦手です。あと顔色が見えないのも不安で仕方ないです。でも顔が見えてもやっぱり何か不安です。……これって対人恐怖症？
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イラスト／岩いわ崎さき美み奈な子こ

新潟出身。埼玉在住。この名前にして性別は不明……らしい。５年間のゲーム会社勤務を経て、フリーのイラストレーターになり、現在あちこちで活躍中。










空そらノ鐘かねの響ひびく惑星ほしで⑧
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